
埼玉県の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果
(平成22年度補正予算にかかる計画分)

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況〈進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額,単位千円)

ヨ界の10万人当たりの医師
数は全国最下位であり、秩
父、北部医療圏や特定診療
T4の 医師不足が問題となつ
ている。
今後も日師不足は続くと見
込まれることから安定的にE
師を確保するスキームが必
要である。

また、当県の臨床研修医の
マッチング率はS096台と低迷
しており、臨床研修病院に
よつてはマッチ者数がoの病
院もある。
巨師を確保するには臨床研
修医の県内誘致が重要であ
り、そのためには県内臨床
研修病院のPRを行う必要が
ある。

看護師について(ま、は僚
ニーズや介饉ニーズの高ま
りにより需要の11加 が見込
まれる中、厳しい勤務環境を
背景に離職者が多くモ護師
の確保が難しくなつている。
また、充案・強化が必要とさ
れる救急、小児敦急、日産
期、がんの分野で高度、

"門的な籠力を待つ證餞師σ
養成が必要であり、看醸師
の量的・質的確保対策が必
要となっている。

雛螺騨鮒箭1鯖
を創設する。

・匡eF不足地域及び1寺 定診
療科 (産科、小児科、救恙
■)の医師確保を図る。

・済生会栞橘病院、日保町
立小虚野中央病院、南西部
保健医療日の病院において
寄附3「座を設置する。

・秩父保健医療日において、
総合IE、 家庭医の姜成プロ
グラムを作成、研修Eを受け
入れ指導することにより、総
合医を養成する。

・医師宿泊施設等の改善、
整備を行い秩父保健医療日
における医師の定着を推進
する。

・北都医療日の医師不足を
解消するため、深谷市が実
施する後期研修医や医学生
への資金貸与事業を支援す
る。

・番護瞳員の就労環境を改
善する事業を推進するととも
に、多様な勁務形態への支
援制度の創設や蔵在■麟8市

の使職支機を露じる。

(医師・看饉師東繊組織(仮称)検tt猥壼事業)

鵬係者を交えて検討会を開催し、支援組織の創
設に向けての検ttを行っている。

(県 外医学生奨学金貸与事業)

本県出身で県外大学の医掌部に進学を予定し
ている、または在学している者に対して奨学会
の貸与を行う。現在は■与希望者の募集中で
ある。

石0会狭山病院ほかフ病院に仮曖菫、休諄菫、
研修室等を整備した。
看餞教員養成研修会の受講を推進する13の
養成所等に受話■の一部を補助した。
復職を希望する瘤在看撻師を最用する病院等
に対し3か月の動務研修を晏託し 復議を支援
した。
認定着餞師の教育機関へ看IE師を派遣する拠
点病院等に対し、派遣中の人件■の一Br2を 機
助した。

く医5・ ■観師支援組織く仮称)検酎鶴壺事業〉
支援組織を創設することにより、医師を安定的
に確保し、医師確保が困IIな地域の拠点病院
へ派遣することができる。

(県外医学生奨学金貸与事業)

医学生に奨摯金を貸与することにより、11来、
医師確保が必要な地域や産科、小児Fl、 救急
科医の動務医を確保すること力くできるご

(事附:書座運営支援事業)

寄附ll座を設置することで、利根保健医療口て
は救急専Fl医の確保を、秩父保健饉療日では
総合菫の彙成を、南西部保健医療EIでは小児
科医を確保することがr・●る。

(総 合医・家庭E宙成支援事業)

秩父保健医療□内の複数の病院が提携した病
院群として(総合E、 家庭医の専Plプログラム
を作成することで、研修摩の受け入れ、総合腱
の書成がでをる。

(医 8市研修施設改善支援事業)

秩父保健匡燎日の公的病院の医師宿泊施設
の改を、医師としての生涯教育体制の整I●を行
うことで、指導医毎の誘導、確保ができる。

(北部地域医師誘導定着支援事業)

北部鷹瞭圏の拠点病院である深谷赤十字病院
において医師を安定的に確保することができ

暑護学生の臨床実践能力の強化や就労環境
の整備が図られることにより雄職率が低くなる
見込みである。また、潜在暑護師の復職が促選
し看護師不足の改善が図られる見込みである。
さらに、救急、小児救急、周産期及びがんなど
の医療現場で熱練した知識・技術を持つ看菫師
が確保され県内の高度専門的な医療提供体制
の緊急整備力{図られる見込みである。

黒篠露需要肇撮
細t(仮   68.669

■外医学生奨学会貸与事業   86.700

寄lll講 座運営支援事業   84,000

繋良暑ξ
庭医育成   45,490

塁纏暑糞
施設改善   41,000

走1よ:[機::][=秀

導   。1,420

爵策磐稽馨壁
離 `∞ 0

高度専門医療のため
の看饉師研修派遣支   62,850
援事業

:警霙
職場復帰支 49637

裏馨霜護壁語 妻    190.000

重][111:::成
所施   32.000

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)

これまでの成果
(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

(1)ヌ通事故のほか、日段
0など二症外傷患者に対す
る敦急医療のため、ドウター
ヘリなどを用いた病院前Il■

送の強化や外傷センターを
設置する必要がある。
また身体合併症を有するI「

神科患者など4寺殊救急に対
応できる目療機聞がなく、救
念搬送困難事例が日常的に
起きている。受入れ体‖の
改善のため、全ての教急患
書を受け入れてトリアージや
必要な診僚を稿 ER機能を

新たな面属察昴獄8セン
ターや既存の高度救命救急
センターの機能を拡充するこ
とにより、埼玉県の救急医療
機能を充実させる。

・ドクターヘリ用の播細IEや夜間照明の奎疇に
係る検討を進めている。
・既存の高度救命救急センターの拡売計画や
県内2つ 日の高度敦命数急センターの奎備に
係る検討を進めている。
・救命教急センターや

=次救急匡療機関の機
能強化のための設備整備に取り組んでいる。

・ドクターヘリ専用饉の格納庫及び夜間照明灯
を整備し、ヘリ離着睦の安全確保を図る。
・流川以西にある高民救命敷急センターに外無 ン
ター、小児救命救急センター、ER機能強4頃精神科
救急ステム、内視競菫拡充)、 救急ワークス■ ション、
スキ17ホ を整備する。
・荒川以東に県内2つ 日の高度救命救急セン
ターを整備する。
・散命敦急セ

"―
を機能強化し、救急搬送困鮭

事例を減少させる。
(脳卒中治療を目的とした適IE題携システム等の
構諄、血書内治療機器の整備・拡充、敦命紋急
息者受人体制の強化設備整備)

・保健医療日の二次敷急病院にあ要な設備整
備を行い、救命数急センターヘの壼者彙中を抑
制する。
(0疾患治瞭施般の機能強化、消1し器内視競
部「1の強化、救急思彗受入れ体llの強化 (搬

送困難事例の解
'1、

iCU等救急医療施設・設備
の充実)

50000

“
●●●●3セ″―●饉lll11」 3■■  1 9oo o00

蠣こ●●颯et"― Ell■■8■■    99,500

餞奇薇患暉凛繊籠強化●栞■  217.508
に0■饉後方文饉体割強化,■■   478,925

備する必要がある。

(2)脳率中、念性心筋縫
=はいずれも、発症後早期の

治薇が■晏であり、救急搬
送体制の充実・強化ととも
に、三篤な患奢を受け入れ
るための整備を行つていか
なければならない。

(3)小児童震饉書を受け入
れる医療体制が十分に整備
されていないため、P:cuの
整備等、小児EIt患者に対
するE薇体制を壺綺するjZ・

要がある。



これまでの取組状況(進捗状況)

児数が6割程度増え、また年
齢が35黛 以上の母親からの
出生も

=貫
して増加傾向を

示すなど、′ヽイリスク妊産婦
が増カロする傾向にある。にも

ず、本県のNICuは
同産期医療体制整備tl面に
づくN10Uの 必要最低限病

床数150床 を49床下回り:ol

本県の 診 療報酬 N10uの稗

っている。その結果、新生
児搬送 だ けでなく、母体 搬送

るケースが発生しており、

の搬送となるなど、他
の依存が高くなつてし

に、既存の地域日産期母子
医療センターの機能を拡充
することにより、埼玉県の周
産期医療機能を売奥させ

・NICu等 の増床など、周産期施設を拡充する。

千葉県の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果 千葉県

番取海匝医療日(平成21年度補正予算にかかる計画分)

これまでの取組状況(進捗状況)

たヽめ地域の磁療機関に
こしていた医師の引き上!

こり、地域の饉師不足が

資格を持ちながら就颯して
いない「暦在■饉遭員Jが 3

高度 4ヒ が遺む中で、自らの■
不安を抱いている。

名分を設定する。

付を行つた。

び県外の■餞師晏威所に在籠する学
に対し、修学資金の新規貸付を行つた。

模の然ュレーカン施設を有する「千買県医師
リアアップ・就菫支援センターJを設置した。
支lEシステム、研修会管理システムを整備

嗅予定の10崚枠学生7名及び平成00
予定の地城枠学生10名 の確保が見込

5年に卒業予定の■饉学生2名 、平成26年に卒
予定の■E学生6名 、平成27年に卒彙予定
■饉学生フ名、平成28年に卒粛予定の■8
生4名の確保が見込まれる.

葉県医師キャリアアップ・就職文提センター

:青担当番専を二めt‐開所紀念セミナーを平成
4年2月 2,日 に開催した。なお、センターでは

肥 臨 鶴 質黛7,劣 編 紺



地域医療の課題 日裸 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額 :単 位千円 )

中央病院に患者が集中して
おり、E環機ILl_支障をきた
す可能性がある。

・地域の目僚燿関相互の役
割分担とこ携 ネットワークイヒ
が諜題である。

「 議すい工誦瞬0うい

1自 治体偶院の機能再に・役
割分担の鶴確化
.(胆 中央病院へ地域医療
支援センターを設置する。(1

性露L躙袴罵簿丁
自治体病院の医師の確保

(旭中央病院以外の自治体
病院のE飾敗(56人 -70人 ):

飢子市立病院を除く)

新たな役割分担に応した患
者の診療 (旭中央病院以外
の自治体病院の■床利用撃
(6"-3い )・ 外来愚者数
(1.393人 -1,785人 )銚子市
立病院を除く。)

旭中央病院の慢能と運営
(― 殷病床利用睾 941“ 長
期入院 (30日 以上入院)愚者

を減らす(103人‐100人 )年
)

・医環連携の基盤となる連携
パス.医療

「

ネットの利用推
進 (奎県型地域医薇撻携 バス
の利用率の向上 (31・ 1)、

「ネットヘの病院 診療所の参
力1串 (8は ,

・住民に対するE凛問題の啓
発 (地峰E燎にlllす る住民・

E療機関・行政が多加するシ
ンポジウムの開催 (年 2回以
上).ミニコミ紙年を通した広
Ca(毎月1回 )

・自治体病院の役割分担の

推進

自治体病院の経常収支比
睾 (10096を 確保 )

進襲五晏首踵播]締珈
費の一部を助成した。

①旭ф莫病院において施l■改修工事を行い、4
つの機籠(診薇タスクフォース・地域饉療理携ユ
ニット教,ュニットロ療研究支Eユニット)を持
つ地域医療支握センターを投置した。また、同セ
ンターにおける医師手の研修に必要なシュミレー
ター●の複器奎備や運営■に係る経員の一部を
助成した。

00地域医療支捜センターの診薇タスク機能に
より、圏域の自治体病院へ医師を派遣し、また、
これに必要なE飾確保について、千義大学と連

標盟 0まlξξ罰誓ピ房性罰を意 、
ムを

9駆認留iFぼ碁♂識締臨
ため、国量の各自治体病院を、2次救●_やリハヒ=リ

懲 肥電覧城臨甜 協 臥
●翌●●を行う経費に対して、その一部を助成し

仁鶴 穏 糧野I轟幣 第
ム など)

①かかりつll医植籠強イL=彙について、雲籠事
R詈を決定した。

④地瞳E薇連携を深める会館を開催した。個 ●
内で2回 ,

CE薇糧師「ネットのシステム開発について、1

次開発予定分を終え、運用開始に向|サ準
"中

で
ある。

Эttlr住 民ゃ塵薇関係暑の■―ズ手を把握す
るため、地域への取材を実施した.

情報発Iロ ポータルサイトを開蟄した。

靱 l蒻
てすている。

鵬 留 織 埜臨 漁籠
みによる地域医療連携事の効果が期待できる。

'聾

蠅 鉤 顧:職
鯉鐵蟹聰 黎
亀讐遷マ翼属馬露品薦こ1呈桑蕗li鶴

禁〕

9嚇督著標輌麟讐暫翻 ョ芳遣LP
識螂 il捲酵懇酎撥格::
黙理躍震撃穏鏃糀を
①地域医療支II病床l10床 )を整備し活用するこ

2‐融 ナ:3絆
能を催

③かかりつけEが機Itを 十分に発llし 、E療機
関の機籠分化を図るよでの役割を担うとともに、
かかりつけ医を持つ県民の割合を高める効果が
期待される。

④⑤哄用パスやrネットの書及を通して、医薇機
鵬相互の役割分担と選鶴・ネットヮーク化の推進
が回られる。

Ole域 住民と医療関係詈 行政がせ崚医療の現
状について理解を深め、三者が一体となって地
域口薇を守る取組が進められている。

①拠点病院の機能強イヒ・
地域E療支II機能の対策
,

②地域連携病院の機能再
編対策贅

90000o

600,000

鍵 至■
かかり」ナE Ю印∞

④「千葉県実用地IC医療
遭携パス」の管理・諄饉の
見直し

0000

⑤医療機関
「

ネット奎麟事
JI

11

m mp00

地域医療の課題 目欅 これまでの取組状況(進渉状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額 :単位千円 )

・E置に河丁●思なり綺駆
や不安感 (E■に関する粛足

産の向上8僚以上、医療 に対
する不安感の解消0“ )

・口崚の勤務医、開彙Eの商
足凛(醒以上)

・フ5蔵朱滴年齢協壺死亡率
4大撲輌による75繊未議年

齢田壺死亡率 (人 口10万対,

をそれぞれ低下させる。
がん :(■ ),130‐ 942
(女)040‐517
脳血管疾患 :(舅 )●28-40■
(女)70‐ 231
●藤患 (■ )808‐ 618
(女〉493-350
■屎輌 :(■ )84-7■  く女)

|`‐ 39

Эリーフレット●の制作・配布による情報発信・啓
発のための準備を建めた。

⑥県民意識調量、医療従事者意識調童を実施し
た。

⑥有籠者による評価会語を開催した。

υ～い れらの0黎
“

して、■■、理甲ス露瞬
へ0患者の一極集中

`ヒ

の緩和、日域自治体書
院の役割に応した診療機能の強

`し

が図られるこ
とが期待でき、また、二」次的に■院経営の安定
化などにも寄与すること力糊 待できる。

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(造沙状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

閥遭事業名
(薔金投入薔:単位千円)

肛 釆 の 輌 匠 に お け0人曖 看 ・ロモE薇 ケヽア,そ理,E"・
■餞師等の人材の確保。研

修

・在宅医療 (ケア)のシステム

化  、

10口■・urフロクラムの開発

②在宅目景従事者への研修の実施

岬 冒・研

“

フロクラム詈口発し、日T囚 1こおい
て、在宅医療 (ケア)を担う匡籠などへの研修の
諄行をした上で,直しを経て確立した。

の上紀により確立した研修プログラムにより研修

`実
施し人材の青成を実施した。

駆頻紺置

「

 290,m

輌、入曖匡燎に次ぐ、「■3の
匡燎Jとして,臓と診燎所が
■携した包格的な在宅E薇
(ケア)のシステム化による在
嗜巨環(ケ7)の充実がな籍
となつている。
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千葉県の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果
(平成21年度補正予算にかかる計画分)

千葉県
山武長生夷隔医療日

(医師等確保)

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)

これまでの成果
(今 後期待される効果)

間iE事業名
(基金投入額:単位千円)

大手病院や臨床研修指定
病院などに、研修医が集まら
ないため地域の医療機関に
Fr遣していた医師の引き上
げが起こり、地域の医em不足
が深刻になつてtヽる。

責格を持ちながら就集して
いないf澪在

=眠
職員」が多

くおり、また、就葉著も医療の
高度イしが進む中で、自らの
看護技術に不安をltlい てい
る。

山武長生夷隅底環□は、通
症患者の日外搬送率が高く、
救急医療に関わる課駆が多
い.

・国内に救命救 思医を配置
20人

璽房:)難8背織践124名
断し、鮮責

2暴思11紺認淵賠謡:η璧

露議鵜蝸戦鵜』型障鼎糧
師キャリフアップ・就職支llセ ンター」を設置し

偏議支援システム.研條会管理システムを奎個
した。

鍾 千篇 嘘 議 m、
ヽ
露 驚「

准教授1名・助教3名 )

嵐描

=装
軍歪あ磯 露撃茎葛 簿 叢

29年に率彙予定の地域枠学生7名 及び平成3

駁喫蔵 f予
定の地域枠学生10名の確保が見

②平成24年に卒業予定の■雄学生1名 .平成

渕 難 il:鮒

i
24年2月 21日 にFE催した。なお、センターでは

髯野
おり、医療従事者鷲賃革陽 票島鷺さ

また、センターのホームベージを開殴し、千葉県

腔 榊 番翻
待される.

④平成23年度は、中核病院にて山拭長生夷田
匡薇日の地域病院に派遣する医師(助教)の研
嬌を行つた。

鍵 難 厨 話 t鶴緞 鰍 t螺
遣する。

撃舗縦お盤稚鰐 130,000
学責金貸付事業)

は 飾等のスキルアッ

務濃癬窮:1隠

=島
   5tl,OCKl

Cl千葉県医師キャリア

み護l鶴量壺鯛憲
ンタ= 250,∞0

④地域病院への医師派遣

柱星薔Fし
た寄附田座凛史   320,000

地域医療の課題 目繰 これまでの取組状況(進捗1大況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円

'
地重の医療 機関相互 の役

割分担と連携・ネットワーク化
の 推進が課題である。

医療連携 の暴螢となる連携
パス、医療

「

ネットの利用棺
進 (全 県型 地域底凛連携パ

スの利用率 の向上 (301)、 lT

ネットヘの 病院 ,診療所の

'加率 (30%)

の地●医療運銹を深める会議を開催した。(日
域内で2回 )

12医療性関
『

ネットのシステム開発について、1

次開発予定分を終え、通用開始に向け
=備

中
である。

Cに
'来

月バスや:Tネ ットの書及を通して、医療

繕健猥吾製
分担と遺携ネットワーク化の跡魏朝遣堆緊

連 Ю,000

2器曇奨薇機関「
ネット .ュ 6oo

これまでの取組状況(進捗状況)
関連事業名
(基金投入鶴:単位千円)

の拠点壺n(三次救急)が必

医師、看趣師 等の医療資源

不足か ら、在 宅 当番や病院

る。

・2次救急医療機関に軽症患
者が集中しないための対策
が必要である。

療体制の強化を図る必要が
ある。

・救急搬送時間が県内平均
よりも長く、また搬送時間が
年々長時間化している救急
医療のコーディネートシステ

る人材の確保が必要であ

救急医療体制を円

,日外医療圏へ の救急搬送

抑えるため,圏内の救急医

構築が諜題である。

ビヽリテーション病棟の不足
こより、患者が救急病院に留

てしまい、救●_医療体制
・効 果的な活用に

支障をきたしている。

救 急患者 の搬送時間短縮

のため、搬送を円滑に行うた

めのルール作 りが必要であ

急性期治療を終了した救急
患者の受入先となる回復期リ

る支l■ (1か所:九十九
里医療センター(仮称)の平
成26年度に開院)

回復期リハヒ
・
リテーシヨン機能の

・tD期・2次数急機能を強化
し、敦急患書の受け入れ能
力を向上させる(空白日・空
自時間の解消)

・散急搬送に要する時間を短

嗜じて最適な搬送先を選定
する救念医療コ

=デ
イネート

システムを構築する。

(研修受講者(400

・研修等を通じ、救急臨 技
術の向上のために必要な支

、研修施設(0か所-9か
)

・日外医療口への救急搬送
率の改善(3喘 -10%)

・救急搬送に30分以上要する

地域医療に関する住民・医
資機関・行政が多加するシン

ウムの80催回数:年 2回
以上
ミニコミ誌等を通じた広報の
実施回数 1毎 月1回

ている東千葉メディカルセンター(平成26年4
月間院予定)に対し、認定看饉師の資権取得の
ための支援事■を実施。採用活動は行つたが応
募が需く採用薬厳はなし。

武、東隅地lrについて、初期 2次救急医
従事する医師,の 招聘●1業を実施すること

欠救急E薇機関への籠者薇中を抑止する
、24時間の電話相談事業を開始した。

については初期、長生・■隅地域につい

当番や議院群輪番のIE営にあたり、行
(医師会)との役割を明確にし

]域 内の病院が実施する回復期リハビリテー
ン病棟の饉備事業に対する補助制度を創
平成23年度は、県内1病院に回復期リハ病

(39床 )を奎備した。

内外の医療機関、国内の消防機関を集め、
搬送を円滑にするためのルール作りを行う

住民や医療関係者のニーズ専を把握す
、地域への取材を実施した。

リーフレット等の制作,配布による情報発信
実施 した。(平成23年度 1医無国内で全

.E薇従事者意籠饒壼を実施

、救命救急饉藤の拠点整備力鼈

2次についても7名の医師を確保し

なお、長生地域についても公立病院の教急棟
の壺備事業に着手することとなつた。

てヽも6名の医師を確保した。

て`24時間の電話相談事業を
23年 度は lSOO件 の相骰興細 があつ

リハビリの墜懺は、急性期を脱した患
受入先となることが期待され、そのことによ

とができるとともに、患者の機能回復・速やかな
社会複帰にも資する。

消防機関を集め検討を行つた。
ルール作りのため、日内の医療

に携わるな巨師を対象とす
ことにより、当該地域の看韻師の救急

′向上等の効果が見込まれる。
また、今後は医師手を対彙とする研修につい
,も,瞑次開催する予定であり、各病院の救急底

化等の効果が見込まれる。

鷹上げ(回復期リハ)



地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)

これまでの成果
(今後期待される効果)

関連事業名
(轟金投入額t単位千円)

・嬌llltほ しのとした口凛E
薇従事者が不足していること
から、救急医療従事者のス

き儀務iζ晶倒順属ぼl:奎
え、鶴力ある鋼院にしていく
ことが課題である。

ψ
`属

種姉秋摯センターの最先蟻の医療技術
を学べる環境を奎備するため、県敦急医療セン
ターに研修用のスペース及びシミュレーション性
器等の奎館を行つた。

⑤救急区薇に勝わる看護師を対象とする研修に
ついて、ニーズ猥この実施や醜明会の開催を

J]驀 蜆 勢 3:聾 ぎ
(参加者36名 )を開催し、合計で,94名 が多加し
た。

千葉県の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果
(平成22年度補正予算にかかる計画分)

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千R)

・千墨 県は 、人 口あたりのE
師数・看護師 数が全国の中

でも相 対的に少ない。今後の

急速な高齢化に伴つて増大
する医療需要に対し、単なる
現場での努力や環状の目瞭
人材提供体精で|よ 、対応が
困難である。

・母釆、千栞県内で地崚日燎
に従Jする医師の確保を回
る。

・看饉師賽威力の拡充と質の
向上を図る。

●千栞大手、日本E科大手及び帝東大手の地

域枠の学生 16名 に対し、修学 資金の新規貸付

を行つた。

Э平成23年度に新設大学1校、■餞学部新設
1校の整備を補助した。

②平llE2フ 年に卒栞予定の地l● 拌学生2名 、平
成20年に事業予定の地域枠学生6名 及び平成
30年に卒業予定の地域枠学生B名の確保が見
込まれる。

07威 24年度に1学年定■180名 分の増■と

①総合ほ・在宅ケア研修
強4ヒ事業

②医師修学資金貸付事業

0●護師学校の新骰、定
■増に伴う施設、設備整
備事業

④看E師学校の耐震化.

老朽化更新のための施設
整備事業

⑤看餞執■姜成真機事業

50,001

136,300

1.38000o

03000

16200C

100.00C

14420C

10.lXX

2.50C

2500



地域医療の課題 目標 これまでの取組状況 (進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

・■師
'じ

,ヨ
=j―

j●J[ア、■8■甲
や心筋模塞等の■富患者に

対応できるよう、救命救 急セ

ンターの機能強化を図る必要
がある。

救命救急センターのない医
療日及び人口の多い医景日
に新たに救命救急センターを
整備する必要がある。

ドクヘリが選航できない時間
中に医師が救急現場に急行
して速や力ヽ こ治療を開始する
ドクターカー事業を強化する
必要がある。

救命救急センターが重篤患
者の治療に専念できるよう.

3次救急と連携する初期 2
次救急医療機関を整備する
必要がある。

・駆●B駆養センターの環形壺

化

・新たな救命救急センターの

理備

・ドクターカー事業の推進

・3次救急を支える初期 2次
教な 医療機関に対する支援

亀観ピ寵謡留誂当躍嘉匙itF

躍 璧 飾 盤 溜 驚 炉禦 贈 畠 筑
に、救命センターない医療国についてもセンター
指定に向けた準備を進めている。

Cクター^り
の基地病院毎、3つの獄命赦tt

ンターにおいて、ドクターカー
=業

実施に向けて
の検討が行われた。

④市町村毎力
'運

営する夜間急病診尿所につい
て、施設.故

0「壺償の意向謗量を行うとともに、
救命救急センター対し、救急

uυ平成24年度より各救命救患センターにお

予ポ
器や格納庫の奎償等が行われる

盛構 話 般 獣

=力

等 iξ」:多1品『

09つの全ての医療日において、夜間急病診僚

質織 ξF機
関の施設・設備整備が行わ

①救命救急センター等螢
備事業 《既存分 》

0敷命救急センター等琵
備事業《新規分》

752.000

100000

③ドクターカー事業      oo ooo

Э
=次

救急E燎を支える
初期=二次救急目撫に対   240000
する支援事業

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)

これまでの成果
(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入顔:単位手円)

・急増する石師者の医療需
要により、在宅医療の需要増
カロが見込まれるが、在宅医
療資源が不足している。

・こ宅医療を担う1かかりつけ
EJの姜成を図る。
・規定カリキュラム受講き0
人‐ 30人
千葉県鶴尿病療姜指導 士

制度の設立と養 成を□る。
・規定カリキュラム受講者 0
人→ 50人

00●
=医

療や生活習慣捐対策を担う人的資
源の青成が見込まれる。 れ募端鞣,磨f “

.∞。
鑑テ鶏臨魅庁 ml

・干栞県 Iま 、人口めたりの在
宅医療資源 が全 国の 中でも

相対的に少ない。

・在宅口科医療の確造
在宅歯科保健医療関係者

の賛贅向上のため、研修受
講者を増加させる。
在宅歯科E療連携室の

ネットワークの充実を図る。

けr尋画科医療違轟
=を

、千桑県口朦保偲セ
ンター内に設置した。

0嘔モロ■日燎lB薔
=で

の相腋翼種。

③在宅歯F線健匡薇推進研修会事業を、千葉
県歯科医師会に饉焼。

事業

モロT・E環収
"曇

饉     。

繋肇麦
歯f4底豪遭携童菫     ;

籐夢納LE離藍 ~2∞
。

鼎 螢薦翠糞圭  50“

千葉 県は、人 口あたりの在
宅 匡療 資源が全国の中でも

相対的に少ない。

・謗 F・罐 設興重センターの壼

備

訪間書護サービスの安定

供給体制基盤を整備する」

l173F・嗜 饉コ厳センターを千葉県看霞協会に
整備した。

鰤 問
=臓

師人猛■屁●凛を千粟県看護協会
に曇託.

①Jヽ規模肪問■餞ステーション支援事業の補助
金要綱作成(予定)

①訪間看證に関するIR査研究・啓発事業を千葉
県看饉協会に晏tt。

軍露軍葉
饉楽嬌センター

   220.0∞

・在宅医療を推進していく上
で、24時間365日 体制は在
宅医療を担う専門職組の人
員不足の中で負担も大きく.

支援体制が十分とはいえな
い。

・在宅医療を担う薬剤飾の確
保と育成、拠点となる薬局の
要備が図られるよう支援する
必要力=ある。

・研
"含

うの開IEそ通じて、
在宅医療を担う桑剤師を平
静バ生嗜十■7・ 1~つmi菫壼

り
「

宅医療に係る研修象等の開催を順次実施
している。(社団法人千葉県薬剤師会への補助
事業として、平成24年度から事業を実施してい
る。)

②在宅医療の拠点となる栞局についても、モデ
ル地区を選定し、体制菫IHを菫めてぃる。

041団法人千葉県薬剤師会内に薬局・薬剤師
を支援する組I●を整備した。

上回る人員の確保が

実施す
ら、今 育成にも責
献できる。

②策局在宅E燎体制については、モデル地区
における体制整備や在宅巨僚関係施設との菫
携議 して、今後.在宅医療を推遣する上での
課題を整理し、将来的な拠点藁局の店上げ等が
可能となる。

0嘔宅E環を担う栗|

初より応募力`多く、日
期待される。また、事
必要なノウハウや資

'

2喧
宅医療桑剤師養威事   2Ql10。

霧翠
鶴臨制整 20000

する。

・オ,腟●め,ハonコ!=
及び指定保険医療材料の供
給に24時間対応できる体制
をモデル||に整備する。ま
た、在宅医療を担う薬局の目
瞭福祉ag篠著^の紹介や、
薬島・薬剤師を支橿する組織
を整備する。さらに、在宅等
で残薬や併用藁の管瑾指導
を行う体制を整備する。
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地域医療の課題 目構 これ志での取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

・,l●ス思■
^院

お凛か必
要になった場合、治療が可能
なE燎機関が限られ、精神
科のない医療機関では,■
眠腱■等が精神疾患患者ヘ
の知識:経験不足が生じ漂題
となつている。

哺 習調床のない輌瞬の■
騒職員に対する研修を実施
し、身体合併症購 の受入
れを促進する。

υ平成24年 F_から千霙県看嬢協会へ重託し事: じ今年度中に、猛神・身体疾患併発思者の受入
れ対策として、研修」―ディネーターを1名程度
記置し、現状の課題の分析、研修内容の構築な

要動 触 臀臓『魔
の治療が行える病院とのネットワークのl■築を
進め、患者の受入れを促進していく予定。

書襲鰊 昨 tm。

・薔齢化に伴い、認知症晟者
の数も増加が見込まれてい
るが、医療 介護スタッフの連
携や対応が不十分である場
合には周辺症状が悪化し、
日常生活の経続が国撻とな
る。また、患者の受入れが可
能な社会責謙が少なく、入院
力簑 期化する傾向にある。

・各与Fl暉 lE研修プロクラム
の構築と人材の養威、地域
における塵森 介護の連携に
よる多機E3・ 多職種による支
援体制を構餞することで、認
知症の症状と長期ケアの安
定化を目指す。

∪2拝鷹 のモテル地区での運 用冥躍 に向け
て、黎知症連撓バスの試亮を作成した。

024年度からの研修体系を摘案する瞼IIの検
ti、 多聴電協働研修プログラム、認知症コーディ
ネーター姜成研修プログラムの作成に向けて検
討会議を開催した。

(D以4R知筵運嬌パスは 案)を着用した医療・
介饉連携モデル事業(介醸サービス手彙所を活
用した在宅u帰促進事業を含む)を実施し、そ
の成果を全県に番及することで、各地域におけ
る継続的で一貫した支援体制の構策を促進す
る。

②弓|き続告検討を行い、専「う職研修、多職la協
働研修、認知症コーディネーターの養成に係る
研修体系を構築することにより、関係nt■0カ
量の向上及び多職種によるチームケアの実現
が期待される。

♀観糠連携バス検討・ .。。0
0連続的かつ包格的な支
援を目指した専P5職研修   27.∞ 0

体系の構贅事業

OE廉・介壼連携による
認知症地域支援体制の構   32p00
簗軍業

④枡護サービス事業所を
活用した周辺症状のアセ    6.000
スメントと在宅支援事業

・不県は回凛靭 ハしリテー

ション病棟の病床数(人 口10
万人対比)が全 国46番 目と

低水準にある。また、県内保
健医療日による病床数の偏
りも顕著である。

・口瞑鶏リハビリテーシヨン病
棟を奎備する。
全県約1.700床 ‐約2200
床

じ県四の澪院が栗施する0口期リハピリテー
ション病棟の奎備事業に対する補助制度を創設
する予定。

じ回恒蕩リハビリテーシヨン病棟の確保及び地
域の偏りの是正を図る。 鋼躍論留

テ~シヨ 6∞ ,0∝

・山武長生栞隅 安房・市原
医療日においては、親和ケア
清練が墜備されておらず、患
者のこ―ズに応えられていな
い。

・6保健 医療日 7病隅-9保
健 医療 口 10病院

∪禾鸞■日軍の嬌瞬 に河し、彙備テ足調重そ
実施し、現在回答待ち。

こ議利ケ′調採は、かんの治環が難しい状震
なつた患者の痛みや苦しみ、悩みをできる限り
TIら げ.穆やかな死を迎えられるようにする施設
である。
未妻備圏燿に整備することにより他の医療圏ヘ
の人院層者の流入を抑えることも期待される。

100.000
0緩和ケア病棟整備補助
事彙

地域医療の課題 目線 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

・昭●157年 以降、十葉県に
おける死国の第1位であるが
んは、今後の高齢者人口の
増加、ラインスタイルの変イじ
等により、薇患率が高くなる
ことr・

t予 想される。

・呂赫 1じ に伴いI「加す0採病

や医療需黎への対応強化の

がん対策のひとつとして、分
子遺伝子鰺断技術等の臨床
研究あ推進を図る。

υ千栞県かん研究所に轟人餞
"の

選足方針辱
を確認しているところである。

υより撻能の選多した薇番を導入することによリ
処理時間を大幅に短縮して結果を得られること
により、研究成果の大幅な進展が期待される。

3寵豊緊
床研究の機能  9Q¨ 。

・県内の二次医療口別に、放

"鑢
治療の充足状況を比較

した場合 、充足していると思

われるのは千葉、軍葛北部、
安務のみと推測され、1寺に栞
葛南部、印篇地区、山武長
生東臓地区では充足率カマ低
く、他圏域(他県)にかなり流
出しており、それを改善する
ことが課盤である。

・が ん 酸 薇 選 研拠 点調 醗 辱
にお ける綺 ●|● 薔轟 構 彗 の

υ半瞑24年2月 !=諷通市ヨ猥置
=楽

薦し、4月
にIMRT(強度賞調放射線治療)を 行うための■
加調査を実施している。

0'薇、期特され0効果として、日者の負担が
軽減 (遠方への放射線治療患者数を少なくす
る.放射線治環までの特ち時間の短縮、治燎時
間の短縮など)し 、思者が受けること力tでをる放
射線治瞭の■の向上が回られる。

y擬露墨[軍響
射 7231●

整備を支援し、県内の波射線
治療体制の強化を図ることを
目採とする。

・がんのこ毛蹂贅患看・琢藤
が安心して住み慣れた地j●

で過ごせるためには、24時
間・365日 対応できるE療体
制及び多腱種による地域ネッ
トワークの構築が必要となつ
ている。

・E詈、電臓、介饉、猜隣綺
係者、行政等多薦種による
地j●在宅優和ネットワークを
構築し、地域にお1す る24時
間・365日の体制整備を図
る。

脚 稲雨、松戸市の2地区を選定し、多鷺租に
よるネットワーク構築のための運営晏員会、研
修会年を実施し地域の課題に取り組んだ。
(1)=● 姜員会、先駆的地域の勉強会の00催

(2)ネットワーク奎撮、事例検討全の開催
(3)実践的な研修会の開催

0峰薇、看讀、介凛、病瞑闘慄書、行政等多磯
組l_よる地域在宅緩和ネットワークの構餞、地
娘における 24時 間・365日の体ll整備が期
待される。

0在宅緩和ケアネット
ワークシステム推進事
業

・保護■の生藩薔l■と子どtl

の生活習慣が密機に関連し
ており、家族ぐるみ、地域ぐる
みでの取組みが不可欠であ
る。

・:しつかり蘊コ、早豪早蔵君
朝ごはんJを実餞する児菫の
増加

・地域・学校電 農が一体と
なつて児童の■切な生活習
慣の定着化のための継続的
な取組を行うための支援

(υ企栞晉とヨ研したイベントを開l● し(4回 )、 軍
族ぐるみで健全な生活ヨ償を身につけるための
書及啓発を行つた。

②研修会(3回 )や啓発媒体(DVD、 リーフレット
等)の配布により、各市町村において効果的な
取組ができるよう支援を行った。

∞ 翠藤ぐ0みでの優奎な主清雷口の栞層に
ついて普及書発を図ることが出来た。また、平成
22年県民健康・榮碁鶴査の結果では、朝食の欠
食率は、小学生35%、 中学生75%で共に

禁念星1:をF薔
傾向l,あ り、更なる働きかけ

Э学責期からの生活習慣
膚予商事業

・がんの予防早期には、がん

に対する正しい知識の普及

啓発があ曇である。

・界民 ヽのがんにたいす0正
しい知 識の普及啓発

∪かん,両晨薔層
=の

開lE

OLリクリボンキャンペーンの開催

①がん検鯵受診率向上のための事業の実施

①がん検診の標度管理向上のための事粛の実
精

υ界民へのがんに対する工しい知8Eの詈及が
農み、がん検診受診率の向上が期待される。

①がんの予防・早期発
見を推進する事彙

l    i42



つ

地llk医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

・襦核病床につては、診猥報
酬力く低いことによる不探算か
ら病床蘭1減の動きが相次い
ており、これ以上の病床減少
は県内●_者に対し適切な医
療を提供できなくなる可能性
が極めて高くなる。

入院勧告思者に対し、縮核
病床にてス院腱療を提供す
ることにより、確実な治療を
行い結核のまん工を防止す
る。

t_露回た人1ヒ宇環云研究会1ヒ宇療濠研究所附
属病院の結核鵬棟建て晉え事業に対し、本基金
を活用し補助する.

①平成24年度は施設肇|1事業、平成25年度は
at備箋備軍業に対し補助を行う。

t'篠 期確 れる効果)

①当鹸底療機関の結核病床は、昭和47年築で
者朽化しており、耐震機の不足など患者や医療
従事者に対する安全性に問題が生していること
から、当鬱病院の施設を充実、事続させることに
より、結核入院患者の医療を永続的に確保する
ことができる。

欝撃桑
級鵬続設 700000

・3澪 l―局野 1じ が還む千葉
県では、高鈴者人 口の増加
に伴う医療需要の増加 に対
して、医療を中心に結合的な
対策をIBじ る必要がある。

終末期医療のあり方につい
て、一般国民と医療隣係をで
は情報の格基が見られること
から「患者や寵旗に対し看
IIRり こ関する希望を聞くととも
に、延命
治薇、臓器移植等に関する
意思確認を行うなど、経末期
医療に関するを発的事業の
実施について検8f」 (千R県
保健医療計画)を行つていく

百齢化問題の足量化を図
る。

′行政担当者へ嵩齢社会に
向けた各種対策提案を行う。

・織末期医療における県民の
希望をかなえる。

・「サクセスフルエイジングll

演金(仮称)Jの全保健医療
日(9ヶ所)での開催

・「総末期の希望躙壺票 (仮

称)」 の作成と県内全医療機
関べの配置

0千葉大宇に寄付を行い、F千葉県寄lll研究3rl

「1凛齢社会医療政策研究all」 を千葉大学医学
部附風病院に設置した。

②晏託事実署を決定した。

υ
・千葉県における高齢社会の現状、今後の人口
推移と医療需要、及びこれに必要な日廉資源の
F出
・今までに提||された高齢社会のE療計画、グ
ランドデザインの収集、検証
・千葉県内の健康戦盲や薔発事彙との道携

ξ
記を踏まえた上で、具体的な目療政策の提

0縄末期医療についての情報格奎が縮小し、自
らの経末医療のあり方について、意思決定がで
きるようになる。

霙藤否馬壽訴極篠革露
研  70000

鮮唐撃問壽罷呂彙曇
方に 7Q輌

東京都の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果
(平成21年度補正予算にかかる計画分)

東京都

多摩医療圏

(医師等確保)

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(■金投入額:単位千円)

全国的な医師不足の中で、
都内においても特に小児医
療、周産期医療を担うE節
が減少している。限られr_医

療資.TRを有効に活用すると
ともに、小児医療及び周産
期医療を担う医師を確保す
る取組を推進していく必要が
ある。

小 児 医療 や 周 菫期 腱 無 に従

事する医師の確保。
平成24年圧において、 順天堂大学・奮林大学・
東京慈恵全巨科大学の地域枠の学生20名 に対
して暦飾奨学会(特別貸与)を 貸与している。

O平成22年度入学生
順天堂大学 名ヽ、書林大学5名

0平成
"年

度入学生
鑽天壼大学5名 .杏林大学10名 、東京慈意会
E科大学6名

0平成24年度入学生
綺天堂大学0名 、音林大学5名 、東京篠層会底

科大学5名

医師業早全輛 別責与)を貫与した地域枠の学
生が今後卒業し、地域で不足してぃる周産期、
小児,救急、へき地医療に従事することが見込
まれる。
O平成27年 度 5名
0平成23年度 15名

O平成20年度 25名

聰
=嘔

燎を担う医師饉爪
「

案  650.800

これまでの取組状況(進捗状況)

・標榜医療機関数が全国
均を下回る。

パー総合周産期センターが
ない。
N10U等の整備が進んでいな
01。

平成23年 1月 に都立多厚総合医療センター・嘲
立小児総合医療センターをスーバー総合周産
期センターに指定。
多摩全崚を,グループとし、さらに医療資源や週
携の実情を踏まえ6つ のサブグループに分け、

、NICu等の整備促違を図った。

保した。
多鷹地域における一次、二次、二次の医療機

、搬送条件を共有化する等の

=伴
う補助の拡充やocuの整備費補

こより、NICuの受入体制の拡充を図

テ″里夕淵讃
ネット7-' 15′ 684



地●医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:摯位千円)

人口当たりの病床数や医師
数が楓平均を下回つており、
特に中核的機能を有する病
院が少ない中、小児医療の
確保が大きな課題

地域における小児二次教急
医療の強化

Fe電の小児二次救急医療機関に対する支援と
して大学からの目師派遣を実施
平成22年8月 に「こども救命センター」として都立
小児総合医療センターを指定
平成22年度より都立小児総合医療センターと小
児二次救急E療機関間において情IRシステム
を活用したネットワークを綺露するほか、小児ニ
次救急医療機関と地域の診療所等との適携モ
デル事業を案施
小児医療に闇する普及啓発を実施
小児の救命処置を行える小児科E年を養成

薦基裟楓瞳 罠鷺与12療里薇機
関の新規参回及び見込

.

小児二次菫急医療機鵬o小児科病床畿の増
ネットワークを活用した二次と二次の連携モデ
ル事業の推進
地域の診療所と二次医療機関の運鶴による小
児初期患者に対する適切な診無体制のIL違

機昌が ・掛
" 43o000

小児救急巨師確保緊急軍彙  495,000
子ど

'摯

nセンター
`[称

l●劇投   133.フ 73

1'児饉,ネットヮークモデル●■   234.591
小児医療普及啓発事業   1548
堪]専門E姜咸l●葉(小児)  35.500
小児救急医療対策協議会   9,429

'東京都の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果
(平成21年度補正予算にかかる計画分)

東京都

区東部医療圏

地域医療の課題 目根 これまでの取組状況(進捗状況)

これまでの成果
(今後期待される効果)

関連事業名
(■金投入額:単位千円)

E科及0こ婦人■■の墜師
数・構榜曖療機関数が全国
平均を下回る。
N:OU等の整備が遭んでいな
い 。

周こ期運轟猥熙モ輛助する
量 による周産期E僚体制
の充実

疇薔OMCuの
=勁

渚

"を
図 るため、椰

=量
凛

病院を中,レ に、在宅移行力f望ましいNl●Uの 入

院児を対まに、在宅移行支l■■のモデル事業
を平成22年度・平成20年度の2年間で実施。

モテル事黎■laじ 、Nlou入臓児支援ヨーデイ
ネ→ ―の必要性、腕内での連携体制の■要
性、地域における在宅移行支援体制の整備の
必要性等、N!●U等入院児の在宅移行にあたっ
て有効な方策や課題専が明らかになってきた。
今後、モデル事業の検lll等 を踏まえ、必姜な支
援体制について整備を進めていく。

けた取饉への支援

地域医療の課題 目機 これまでの取組状況(進捗状況)

これまでの成果
(今後期待される効果)

関連事業名
(薔金投入楓:単位千円)

均を下回つており、特に小児
人口が増加する中、小児E
機の確保が大きな課題

地軍における小児二次叡思
E薇の強化

地■の小児二沢教急医療餞関に対する要螢と
して大学からの医師派遣を実施
平成22年3月 に「こども教命センター」として東京
大学医学部附属病院を指定
小児医療に関する書及薔発を実施
小児の救命処置を行える小児科医年を姜威

■扇な小児に対する秋な匿燎体制の壺籠
休日全夜間に小児救患を実施する二次鷹療機
関の新規,日見込

擁品鰐 ■氣小励 10.5"
小児薇急E椰確保緊急●彙  305,000
子ども薇●センタ■蜃椰l●●l餃    91182

地域医療の課題 目繹 これまでの取組状況 (進捗状況)

これまでの成果
(今後期待される効果)

関連事業名
(=金投入額:単位千円)

おいて1ま、人口当たりの一触
病院数が全国平均を下回
り、新型インフルエ

"・

等新興感
桑掟に対応‐ るE療機能
が不足している。

曇東綱院に新たに感染症の外来及び入院診療
を行うための新練を遺殺するため、を朽1ヒした
IE宿舎を解体した。
墨■演焼に新たに感染症の外来及び入院診療
を行うための新線の実施設計を行つた。

壺東嬌院に新製イ″ルエ
"琴

新口感染症発生
時における地域連携について協議する『区東部
感彙症全腋Jを平成22年度に設置しこれまでに
4回開催し、豊栞蒻院、地元目節金、保腱所、41
祉保健局、病院経営本部など関係書が離まり、
新型イ

"跡"簿
新員感鶴 生時における

関係機関の遭携役割分担の検討●を行つた。

感彙症対応病棟の整備 1961351



東京都の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果
(平成22年度補正予算にかかる計画分)

保 )

地域医療の課題 日標 これまでの取組状況 (進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

菫急E薇、小児医療及び周窟期
医療の確保を担保するも0が、
医師の電凛である。E続の織晨
に加えて、電壼職員の確保につ
いても大きな課題の一つとなって
いる。平代22年に策定したr東京
都場蟹鼠員警綸見通し1による
と、平成23年時点で2623人の
不足が見込まれている。

小児医療や周段期医療に従
事するL師の確保。都内の
看饉職員の確保促達

∬
郡地筆枠の学生10名 に対して奨学会を

・就業協力■の巡回訪鶴による看腱師の確保
や看lE師への研修支援

・東京都地域枠の学生10名 に対して奨学会を
賞与
・就薬協力員による研修毎を実施した。

地

“

E観 をIEぅ医綺贅成事象  406.500

雹疇量■■颯に向けた033支露   282,930

地域医療の課題 目標 これまでの取縄状況 (進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入薔:単位千円)

'尋
●百繁又]、 ‐ヽ lu牢あま

りの間で約2割 1曽加している
一方、救急医療機関数はこ
こ10年 あまりの問て412割減
少している。

地菫 lこ おけ0二次釈悪 E僚
体制の 強化 羅 寝蹴 織 聯 鷺署穏舗

確保する。
地 域救急センターヘの整備費補助

・1施設が委託施設として受入を行つ属
・地域救急センター

^の
墨麟貴補助

咆
=薇,蜃晨センタ

=壺

10■■鴎   339,447
口●●Ileモくら,〕 ■人i重

=■
   lo8 663

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況 (進捗状況 )

これまでの成果
(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入薔:単位千円)

出生壼は ここ10年 辟 りの間お
よそ036増 加しているが、産

"及び産,需 人t4医師は、ここ10年で
およそB%減 少、虐‖及び産婦
人t4を

'F揆

する医療■間も、ここ
10■あまりて約2創

=少
してい

る.また、出
=戦

の ち|“出生体
璽児が占める割合も増加してい
る。

周E期理務覇瞬を輛助する
ことによる周産期医療体制

周産「Jl運 壽清院におけるNlCu運営贅補助及
び螢備資

'1動

周匡期颯携属瞬におけるNICu還 曽賛補助及
び整備贅補助により、周農期E藤体制の一層
の充真を図る。

●こ

“

菫椰ll離NlCu颯
=,1■

勁   143.596
の た兵

周こ期連,病院璧贅費襦助   31,762

これまでの取組状況(進捗状況 )

サービスの利用に

“

する

伴い.身体合71症を抱
る精神罐害書t増えておリ ー

に発見・対応し、患者が身近

の防止に繋がる日常診僚体
●Iを構築する。

人であり、平成8年か
ら4165%増 加しており、再齢itが

ている.

|ケアが必長な商齢議●に
る在宅療曇を可能とする環 支援窓口Jを 中心に、医療と

ける医療的ケアが必要

1リ ハビ :

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)

これまでの成果
(今後期待される効興)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

地重リハヒリテーシヨン夏臓セン
ターの事業の■体的な取糧は、
各センターに

'さ
れていたため、

12日4の取組がパ,′ う でノウ
ハウが共有できない。
各センターが得量分野のI栞を
実施しており、地域ニーズを驚ま

'■
酎錮

'7`壼
沐+● _

lt域におけるリハヒリテー
シヨン事業の支援方法を再
構築することにより、急性期
から在宅まで切れ目のない
リハピリテーション支援体制
及び地域特性を十分に活か
したリハビリテーショシ支援
体制を壼偏する。

東京■∫リハビリテーシヨン協議会の開催、地域
リハピリ支援センターヘの支援

東京都リハヒリテーシヨン協籠会の開fE、 地域
リハビリ支援センターヘの支経を行つた。

嗜苺リハピリテーション支爆■■   103,7o8

地域の実1薔 に応した支援体llの

情員をおまえたlt崚リハビリテー
シヨン支饉センターの機能の再情
築が必要。



地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円〉

lllいの独な医環、局鷹翔睡
療、精神科医療等の政策的
医廉を担っている施設の中
には、建物の老朽化に伴
い、目療機供体制1こ支障が
生じている施設がある。

政
"的

送瞭を担つ露院辱の
経営確保

施設・設備 肇備の薔EI 施設・設備整備の補助
露賢霜酬暑婁

1師設肇  441,229

神奈川県の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果
(平成21年度補正予算にかかる針回分)

神奈川県

東部地域

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今 後期待される効果)

関連事業名
(薔金投入観:単位千円)

置科・E婦人TIを
=た

0診療
科とする医師が減少してい
る。また、周産期母子医療セ
ンターにおいては新生児を専
任とする常動匡節数の平均
が5名 に満たない中で、24時
間の配置体鋼がとられてお
り、周E期を担う医師1ま雌し
い勤務環境にある。
助産飾や看霞師など饉療従
事者の安定的な確保が必要
である。
医学生、後期研修に、勤務
医等とライフステージに応じ
た支援の充実や、医科大学
と通鶴した安定的な医師の
確保を行う必要がある。

医師のライフステーシに5
した支援を充実し、勤務環境

を政薔するなどして、日3T徴

の確保を口る。
E科大手と連携し、医療従

事者の安定的な確保を図る。

|じ塁木手、聟マリアンナEl■
^早

及●栞澪ス

学の定員増に対応 し、23名 の学生に対して修学

資金 の貸付けを行 った。
・県内4蘊科大学において、地域医療を担う医師
の育成・確保を目的とする、教育環境の改善に
資する実晋用機器等の鱗入に対する補助を
行つた。

…

E科大学及び神奈
"1県

産料婦人科臨ま
が行う、後期研修E薔を対象とした学会,加 (延
ぺ249名 )や特別講座(参加者602名 )及び研修
会の開催など(参加者529名 )の経費に対する補
助を行つた。
・神奈

“

1県周鷹期救念医療システム受入病院及
び尊攻饉指導施設において、惨環報酬のハイリ
スク分雄管理加

=に
EA当する分娩を取り扱つた

場合の手当及び菫■l等の専攻瞑に係る指導医
に対する情導区手当を支給する医療機関(計6
か所)に対しての所定麟の支援を行つた。
病院勤務の医師の過菫彙担の縫漱及び女性
E師の出壼与と勁務との両立を■能とし、目師
の離職防止・複職支援をはかるため、短時間働
務制0の多様な勤務影謳の導入に取り組む病
院に対して支IEを行つた。(3か所)

・助産師外来・腕内助壼籠開般に係る・施設 壺
綸の豊備を行うE療機関(1か所)に対しての支

儡 大学力{‖餃す0、 県内艦療施設人
の医師派遣システム構筆に向けた凛査・研究尋
を行う寄附騰座に対して寄付を行つた。

0現 職 の E帥薔そ薔 価 する停 躙壺 輛そ促 理 ,
ることで、離購を防ぐことが期待される。

鮨崚r4E口修中
'全

士付

“

暴   88,800
大学■牢●■■■■●贅0文■●ス    15Q000
■期研彗E7確保支援事輩   69,901
亡科年■修E手当支援●泰   4,983

1■口師■分崚手彗支援事■  121p黎
新
=滉

担当菫手彗支IE事業   2,965
産科饉饉●か務手当支援事■    4,506
■性口

"●
|1僣コ●

“

0支捏平■    40,737
●

“

●blli"助 IF置文II■     1,058
着薔饉50■●■■lt■文嬌■■    39,125

腱内動産所等開設支橿事彙   71,114
地壕F薇■開精EII餃事業  800,000
腱■学■保,IE■■■In助●凛   91,184
11定腕肉保宙籠殷壺口事業   37.334
看饉師専養威力撻遣事業  265,479



これまでの取組状況(進捗状況)

ハイリスク患者を県内医療機
関で収容し音れず県外搬送
力
'発

生している。

施設が不足しているため、NI
CUに患者が滞留して新規救
急患者を受け入れられない。

ILを 有する病床を8床
て、長期入院児の受

人体制を整備する。
NICυ及びOCuの体制を

より重症度の高い教
)受入促進を図る。

・届産期母手 E薇センタイ 2か 所)において、■
、臨床心≡士、菜斉」飾の配置の支援を実

=よ
り受入壺難事案愚者をl■接搬送さ

(5か 所)に 対して受入案績|ミ応した機

・県外搬送が生した場合においても、急性期が

湾轟憲管%に
戻れる調皇力く円滑

f雪醍難ば濯暉潔野機指
る未受診妊帰の円滑

地域医療の課題 目榛 これまでの取組状況(違捗状況)
これまでの成栞

~~~~

___二全後期待される効果)

関連事業名
(■金投入饉:単位千円)

機能の確保が必要。  , 確保や機能維持年を目的と
した施設・設備整備。

轟電器露調躊iliで
災ヽ書時に使 E薇施設発電設ml置事■  119,69`

これまでの取組状況(進捗状況)

の強4ヒ を図る必要とともに、
県民自らが医療情報を管理・
活用できる取組みが蝶題。

・● 果 jEttt口 ●卜 の の 協 襴

県民への詈及啓発を行つた。 翻
==耀

酬轟f
３

，

８

，

神奈川県の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果 神奈川県
西部地域(平成21年度補正予算にかかる計画分)

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)

これまでの成果
(今 後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

島断

`じ

の進行 にffい4バ痰

病への 対応 や在 宅医療の充

実が課 題。

・4疾病について、置環施設
の連携の下、円滑な目環提
供を行うため、地域連携クリ
テイカルバスの導入やターミ
ナルケアの充実への支援専
を行う。
日常及び退焼後のケアの充

実による発症 再発・憑化を
防止するため、医療機En間
の連携の取組みや区療機器
等の整備への支援を行う。

・脳卒
'こ

び覆尿病の地域遍薔バスについて、
モデル的な様式を作成した。
・組和ケア病棟については、1病院墜償を行っ
た。
1ヽ5かFFの在宅猥養支援診療所に対し、医療機

器の壺備や遠携の取組について支援を行つた。
,14か所の歯科保健センター年に対し、訪間診
燎機器の整備●について支援を行つた。
・公立診燎所8か所における医療機器の整IHに

対し、支援等を行った。

・栞遺薇工により各嬌瞬の燿観が取りやすくなつ
た。また共通株式があることで、今後多くの病院
が多加しやすくなることが期待で審る。
・県内の緩和ケア病棟未整備日域の解消に向
けて前進した。
・医療連携に役立つ機器導入・更新により、医療
機L3間の効率的な連携体制の構築に寄与した。

3秦炉聾域連撃事業  9qp51
ターミナルケア推進事業   4,305

地輻 翼
業

程T::
李宅歯科医療推進事業  loり 5Q
●颯嘔n■■●t●椰晨llコ こ颯■■     5,160
離山間地域医燎振興●案   48,552

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入猥:単位千円)

地域医療の中核となる拠点
病院が少ない県央二次保健
医療日における二次救急塵
凛は.2プロックに分書1して確
保してきたが、その一方にお
いてプロック内での確保が国
難となり、他プロックE療機
rtlの 協力を求める状況が生
している。

県スこ沢保健医療□を基点
とし、救急医療体制の再精葉
を行う。

新ヽたに二次秋患鶴書病院諄への0カロをする医
療機関(1宙所)を確保した。
・休日急患診秦所において、休日の医科の診療
時間を準夜(午後6時から午前0時の3時間以
上)に拡大(13日 所)、 電話相談対応(31箇 所)

などを行った。
・1医療日において、通常の二次敦急体制の強
書のほか、専門科療患(脳卒中及び心筋榎菫)

に対応する緒番を綺集し、選用を開始した。
ドヽクターヘリの早朝、薄暮時の時間延長に係る

検証について実施した。
・眼科・耳鼻咽喉料の在宅当番目制を固定綺番
制へ移行することに対して支援を行った。
・身体合併症患者の受人体制の拡充のため、精
神科医療機関の保tl室整備を実施。

・●門科輌書の通用により、これまでオンコール
等により待機していた底節の負担軽減や当餞疾
患に対する受け入れ体制が確保され、円滑な救
急搬送が期待される。
・休日急患診療所の機能強イヒにより、こ次救急
医療機関への流入の抑

“

が見込める。
輸書体制の確保が困難だつた地域において.

輸番多加数が増え、他の医療機関の負担が減
少した。。
・今後の効率的かつ安定的な通航の検gIを経
て、ドクターヘリの時間延長の実施が期待され
る。
・身体合併症患者に対応できる医療機関を整備
することで、思者受入が円滑になる。

熟●墜摯黎閾確保事業 ,77052
■警病院参加促進事業  5190Q
執ε医●l青薇センター壺●事集1   47.868

"拿
巨R体耐遺,強化研究事嘉   67.389

繊ε優燎僣罐システム改

“

0彙   2■ 900

■月急患鰺療所拡充事業  95.113
絆粽執tE饉体

"再
構■●■  281,738

ドクターカー壺情亭彙   84,102



地域医療の課題 目編 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

“
児`釈諷思書の贅人が一般

救急の負担となつていること
から、小児救急機関の拠点
化による小児患者の広城受
入体制の整備力く喫緊め課題
となっている。

本相
"ユ

薔瞬寺における小
児救急の拠点化への支援を
行なう。

小児教急医療施設の肇備及び役割分担による
に環機関の機能彙約4ヒ を行う中核的薇院(1病
院)の運営景に対し支援を行った。

群 欄 躙 躍 蹄 踊 讐鉛 月紹 譜
より、饉療機関の集約化.効率的な医療提供体
制の推進が自られる。

小児救念電話相談拡充事業   14,243
小児救急機能強イヒ事業  175,614

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

火晉時うの電線琴のインフラ
機能の確保が必要。

災 番 時 ■ の 医 療 饉 闘の安 全

蹴 朧 群早的と
・目軍発電lt■を肇備することで、災害時に使
用できる電源の確保ができる。

臓

=施
設発電設確設置事業  296ρ 21

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況 )

これまでの成果
(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投 入額 :単位千 円 )

E民同けの者発や相談機能
の強化を図る必要とともに、
県民自らが医療情報を■理・
活用で者る取組みが採電。

地域住民に対する啓発手を
行い、医療に対する理解促
選を回る。

・●栞拒理を図るための協鑑会辱の開催拡充や
県民への苦及啓発を行つた。

・再生計画事業の内容を周知するリーフレットを
記布することで、県長に―定程度の周知が図ら
れた。

適正受診推進事業   10,912
地域医療再生計画推進事業   18.651
医療情報共有事業   20000
日い■動薔■■■,「●支援苺=   222,101
県民救急理解推進事業    3.568

神奈川県の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果
(平成22年度補正予算にかかる計画分)

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

ティカルバスの普及・活用が
必要.

高齢化の進展に対応するた
め.訪間歯科惨療の充実
や、高次歯科医療の完実、
在宅医療の連書体制が必
要.

クリテイカル′ヽスの晉よ・晉
発・:OT化 を図り、医療遠携体
籠の強4ヒを図る。
高度・専目的なリハビリテー
ション医療を行う施設を整備
し、受入体側の確保、地域生
活への移行支l■を行う。
在宅医療連携体OIの 壺■を
行う。

医置燿轟

「

刊の猥 1し か国られう。

高鈴化の進展に対応した医療連携体制が強化

される。

39,707

15,120

48,672

1,629,088

3.000

105,000

54,570

がん菫EIE供体制の力奏3菫

“

彙り′モリテーションIInIEIL● ■

在宅医療連携推進事業

=次
●科

“

●体制壺口事事

在宅●科鰺書体制整口事黎

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入饉:単位千円)

駆|「猥凛センターl‐おける愚

者取扱散は年 ●増加してい

るため、機能強化を回る必要
カマある。
軽症患書が二次救急医療機
関や救命敦急センターヘ流
入していることから、休日急
愚診晨所等の医療機能の強
化により、二次救急E療機鵬
や教命救急センターの負担
軽減を回る必要がある。
精神疾患と身体疾患を合併
する救急患者に対し、対応で
書る医療機DEの整備があ晏
である。

みなと赤 十 手 洒 隅務 昴 取 思センターの 設 備 野 口

に対して支援を行つた。
牧命救急センターをめざす平4rp民病院の般ロ
壺燎に対して支援を行つた。
休日急患診燎所(10か所)の設

"壺
償に対して

支援を行つた。
東海大学内に続榊・身体臨学寄Ill口座を設置。
北里大学内に中毒・1● 身総合救急E学寄附鱗
座を設置。
東海大学身体合併症患者に対応するための医
師寺を配置する事業を案施。

二仄駆 思 E慄麗 保

「

副 か 菫 1じされ ●。

拠点病院を精神‖散急における身体合併症救
急匡燎確保事業OE燎糧間に指定することで
受入体制のシステムが回れる。
人材姜成、地域遭携システムにより、拠点病饒
以外での教急E燎性鵬での受入が円滑になる.

綺神科救急基幹病院の機能強4ヒ により、新たな
精神科E僚への拡充が図られる。

臓●薇なセンター●●●lL事■

臓●績亀センターカ壼i墨,ユ

い 彙3セ
"=耐

●■●L口●ェ

摯日3=摯
=所

■匡凛強lL●稟

臓
=口

●情籠システム改
"“

彙

疇　一詢

79,862

442,150

125,000

96,600

30,000

120,00

98.921

160,630



るが、慢性的な蒲床により医
療機関での円滑な受入に支
障をきたしている。

関連事業名
(薔金投入薇:単位千円)

る体制を整備し、小児教急医
療体制を強化する必要力`あ

して支援を行つた。
・北里大学病院のP:0し壼備に対し支援を行い、
B床から12床へ増床する予定.

・平威25キ 12月 に北里大学病院の新績様力暁
成し、P:Ouが現在の8床から12床べ増床するこ
とにより、県内の小児二症思者への対応強4ヒカく
図られる。

地域医療の課題 目欄 これまでの取組状況(進捗状況 )
これまでの成果

(今後期待される効果)

閣運畢業名
(基金投入麟:単位千円)

者や災審時に傷病者が発生
した際の病院の受入れ体制
の整備

災詈 晰●の医臓観 間の安全

確保 や機能維持奪 を目的と

した施設 設備奎備

災薔時に傷病書琴を診察するスペースの確保
や医療機器を肇備することで、安全確保や病院
の機能維持

=を
図ることができる

監凛獅
時対応施設 設備   75,210

新潟県の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果
(平成21年度補正予算にかかる計画分)

新潟県

魚沼医療日

(医師等確

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況 )

これまでの成果
(今後期待される効果)

間違事業名
(基金投入預:単位千円)

・EEI不 足が深スリな当県の

中でも最 も医師の少ない日

域であることか ら、医師確保

に向けた対策を講じることが

喫緊 の課題

県内の看護 師等学 校養 威

所新卒者の県内就 業を促進

するとともに、開設時間の延
長や必要に応じ夜間保盲も
実施可能な院内保曹所の豊
備を進める必要力くある

・良医■成新渇県コンソーシ
アムと連携した巨師確保事
業の実施、医学生向け修学
資金の賃与により医師の増
加、偏在の解消
・■風職員の県内就集者の
増加及び離職の防止

・ユ医口成新濁県コンソーシアムと
=研

してE
師確保事業、医学生向けの修学資金の賞与を
実施、新滉大学に総合地域医療学講座(寄附‖
座)を設置
・■護学生50名 に対し新規貸し付け
・魚沼基幹病院(仮 称)の整備に合わせ院内保
青所を壺備する

・■墜百瞑勁潟県コンソーシアムとlE携した研
修E確保事葉の実施により、県内病院の周知
を行い研修医等確保につなけていくことができ
た
・計画どおり医学生に修学資金を貸与。今後、
確実に地域医療に従事する医師の確保につな
げていくことができた
・寄附講座の設置により、新潟県の地域医療に

霊
学生向け

"学
責奎貸与事

   80,OF10

鯉翌 彙
麟医療システム研究

   45,000

虔E■成新潟い ンソーシア

台競:‖:こ

よる研純麒 70.∞0

関心を持つ医学生が増加し、県内定書率が増
加する
。平成28年度までに卒業予定の■讀学生00名
の確保が見込まれる
。看猥師毎の手育て環境を改薔することにより、
看饉職■の離職防止や就彙支援の促進が期待
される

'菫"●
●学贅會賞与事業   57.000

院内保青所散Ettn      49,961

これまでの取組状況(進捗状況)

沼医療日の医療水準を向上
させるため、急性潮の入院を

や連携強イヒカく必要
高齢化による住民の疾病リ
クが増加していることか

ら、医療機関相互の連携に
より、住民の予防医療、疾病
管理を行う体制の整備が必

(仮称)を整備する
とともに、役割分担・機能分

づき周辺病院の機能

・平成25年康末までに、10簡

(ICT)による診療情
化や地域遠携クリ

ィカルバスを構築する

H23か ら地域医療研修 の案習先の手 配などを

る専門laを地元医師会に3名配置し、23

・H241に新潟大学に寄附を行いr健康増進医
魚沼地域に研究拠点施設を肇

H244からコホート研究を先行して実施
・H2Jこ 地域E僚違麟ネット

"設
立準備委員会

を設置し、システム仕様を検討。H241こ 仕様を決
定し、発注予定

守これまで魚沼に不足していた
確保が期待される
・研修区の受入体制の螢備により、医療日の医

・毬床研究機能を整備し、将来的に全国からコ
る医師を魚沼地域に集積

ることにより、研究の発展や医師の確保が期

・地域医療遺撫ネットワークシ看ムの導入により、地
管理を行う体制が整備さ



地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

。最寄りの数命救急センター
まで30分以内1=搬送できる
人口の割合は2割に満たな
いことから、二次教急医療に
対応せ る体制の整備が必
要
・一次、二次、三次敷急の相
互の連携体制の構築が必要

・最寄りの教命救急センター
まで30分以内に搬送できる
人口の罰合を、平成27年度
束までに80%以上に増加さ

・魚沼薔幹層院(仮称)の 実施設計を完了し、
H243か ら建設に着手

・魚沼碁幹病隙 仮称)の設置により、地域救命
救急センター機能を整備
・ヘリポートの整備により、特に■篤な救急騒者
を魚沼医療日域外へ遠やかに搬送することが
可能

寧
p暉理システム■量子 92170

せる
重症患者の日域外搬送を、
平成27年度末までに4%未
満へ減少させる

これまでの取組状況(進捗状況)

新潟県の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果
(平成21年度補正予算にかかるll画分)

新潟県

佐渡医療圏

保 )

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況 (進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(■金投入額:単位千円)

医ヽ師数の不足と偏在
・開設時間の延長や必要に
応じ夜間保青も実施可能な
院内保曹所の不足

民ヽE■威新潜県ヨンツ
=シ

アムと連携した医BI確保事
業の実施、医学生向け修学
資金の貸与により医師の増
加、偏在の解消
・看獲凛■の離職の防止

・良E■咸新潟県コンツーシアムと連携して屋
師確保事業、医学生向けの修学資金の貸与を
実施、新潟大学に総合地域巨僚学lE座(寄附騰
Dを設置
・看震学生50名 に対し新規貸し付け
・平成24年 度に佐震総合病院に院内保育所を
整備

・晨E■威新潟県コンソーシアムと連携した研
修E確保事業の実施により、県内病院の周知
を行い研修E等確保につなげていくことがせ
た
。計画どおり医学生に修学資金を賞与。今後、
確実に地域医療に従事する医師の確保につな
げていくことができた
・寄附情座の設置により、新潟県の地域医療に
関心を持つ医学生が増加し、県内定着率が増
加する
・平成2o年度までに卒業予定の■IE学生80名
の確保が見込まれる
.■饉師書の子曹環境を改薔することにより、看

83,000

寧
目燎システム研   57.000

■目青威新調彙コンツーシア

浩繹 響
■よる研修目確保

"4“
6

■饉師等修学費金貸与事菫   57.l100

40,000

II職員の離職防止や就業支援の促遺が期待さ
れる

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況 (進捗状況)

これまでの成果
(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

・初期、二次散急匡環の充
実及び■携強化
・地理的側約のため、日域内
医薇機田で対応せ ない■
症患者^の対応

・ドクターヘリ導入による治療
開始時間の短縮

ξ
燎壇織ネットワークの構

・ドクターヘリの導入に保る課題そ棟酎する螢彙
会を設置するとともに、ヘリポート●の施設設備
整信を行い、導入に向けた準備作業を遭めた。
・医療遭揚ネットワークの構築の第1段階である
システム晏件定

=り
を真施

・l・ クタニヘリ■入による治籠開発時間の短縮
及び島内医療機関の負担軽減される
・E薇資源の不足する佐農B域で、摘鰺双方向
連携した住民の森■管理、在宅鰺療支tE、 遠闘
診療苺が行える

クターヘリ尋入0■      51フ ,984

月ネットワーク輌
,



地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)

これまでの成果
(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

・初期 、一人ヌ 轟 医ほの 元

案及び連携強化

・地理的制約のため 、国域内

医療機 関で対 応できない重
症思者 への対応

・トワター ヘリ曝人による治環

開始時 間の短縮

・ドクターヘリの導入に係る漂題を検Ifす る委員
会を設置するとともに、ヘリポート等の施設投IH

整備を行い、導入に向けた準備作業を進めた。

・ドクターヘリ導入による治療開始時間の短縮
及び島内医療機関の負担軽減される

ドクターヘリ尋入事呂 (再■ )

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況 (進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
C金投入額:単位千円)

・局師百,か仕 モで
=お,

るため、病院・診 瞭所 慄 局・

介護福祉事務所の連携が必
要

・日燎運携ネットワークの構翻・薔策の第1段籠であるシステム要件定議寺を
真施

日薇資源の不足する佐演日崚で、病診双方面
連携した住民の疾病管理、在宅惨療支援、遠鵬
診療毎が行える

聘嬌E環理機ネットワーク韓
籠事案(喜鶴)

地域医療の課題 目犠 これまでの取組状況(進捗状況)

これまでの成果
(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千Pl)

・地重医療再生計画の事業
IL進

・関係機関による掟遭奎籠を設置し、計画記載
事業推進のための検討・協継

・It回配口平栞そ桑施を建連される
4,00o

新潟県の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果
(平成22年度補正予算にかかる針画分)

(医師等確保)

地域医療の課題 目編 これまでの取組状況(進捗状況)

これまでの成果
(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

医 8輌数 の 不 足 と颯 在

県内の看菫師専学校養成
所新卒者の県内就業を促遺
する必要がある。

・県内の医師不足の状況薔
を把握・分析し、医師のキヤ
リア形成支援と一体的にE
鱒不足病院の支援等を行う
ことにより、E師の地域偏在
を解消する。

・研修環境の充実・高度化図
りt初期臨床研修医を確保
し、医師不足の解消を図る。

・看餞聴■の県内就業者の
増加

・県贅嬌学生が■足医療機関だけでなく、引
=続き地域E療に定着するための仕組みづくりや

地域E療に従事しつつ巨師としてのキャリア
アップできる仕組みづくりを検討
・民間医師紹介集モを活用した県外睡師等ヘ

の広報事業

■ 護学生フo名 に対し新規IRし 付けを行つた。

・県■修学生が地域医療に定着するための仕
組みづくり等の検討において、基本的な考え方
と方向性を整理することができた。
・民間医師紹介彙書を活用した広||●業を実施
することにより、今後の県外からの医師招聘を
目指すドクターバンク事業の実施につなげるこ
と力くてきた。
・新潟大学医歯学総合病院、新潟大学医学部.

脳研究所零が持つ臨床技鮨学習・研修セン
ター機能を集約・拡充し、初期臨床研修匡を確
保する。
.新潟大学、魚沼地城匿薇研修センターと連携
する地域医療研修病院群の整備により、地域
医療を担う医師を書成する体制を整備する。

・平成28年度までに卒業予定の看菫学生210
名の確保が見込まれる。

50,000

'騒
師尋修学資金貸与事業

  256.500

510,0∞

嘔嘔 E薇 輌

「

稲 転 I至 臀 ● ■
 1.130,000



救命毅急センターの前
後方病院としての役割を

担う地域の中極的な病院の
機能強化を図る必要があ
る。

・高齢化が進む中、
、地域の中核的構

救急病院の役割分担を
消防等関係機関

医療体制を構築していく必要

・ドクターヘリについて、冬季

・身体合併症を有する精神
者に対する精神F4睡

て十日町病院を新
救急医療ネットワーク

二次医療日単位で救急医

・冬撃でも離着陸できる場所
ドクターヘリの円

・新潟市民病院に精神科病

救急医療遍繕協議会毎で医療機鵬間の連携
や医療機関と消防機関、行政機関の連携が図
られ、円71な救急医療体制を確保する。

・冬華でも使用で告る離層睦場所を確保し、年
したドクターヘリの運航を確保する。

・銃潟市民薇院精神科病棟の壼備により、精神
T4医療体制を強化する。

これまでの取組状況(進捗状況)

人あたり)は、全
国最下位であり、がん診 療

ヨンピニ受診を軽減させる

・ 界 い り 上 姜 か /Vじ蹂 理 男

拠点病院にPE7● Tを導入

・地域住 民も地域 医療の担

・饉療機08、 行口、消防が協力して住民啓発を
ことにより、救急医療現場の疲弊を軽減す

富山県の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果
(平成21年度補正予算にかかる計画分)

富山県

富山医療日

(医師等確保 )

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(薔金投入額:単位千円)

慶科医、小児■l医 、因科・外
科医の減少などにより、周産
期E僚、教急医療に従事す
る医療従事者の負街が大き
くなつている。

ll、 II口 入
"o,大

おどIⅢり彙内
o,■●u輌●

"す
る力足旱をヽ ■

25年二栞事でに31鴨ユ上とする.

菫,■
=■

●■肛饉にようトリアー′シ

=山
本宇曖学部

=踵
宇■■(=ス量元砕,の

学生40名に対して、貸付を行つた。
緊急臓判定支援システム●TAS2008日 本語版
を県内の救急告示病院等46施設に導入し、シ
ステムの具体的使用方法に関する研修会を0回

開催した。

平成23年反●名、平成24年鷹2名 、平成25年鷹
17名、平成知年度18名の学生が卒彙見込であ
り、これらの者が県内就業の予定。
敷急判定支援ステムの普及により、医師をはじ
めとして教急現場での医秦従事者の負担軽減
が見込まれる。

琶螂李属組辱言翠ξ与  8フ ,000

救急医療トリアニジシ   12,000

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

敷急医療機関の負担を職潔
し、新川医療日から

=山
医

康日への患
=流

入の減少を
図ることが課題

さ山E●日の一次薇ふ崚 つている
日山市菫ふE●センターOll口によ
り、日電内の二次||●a疇0睛m■
饉壼

=轟
彙■■を平蔵25■■■

「

T
の6に、■懃 0年ことltべて,31電
産

“

夕させう.

斬

"I●

颯口0い 口凛M●●セン

ター●
"に

より、おll市民n輌の0お
瞑■の0■工少 ■IE峰

“
=口

0.=
た、■宅摯燿

“

桝●■■により、日喘
への■●

=■
■饉和する.

=山
市撃な医無センターの移転改員(H20年 :|

月完成)を行つた。
」R釈前での街EIPR(:回 )やラジオスポツト放送
(2社 )を通した救急摩猥適正受診啓発活動を
行つた。
小児救急医療ガイⅣ ックを改定し(H20年 11月

発行),'Q600冊 を配布した。

=山
県歯科医療総合センターに歯科OTを 整備

した(H22年鷹)。

敷急医療センターの完案により、23年 11、 12月

の受惨患者数が前年に比べ1196増 加したこと
により、2次輪書病院の負担が軽減されたと予
想される。
こ次救急病院の口腔外科部rlの救急負担が
軽減された。

新川医療日

=盗

急患   250,000

酔
ン

  600,lll10

警農騒
=翌

正受診住   11,0。。

密豊翼
科診療体制整   33.000

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(=金投入観:単位千円)

口山市民病院のN:Cu体上に
より、轟体化している

=山
医

療日の周産期医療体制の整
備が喫緊の課題

餞含局饉硼母チE燿センフー

である県ユ中央ヨ院において、N
ICu及びMFICuを 増床するなど

ulBの 完■を目る。

日
=期

母子臓晨センター●崚
方支IE薔 床として.■屋0'障
口児■の受入れに対応てきる小

児璃床を平蔵26年底までi_4床

確保するも

県立中央病院のN10U増床事彙(9-12床 )を

行つた。
県立中央病院のMttCu等 整備(20‐ 29床 )を

行った。
地壇周産期母子医療センター等の医療施躍
備を壺備した(H22年度3病院.H23年度2病

院)。

県内の日麗期医編の機能強 化と役割分担の促

速により、日度期医饉体制カマ充実した。 属量饗
隅MFICU琴 壺  534,162

属晏璽
院NICu増床整  095,504

142,334
,医療 施 設 設 lm
:輩

翌

「

退院サポ~卜
   15,0∞

NICu後方体制整備事   20000



地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)

これまでの成果
(今後期待される効果)

間違事業名
(基金投入翻:単位千円)

息性期病院から、慢性期満
院、在宅医療へ切れ日なく目
療が提供されるよう、在宅医
療の推進が課題

こ宅診僚体制を奎偏するこ
とで患者の状態に合つた巨
僚施設での療養を支援し、
二次輪番病院べの患者集中
を緩和する。

夏
"E層

■
'・

′,,こ rIでE姜ニシャトステイ■床黎==
糾器監

=ラ

″」昇騰毬電説:歴西Rを推

よ島:醸磐肇:鞘il裂晨1糖舞謬》:獅

31薔寧 翼
イ
1;]:1,(覇鶴 11器ξメ

～∝3●

介工
=接

の■
=饉

燿や●宅Eす 0■■により、eF_“から、
せた瘍、こ

=こ
緻へ切れ目なく電癬が■慎され、急L綱輌熊

0■
=饉

晟勁長が増午れる.

蘇選]軸芦″f欝獣
=朧

ス

撲雁套監曹
トステイ病 25200

璽 ¨

4800

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況〉
これまでの成果

(今 後期待される効果)

関連事業名
(薔金投入鑽:単位千円)

甲罰 ,郡″ 墜量賣 源●■飼

活 用し、富山市に立地してい

る県立 中央病院へ の軽症患

者 の集 中を軽減 することが

課 題

uFユか0いう

“

奮網瞬そIエ

じめとした中新川瑯のE療
資源を有効活用し、県立中
央病院への一次敷急患看零
の集中を軽漱する。

かみいち総合病院と、中新川地区の診療所と
の間で、息者の紹介・カルテ参照年の円滑な病
診連携を図るため、暁 域医療連携システム」を
整備した(H23年 度尭威)。

駐臀尋‖覇温穏 眠踊耀慶霜
島:島驚暑冗言ナ

中央病院への思箸集中の組

中新川郡地域医療違
換システム盤僣菫輩 10,000

富山県の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果
(平成21年度補正予算にかかる計画分)

富山県

高岡医療圏

(

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)

これまでの成果
(今後期待される効果)

関連事業名
(農金投入額:単位千円)

雇科 医 、小児 科日をはじめ、

内科 医や外科 医の減少など

により、周産期 医療のみなら

ず、一次・二次救急医療に従
事する医師の負荷は大きく

t「I懸癬樫離I
を担つている/●t的病院を中
心に、就業者の確保と離職
防止が求められている。

OI・め 口のr嗜籠ll菫菫
=の

こホカ
針20"り it●づく地●のE●薔鰈●
のtl点からの巨申国人■定■0需急

“

薔的till● 着用や."学贅全彙
大

平

本彙●で勁
と、風●の

“
`,与引E■で10

ユЩス手臓ひt沢大,の■■llにより人雫するE,ま (■

力や0'20もに対してll■彙IIを行つた.

公的脅薔,の II務をお菫する医学生や4ヽ 児● こ■.菫0
‖年の働務を●コするE学生

“

Gに対して晰,■付をFTつ

た。

=山
大手E争

"Ettllに

rも摯E■■月

'“
aJを 開,し

た。

=山
■●屋研

`月
曖暉薔撻II会を餃こし 饉サ生に対す

`PRの工えなど、各■●が一体となり初嬌II床研●嘔0“颯
対■に取り

“

んFt'る .

嘔嘔鰤全と■3し まLEいoに対する相●■口o設置

駅棚倉饉 ]1悟::聟躍雲毅機蜜
C□るための

「
■会●を

“

IIした.

場合目を■晟する0●プログラムを中するべ歯たE籠

“

点
瘍曖輛 研市民輌

")に
対するか咸tllった.

=山
大■■■学科の入学■■●20名 1● (H22年 二から)に

あわせ、■肛争14研究■を|ILttIEす るとともに [■ 産専門
嗜贖●■疇慮j及 び「●宅■腱学IIこ 1を円餃した。

苺

“

E薇こ颯●,■壺0■,■【富大、金大041月 1■0)
については、平″ 9年に以Fに崚次初期IE床 0●●饉ア予
定、ヽ I● E薇再生嬌宇燎奎o●

=■
については、ます平■ t

年魔に3名 が
'初

■i饉床研俸をll,予 定であり

“

児ヽ14や壼H
,の摯最14でI「 番予定.

[亀電E崚菫e学

“
丘Jでは嗜

=E■
o現蛹●に出向き

ながらな■を,っており、地城E■0● ll,■燿しその解A
に■するこ織従平者の青咸

""IIさ

れる.

H20年産の初鳩腱床Eマッチングではマッチ●メ02名とな
り前年産の46名 ltら 大

`に
増加したとこうである。,I● ||●

こ蛋竃:臨 鳥:,こ・
摯帰 来のE"の

女性E椰に対す0■摯

“

,ボロ●されたことにより、女性
Eいの

“

ヽ防止が膊待赫 。また、H24■ に口僣した●渭会
には 的50名 のE学生や鱚床研修目が,"したところであり、
女手饉■生や女性Eいの県内定●に饉びつくことがll,され
る.

■●市民瘤饒において H2o年Eに3名 の■鋼研修E“ブ
ログラムに沿つて■●

`||||し

たところであり、情にへき地での
地,日 暉で求められている総合Eの■咸ホロられる,14で
ある.

これまでに H204に供用がされたI「しい■肛,■口

"颯
t

活用しr3● tら 、「百
==日

■越磁暉

“

EJでは
`回

の罰悸奎、
「●宅■ll,“EJではll■奎や2回のセミナーを開億し 多く
のilE学生や■●

=■
●が,力しており、用こ疇菫晏や在t

E暉 子をIBう■根●■o■咸 定子やスキルアップが田
"き

器寵 緊撻言
資  214,630

魃
―濫

雪翌Fr確
保対策   58,800

女性医師等支援事業   2:,450

■山大手E■||■

“

,14の定員
ll.推 e入試の工大などにより、■内
の,お看饉椰に対する充足旱

=平
晟

25年鷹末までに3096以 上とする.

■山大学E■ ll●工■fll‐■IIII

屋を嗅置し,● Iこ綱こ層や0宅E燿
に雄IFする■l■獨の晏咸とπ鷺口上
を図る.

総合医育成支援事業   6,750

薦出盆篇雲麗翌壼
爾  410.586

房鼻喬欝菫理学科
へ
  2,0```

璽懸
研修センター増干 41.000

看置職員就業支援    2,000

り要寧留Xll言調査 4∞6

164

これまでの取組状況 (進捗状況)

者流入の減少を図る

動凛饉藤口から薔匈饉曇

商国市なOE銀 センターのl織政

、日崚内の二次●■昴館の ●間

●腋■量田ョ8■On饒ネットヮー



地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(追捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

思性硼露院から、慢性期属
院、在宅医療へ切れ日なく医
療が提供されるよう、在宅医
療の推遣が課題となってい
る。

在宅診環倅剛を肇偏するこ
とで患者の状態に合った医
療施設での療姜を支援し、
二次綸番病院への患者集中
を緩和する。

凸口E猥日、晰EE■口でE薇糸シヨートスシ 用床
を4床確保.

●罐

“

シヨートステイ‖月
=強

 延
～

0名 (H2341-
330) 歴露設三蓄

トステイ病 25,200

層を確進する開黎Eのグループ{ヒやその活動を支援し
た。
高同E薇圏で

=宅
書14お薇のための場●苺●を行つ

た。

介睡家籠の■担憂誠や在宅饉療の促道により、念性
期から、慢性硼、在宅E薇へ切れ自なくは置が提供き
れ、,性調病院の■荷確誠効果が期待される.

慧麗蜃菫
支学センター  30000

在宅歯科診療の充実
訪問看護推進事業

８

，

００〇

一
４

，
８００

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位午円)

駆BE薇 を担 う医猥臓間に

よける読影医不 足を補うた

め、医療機関相 互 の診断面

像送付・読影診 断依頼を行う
体制整備が課 題 .

迅速な救急対応体制 の情贅 システム導入にむけて検討中

留異
診断システム導入  70,000

富山県の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果
(平成22年度補正予算にかかる計画分)

地域医療の課題 目根 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果 )

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

・個々の災害拠点覇院等の
医療機能低下リスクの分散
・災書E療にかかわる人材
盲威
・DMA専の機能強化

人詈 秘凛 ■嬌 重
=口

や し、値 々

の3mの E彙●ILt充実
・富山大学冊■着腕内にE嘉人

材t咸センターを晰燎
・oMAT及び」MATの資糧材肇

償

について責機材壺備の一部を実施
・24年度よりIn次実施

浚薔 口 点 痛 瞬 瞑を■ やし、コ 々 の輌 瞬 の 医療

臓能を充実
・
=山

大学‖属議院内にE薇人材青威セン
ターを新投        ヽ

・DMAT及びJMATの資機材整偏

黒都市民病院耐震化支援  19o ooo
災害拠点病院等設備整備  600Ю 00
巨燎人材盲威センター設置  190000
pMAT機能強化事業  130,00
広域 搬送 拠 点 (SCu)壺饉   43517

リハ病院等の螢備に向けた基本計画を
策定
・回復期リハ病床については、24年度40床を新

ニーズに対応可能な高E・辱円的匡

,県内の回復期リハ病床を550床確保し、全国
回復期リハピリ連絡協議会目福である51床/10



石川県の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果
(平成21年度補正予算にかかる計画分)

石川県
南加賀医療日

地域医療の課題 目採 これまでの取組状況(追捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

・臨床研修医の確保
・医師が生涯にわたり研鑽を
積むことができる研修施設の
整備

臨 床研修医の確 保 ・B宇研修シミュレーションセンタ
=(含

大病院
OPOセ ンター(仮称))の 墜備推進(H23基本格
想策定・基本設計・案施設計、H25薔鶴設予定)

・石川県臨床研皓推進協議会を設置し、県内大
学・臨床研修病院との遅鶴・協力の下、「着手医
師の集いJの 開催や、研修会を実施

・医師の贅成 確保及び県内全体の医療水準 の

向上
.石 川県内臨床研修底の操月人数推移 (人 )

H10 H18 H22 H20 H24
97  53   9,   94 113

金大病院CPDセン
ター(仮称)整備推進
事業

476.412

・叡急医療を担う人材の確保 取急医療を担う人材の確保 嗽 急医を豪成する研修プログラムの策定及び
医療機器の整備(石川県立中央摘眺)

・教急医の委威・確保、研修環境の充実 救急医療研修体制
強化事業

30,05フ

地域医療施設環境
整備事業

964,405

地域医療を担う医師の確保
とキャリア形成支援

・地域睡燎を担う医師の確保・緊忠医師確保輌宇資金賞与Ol度の拡充
(金沢大学医学類特男1枠既存の5人をH22から
5人増■)

・特別枠入学者に対する地崚E織英習・進路相
談の実施等

・墜帥の贅肛・確保
・緊急医師確保修学資金新規費与粋

H21:5人 H22～ ■0人
・地域饉線を担う口師のキャリア形成支援と―
体的な医師確保
・医学部遣学者散(人 )

H21:48 H21:88 H22:39 H23:8'H24180

緊急医師確保修学
資金貸与事業

00,000

石川の地域医療人
材養成支援事業

12,000

女性 医師の勁務環境 の改

善

女性E師の |.t葉 経続 ・石川県女餞医師反撮センターにコーディネー
ター4名 を配置 (コーディネーターによる相談対
応、病院肪問活動守を実施)

・石川県内病院の女性医師支援取り組み状況
(H20-H22)
院内保吉所の設置 13病院‐14病院
痛児・病後児保育の実施 4病院-11病院
育児短時r4勤務制度の導入 27病院‐37病

院
当IE免 除年の導入 0略院‐4鯖院

女性医師就薬継続
支援事業

1,625

看饉師数の減少に伴う看
護師確保対策

・断人看饉師の確保
・書饉師の資質向上
・を8E師の多様な動務形態
の導入支援や院内保育所寺
の支援など勤務環境の充築
・澪在看饉師の確保

・IP再 生に対する●凛の電力啓発
・公立病院の院内保■所施設奎偏に対する補
助
・離職した看艘師への経続的な1,銀提供
・暑餞師離驚防止のために就業環境改善を取り
組んている病院に対する文鯉
・認定書顔g市の資僣取得支援
・集合研修や病院派遣コースなど研修を案施

・書饉の霊力小冊子2.000部作成
出前講座4校で実施
多様な勁務形態促遺事業取り組み病院
H234病院(アドバイザー派遣:6病院)

・:こ定■眼3●姜成数
H22:18人 H23:32人

・専ri的暑護薬麟力研修「課題解決型研修J

集合研修を2回開催、病院派遣を9施設に実
施

rL「 I・ 墨屁銹ス
=0●

ヨ個3ぉ 63ρ00

看眠の魅力啓発事業

新人看饉職員研修●彙贅 500

多‖な勁箱影●■入
=In3案

1:.750

螢■口曖内n■nnttlQll口 便こ凛 9.538

ナース1冑 颯ステーション事業 7.127

曖定書護飾育成支援事業 22,35

専「 1的層饉実餞力研修事業 13,11
診療情報共 有 化のための

:T基盤 の整備

・診療情 報共 有化のための

「
基盤の 整備

嘔 療機関の診療情報の共有イヒについて、先行
事例年をもとに調壼・検:十

・医llの パックアッフ体制の強化及び医療機関
間の追携強化 診療情報共有イヒ推

進事業
574,935

地域医療の課題 日標 これまでの取組状況(進捗状況)

これまでの成果
(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

・南 加賀地諄 の款8区猟体

制の強化

・薔加買地

“

の独急医療倅
制の強化

・地級 の敷節取忠拠点として爾加 贅地域歓急医

療センター (仮称 )を壺傭 など

H20～ 建設 (H24●開設 予定 )

・目加買地重の教な愚者の円滑な受け入れや、
二次散急E薇機関の体制強化など敦急医療
ネットワークの襦桑

地域医療施設■境整備
事業(再褐)

964,405

・医療連携体 制の構築 ・医療 通 露 体 制 の 構 桑 澪床輌地軍菫轟バスの普及や研修彙の開
催.闘彙医に対して栄養士の派遣を実施
・地域E燎ネットワ

=ク
樹員(関卒中・′卜児医

療)に向けた研究椰に対する支援

燿 凛壻の地
'こ

Eク リティカルバスを用いたこ,
●コE彙性田政:",か 所
パス発行藪1403件

脳本中の10崚遣

"リ
ティカルバスを用いた通鶴

●加E薇螢関戦 2,,か 所
バス発,獄 1.332件

聴尿病診療ネット
ワーク推進事業

19,412

地域医療ネットワー
ク構築推進事業

17.500

・質の高いがん医療提供体
市1の 構築

南加貿地域におけるがん匡
療の質の向上

・嬌院を地颯かんじ療連携撰点鋼瞬に卒じたが
んじ薇連携推進橘院に指定(外栞化学僚法室
等の整備、キヤンサーボード、地域合同カンファ
レンスの開催など)

・がん診藤連携拠点病院等で乳がん医療に従
事する医1面に対する脇影

"習
会の開催など

・がんじ僚連携拠点網院等の性能強化及びが
ん診断精度の向上

マンモグラフィ饒影E飾■咸
●彙相胞検至士青蔵●葉 5,200

・確籠分担と医療機関間の
運傷強化

・機能分担と医療機関間の
連携強化

.医 療機関の診療情報の共有化について、先行
事例年をもとに調査・検討

・医師のバックアッフ体制の強化及び医薇機関
間のさらなる退携強化

診療情報共有化推
進事業 (再掲)

574,935

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)

これまでの成果
(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

・雨加賀地域の教急医療体
制の強化

・爾加賀地域の教患医療体
制の強化

・地級 の教

"取
思拠点として雨

"贅
地域 取な医

原センター (仮称 )を螢備 など

H20～ 建設 (H2411オープン予定 )

・雨711賀 地壕の秋急思者の円滑な受け入れ や、
二次救急医療機 Etの体制強化など救急医療
ネットワークのlI築

地域医療施設婿境整備
事業(再掲)

964,405

・救 急 医療 を担 う人 材 の確 保 ・敷急医療
=lHう

人■の確保 教急Eを養成する研修プログラムの策定及び
医療機器の整備(石川県立中央病院)

救急医の賽成・確保 、研修環境の充実 救急医療研修体制強4ヒ

事業(再掲)
36,057

t医療施設環境整備
t(再掲)

964,405

地域医療の課題 目犠 これまでの取組状況(進捗状況)

これまでの成果
(今後期待される動員 )

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

・高層局産 期医療提 供体制
の強化

・薔鷹周産期医療覆供体制
の強化

・石
":県

ユ中央属院守のNI●Uの選侃など
〈石川県立中央嬌院:9床→12床

,沢匡科大学病院:6床 )

・NICυ 30床肇備(H22石川県内出生数0,602人 )

石l‖ 県立中央病院:12床

金沢大学附鳳病院、金沢医科大学病院:金沢
医療センター:各0床

新生児凛中治療
=等

設備壼
腱事拿 106,2'0

地域連携機能強化肇債子彙

168



地域医療の課題 目欄 これまでの取組状況(進捗状況)

これまでの成果
(今後期待節 る動異)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

・医療 連携体 制 の構 築 ・医療理薔体制の情楽 :地域医療ネツトワーク構築に向けた研究年に
対する支機 (′卜児匡療年の診療支援を兼ねた
実地研究を実施)

・小児 医療ネットワークの構築 地域医療ネットワー
ク構築推進事業(再
編 )

7.500

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)

これまでの成果
(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

嘔 宅 医療還 携 体制 の強 化 ・こ 零医療連携体制の強化 ・区B市 慄 副昴手が理務したモデルチームに対
する支援や研修会の開催など(県医師会、県築
剤師会(モデルチームの立ち上lfH2314チ ー
ム))

・在宅歯科診僚機器の菫備 など

・モテルチームの拡売及び地域の支援組織 (通

携拠点)の設 置など在宅医療ネットワークの構
築

直宅饉薇最,システムlL彎 事

“

21,500

在宅歯14鰺 燎設備奎備事実 13.240

リハビリテーションセンター複

IL強寸じ事彙 61,000

石川県の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果
(平成21年度補正予算にかかる計画分)

石川県

能登北部医療圏

地域医療の課題 目椰 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名 .

(3金投入籠:単位干円)

籠 量北部地軍薔における
医師確保対策

能童北郡地軍警における目

師確保

薔附麟理 の設置 (罷量北郡地理 琴での口環
=援を兼ねた案地研究を実施、金沢 大学附属病

院5編座、金沢匿科大学病院 1講座

`)地域医療ネツトワーク構員に向けた研究簿に
対する支援(脳卒中・認知症・4ヽ児医療の診燎
支援を兼ねた実地研究を実施(金沢大学附風
輌院))

腱登北郡地暉琴でのF派薫晨

H22:20人 (常勤3人 、非常働12人 )

H23:20人 (常勤14人 、非常勘 12人 )

寄附講座設置事業 720,000

地域医療ネットワーク
構築推進事業

37,500

嘔 床研瞬 躇 のに保
。医師が生 涯 にわたり研鑽を

積むこと力くできる研修施般の

璧■

疇床 研 修 Eの 確 保 ・医学研修シミュレーションセンター(金大病院
OpDセ ンター(仮称))の 整備推進 (H23●本格

蹴 議鮮潔淵機墨三じ辮
学・臨床研修構院との適携・協力の下、「着手医
師の集い」の開催や、研修会を実施

・E師の姜成・確保及び県内全体のE簾水準の
向上
・石川県内臨床研修饉の採用人数推移(人 )

H16H18H22H23● 24
0フ  50   07  14 :13

・能量北都地域てlt域医療研修を行つた研修ロ
敗

H10:0人 H20:7人 H21:17人  H22:10人
H23:41人

金大病院CPDセン
ター(仮称)整備推進
事業

47,642

・医師の招聘環境の壺■
・医師の′ヽ ンクアツプ体lllの

強化

能量北郡4嬌院の運援・機
能分担と他の医療日との運

・能量北椰4病院の機能燎イし
・E燎機器や電子カルチの整備
、・へき地医療研修センター、医師住宅の整備

・能豊北部地域における着手医師総合惨廉の
指導体制強化のための研究年の支援(総合診
猥に掃わる指軍匿による研究会の設置、ワーク
ショップ開催等)

・医療饉闘の齢療情報の共有化について、先行
事例警をもとに調査・検討

・医師の確保及び著手医師手の露諄倅制の強
1ヒ

地域医療施設環境
整備事業

939,990

能畳北部地域総合
診療強イヒ事業

13.500

診療情報共有イヒ推
進事業

237.159

…

理 0人材 の に保 紋急 医療を担う人材 の確保 嗽 魯Eを姜威する研修フログラムの策定及び
饉療機器の整備(石川県立中央病院)

・臓思 日 の彙 肛・ |●保 、研

"壇
■ の 元 秦 藪3巨燎研僣体鋼強化事業 36.057

16892
地 瑕医療モ碑う臓陣の躍慄
とキヤリア形成支援

地城医療を担う医師の確保 ・緊8匿師確保修学賃壼責与制度の拡充
(金沢大学医学目特別枠既存の5人をH22か ら
5人増■)

.特別枠入学署に対する地域医療実雪・進路相
調の実施等

・医師の養威・確保
・緊急医師確保修学資金新規貸与粋
H21:5人 H22～ :10人

・地l■E藤を担うE師のキヤリア形成支援と―

体的な医師確保
・医学部遭学者敗(人 )

H2● :40 H21180 H22:30 H23:Bフ H24:30

緊急医師確保修学
資金貸与事業

00,000

石川の地域医療人
材養威支援事業

12,000



つづき

地域医療の課題 目篠 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

・女性 医師 の動務環境 の改

善

・石川県女II腱師
=線

センターにコーディネー
ター4名を配置 (コ ーディネーターによる相談対
応、病院訪問活動年を葵施)

・石川県内病院の女性医師支援取り組み状況
(H20-H22)
院内保育所の設置 13病院‐14病院
病児・病後児保書の実施 4病院‐11病院
育児短時間勤務制度の導入 27病院→07病

院
当直免除与の導入 33病院-45病 院

女性医師就業継続
支援事業

1

・看證師数の減少に伴う看
護師確保対策

。新人書護師の確保
・看讚師の資質向上
・看護師の多様な勤務形態
の導入支l■や院内保宙所尋
の支糧など勤務環境の充実
潜在看腱師の確保

嗜 匡師修学資金買与制度の拡充(既存の10人
をH22から10人増■)

。中高生に対する看llの糧力啓発
難 確した■護師への継続的な情報提供
署護el離職防止のために就業環境改善を取り
組んでいる病院に対する支ll
・認定書饉師の資格取得支援など
・集合研修や病院派遣コースなど研修を案施

箸菫師修宇買壼新規責与枠
～H21:10人 H22～ :20人

・能登北部嬌 院での機賃与者就業人数
H202人 H212人 H22:10人 H23:7人

H246人
・暑饉の魅力小冊子200081作成
出前ll座4校で案施

・多織な勤務形態促進事業取り組み病院

墨笹磐製齢援葛嘉rザ
ー派とoゃ開

H22:18人 H23:32人
・専門的看韻案践力研修「課題解決型研修」
集合研修を2回開催、病院派遣を1施設に実

施

●横師●修学資金費与筆葉 96,000
■護師●泰威所案詈器材菫
魔●彙 62,999

看護の魅力啓発事業 2,480

斬人署撻職員研修事業費 500

'薇
な勁務形8導入実援事ネ 11,750

/4t立蒻院内爆育籠お性設備
菫鶴事彙 9,537

ナース情鍮ステーション●菓 712
認定■護飾百成支援事業 22,035

専目的看醸 践力Vl●事業 13.114

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される動婁 )

関連事業名
(3金投入額:凛位千円)

医療連携体制の襦築 ・地筆医療ネットワーク構築に向けた研究年に
対する支援(脳卒中 32知症 ″ヽ児E僚の診療
支l■を兼ねた実地研究を実施(金沢大学附属
病院))

地域医療ネットワークの情緊
脳卒中の地域連携クリティカルパスを用いた
連携
参力1医療機関数 115か所
パス発行数:1.360件

地域医療ネットワー
ク構築推進事業(再
掲)

37500

質の高いがん医療提供体
制の構築 の質の向上

・公
=罷

螢綸音輌匠・凛澤総合猥間をがん診療
通携拠点病院に

=し
たがん鰺尿IE揚協力病院

に1日 定(外来化学僚法菫●の整備、地域合同カ
ンフアレンスの開催など)

・がん診療運携拠点病院
=で

撃Lがん医療に従
事する医師に対する続影騰晋会の開催など

・より身近な環境でより質のIBい がん診療が受
けられる体制を壼備
がん診療連携拠点病院等の機能強化及びが

ん診断精度の向上

24,000

マ
^グ

ラフイ読影■師■威
F集 網胞輌量士冑咸尋素 5,200

能登北部4病院の機市じ分
担と連携強化

・能登北部4病院の機籠分
担と連携強4と

・籠登北部4病院の機能強化
べきlL医療研修センター、医師住宅の肇傭

・医療機肇や電子カルテの生IH
・医療機関の診環1,薇の共有化について、先行
事例年をもとに調査 検討

・医BI確保のための環境肇備及び救急医療機
能の強1ヒ

・医Blの パックアップ体制の強化及び目療機関
間の遺樹強化

地域医療施設環境
整備事業(再掲 )

939,990

診療情報共有化推
進事業(再掲)

0

これまでの取組状況(進捗状況)

これまでの取組状況(進捗状況)

(石川県立中央病院:0床→12床

金沢ET4大学菫隣:6床 )

石川県立中央病院:12床
金沢大学附属病院、金沢匡科大学病院、

る支援 (小児医療年の診療支援を兼ねた

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効奥)

聞運事業名
(■金投入額:単位千円)

嘔 師慄 剰師辱が連携したモデルチームに対
する支援や研修会の開催など(県 医師会、県藁
剤師会(モデルチームの立ち上げH23:4チ ー
ム))

・在宅歯科診療機器の整備 など

・モデルチームの●E充及び地域の支援組織 (■

携拠点)の設置など在宅医療ネットワークの構
菫宅E慄■輌システム掟菫亭● 2:,500

在宅口科鰺療設備菫責事業 13.240

リハビリテーションセンター薇
龍強化事業 61.000



石川県の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果
(平成22年度補正予算にかかる計画分)

(

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

ニス■薇理関における高度
車円医療機能の強化

呂重 旱 rlE薇確 供体制 の 露

備
・三次E療機関等のE景施議 設備整備に対す
る支援
・先進的な医療機間への派遣研修■に対する
支援

・百鷹尋「1医療臓能を担う医師の霙威・確保及
び県内全体の匡燎水準の向上
・石ハ瞑 内臨床研修Eの採用人機推移く人〉

H16 H18 H22 H20 H24
0,  53   9ブ   94  110

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(3金投入額:単位子円)

連携医糠観関における機能
強イヒ

各地域におけるこ次教8医
療の完結と地域臨 ケアシ
ステムの構築を目指し、地域
連携襲能を強化するための
医療機器を整備

・各拉,の理
"医

燿機関における施設・設備奎
備を行いこ次救急医療機能を強化
・がん診療機能を強化する施設・投僚螢備を行
いがん患者の受入体制を整備
・地域遺終の臓螢役としての役割が期待されて
いる医療機関に対し、施設・設備肇備を行い、リ
ハビリ機能や地域連携機能を強4ヒ

地理連轟機能燿 iじ事薬 1,218.434

へき地医療拠点病院におけ
る内科医等の不足

F合的内科診療・薔齢雪医
療等の確保

唸含移観標に曖わる手綱 医を1召へいし、へを地
医療拠点病院を中心に地域医廉を目指す医飾
の再研修プログラムを策定

医科 嘔 科理携体制の構簗 医科 歯科 還携体制の強化 。モデル地区において医科 歯科の連携協議を
実施
医T4ヨ科連携のための研修会を開催

・モデル地区における医科 画科連携体制のた
めの上瞑づくり。

医科 口科理携モデル事業

2.500

コ賀市の二次救急医療体制
の強化

加贅市民病院と山中温泉E
療センターの統合再編

基本構想等の安定 カロ賀市における二次救急医療体制の強化[`
他の医療機関との連携強イし

〔事業名未定)   1,4フ
0.000

これまでの取組状況(進捗状況 )

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果 )

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

災害拠 点男鵬 、OMATIE定
病院の機能強 化

災審拠点嬌院の情報通信樫彗・5急用医療
贅機材の整備に対する支援
・OMA確定病院の情報通信機器=災害派遣
用E療機器の整粛に対する支援

・災吾籠温綺院の情報通償機器の整備-3病
院に支援
・災書拠点病院の応急用医療贅機材の整備→
1病院に支援
・0″ぃT指定病院の情報通信機器器の整備→
6森院に支援

1フ0318

'DMAT指定病院の災書派遣用医療機器の整
備‐2病院に支援



福井県の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果 福丼県

福井・坂井医療国(平成21年度補正予算にかかる計画分)

地域医療の課題 日標 これまでの取組状況 (進捗状況)

これまでの成果
(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額 :単位千円)

外釆患彗か蒲瞬 に集 中す る

傾 向力` あ り、重症 患者 に対

する対応等病院が本来担う
べき役割に支障をきたす恐
れ、かかりつけIEと 中核病
院幕の間で診療情報の共有
が不十分であり、■複検
査・投薬等の恐れ

勁率的な医療体制の構築お
よび地域饉僚の質的向上を
図るため、これまで造めて
きた医療ll報 の電子化を十
分に活用した地域医療の連
携体制を構策する。

平成22年層から県下全域を対象とするE療情
報連携システムを構築するために検討会を設
置し、先進事例の視察、医療機閲への意向調
壼および事業者によるシステムプレゼンテー
ション●を実施し、必要な検討を行つた.

平成23年度に広域災書・救急医療情報システ
ムと周産期医療システムを統合するために必
要な改修を集施した。
平成23年度に福井県立病院の診療機鷲強化に
必要な最新の320夕lCTの整備を行つた。

峰療情報理務システ4が相薇されることによ
り、県下全域での医療情報連携が促進され、
質の百い医療の提供に寄与する。
救急軍療情報システムと周産期医療システム
が統合されたことにより、周産期の合併症患
者の搬送先選定に必要な情報を迅速に入手す
ることが可能となる。
県全体のこ幹病院であり、救命救急センター
として

=次
救急を担うである薔丼県立病続に

最新の画像診断機器が整備されたことによ
り、診断・治藤の起遠

`ヒ

が図られ、一10質の
高い医療が提供可能となつた。

構菫辱露
理携システム

  574.000

崚責
鋼購鰍臓ヒ m8,0∞

これまでの取組状況 (進捗状況)

(基金投入額 :単位千円)

診等により精神科輪番病院
の負担が増大していること
から、患者の症状寄状況に
応じて適主な医療機関に振
り分け、円滑な医療が提供
てきる精神科救急対応機能
の強化が課題

し、精神科救急憲者が

る現状について、平成25
度までに50%程度に組

警察からの通縮対応は
4時間以内に完了させる。

ターを設置した:

情報センター連絡猥釜●員会
し、円滑な事業の運営について検討した。

38件受診・ 入院に結 びついた。
性の億い相談が約

'Olを
占めるが、電話

談対応することにより緊急性の低い受診を
らすこ21ができ、円滑な医療の提供につな

がつている。

これまでの取組状況 (進捗状況)

ターに患者が集中し、
iCu・ Nl側がほぼ濤床状
になるなど負担が増大し
いることから、病院に動

務する産科医等の■担軽減
が課題

を、平成 25年度末までに
MFICu3床 ・NICu
9床をInえ た総合周産期母

センターに指定す

総合日産期母子医療医療センターに指定。2
つの総合周庄期母子医僚センター体制とす
ことで患者の受入体制の強化およ

中 してぃたハィ リスク妊
等の患署の集中の経和および医療従事者の
担の軽減が図られる。

これまでの取組状況 (進捗状況)

これまでの

していることか
ら、病院勤務医の負担を軽
し、病院と診療所が患者

の症状にあわせて診療を分
担できる体制づくりが課題

膚院を受診する思者のう
ち、入院を要しない患者の

を、9096以 下に減少

を担う福井県こども急患センター

県民に対するシンポジウム
を奥施し、小児饉療に対する書及
た。

シンポジウム 1回、多加者数
語習会 26回 、多加者強 約1.300人

十屈2●年4月 ～平成24年 3月 までの

“

丼県こど
も急患センターの層者数は約12.000人 。10ケ

月経過時点で、当初の年間息書数見込み
3 1DO人を超え、小児初期救急のユーズに応
えている。
また、その間の小児夜間輪番病院 (5病院)

の思言強は、前年の約4分の創こ減少しており
■院勤務医の負担軽減にもつながっている。

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況 (進捗状況)

これまでの成果
(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額 :単位千円)

事「1的医療を提供する医療
機関、容態のな変時に患者
の入院を受け入れる医療機
関および在宅主治医の間、
さらには介證施設との情報
共有や体制が十分でないこ
とから、在宅医療を推進す
る体制づくりが課題

鳳者が必 要 とす る医療 を在
宅 で受 けることがで きるよ

う、在宅 における主治 医 、

その主治Eと 違榜する11主
治E、 歯科や皮膚科など専
Pl的な治僚を行う専門Eに
よるチームによる在宅医療
体制づくりを推進する。

主泊匡・日1■治E晉多職II間の運揚による在
宅医量体制のモデル事業を実施した。
地域における診療連携を推進するため、蘭業
医等を対象にクリティカルバスやプライマリ
ケアに鶴する普及鵬矮を実施した。
墓絆となる薬局に無酸調製に必要なクリーペ
ンチ年を肇備した。
県歯T4医師会にポータブルの歯科診療機器を
整備するとともに、在宅歯科診療を担う歯科
lll生士を対象に技rE向上研修を行った。

地域で在宅医療を担う多職租間の連携が深ま
り、県下全域において在宅薇養者へのテーム
匡療の実践が見込まれる。 (モ デル事業の奥
餞地区 :県下全雄7地区)

地域の開業医等による惨療遺携や在宅E燎の
実矮が推進され、病院から在宅への円滑な稿
行が期待されるとともに、現在地域で惨療に
あたつている医師の技能向上にも■献。
案剤師や歯科医師等の多職糧による在宅医療
の実践が推進されることによる、在宅僚養環
境の向上が見込まれる。

禁j∵竃軍,名kん     4,000

農イラ

`ク

等げう亨蘇   6,000

匿講庁
退■鞣局: 1000

昌需甲群瞑事愛
遣設備

   31,000

雲躍
=薬

ステ~シヨン   9,000



これまでの取組状況 (進捗状況)
これまでの成果

罹患数、死亡数とも増加傾
向にあるが、がん槙診受診
率の伸び悩みや受入れ体制
が不足していることからが
ん検診の受移率向上が課題
菫度障害者に対する適切な
医庶を提供する施設が県内
になく、患者や家族の負担

きいことから、県内で
を提供できる体制整備

しやすい環境を整
え、平成24年度までに受

50%超 を違成する。
ケアを必要とする菫
に対して、機能〕|

・療贅上の管理 看IE‐・

よび日常生活上の世話
を適切かつ効果的に行うた
めの施設 (療養介重事業
)を整備する。

んJ、 平成23年度「肺がん」のテーム医療
必要な設備の整備を行った。
平成23年度に2台ωマンモグラフィの整備を
行つた。
成23年度の日立薇饒機構あわら病院遺番
際し、県内のこ―ズに合わせ瞭姜介菫事
0床と医療型短期入所4床分の助威を行っ

～ZOキ晨、何:υ υυυ人に |ス腸かん」
ム医療を提供することが見込まれる。

また、平成20年度、約1.0∞人に r肺がんJ

ることが見込まれる。
も肝腱がん、寧しがん、子

んと平成25年度までにllR次 整備し、専門医等
による高度ながん治療の提供に■献が期待さ

にマンモグラフィを2台整備、平

備を予定しており、受診者の利便性を高める
とともにがん検診の受診率の向上に寄与し、
がんの予防、早期発見への■献が期待され
る。
児童福祉法改正による■症
らの移行と合わせ、平成24年 4月 に県内初の

を聞設、短期入所を4床
予定であり、医療を必要とする

福井県の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果
(平成21年度補正予算にかかる計画分)

福井県

嶺南医療圏

(

地域医療の課題 目繰 これまでの取組状況 (進捗状況)

これまでの成果
(今後期待される効果)

関連事業名
(こ金投入観 :単位千円)

近年の恒常的な医師不足を
青最に、周産期や教急毎地
域に必要な饉薇を提供して
いる7AN的痛腕を中心に深刻
な臓師不足問題が生してい
ることから、医師確保対策
が喫緊の課題

県内公的診療所、日治体網
院等に対し、毎年、 15～
20名程度の目師派遣を行
う。
県内7か所の臨床研修指定
病院において、毎年60人
以上の躍床研修目を確保す
る.

福井メディカルシミュレー
ションセンターを平成25
年度までに整備し、年間目
標利用書数を8, 000人
とする。
新人研修を実施している目
燎機関数の増加を目り、離
職看の中で新卒採用機 3年
以内の書の占める割合を、
平成25年度までに2096
低下させる。
ナースセンターによる病
院・鯵療所への艤菫暑敗
を、平成25年度までに3
096増 加させる。

旧丼大学医学部に l地撃医僚推遣語贋」を設

「
し、出張請量や県内臨床研修E合同研修会

の開IIや福井大学医学部附晨病院医師の公的
医薇機Elへ の派遣を行つた.

■成22年度-23年度に、県内脇床研修病院辱
にシミュレータ年の研修機器を10病 院、遠隔
地症例検討システムを10病 院に導入した。
県立構院に県内の公立病院、診療所への派遣
を組み込んだ敷程医・

=庭
Eの専門目責格露

定の後期研修コースを設置した。
平成22年度以降、福井大学の地域枠 (福井健
康推進お)の学生19人 に新規貸付を行つた。
医師 。研修底・看餞飾確保PR事業では、大手
彙人サイトヘのフリーページ襦載やPRグ ッズ
の作成・配布.雑館 (2m)へ の広告掲載を
行つた。
ナースバンクにナ=スサポーターを設置し
た。
中小規機の菫院に採用された新人■猥厳■を
対象に■合研修を実施した。
肪間看餞ステーシヨンの管理者に対する研修
を実施した。

:地嘔E薇籠選壽睡」の活動として、出張麟
凛 (年間約100回 )、 合間研修会(平成23年度
研修E77人ウlr)を開催。研修医から「とて
も勉強になる、来年度t是■lntしてほし
い」等、高い解価を得ている。平成23年度、
福丼大学から医師10人 を派遣

`臨床研修Eマ ッチング数は、平成22年度57人
から23年度59人に増加.

敦な巨・憲農医の後期研修コースについて
は、23年 度に7人の研修匡を確保.県内饉僚
機関に3人 の研修医を派遣。
研修機器の導入では、各病院 i研修医が必要
とする機器を導入することで、よりよい研修
環境が螢備された。
遺隔地症樹検討システムでは、縦内の研修饉
がそれぞれの篠嶼て研修を受けたり、研修饉
同士での情報交換をすることが可能となっ
た。現在、福丼大学が発はするコアレク
チヤーから開始し、今後は、日友鵬院・診薇
所間での症例検討や会饉での活用をすすめて
しヽく。
平成27年度に卒業予定の地敏枠学生9人、21
年度に10人 の確保が見込まれる。
PR事業では、若者をターケットとした雑脇ヘ
の特集記事を掲載することにより,ll師 のPR

ができ、看置師への興味・関心を高めること
に寄与している。求人サイ トでは、閲責件敷
が (平 成23年度4～ 12月 平均)● d。●tOr609
件、o‐res,dent142件 という状況であり、福
井県の求人情報事を提供し、日師確保につな
がつている。
ナースサポータによる求人施設と求職者のき
めlaか なマッチングを促進することにより、
■饉は員の再就象着強は381名見込まれる.

中小規41の書院に採用された新人看盤職■の

雰をご轟享慧誓[置整ケ:覇贅署護義賢雰盤
暉率は5696か ら41%に減少した。
訪問■捜ステーシヨンの管理者研修には、県
内65ヵ 所oステーシヨンから管理者が,“
し、経営分析や評価を行うことで経営能力の
向上を図つた。

霧T黒[5安撃1軍集  300.000
研摯 環 境 壺 偏 叉 撮● 栞

  240,000

ι雪
`毛

じriあ機E  400.000
995多雪至賢事ニ

リ
   392.000

:霙
苺 保修 手 ■ S拡充

   88,000

露段卜R撃案
医、看讀師

   57.000

`藁

スサポ~夕 ~設置
   14000

新人看置職員研修3集
   30,000

孟I墨ここ巣
ブ研

r案    19'ollll



これまでの取組状況 (進捗状況 )

これまでの成果

において診療1■報の電子化
が進んでいないことから効
率的な医療提供体制の整備
や連携強化が課題

よび地域医療の質的向上を
+屈 Z`年圧に■,保Π
システムを導入した。 、平成26年度に2籠院 (予 定))の診療情

の電子化が促進されたことで、医療機関相
での鬱療情報の共有・活用など

り‐層促進されることが期待され

地域医療の課題 目相 これまでの取組状況 (進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(轟金投入額 :単位手円)

発運 暉 吾 児 の 増 四 ● に よ

り、小児僚育の専門スタッ
フや療育劉1練が可1し な小児
専用訓線

=の
確保が諄巴

廉
「 =議

涌院の診断機籠と
児童デイサービス事業所の
彙口藤青機能を合わせて新
たな地域療青拠点とし,こ
ども療ロセンターのパック
アップによる小児燎育体制
を強化する。
母字保健事象・保育固・幼
稽図とのつながりによる小
児庶書体制を再構築する。

平成23年度に
'じ

重猥口拠点児童デイサービス
事業所「小浜市立母と子の菫Jの施設釜備を
行つた。
平成23年 10月 から県ことも療青センターの韓
■を嶺南地域に派遣し、発違障害児に対する
相散等の支援を奇なった。
発達障害児に対する支援のノウハウを学ふ研
修の支援を行つた。

薇南地嫁の地域療青拠点病院・児童デイの小

|「懲i[:ilil:::::|:::l
る。

霙

町の原書体制整備●
      0

署扉馬量冒壕案
ける僚

   103.000

避晟蔓農穫罷圭κ塁藁   50,000
3器賢I書議肇1の

た
   7.000

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況 (進捗状況)

これまでの成果
(今後期待される効果 )

関連事業名
(基 金投入麟 :二位千円 )

在宅医療に取り組む薬局が
少ないことから在宅医療体
制の整備が課題

地撃 における公的な凛局 への 施設整備につし

て検討 を行 つて いるが、現段 階では猥笙未
了。

現状では観螢困難と考えられるため、事業廃
上を予定。今後、計画を変更し他の事案に振
り替える予定.

E毛匿猥体制整備事■      0

福井県の地域医療再生ll画のこれまでの実績及び成果
(平成22年度補正予算にかかる計画分)

医師等確

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入観:単位千円)

産科、小児科の医師不足が
深芸1と なつており、その確保
対策が課題

後期研修E(臓科2人、小児
精3人 )の確保を図る。
産科、小児科の医師、看壼
職員の研修利用者を20～25

年度で34名 以上とする。

篠期研修目1名 (小 児科)を確保し、24年度から
研修をした。

20年度より新生児医療等高層医療研修を実
施。
23年度:医師1名、■農師7名 (6医療機関)

24年度:医師2名 、■tE師 7名 (6E療機関)

研修を開始した研修巨については、26年層から
県内の公的病院にて勤務予定。

先進的な新生児 崖科・4ヽ児底康に取り組んで
いる国内の医療機関で研修を行うことで、より
高度な知識・技術を身に付けることができ、ょり
よいE薇人材の確保につながる。

鰐
科キヤ  100,795

部義[履
療従事者の   12.471

(医療連携 )

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)

これまでの成果

`合
雀 期 待 漸 ス 鵜 車 ヽ

関通事業名
(基金投入誦 :4位手円 )

ltl燎 医療支 援病院 や思性期

機能病院の機能 強化が課 題

地域医療支援病院や思性期
医療を担う病院に共同利用
が可能な機器や高度医療機
器を整備する。

平成23年度案績            、
・福井赤十字償院において、頭腹部血雪退続綺
影装置.、 XttTV撮影装置、心臓用超青波画像
診断装置を奎臓(補助額110.156千 円)

tE丼循凛器病院において、マルチスライスCT
を整備(補助額55,325千 円)

・公立丹日病院において、MRlを 整備(補助額
525111千 円)

福井県立すこやかシルバー病院において、ガ
ンマカメラを整備(充 当額17.220千 円)

15F.専門的医療に必要なE薇機器を螢備す
ることにより、鮮細な検査や高度な治療が可能
となり、急性期病院の機能強化が図られた。

性艤農お輝署i♂
422響 2

議雰糎籠甜
県立病

  632,307



(救急医療)

地域医療の課題 目裸 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

`今
後期待焔 スth摯ヽ

関連事業名
(基金投 入額 :墨位千円ゝ

異運躍瞭日の初期敦急目瞭
体制の構築、および教急憲
者の増加が見込まれる中で
の、独急搬送体制の現状織
持が課題

入野市の体日急慧移環所に
感彙症対策などに必嘉な機
能の整備を行う。
高機能消防指令センターを
整備し、救急業務の迅速(じ

を回る〔現場三1着所要時間 :

全国上位水準を維持〕
富規格教急事の導入を促進
する〔救急自動車の高規格
4ヒ 卒19o%以上〕。

・嬌江・丹生消mIE合
'H肪

本BIにおける高機能
消防指令センターの整備費用を助成した(平成
24年9月 完成予定)。

燎北,肖 肪組合澁鮨本86に おける高親権教急
自動車(1合 )の準備費用を助成した(平成24年
3月 納入済)。

・平成24年 9月 に鯖江・丹生消防組合消防本部
の高機能消防指令センターが完成することによ
り救急業務が迅速化し、本県における救急自動
I「 の現場11着所要時間は全国上位水準を維持
でせる見込み.

・左記に加え、平成24年度は0消防本部、平成
25年度は5消 防本部においてそれぞれ1台ずつ
高規格救急自動車を整備する予定。これにより
萩急自動車の高規格化率は00%以上に連し、病
院前救餞体制が強化される。

奇訂顧籠墨花
患診療   87,000

タープ7テムの整備    '5,985
面規格教急軍の導入   152.763

(風 産期医療 )

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

`合“

細待六シス昴車ヽ
関連軍業名
(基金投入額 :単位千円 )

周産期母 子 医療 センター に

指定されている病院での■

常分餃等 の外来 業務が増

翌閻
が凛題 .

鷹科セミオーフンシステムの
仕組みを整備する。

セミォーフン撰81会を二展開催した。 普及唇発のためのポスター・リーフレットを作成
配布することで妊婦の利便性向上につながる。尋締 貿

ステム a田6

(在宅医療 )

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)

これまでの成果

`合
魯」

～
効 スth摯ヽ

閲運畢薬名
(基金 投入額 :単 位千 円 )

急笹期獨瞬琴でのら薇から
在宅医療への円滑移行を行
うにあたり、多職種連携によ

病院・診療所・猥剤暴局・訪
間看饉ステーシヨン・層宅介
臓支援事業所等の多職積連
携による24時蘭ケア体制の
構襲を回る。
訪F.5■鎮ステーシヨン●によ
る在宅ケア体制の強化や家
族の一時帰体を図る一時預
かり病床の誠行設置等を行
う。

在宅医療に関する普及雷発事業を4回実籠し
た。
平成24年 6月 に「がん在宅緩和ケア推進検討
会」を開催した。
坂丼市の宮崎演院に一時預かり薇床1床を試
行設置した。

地菫E民の奮モ医療に関す0知暉が深
=り

、
在宅での療養菫繊の向上、在宅医療の実観の
利用につながることが期待される。
がん患者で在宅簾姜を希望する方への緩和ケ
ア体制が整備 れ、希望に沿らた治薇を受ける
ことができるようになる。
在宅主治医の不在時のサポートや在宅康養む
の急喪時の受入れなど、饉師、思署・家族とも
に安心して在宅医療を行うことができる書院の
パックアップ体制が構築される。

要番覧
剰こついて鋼 t翻

彗『「お嚢在嚢農
連携  20,491

が課題

(災書対策)

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

r合移 麹 特 効 ス勧 尋 ヽ
関週薔業 名
(基金投入額:饉 位千円)

興露量燎日 と丹 爾IE療日に

DMATが配 饉された災書拠

点綱院 がない。またOMAT
を有する病院でもDMAT活
動に必要な贅機材を充実す
ることが課題

災薔拠点綱瞬8鋼院全てに
DMATt配備する。災書拠
点病院等に衛皇電話や防災
縮線を整備する。
災書拠点病院のライフライン
機能を強4じし、災書時に診
療機能を維持し、急性期匿
燎性籠を発揮できる体制を
壺鶴する。

DMATの活動に必要な日薇責機材を壺備し
た。
各災書拠点嬌院とOMATに衛里電話を整備し
た。また通信手段の多様化のために、携薔型無
線機(防災無線)を整僣する。
ライフラインカ(寸 断された場合でも災書拠点病
院の機能を維持霊 るように、自蒙発電設備や
受水槽設僣の整備に対して助威する。
E薇関係なが災書医療0轟離知簿と技術を晋
得するための研修に対し助成する。

5病院の新規
"け

―ムに対しE燎贅機材を壺備
した。
3の病院と,7の DMATチーム等に合針25日の
機帝型無線性を壺薔する予定であり、これに
よつて災書時においても複数の通信手段を持つ
ことになる。
通常時の6割の発電量を自家発電設備によつ
てカバーすることができるようになる。

奇房塁勝
期の医療体  328,706

当幕
拠点病院の充実   324,505



(その他 )

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況 (進捗状況 )
これまでの成果

(今後細絆☆れる勧塁 )

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

上が課題
在宅の障害者が安心して饉
r4診療が受けられるよう福
井口腔保健センターにおけ
る診療レベルの向上おょび
関係医療機関との速携が課
題
リハピリ手の医療を提供して
いる病院の電子化が連れて
おり、急性期医療を担う病院
との連携が十分でないことが
課題
人工警臓装置の整備が急務

する。在宅障害者の歯科じ
機について、福丼口腔保健
センターを中心とした地域の
歯科診藤所や総合病院との
医療連携を、より迅速で高度
なものとする。回復期等の医
療を担う病院の診療情報の
電子化を促進し、かかりつけ
腱や高度・専「,医療を提供
する急性期医療を担う病院
との連携を強化する。患者が
身近な地域で必要な透析医
療を受けられる体制を壼備
する。

十凛ZOキ V月 、日いた人健康雪埋協会にi極井
県がん検診受診勧奨センターJを設置し、9市
町から22,380人 の名簿提出を受け電話てがん
横診の受診勧員を真施した。平成24年度は3月
から勧奨力`スタートできるよう事加市町を募集し
準備中。

だ胃 た轟 鑢 乳 翼 驚異 滉 ゝ 胤駄
が、がん検惨を受鯵した。受診勧奨した14023
人に対し、受診準Oo、だった。平成24年度はtt
奨期間を長く設定し、電話が繋がらなかった対

資暮[澤意識 lk♂
層剛 こ

干
診躍 し効

〕雌
鋤奨セン ,."

隧 脇 3理 郎,9
雰遷標

景際システム  150p00

奮
析医療体制の確保   148,289

山梨県の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果
(平成21年度補正予算にかかる計画分)

山梨県

峡南医療圏

保( )

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)

これまでの成果
(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入麟:単位千円)

・医療理lr、 人的自標質読
が少ないことから基本的な庵
環提供体制が鷹弱である。
医師をはじめ、地域の医療
に従事する人材の確保・定
着が必要である。

・六宇に薔 附口摩 型 IEす

ることにより、指導 匡及び研

修医を確保する。
・北里大学に地域医療医師
確保枠を設置して、修学責
金貸与制度を拡充すること
により、医師を確保する。

・北ユ六宇に2名 の地
=枠

を設置し、これまでに
学生2名 に修学資金を賃与した。

・不薔内で■栞.医師として一定期間勁務する
ことが確実な学生を2名確保した。
・平成24年度も学生1名 を確保した。 笏

これまでの取組状況(進捗状況 )

が少ないことから基本的な医
療提供体制が詭弱である。

場ヽ所に同規模、同糧の
ことから、これら

の医療機関同士が連携し、
医療資源を集約化する守す
る必要がある。

=ner立
病院との共同経営

を図つて日壇北

・飯
=病

院と身延山病院との
医療資IFの集約化を

り、地域医療の拠点となる

これにより、日域内の住民
が一般的な入院治薇を圏域

る割合を平成

担など医療圏内における課題につ
いて、協議観豊及び調査研究を実施した。
・医療機関間で患書情報共用化するためのシ

ム導入について調査研究を実施し、

・医療聞遍従事者がlCTの 活用により患者情報
を共有することで、圏内住民の健康と安心の更

184



地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)

これまでの成果
(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

医師散が少ないため尋Fl
外の医師が当直せきるを得
なく、他の医療日に搬送され
るケースが多く、救急搬送に
時間を要している。

・救亀の受け入れは、共同経
営化や連携事による2病院
で行い、他の医療ロヘの救
急患者搬送の割合を平成2
6年までに県平均の20%ま
で引き下げる。
補完機能を求める中北医
療圏への搬送方法の改善を
図り、救急隊が通報を受けて
から病院に収容するまでの
時間を平成25年までに県平
均の34分に短縮させる。

・県立中央病院にドクターヘリを導入し、運行を
支援した。
。現在、各町に新たな救急l・

p送ヘリポートを璧
備しているt

・圏域内で対応できれ 重ヽ篤な散急患者の救急
搬送体制の確立。

645.427

(ドクターヘリ

地域医療の課題 日標 これまでの取組状況(進 捗状況)
これまでの成果

(今 後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額i単位干円)

・小児叡急の対
「

●先である
甲府市の小児初期救急医療
センター|ま、既存の施設を利
用しているため、はしか等の
感染症や昨今の新型インフ
ルエンザヘの対応に苦慮し
ている状況である。

・甲府市の4ヽ」里初期救急医
療センターについて、患者力く

安心して適切な診療を受け
られる施設として整備する。

・現在、案施段計中であり、今年度中に建設エ
事に着手する見通し,

・愚者が安心して適切な診療を受けられる施設
となる。

7~■鴨●●■   200000

まると考えられるため、在
臓療をより充実していく必

成、及びrの活用毎を行

ル地区化に係る各種事業の具体策を検討し

・在宅医環の果たすべき役割・機能、在宅健康
管理システムの整備内容、地域医療従事者の
成手法寄について検討を実施した。

・日域内の在宅E廉の支提頓 整拠点として、
医療支援センターを飯

=病
院内に設置し

るため、Tv電稲付携帝電話を

・地撃E燎従事署研修のために
づき、地域医療を志す■lE師 1人

地域巨薇を志す書腱師1人に奨励金を交付し

・在宅匿薇を推進するため、歯科診薇ポータブ

・在宅医療を推進するため、二絆薬島に無薗調

・在宅歯科診藤に従事する歯科医師等を育成
するための研修会●を開催した。

.歯 科の在宅惨僚についても、適切な医廉を受



山梨県の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果 山梨県

富士・東部医療日(平成21年度補正予算にかかる計画分)

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)

これまでの成果
(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

匿B雨数が近年減少しており、
これに伴い休止する診療T4

がtB次ぐなど、特に公立病
院の基本的な医療提供機能
力く大きく低下していることが
ら、医師確保は喫緊の課題
である。

大学に寄IIn:「堅を設置する
ことにより.指導医及び研修
医を確保する。
病院群を利用した臨床研修
を行うためのシステムを墜備
し、研修医等の年間3人員入
を自IBとする_

・医療日内の病院に臨床研修目を確保するた

纏ブ言う冒F訛 なる病院|の臨床研
・就葉看護師研修センターを監備した。
看護師年(ヨメディカル)の研修体制の奎備を
行つた。

‖
内の鋼院に臨床研修医を確保すること

,認定看護師資格の取得ができる研修センター
の整備により、なll師の定書を期待。
・コメディヵルの資質向上及び地域への定着。

県内で認定書震師の責補取
得ができる研修センターを螢
備し、全看護師に対する認
定書護師の比率を全国平均
並みの5496まで高めてい
く。(平成18年度:28%)

これまでの取組状況(進捗状況)

有していな力くら、充分な医療

が奎つていない匡
療圏であること、また、最も
高度なE療体制が螢う申北
医療日から違い位置にある
ことから、日域全体の医療機
能を引き上げ、医療国内で

できる体制の確保

魔専「3的な医療まで

ることが可能となる

体制を確保する。

、各病院の機能強化、情
化などを行い、日域
て́医療が完結できる

デオカメラシステム等を壁備した。
・山梨赤十宇病院に大動脈内パルーンポンプ、
思者監視装置、血詈連続撮影装置●を螢備し

・都留市立病院にデジタル撃し慶X線撮影装置、

・大月市立中央病院にデジタル建音波診断装
、フローサイトメーター、MR:、 超音波診断装
●を肇備した。

・基P_● 菓局に黒画鰯剤室を整備した。
・歯科診朦ポータブルユニットを壼備した。
・地域匡環連携協議会を設置し、医療機関の遅
携や役割分担など医療国内における課題につ
てヽ、協議鯛聾及び調査研究を実施した。

・医療機関間で患者情報共月化するためのシ
ム導入について鯛奎研究を実施して基本設計

析医療に対応できる体制の実現、がんの検

・富士北麓地域において高度ながん治療、心疾
患底療が実施できる体制を奏現。
・医療機関の役割分担と連携体mlの構経並び
に地域課題の解決。  ‐

・医療関連従
=番

がlCTの 活用l_よ り患者情報

意蝠
住民の健康と安心の更

地域医療の課題 日欄 これまでの取組状況 (進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

東部地域では、他医薇ロヘ

救急搬送されることが多く、
安定的に救急思書を受け入
れられる体制整備が急務で
ある。
また、富士北蔵地域では、隧
療機関に高度救急に対応可
能なICυ や、休日夜間に対
応可能な歯科救急拠点がな
い
・

東郡地電の■隣に対し、ニ
次散急医療体制の向上に必
要な設備整備を回り、他の

'門

防本椰管内へ敷急轟者を
搬送している割合を平成25
年度までに県平均の20%ま
で弓|き下げる。
また、休日の口科救急を実
施することが可能な拠点施
設の整備を図る。

・椰口Tユロ瞬にテツタルX標テレビシステム、
脳外科手術用n檄競システム等を整■した。
上野原市立病院にMR:、 血,運続撮影装置
手を螢備した。
・富士吉田市立病院に血管理続撮影装置、多
項目自動血球分析装置年を整備した。
・歯科救急拠点整備検‖委員会を設置し、整備
施設の規模・施設機能を壺理するとともに、建
設予定地を決定した。平成25年4月 聞般を目
指す。

東部地城において一般的な救急医療に対応で
きる体制を実現。
'富士北臓地域において高度救急医療が実施
できる体樹を実現。
・休日等における歯科救急診無体制を実現。

‐■‐●●‐‐‐̂ヽ ‥Ⅲ,'‐
“…

ⅢⅢ■‐'    209,000

=EEll:里 =:21里

置。 219,379

これまでの取組状況 (進捗状況)

分娩を取り扱って
いるが、妊産婦の安全,安心
の確保のために、東部地域
こおいても身近な場所て分

る体制の確保が必

目指し、産科医をはじめ
とした医療資源の確保等、

地域にハイリスク
び新生児に対応す

ことができるよう、NICUの

四黎不T子踊匠にガ規五 fJI崚 亘 .暉■

断装置 、新生児用呼吸器等を整 Inした。
・栞都地口における分娩再開。



山梨県の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果|  ｀

(平成22年度補正予算にかかる計画分)

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今 後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

不 県における人口10万人対
の医師 数は全国平均を下回

り、近年 の初期臨床研修 の
マッチ率も低迷していること
から、医師不足は深刻な状
況であり、早急な医師確保に
取り相む必要がある。

・u4業 本宇医学部に薔附語Eを設置した。
・医師確保のためのヽ一ムベ=ジ作成、イン
ターネット広告を実施した。
・地域の病院に餞床研修医を確保するため、議
床研修指定病院を核とする病院辟を澪成し、臨
床研嬌プログラムの作成を行つた。
・産科後期研修病院による県内続ヽ研修プログ
ラムを策定した。
・着手医師の県内定着を目的とした澤外留学支
援事業を創設し、広韓活動を行つた。

・市
=甲

府霧院に消{じ器内科医を確保した。
・毬床研修睡及び産科屋の確保が期待できる。
・着手医師の県内定着が期待できる。

し、適VIに配置することに
よつて、各医療分野の基盤を
支えていくとともに、その資
質・技能の向上を図る。
医大生に対する奨学金制度
の経織実施と、高校生に対
する地域医察の啓発活動を
推進する。
鮭力ある毬床研修を構簗す
ることにより、マッチ者数の
増加を図る。
若手医師の県内定着を図る
ため、海外留学を支援する
制度を創設する。

[oυ ●uυ

48,902
看子 鳳

"巨
外 四 学 更 菫 軍 ■

■    38331

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(轟金投入韻:単位千円)

W軍の限られた医環質恥
=有効に活用するために、高

度専Pl医療を提供する医療
機関との道携や、地域の中
核病院を中心とした連携を
図ることを通じて、地域の医
療体制を整備する必要があ
る。

1 

魃
|

・医療機関の緊密な連携にょり、限りある鬱燎
資源が効旱的に活用できる医療提供体制が期
待できる。

873

地域医療の課題 日標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

医師数が少ないことや診療
設備の状況から、十分な対
応がで諮 い状況にあるた
め、救急E機の中核拠点の
整備等が必要である。
また、全簾にわたり高度で専
門的な教急医薇を提供でき
るよう、ドクターヘリによる敦
急医療体制の充実を図る必

一次から二次に至る救急医
療機関が、それぞれの役割
を通時・的確に暴たしていく
ことができる医療提供体制を

撃需鴇 会政急医療セン
ターにおける初期教急患者
の修察件数を、現在の約
4.200件/年から541111件 /
年程度に引き上げる。
大月市立中央病院における
散急患者受入件数を現在の
2.919件/年から3.500件 /
年へと弓lを上げる。
山梨大学E学部鮒属虜院の
高度救命牧急センタ

=機
能

を強化し、高度敦命教急思
議の受入れを、岬 /年か
ら1200件/年にヨ1を上げる。
ドクターヘリの場外腱着隆場
を整備する。
精神辮 急入院科驚糠の増

・甲府地燎医療センターの肇備tt画を作成し、
■爆汚業調査を史施した。
大月市立中央病院に敦急センター性能を持つ
新病凛を整備するための設計業務を行つた。
・ドクターヘリの有効活用を図るため、場外離着
睦場を壁僣した。
・県立北病院の精神科救急入院科病棟を増彙
するための設針業務を行つた。

げ研耐毅智震精芳f花発塁F島鞣響
域

・大月市立中央病院の救急センターにより、東
部地域における救急磨療応書体制の確立力t期

待できる。
・山梨大学医学部鮒属病院の高度救命散急セ

ンター機能の強化充実が期待できる。
・ドクターヘリの有効活用が実現。
・精神科救急患者の受け入れ体制の充実が期

甲府せ重屋■ャンター■●事8●
  248,Cll10

卜7,― り場0■r置 場晏田手期 ヽ
   28,827

輌■■ま●巨籠●●lヨ●平■,  158000

妻力` ある。 待できる。

餃を行い、精神科救急患者
の受入れを、現在の37件/
年から85件/年へと引き上
|チる。

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千口)

こ婦人科EO不足からE科
医療機関の分娩休上が相次
いており、分競再開に向け睡
師確保簿を回るとともに、分

周こ期母子医療センターの
機龍強化をコるとともに、地
軍の分競施設尊と高次の医
療施設との遠携体制を確保

・県ユ中央輌韓に日こ期IE理システムを壺鳳し
た。
・市立甲府病院の通常分娩の受け入れ体制を
強化するための設計業務を行った。

・リスクの高い妊E婦や新生児などに対し葛
=な医燎力樋 切に提供されるとともに、市立甲府

病院の通常分競受入れ拡大により、ハィリスク
分焼に対応する県立中央病院や山梨大学医学
附瞑病院へ0後方支援が行える。

●‐
“
●●●●,●lat―~崚‐‐‐、

    24.150
日産期E薇体

“

強(ヒ事業■  65,000

焼取換臓療機餞の機能強 する。
県立中央病院 :1.50畦未満
児の出産取り扱い件数を、
現在の約50件/年から60件

/年程度に31を上Iザ る。
市立甲府嘉院:現在81Kl件 /
年余りである分競取扱件数
を1.1004/年程度まで引き
上1する。

化 、巨 燎 理 露 の 発案 に取 り

組む必要がある。



これまでの取組状況(進捗状況)

、災害用医療資機材の螢
備や、DMATの設置促進、
災害時における通信手段の

より、災書崎初勁
充実を図る必要があ

確保するとともに、

(SCu)に必要な資機

・被災

“

に迅速に駆けつけ、救急治療を行う諄
書派遣医療テーム(DMAT)

学部附風病院に整備した。
・災害時の通信手段を確保するため災害拠点

・災書時に選析治薇が継続できるよう、衛星携
活用した音声通信ネットヮークを構築

・大規模災害彙生時の筐療支援体制の充奥・

・災書時,災書拠点病院及び還析治療機関の

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

り 後期待される効果)

関連事業名
(■金投入額:単位子円)

脳卒中集中治療菫 (Scu)、
冠疾患集中治療皇(ccu)
等の高度専門医療の提供体
制が不十分であることから、
これらを提供できる体制豊信
が必要である。

必晏な高圧・専rlE量 が県
内で受けられる、自己完縮
度が高い医療提供体制を構
藻する。
県立中央病院 :化学麻法外
来の年間受入患者数を現在
の約4.500人 /年から,.2011

人/年程度に、血宙撮影検
査は、現在の約1,150件/年
から1 2oo件 /年程度に31き
上げる.

翻 鷹瑠電得彎だク
センターを三備

・山梨大学附鳳病院のリニアック(放射練治療
機器)治療凛建設を行つた。

・がんなど主要疾書に的確に対応できる菫0高

誉[薔:莉境翻

山梨大学医学部附属病院 :

年間放射線治療患著数を現
在の約500人ノ年から700人
/年程度に引き上げる。

長野県の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果 長野県
上小医療田(平成21年 度補正予算にかかる計画分)

地域医療の課題 目掘 これまでの取組状況帷 捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金 投入額 :単位千円 )

医療圏内の医師数が全国平
均及び県内平均と比較して
絶対的に不足しており、早急
に医療従事者の確保及び安
定的雇用の仕組みを構贅す
る必要がある

0医療対策協議会及び公立
病院長会の定期闘饉
0女性医師が働きやすい燎
境整備及び女性の医師国家
資椿保有書の口場復帰の促
遺
◆警成所卒業生の地域内医
療機関への定着率を看饉81

50%、 准看餞師6睛とする

[l蒻 肝ん3認 鱚
備をはじめ上小医療日の目癬の向上を図るた
め、1=州 上田医療センター内に医師の教育セン
ターを設置し運営を|1始をするとともに、セン
ターの施設整備を行つた。
●■饉職、准看饉職を目指す学生に対し修学
資金を■じ付け看瞳師確保に努めた。
●l■州大学、東京饉科歯科大学の定員増に伴
い.修学資金の新規賞与書数を5名 分拡充し
た。
●後期研修医が多く在Feするなど人材育成能
力を有する病院に対し後期研修医の養威 確保
に係る経費等を助成した。(B病院)

0臨床研修E・ 後期研修日の確保のための研
修病院合同説明会に参加した。
●県看護大学への認定看護師曇成課程設置
のため施設等の肇備を行い、平成20年 6月 に
開請した。

●信州大学附属精院か ら僣州上口E僚セン

ターヘ着勤換
=て

フ名の腱師の派遣を受 けた。

^饉
■1,や 的 :● 饉饂静●■t山

=ス
トら恥 [[コ

`
塁事責

修学資金等貸付  軋∞。
|でいく。
●走暑護学科30名 、看E学科4,名 の生徒に対
して貸付を行い、将来の看壼職確保に繋がる■
込み。
●医学生修学資金の賃与看数の拡充により、
今後、より多くの医師不足病院等への医師の記
置や県内で従事する医3mの確保が見込まれ
る。
●平成24年採用の臨床研修医マッチングの結
果、マッチ数が前年を3名上回り、充足率もll

加した。

堺斃精g欝脈繰 "4ぉ 3

旧州大学との通携による
研修医、指軍臓等の確保   ,16.442
(がん医療対策)

手警雲凛最重
す学引ミ対 低7¨

▼ ホ ■ 曖
^子

ψ

`二
百 硬 E口 豪 鵬 昧 罹 :こ 県 内 la

書 諄

“
=か

ら軍 コ の 場 力、ぅ●「 ヽ 虜 .“
"″

,j
「感染管理Jの 2綺座を開設し、平成20年度に30
名、平成24年度に31名 が受講。これにより「皮
膚 排泄ケア」の受講力く希望を満たしたため、次
に地ltのニーズに対応する分野,anl●するこ́

糞
棚 修医確颯静支援事  1651“

を検Efしている。
●地域医療の提供と研修匡の敏育等の観点か
ら、がんお環体制の機能回復を図る整備を実
施している。なお、信州上日医療センターにお
いて、信州大学との運携にょり放射線科Eを確
保し、老朽化した放射線治療装置(リニアック)を

■新姜備することで地域内での饉療の発結と研
修医の教育を行う予定。

諄鸞ポ翻鈴  "∞ o

看IB人材宙成事業      lo,362



用するため、病・病連携、病
診菫携のネットヮークを構菫

●ネットワークシステ
及び地域連携クリティカルバ
ス策定(平成25年度末)

診RI「穏開示システムを前提として、僣州」
医療センター及び東御市民病院に電子カル

0地重医薇運霧ネットワークシステムとして、信
州上日

「
療センターに診療情報闘示システム

東御市民病院、依日窪病院)すべてに電子カル
及び惨療情報脇示システムが整備され体制
肇うのに伴い、診療所の地域医療連携ネット
ークヘの参加を推進することにより、腐・病連

棲、病・診連携の促進につなげていく。

ネットワークシス
     535,

地域医療の課題 目欄 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果
関連事業名
(基金投入額:単位十円)

ス●E薫い副の難
"↑

だ薔
により、本医療圏内での救急

「
_者の収容不能件数が倍増
しており、鵬織する医療国の
医療機関への負担が増して
いるため、輸番病院及び後
方支援議院の整備に加え、
敷命救●_センターである佐
久総合病院の負担軽減が必
要である。

●5%種度の1口加傾口にあ
る日域外への搬送件致割合
を、平成25年度末までに敦
急患者全体の1791程度に抑
職する。
●本医療圏内において、初
期救急医療体制及び第二次
救急E廉体制にカロえ、第二
次救急に近い体制を整備す
る。
●輸番病院の後方支援を行
う医療機関を充実させる。

●内科初期敷思セカーの設置及び運営により威
人救急患その受入体制を整備した。
●二次救急医療体制の確保を図るため、救急
搬送による収容思書築額への補助や輸番後方
病院としての信州上口医療センターヘの補助を
行つた。
●休日自科救急センターの設備螢備を行つた。

環縫 38犠 崎 鯛 鵠 Fi千織 ,個
●佐久総合病院の再構築に伴い連携を深め、
三次救急医療の確保をはかつていく。

初期教急体ll整備事業    96,744

露曇姿贅

急 医療体制の  
“

Q"9

救急医療体制整備事業  、 200011c

ける周産期区僚体制
低下は頭著であり、
取扱いできる医療機

上田市立壼婦人科病院(上田市産院より名贈を回復し、約2∞ 件
比較的高度な自産期

0上田市産陵 信州上田医

約600件以上のエ

二つの民間医療機関は約
件の正常分娩等を担

ことにより、助産師を活用した分競
IE選され●.

上国市こ撮人科薇観の移転晰彙工事が平
月に発7し、4月 から診療を開始した。
臓整備を進め、目産期二E廉体制の

●周麗期母子医療センター(信州上国医療セン
)の遭用再開に向け設備壺備を開始した。 縦謄攣

舶睫  lQ“ 3

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)

これまでの成果
(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

不匿燎日には、第二籠騒染
ll定 E療機関がないため、
早期に整備し、匡燎日内に
おける感染症対策の万全を
図る必要がある。

0口州上 日医療センターに

感彙症 対策施設 の整備を行

つ。  .

●18州 上国医療センターが薔二覆騒梁症摘定
匡療機関の指定を受け、インフルエンザ対策投
備も整備されたことから、医療ロロの二■の感
染症対策が整つた。 腱岳聾露肇責

指定医薇 
“
a型



長野県の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果
(平成21年度補正予算にかかる計画分)

長野県
上伊那医療圏

(医師等確保)

地域医療の課題 日標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入観:単位千円)

医師数、看霊師数●が全日
平均や県平詢を大きく下回る
状況にあり、医師、■護師毎
のE薇従事者の確保が鳴緊
の根題

●
^口 '0万

人当t_り E師取
について、最低嗅、長野県平

樫3雛雛1鳥鵞,風
像を目指す。
●4●に底14.璧影外料、内
H.外 II、 小児科年に従事す
るE儘数の増加を図るととも
に、機能再議に見合った電摯
薇法t(PT)、 作業凛法士●
(OT,を,必要殻確保する.

●僣州大学と連携を図り、将
来に草り絆親可能な安定的目
療提供システムを信整する。
●全国の医療関係電を対,
に、実践用動物にょる内視競
技術の向上を回るため、内視
饉手術トレーニングセンターを
開投する,

●lu域瞑薇の適薔.底薇劇
熙■の資貫向上、保健師、長
野県■臓大学.■伊椰

=昴会II思た■撃院の学生苺を
対象とした教● 研修機能を
彙綺する。(利用■は年間

=べ500人 程度を見込む。)

●嬌州大学、東京E「4餞科大学の定Allに伴
い.修学資金の新規賞与を数を5`分拡充した。

●l■州大学E挙部附風病院と公立3病院(伊月

「
中央嬌暁.昭和伊目れ合I「餞、展野総合鵬院〉
ヽ力鼈 定を締結し、医師確保を行つた。
●上伊ヨ,医師会附晨沿■l■掌院の案智F_投拡
えのための政81を行つた。

壼き露]瞥習営ζ軍電F奨学資金1与旬度を創
●内援彙手術トレーニングセンターBI面につい

五継 慇 ξ:ス紺 詠 脱 籠
を加えた研修センター篠林)として筆にを行うこ
ととし、量計に着手した。

輩:柵 1製5畠吉酬累纂
きるよう今後検討していく。
10た■餞学院の案習施設拡充により入学者数が

疑 翌 ぉ繁 漢 警囀
l―つながる■込み.

::卓:螢::謙輻 l議言
賢棚 9置ξ属夕をませP量

の目薇従事者の

翻葱鋼鳥翻艇

『
さ1了ツチ知暴需?議寵哩瓢導覇臨
●県看重大学の認定書饉師養威晨毬に県内E

●地崚医療の提供と研修眩の■■■の■点か
ら、がんじ凛体●lの 薇籠回復を図る螢雌 実施
している。

僣州大学との連携による
研修口、指導医年の確保   244.433
並びに■眼師の確凛事業

信州大学との連携による

秘鶴期師
の確保  6脚

需輩喘″
夕~に詢帳 

““
m

目学生修学職 ●費与事
彙

繁
鋼 修離 保・螺 軍  高

“

雲掘軍緊

含同説明会合同    20000

■饉人材青成事業 16302

これまで上伊ヨ「医猥目を支え

況にあり、公立3病院の機能
分担と連携、/4t立 3■院以外
の病院等との連携の促進、さ
らには近隣E凛蹴 の■,な
どが急務

1凛改傷を行つた。

範

“

先遭リハビリテ‐シヨンセンターJを担う0
・PTを姜成するため18州 大学饉学部附凰病院
OT・ PTのIB=派遣を行つた。

のためのネットワーク奎
"手

法
るとともに、嬌院の電子カルテ導入 改

て`作案部会で検討し、檜遺

●昭InttΠ総合病院の「地域先遺リハビリテー
ションセンターJを平成24年4月に蘭餃予定.11き
続をOT・ PTの 青威キを行い、■伊郷地城におけ
′ハビリテーションロ燎の拠点として完案を回

0昭和伊薔給舎輌院に認知症お断橿薔
)を平成24年度に苺廊予定.認知症外来
、県立こころの自薇センター駒ヶ織との

●晨野絆合病院に,し て`、平成24年秋に新病院

上伊那地麟だけでなく県内E燎

“

について、平成24年度に工事着手、量工予定。

PT等の青成によるリ
,機能の向上事業

め、公立3病院をはじめとする

●病院、鰺薇所 .

る目渫連携・支援体制

ステムの情簗を目指



地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入螢:単位千円)

^医
澪El円 ,‐ わ:7●綺民ロ

急医薇体朝は、伊部中央冑
院にその機能が藻中し、体‖
が贖界。現在、救命教患セン
ターの指定を受けている昭和
伊南総含病院は医師の引音
上げ●により案質的に機能し
ていない状況。本E薇国の救
念患者を可能な限リカバ‐す
るためには伊椰中央病院の
体制強 1し 、他の公立病院の
二次敦急E療体制を維持す
る必 要わ`ある。

',鋼 ',ス
コ瞬の1●栞ヨ3

医療センターJを拡充し、現行
の24時 間体制を篭10・ 繊観じ
て、三次救急臓薇の拠点とす
る。
●伊 aFl中 央病院の入院患署
に占める長期入院凛着 (平均
在院 日散90日 以上)の割合を
15%減少させ、211E度 とす
る。
0本医療囲内の初期教急、
二次救患及び三次敦急医燎
体制を明確に体栞化し、日薇
回内の散急医量を=元的に
管理する管制時燎籠を持つ
体制を肇同する.

●執命教3セン ーを昭和伊円綸合

'院
から伊

攣:爺雷賢場秘1翻 1富留糧伴
うた設肇備の設計に着手した。
●伊郭中央薔院の三次菫忠区薇への対応及び
昭和伊目e合病院の二次敷な医療の確 70の た
めのE薇概響菫債を行った。

a鴨麟 響 躍 密撃議」響
;省l量舞F央

構饒を菫●激急セン
'―
に指定

鰤 署ξ
報ヽ舞躍 げ

贅お胃書麟 糠子
新`たな餌臨機:F

為蹴 置繁冒腱詰ざ5爵姦″
級の取

地域敦急医療センターの
拡充・運営事業

発:震
織わ勁・充 3870∞

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)

これまでの成果
(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入螢:単位千円)

公ユЛ院嗜 け0分蜘 扱
い中止や里帰り出産の制限な
ど、周産期目薇体樹の立て直
しわ颯 務.助産師の活用や助
産所との連携が必要。

0新規晰崚の勁鷹所や既
=の助産所に対する施設墜●

精助を行うことにより、年間
|101L以上の分焼増を目指
す。
●昭和伊南総合猥饒におい
て、伊那中央病院などの小児
思性格病院のユ1=期 後の小
児、又は窟院札 くは助産FT
における事L児の後方支援自
院としての■能を薔

"す
る。

0開凛勁屋所の設偏菫薔員の助咸を行った。(9,

込母『
所における分競取扱ι

キ
件菫が増加する見

莉 躙 機貴鷺馬鷲需13翼
雌 伸

“

省景
■方支撮機能0拡充   2QOKXl

長野県の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果
(平成22年度補正予算にかかる針画分)

救急医療 )

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(薔金投入額:単位千円)

地理的姜因、三沢牧8E療
機関の信在等により、迅速な
敦急搬送体制が出来ていな
いことや急性期をIBう

=次
救

・秋魯要I「から現場到看まで
の時間及び医療機関の受入
までの時間を短縮する。
・籠環器病センターを各

=次医療日に整備する。
・本計画において饉療機器
守の整備を行う二次敷医療
機関等の教急患者曇入人数
について、平成23年度までに
平成22年度の0290人より
4096増加させ、二次救急医
療機関の負担経経 図る。
・OMAT、 医療敦饉u等の
体制強化や広崚医療搬送体
制の確保を図る。
守

・ドクターヘリモ1機 II強 (2薇体制)。

・応急手当普及啓発In督会を開催と訓練用人
I13の整備.

・飯田市立病院と諏肪赤十字病院(南信地域)

に薔環彗病センターを整偏,東信地域について
は、新製する佐久総合痛院佐久医療センター
の中にII環轟嬌センターを設けることとしている
が、現在平成26年度nn設に向け、工事が開始
されている。
・二次救急医療機蘭等の教急患者受入強化の
ため、、飯田病院に救急用ポータブルX線撮影
装置を、健和会清院にベッドサイドモニター●
を、長野市民病院に血管遺影装置を整備,

・災書拠点病院における衛生機帯電話等壺働。
また広重搬送体制確保のため、信州まつもと空
澪専に整償する情品について鋭意蘭壺を進め
ている。

・機動的な広域救急搬送体制が確保され、■複
要Inによる対応国健事例が減少した。
・応急手当普及啓発爾響会を 回開催し、 人
ぶ奉加したするとともに、lll練用人形の充実に
よる今後さらに鱗晋回数の増加が見込まれる。
・販田市立病院に循彙彗病センターが整備され
たことにより、患者の受入数の増加が見込まれ
る。
・飯田病院等に教急関係の目療機藝を整備し
たことから、これらの医療機関におけるこ次救
急思者の受人数の増加が見込まれる。
・今後予想される大震災の際におけ必要な医療
体制が確保される。

らな子当薔ユ啓斃●■会●拿     460
ドタターヘリ●活用促進事業  150000

急医療機関の受人体制や医

"燎

彗膚センター苺
"事

業 2266747
原臓田相ユの選養椰剛が不
十分であることなどにより、
餞急区燎に係る機tF9化苺
が喫緊の課題である。平成
20年3月 発生した東日本人
霞災及び長野県北都地震を
受けて災害時敦急医療の体
綱確保も課題となつている。

1ヽ■績,薮3センター●●
=,   111406

“
,市●嗜■■1●曖0",再嬌】 1120Ю00

=つ
もと医療センターー体

`じ

鵬 含再m  ttλ
000

1.325.205

忠性期リハビリ機鮨強化事業   4312
口●期リハピリ撮籠強化手粛   67342
tLII"リハピリ検饉 1ヒ事■   11883

システム1晏●■    52415
嗜崚籠こ期日●●朧

“

IL● Ⅲ   174,683
に■lltitte■■■理●■3■    5,390
3Cυ

`仄

口
'0■

腱[艘■●)■ ●事■      3176

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)

これまでの成果
(今後期待される効果)

関連事業名
(■金投入額:単位千円)

医療機器の高度イヒヘの対

“が十分でないこと.身近なE
療機関でが標準的ながん診
豪を受けられる体制が十分
壺■できていないことなどか
ら、がん対策が瞑素の操題
である。

・高鷹巨療の地城ll在が生
じないよう、本県のがん治療
の水準向上を図る。
・県がん鰺燎連携拠点病院
である信州大学医学部附属
病院以外で、6大がん以外
の力tん 患者を25年 度までの
3年間で250∞人(壺べ)受
入、その負担軽減を図る。
・6大がんの鬱療機能の強
化を回る。
・外来がん化学僚法

=を
8日

所壺億する。

・新設する佐久総合嬌院佐スロ燎センターの中
にがん診燎センターを設けることとしているが、
現在平成23年度闘設に向け、ェ事が開始され

・佐ス総含属籠佐久匿薇センターカ{平成25年
晨に蘭離 れることにより、がん饉薇の水準の
向上が図られる。
・がん鰺療機器の充実により、より多くのがん患
者を診療eる ようになる。
・外来で1し学凛法を受けられる体憫の強化とと
もに、在宅匿饉を支援するコ局が周知され.が
ん患者が在宅薇姜腱 るコ境の充実が日られ
る。

眩 晴 鵬 畝 m―

謡硼肥盟出智    1.443.000
ている。
報 妨赤十字病院にMR:を増設。
飯ヽ田市立病院にマルテスライスCT・マイクロ濠
手術装置年を整備。
・飯田病院及び健和会病院に外来化学療贅豊
を整備。
・在宅饉燎を支機する集局に綺して、冊手等を
作成し、配付。

病理診断支援事業   28,620
′●●●lllIん

… ``菫
a薇崚●嘔R    256.460

鼈崚がん■●
"爛

■●,咸,■   003.43フ

蘭 診療機能強化事業   33.897
外来がん化学薇法■(ヒ 専象   6446
がん

=者
在宅E燎文援事業   101X10

がん績診受鯵率向上事業   13,352



地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

数実態調査」等の結果から、
医師や審議人材の不足が明
らかになったこと、高度化す
る医療技術への対応や医療
逢誤の防■Lのため、医療従
事者の確保及び人材吉成が
喫緊の醸題である。

・は手="芋東=I,件 ●2
名拡充し、平成25年度まで
の間に将来本県で勤務する
ことが確実な医師を6名 確保
する。
・地域医療センターを設置
し、安定した医療提供体制を
確保する(ドクターバンク事
業による成約者数 3年間で
45件 )。

・E療機関における新規看
饉師の人数について、平成
25年度までの間に、平成23
年度の約フ60人から約330人
に増加させる。
・がん関係等の認定書厳飾
を幸威22年度の

"人
から20

人まで増加させる。
広薇従事番に対する研修

により、スキルアップを図る。
(30回 開催)

・1薔 州ほ帥|●礫緯含ス僕センターを設置。
(県 信州大学E学部.県 立病腕機構)

・医学生修学資金の貸与(2名 )。

・看捜教員姜成語習会開催を準備。
県立病院機構本Oi研修センターにシミュレー

シヨン トレーミングに必要な機材を螢備。

・ドクターバンク事彙等の総合的な医師麒 対

需娠ふな投
医療機関で従事する医師の増

・平成24年度に暑護散員養成請習会を開催し、

習ξ∬f評皆Fおり
、質の高い籠師の難が

シミI■レーション・トレーニング機材を活用した

3穫撃ξ髪遷鷲塚な:ヽ

質の高い医療人材を

1"■
●
“
晏翼ξ

=饉
センウー■

=事「
    55,351

略床研修医専確保支IE事,   1260

¨ 軽堕■業 顧雨
EIE師等求人11饉発信事彙   3500
敦員養成請習全開催車業  ~1315
薇外型撃●‖:y‐ンに■

1■   8,000
1● EttB`ぉ けa二F■ ,:人

“
●r il1      2 880

看護人材養成事業   45,815
0,400

多施設連携による地域饉療   28005
た●研おネットワーク●撻事稟

し域医療人材育成事業 一枷厖床衝生検査餃師青成事業   1331
口‖保臨人材F咸支理事業   5,176
==崎“

■
"“

″カルス
',,冑

ⅢⅢス  6,475
,′ どヽり,―ションスタッフ苺膚●凛    63.543
卜
J2ハ

ビリ子―シヨンスタッフ客貫晨
=■      1474

4828
地崚医療啓発活動推遺苺葉   41,047

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況 (進捗状況 )
これまでの成果

(今 後期待される効果)

関連事業名
(基金投入薔:単位千円)

切れ日のない地域医療連携
に不可欠な診療1■報の共有
が不十分であるため、地域
医療連携の確保が喫緊の課
題である。

・鳳内の
=妻

病院間で、電子
カルテ等の診療11報を共有
できるようにする(1鏑院十
1地域)。

・医療日相互の地域医療遺
構体制の確立

・I=州 六宇医学部rll属 病院内に「僣州メディカ
ルネット協IE会 Jを設立し、軍子カルテ■を相互
参照tL来るシステムを整備(38病院・診療所ほ
力ヽ 医師会等が蓼画)

欄 保連年から電子レセプトの提供を受け、患
者受療動向書を分析。

県内の主要な病院て電子カルテ等が滲熙でぎ
る環境が肇い、患者が別の医療機関で受療し
た場合の負担軽減と治療内書の充実が図られ
る。
・患者受燎動向うによる地域医療課題を踏まえ
た地域医療連携体制が促進される。

90000
電子カルテャぅ,ム導入事ネ  220,832

一

‐・ ‐
1‐ 'ヽ・ヽ

‐
:● ^      ′.■乙0

地域磨療連携体|1泄爆●■   93559
医療提供体制分析事業   3465

岐阜県の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果
(平成21年度補IE予算にかかる計画分)

岐卑県

岐阜南部地域

(医自F

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

●医療人材の百成と県全体
への供給

飛騨医療日計画の医師吉
成 確保コンソーシアムと運
動した医師不足の解消

総合的な医療人材確保対策
の推進

ド
房模金

材の百成と県全体

0コンソーシアム参加病院(

協力病院、地域目師会その
他関係織閥が連携し、賤カ
的な研修プログラムの提供
やキャリア形成への支援を通
し、より多くのE節を育成し、
県内への定着を促造
(目 編は飛騨医療口と共通)

Oコンツーシアムが提供する
研修プログラムその他の派
遣調整により、飛鮮医療口を
はじめとするE飾不足地域に
対し後期研修饉等を派遣し、
医師不足を緩和
・(目 標jよ飛騨E療口と共通)

0県内への就業の斡旋、動
務環境の改善、女性医師・看
RI職■の議職防止や再獄業
の促進により、「岐阜県長期
橋懇(平成21年3月 策定)」 に
掲げる目I「の達成を目指す
E師事務作業補助者につ

いて120人の■成を支l■する
ほか、各病院での更なる採
用を促す
・新人看護職■(病 院勤務)

の離晴踏数を減少させる(退
職率を平成19年度8:96か ら
096以下へと1時下げる)

・県内看IE籠員姜成機関卒
業者の県内定着率を、平成
20年度S00%から7096へ とヨ|

を上げる
・ 認定書饉飾数を平成21年
9月 時点のフ2人から約2t O人

(県 内看IE職員約2万人中の
191)へ と増加させる

医学生修学資金制度を新懺し、運用
【第1“修学資金】

・崚0大学医学部臨学科地域枠入学者に貸付
を行う。(定 員 H22年度以後毎年25名 )

l第盤 修学資金】
・平成24年度の定員を拡充して貸付を行う。

(定員 H23年 度10名 ―H24年 鷹14名 )

義 成数:22年産 B病院21人
23年度 9病院21人
24年度 5病院11人 (予 定)

(H24年度までは、緊急雇用創出事業で実施)

‐ 慮節尊意口箱櫻赫 会あ開催
・女性医師等就労支援請演会の開催

:蔵労職墳J罰
=脇

する養積会 シンポジウエ
の30催
。就労環境評価マニュアルにょる自己ll価毎に
関する研修会の開催

薔修参加暑122年度114人、西年度152入 、
24年度110人(予定,針 376人

(H24年度までは、緊急雇用創出事業で実施)

:瑶真、保青輔硝配あ要面 t要ヤ孫 ■の驚所
・施設の整備に要する経賛の補助

:鶉 欝 臨
成12年度から県内饉療機関にて勤務を開始す
る予定である。

:4暑OEttf「修ザ百金●頂付を行らた。
上記費付者|よ、平成27年度以後順次日床研修
を30始 し、平成29年度以後県内区保機関にて勁
務を開始する予定である。

嬌 院勤務底のI恒懸 鷹 赫 足魏 朝
に繋げることがで合る。

∵県饉前会、■I蛹言師

`雲

奪にIB旗頼口をIQt
し、相談員を配置した。
女性医師年の就労支援事業の周知を図つた。

・鷹労薫圧マニュァ′じ研修会や講演会等により、
就労瑠境改善の必要性をR知し普及が図られ
た(,加延べ人数:研修会2,人、露漬会273
人)。

…

師等に対する葉薔型癖体の実施によ
り、看護

`市

不足の解消に鸞げることがでせる。

・病院内需爾所の施標硝施証)や崚輔(薗べf4‐

施設)の充実が図られた。

岐阜県医学生修学
資金事業

462,150

政阜県餞学生修学
資金事業(拡充分)

9,600

薦師事務作業補助
者設置支援事業    40,465

女性医師就労支援■     
‐

ンター創設事業
11,700

看護職員就労環境     
‐

改善事業

2,836

潜漱曲議 |
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地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果

'

関連事業名
〈薔金投入額:単位千円)

・ 入口iO万人あたりの医薇
施設従事■護職員数を、平
成13年の0107人から,コ 80人
までし陸上げ、平成23年時点
で1,250人 というr岐阜県長期
構想Jの 日標の着実な逮成を
めざす
・人口10万 人あたりのIEt
施設従事医師数を、平成18

年度の1730人から2∞人ま
で弓晴上げ、平成23年度時
点で210人という「岐阜県長
期構想oの日機の着実な違
成をめざす

・田定着笙師賛格取得に要する経費の補助 認定看壼師(延ぺ46人 )の資格取得を支援し、
看醸議員の資質向上が図られた。

病院内保百所施設
整備支援事業(単

独)
54,000

認定看餞師資格取
得支援事業

30,000

これまでの取組状況(進捗状況)

ヘリコプターに
て対応してきた

(ドクターヘリ的
=こついて、専用のドクター

,を導入し、出勁時間の短

時間(※ 1)を解消し、ヘリコ
ターによる搬送需要(※

"

※1火災・機索尋による防災
ヘリの出助:平成:9年 度

"件(全体の4096)、 平成20年度

餃阜県ドクターヘリ導入

(平 成20年)によ

(繕彙医師と合流)して
的地へ向かうための時間

300)を 不要とし、

く内訳>
現場枚急出助件数 196件
病院間搬送出勁件数 168件

るケースに対応が可能になり、広 :クタ_人り導入事業
種品経費

`'⌒

す~ 426.1'8

落色高命出覇3事
業 10,942

ドクターベリ導入事業
(基地病院施設整′  192,541
備 )

クターヘリの導入による広

崚搬送体制の強化



地域医療の課題 目標 これまでの取組状況 (進捗状況)
これまでの成果

(今 後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

口 関 II織関 の 連 機 こよ う 双

急ltl送体制の維持

人口集中地域のE燎需要ヘ
の着案な対応と、広域的な
ネツトワークを通した他の医
薇圏への支線との両立

●関怯 確関 の理露 によう叡
急搬送 体制 の権持

0開彙医の参画による初期
救魯医療の発案と、南部地
域の拠点病院の機能肇備に
より、小児二次救急医療体制
を強4にする
:県立多治見薇院の機能奎
備と地雄の開彙医等との連
携により、同病院を小児救急
医療拠点病院として指定し、
「飛騨医療圏・地葦医療再生
8f画Jこ基づく取組とあわ
せ、県下全域で小児二次救
急医療体制を整備する
0敦念医療を担う医療機関
の機能奎備と理機強化を通
して、初朗～二次～

=次
にわ

たる救急医療ネットワークの
有効性を維持する
・搬送先選定困難事案(3回
以内の議療機関への臓会で
IPa送 先を決定できなからた事
案)1%以下の水準を喜:を続
き維持する

平成25年度冥施予定

・菫篤救急鷹者の医療を確保する救命教急セン
ターの設備整備資を助成
※Юυ憑著ベッド琴 (岐阜大学医学部附屋携

饒)

※9者生体1=薇モ■ター警 (中展厚生病院)

ず雪獄蟹評菫穆寝鬱観亀
臨保する数命救急セン

※デジタルX繰テレビシステム (大垣市民鋼
院)

・平成25年度案柁予定

・平成24年度冥施予定

嗜:二
次検診を実施する遷修瑠し

'理

機塁撃

:菫篤穀急0者に対する高崚な治療を行う較命
救急センターの治療機能が発案した。

融 二雰ほ襟蔦寵豫跳簑砲発F行う救命

・岐二県総合医療センターに先端医凛設備を整

優

=翫

軍医療日では案施困難な高度医療を提

臨 霧電脳絆息翌al
整備に対して助成を行う。

lLl臓二次棟診セン
ター設立事業     ,,OCll

救命救急センター級
備整備支援事業(国

補)        155,493

救命救急センター設
備整備事業(単独)  264,790

高度先進医療機能
強イヒ設備整備事業   6.173

中核救急医療機関
設備整備補助金   189、 537

これまでの取組状況(進捗状況)
関連事業名
(■金投入観:単位子円)

ネットワークの有効

口集中地域 の医療需要ヘ

ワークを通した他の医 の機籠強化、間産期搬送マ
ニュアルの内容と運用実績
の定期的な機証1球り、県周
産期医療ネットヮークの有効

・
=次

周壼期医療機関全体
でのハイリスク分娩の受入拒
否ゼロを維続する

・葡産期IE藤施設あtln要傭δ更薪
※設備壼備 5施設

・小児医療施設の崚薔壺●の■薪 薔規螢薇
※設備整備 6施設
※施設壺備 NCu増床 0-6床

CCu増床 5‐ 14床

二茨周雇鮨匡薇施設の設備奎備の更新
※設備整備 3施設

場 合友び嚇 劫苺早医療セジターを基絆
とした日域単位による新生児蘇生法に関する‖

責疸掛、新生児ベッドめ壺■、助産衝外実用電
子カルテ端末増ll、 超音波診断装置に要する経
■等への補助

てくる妊婦の受入れが可

IHは 、各医療機関の財政的な負担が大きいた
ことにより、■担を軽減し、

・
=茨

周雇廟薔薇磯Bniま 、周産抽E輛め薔そあ
るため、常に高度で廻切な医療を提供できる体

ておく必要があるが、医療機器の菫
各医療機関の財政的な負担が大きいた

、fr助を行うことにより、■担を軽職し、

ドいない(著しくは遺方)の妊婦の救急概進に
てヽは、救急隊は搬送元から近い二次周産期

働産肺外栞輌■も施師 め讚備重備が回られ

・薪生■葺生法ィンストウタターの姜腱 ■l_―

次周崖期饉薇センターを対象として、各日燎で
新生児藤生法勝習会を開催することにより、県
内における新生児死亡率の低下に寄与した。

■蛹敦急搬去マニュアル|ヒ おi｀て、かかり

療センター運営費

1児底療施硬設備
整備事業

二茨局産鶏医療施

改善日標を達成する
ほか 、二次医療日間の差を

平成 20年 3月 改定の「岐阜

県保健医療計画 Jで は、出生

千件 対周産期死亡率につい

て、平 成 ,0年の55から、平

う`目線を設定。これに対
平成 19年の全県数値は

目幡lCに近い水準と

そのため、今後は日l●蘭(西

度に4,(平成18年当時
国平均)に改善させると

1～崚阜57)の 数値に著
壼があることに着日し、



これまでの取組状況(進捗状況)

集中地域の医療需要ヘ
の着実な対応と、広域的な
ネットワークを通じた他の睡

:初期救急センターの設備螢備■に対して助威
X超音波画像診断装置整備設置(中濃厚生機

児軽症教急患者の医療を確保する小
センターの設備整備■に対して助成

ル超音波診断装置壺備設置(崚阜市
民院)

・入院治療を必要とする小児重症救急思者の医
るため、小児救急医療拠点

る小児童症救急愚者を必
入れる体制を整備するために必要な、設

・小児初油救急センターとして
翻 の小児の聡症救急思者対す

・24時間体制で当骸地域の人院治療を必要とす
る重症の4ヽ児救急患者に対する医療が確保さ

it:I]卜

麟キヨ
:慟
‖
:F業

     3.500

小児初期救急セン

(単独 )

小児救急医療拠点
病院運営事業

、同病院を小児救急
病院として指定し、

・地域 医療再生

、県下全域で小児
=次

救

205

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

●地域の医療難関の選銹、
在宅医療の推進

かかりつけほと病院との連
携.健鰺から在宅医療までを
視野に入れた連携体制等の
推進

●地電のに環餞関の理務、
在宅医療の推進

0有床診療所が相互連携を
図り、集合体として医療を提
供する棒組みを有効なものと
するため、県医師会と県との
共同により、より多くの齢燎

・薔床診燎 Pjlネ ットワークシステムの日躍 (通 雪

会路20回 、講 演・説 明会,回 )、 ホームページの

作成

l″年度め閲榛者とお蓮携1日顧■

"問

薔再診藤
機器の壺備により、地域での在宅童科惨凛事業
の必要性が増加しつつあり、23年度の口腔ケ7
情演会0ゞネル晨示)では歯科饉師や歯科書生士
への口腔ケアシステムや大農災での口腔ケア対
策の■要性の関心や意籠が高まつた。
包格的口腔ケア籠響会(パネル晨示)は、全日
歯科大会にて日腋ケア推進システムや栞日本
大震災の口腔保饉医療対策の取組についての
議習会やパネル懸示を行つた。
IB域 口腔ケア遅携推進会雄他、聴Fl連携研修
会を開催

1課下全体σ取■にっいて曇鼠 W価:嘉■美
橿を行う連絡会機の開催
開催回数:1回 (H22)、 2回(H20)、 3回(H24)予定
・県下の開係n種対彙(E彙・介肛・地域包橋支
撮センター等)の全体研修会の開催(サポート体
制嬌長についての共通理解と各国IIの情報交
換■)

10催回数:1回出席■140名 (H22)、 2回出席者
101名 (H23)、 3回 (H24)予 定
・モデル地区において認知症サポート日を中心と

・有床診 環 所ネットワークシステム により県酬

地域の有床診燎所を中心とする連携体制を構
察することができた。
岐阜地区を中心としたE療機関等にシステム

が日知された。
全県下へのネットワークの拡大のための基礎

が情築された。

嘔亜口雇ケテ壺時 や他k多面 道
携研修会により、地域での在宅歯料診燎事業の
必要性力tll加しつつあり、また、口腔ケ7講濱
会(′rネル晨示)では歯科医ITや歯科側生士への
口腔ケアシステムや大農災での口腔ケア対策の
■要性の日心やE構が高まつた。

:介[■」晨闘戻著わ書誦む症に関]る菫麓ff吉
まるとともに、モデル地区を中心に介饉と饉療の
■携体制の構築への取り組んだ。

有床診療所ネット
ワーク構築事業

包格的口理ケァシス
テム実践体制整備事
業

コ知症サポ■卜F莉
構築事業

3.400

15.000

10.000

「̈̈
一̈

加入を促連する
[所ネットワークヘ

:、 崚阜医療日の
平成21年度時点
つ00%以 上け る
こ点病院を中心と
み、全県単位での
瞑組に係る情報共
|、 地域別・4疾調
くスの普及状況の
1する

0地域の1

した取り組
地lt間の】
有手を通t

別の連携′
空白を解列

会の開IL
・認知症サポートホームベニジの開設、管理運
営
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地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)

これまでの成果
(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入饉:単位千円)

・思いがけない91姫相談窓ロカードの作成 ~
日蔵期医療の晨REとなる飛込み分焼防止策と

塁器ヒb騰詔鼠l翼観貢t
クス、ミニストップ(県全体で365店鶴)に設置
・総合環冒拠点の基礎観奎
今後の障がい児医療のための拠点清院の在り

方、日産期医療・小児医療との遣携について検
討するための基礎データの観登(拠点施設の立
lL及 び規模に関する可能性)

・総合療青拠点奎費鵬壼
今後の瞳がい児医療のための拠点病院の在リ

吾混 見鷲5雙製慇 憮 識 椴 翼

需
準機能、親績、法的姜件苺の鯖奎)の鮨贅姜

壌留課穣鼎雲響服習1舗高こょび嗅
譜器譲翼暦」麗盤計酵変2ξどけ

路程写議靴見撥
策吉検討

乱鋼膳踏盟 罵苗禽鵠
紺 I製」鶴鷹響畦季麗蒲

女子生徒対象)懸
相談窓ロカードの作成(中高

融 帥 ち

‖:膚言轟革距牌魏鱗訃[8
・慣性蘭

=惟
肺疾患(00PD)対 策

県内におltる OOpDの 現状と課題を明らかに
し、その政薔に向けた方策を検ttした。

ど1紺
れ 妊ヽ場相談霊口か ドの作成← 級

淵

鼈 鯰

日域別医無分野晋
及啓発事業

16,000

医療分野普及啓発
事業

4,000

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(■金投入額:単位千円)

か ん 膠 無 理 務 拠 膚輌隅 へ の 颯 旱 県 か
～

二 携 バ

スコーディネーターの記E(6病院)

5大がん等の地崚連携クリティカルバスの検
討、運用の推進
・田域麟演会開IE尋

がん患署サロン相襲■の記置によるがん患者
サロンのBR般 (5続院)

がんな護に携わるな腹師に対する緩和ケア研
修会の開催
・がん診療連携拠点病院等のがん専「1■護飾.

認定看E師を講師に、研修会を2日間ヨースで
|1催

生活習麒 薔パスヘの■回医療機関の増
加、′ヽス発行疾病の増加、バス発行数の増加守
により、′くス利用による地域医療連携体制の拡
大

平成24年度実施予定

平成23年鷹中に、すべてのがん診療遭携拠
点病院(7病院)において、5大がん(■ 、肺、大
緯、肝臓.乳房)の地lt連携クリティカルバス作
成に奎り.遭用を聞始された。また、日域での麟
演会によリバスに関し普及啓発が図られた。

・6か所のがん診療通携拠点病院に、がん経験
著等相談員が配置された患苦サロンが闘餃され
た。鷹者や家族のビアサポートを中心とした相談
支援の受け皿が整備された。

・がん■雄に携わる■餞bpに対する緩和ケア研
修を開催した。1日 間X2回開催した。針158人 '

(拠点病靡 3人 、拠点以外115人 )の受静力
`あり、がん看護(緩和ケア)の質向上ができた。が

ん診景違榜拠点病院の看護師(がんな菫専門
看饉師)が讚師を務めたことにより、地域の■護
職の連携のをつかけとなつた。

・各函遷代表者会議1=」lり 、通携稚選体制あ遺
捗管理を実施できた(会議開催:4日電全城)

・コーディネーターの記置が、医療機関年での医
療連携スタッフの増■となり、パス遺営が発案し
た。(晏 託によるコーディネーター配置14日域全
域)

・各圏域によつてパスの選用状況は糧々である
がその地域の実情に応した推進体制を図つた。

若年世礎 リーゲ,卜 とし罐 凛慢間・市断41・

殿増保健等関係機FJと遅携した生活習慣改善
活動を実施する。
・若年層の生活習慣病ハイリスク者を対象にした
食生活等改書指導
。連携ヨーディネータの設置
・管理業晏士・榮姜士を対象にしたスキルアップ
研修
・生活智口携予防に向けた普及啓発
・若年書の食習慣案態調査

がん診景運携拠点病
院連携強化事業

50,386

生活習慣病医療連
携推進強化事業

31,541

若世代生着習慣病
予防促進事業

13.500



.  (医 師等確保)

岐阜県の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果
(平成21年度補正予算にかかる計画分)

岐阜県

飛騨医療圏

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(違捗状況 )

これまでの成果
(今後期待される効果)

関連事業名
(■金投入翻:単位千円)

●●沐人7の
「

鵬と県
=倭への供給

糧撃量願撃姜醤蹴屋臓島
した医師不足への対応

●盤環人材の百屁と県£倅
への供給

0コンソーシアム参力1病院.

協力病院、地域医師会その
他関係機関が連携じ、魅力的
な研修プログラムの提供や
キヤリア形成への支援を通
し、より多くの医師を■成し、
県内への定着を促進
コンツーシアム劇設による

医師曇成の仕組みの構築と
あわせて、岐阜大学医学部
地域枠定員を、平成22年度よ
り、現在の15人から25人へと
増加させる
コンツーシアムによる初期

臨床研修プログラムの提供や
キヤリア形成への支握によ
り、岐阜県医学生修学資金賞
与者について、卒業後の県内
定着率を原則1∞%とする
・県内で研修を受ける初期臨
床研修医を、IF成20年度の
93人から125人に増加させる
初期臨床研修匡の増加と

あわせて、その指■に携わる
医師についても、平成21年 度
の270人から020人へと増加さ
せる
Oコンソーシアムが提供する
研修プログラムその他の派量
瞬奎により、飛騨医療口をは
じめとする医師不足地域に対
し後期研修饉奪を派遣し、医
師不足を経和

初期醸床研修医セミナーの開IE

臨床研修E権諄E請晋会の開催
・後期研修を行う研修日に対しキャリアパスを作
成、提示

・初期疇床研
"に

必要な知8E・技FFの 習得が回
られた。
・指暉区の確保による臨床研修体制の充実し
7 .

・県内の医薇機関で研修を行う研修医力く確保さ
れた。                  . 哩 警彙

コン 狙

(医師等確保)つづき

地域医療の課題 日裸 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

・コンソーシアムが提供す0
研俸プログラムやキャリア形
成支援の他.自治鷹科大卒
業饉師の派遣、「ぎふ饉節就
業支援センターJを通したlr

旋字を含め、飛鰤匿僚目をは
じめとする医師不足地域で常
時40名程度の医師が研修や
鰺薫に従事する(平成20年 1:

月の罰葦により各膚院から回
答のあつた不足数の約半数)

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

●n郡地軍とalネットヮーク
を活用した臓僚の確保

地理的条件に制約されない
広城的な支援ネットワークを
に饉

関係機関の連携及び医療機
関ω壼切な利用

●爾剤地嘔と●J不ツドンーク
を活用した●療の確保

Or岐阜県南都地域・地厳E
療再生計画」によるドクターヘ

リの導入とあわせて、飛撃E
療日内の拠点病院の受入休
制を整備し、建航や搬送の円
沿化を通じて敦命率の向上に
つなげる
救命救急センター(高山赤

十宇病院)に専用ヘリポート
が無く、救急車で約10分程度
の距離にある■‖1数を■:用し
ている状況を解消し、最書の
安全性や菫航の効率性を高
める
・県立下呂温泉情院の郊外
への移転とヘリポートの整備
により、住宅・旅館の密彙、」
R線近接琴、ヘリコプター菫
航上の制約を解消する。ま
た、久集曖厚生病院において
も、移範新贅に朦してヘリ
ポートを壺備し、対応可能な
医師やベッドの状況りに応じ
て3病院が二携・分担し、ドク
ターヘリによる搬送に対応す
る体制を確保する

・飛

“

地重における
=晏

蒲院であるス員菫厚生

膚院のヘリポート整備に対し、助威を行つた。

平成25年度嚢施了走

平晟西年度以降実施ヂ走

・CKD予 勝崎東薇討晏あ蘭4L
H2431

CKDの社会的認知底を高めるための普及啓発
Э県民への書友薔発鱗演会の開催

‐ H24224 高山市にてBn饉

Э各保健所による保健従事書への研修会の開
催

‐ 5保健所が実施
・下 呂市 におけるモデル事業の異施

Э地域の薬情に合わせたOKDE療遭書体制の
情策に向けた検討会の30饉

H23100
H2403

Э生置を通じたOKD予防体制の整備
市内医療機関ヨメディカルを対彙とした研修会

開催
H242,金山会場 多加者″名
H2420下呂会場 参加肴30名

・■聘地燿におけるドクターヘリ菫肛体制の壺偏
充実が図られた。

・E藤あle崚荘墓解着.菌燎め責泉348u性の
確保を回るため、■僣技術を応用した遺隔饉燎
体制を壺脩予定

1政薇薫革 4`1●蛹末を職雨し、教懸E●情報
システムにより収嘉された救急医療機関の応書
情報を車内で

'照

するとともに、他の消防本部
の救患厳選情縮を共有することにより、■切なE
療機関選定と迅速な救急搬送を可能とするl■m
システムを導入する予定

・県民へのCKD鱗演会や各像健所による保健指
導従事者への研修会年により、Cゅの社会的認
知度を高めることがでを、健膝受診の必要性や
潜在的患者の早期発見.早期治薇へとつながつ
た。

・クレアチニン揆査を特定健鰺項目に導入した市
苛村数

‐ 42/42市町村 (H2230/42市 町村)

●Fnに喜づいた保健槽諄の実施
→ 29/42市町村 (H2213/42市 町村)

ドクターヘリ導入事業
(運航体制整備)   28,072
遺隔医療等設備整備
事業         51,095

法難破書1教葱聴療
情報システム再開発
事業        llxl,0∞

慢性腎臓病予防対策
事業



地域医療の課題 日標 これまでの取組状況 (進捗状況 )
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

行うための基盤を肇備する
・ 各医療機関での情報更新
頻度が朝晩=回程 度という現
状を改善し、リアルタイムで11
報を反映するシステムを構
集。本針回の期間 中に献 行

運用、平|

用を開1台

[趾II]鶯

躙  |

艶
,平成24年 度以降実施予定

瞥き
1

]写暉¬

tF筆ピ場ξ(1ぷ
睡輔 館 口が ド●IF嵐 幅

1鉤 轟骨翻翻卵

し:窒朧 2餞 屋蹴肥1「
らかに

靱 精[景蹴

魃 糀醐

1讐

発裂異景↑
野普

l

がん医療均てんlι推
進事業

がん診療連携拠点病
院連携強化事業

生活智慣病医療連携
推進強化事業

者年世代生活習慣病
予防促進事業

4,Ooo

47,434

,9621

f肇竃罵亀議島晶F病
ハ初スク者を対象にした

・連携コーディネータの設置

∬
■姜士業姜士を対象にしたスキルアップ

生活習11湾予防に向けた薔及啓発
若年者の食審慣実態罰壺

211

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況 )

これまでの成果
(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入饉:単位千円)

●地項躍rBに
"5し

た日環
機能 通携体制の充実強化

救急医療体制●の充実強化

●

“

嘔諄題に対応したE撮
機能 連携体制の発案強化

OE彙餞間、医師会、行政、
市民の連携・協力の下.引 き
続き、数急利用の道正化や
救命教急センター設置猜院
への救急患者集中の経和苺
を図り、飛騨医療日の救急饉
療体制を維持・確保する
。敦命敦急センター(高山赤
十宇)受鰺署のうち、救急率
以外で受鰺した者の比率
(※ )を、平成20年度の30%
から7596へと抑制
※全て力鮭 症事例とは限ら
ないが、関係機関と市民の連
携・協力による利用の適正化
(平成13年度10o78件‐ 平
成20年度14270件)が進む
中、救急車以外での受信者
の割合が大幅に減少(14.303

件(全体の87%)‐ 11530件
(″ 0096))し ており、ヨlき続
き、これを指標として対策の
効果を分析
下呂市内から高山赤十字

病院への救急議者の流入
を、平成20年度の371人 から
330人 (平成18年度水準)に

抑制。また、本計画の最終年
までに整備を進める県立下昌
滉泉病院の移転・新築後は、
■なる役割分担を推進する
(平成27年度時点で31Xl人

程度までのlql制 を目途)

1弓藤雇環理泰TI諄]11= J騒翼忠:E雰垢謀五亀瓢優儀記電f行う救命

:飛薫二次百療日において必要な感彙症指定医
療機関を確保し、惑楽症のまん延防止と感染症
患者に対する良質かつ適切な医療の提供を図っ
た。

.格曇幣塁黛
夕~設

150,l108

感摯症指定L療機関
施設整備費補助金

5,000



地域医療の鰈題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(=金投入額:単位千円)

'理
崚 誅 口 :こ河 Eした E薇

機能・連携体制の充実強化

局産期医療体制の充実強1ヒ

●地嘔躍題に対応した医療
機能・連携体制の充実強化

0周産期目薇を担う医療機
関の体制強化や新生児蘇生
法凛習会事を通して、飛暉塵
藤日における周産JJ死亡率
及び新生児死亡率を、全県平
均を目途に改番させる
・出生千件対周産期死亡率
を、平成19年の54から全県
平均(48)を 目途に改善。あ
わせて、r崚阜県保健医療書十
回」に定める平成24年度の全
県目標(47)の菫成を目指す
出ヽ生午件対新生児死亡率

を、平成19年の31から全県
平均(14)を 目途に改善

・詢jE濱督モテルセット、デジタルベビーテープル
の整備に要する経費の補助

・
薦出嘉占

宇病院の周産期法療施攣の蟄備菫

・高山赤十宇奮院の小児E燎施設の壺備夏備に
助成

1平成24年度以降実施予定

・勁鷹帥外栞(1距設)の設備肇備が回られた。

甲課麟鰐騒喉暑

需菫

・妊蝠救急格選マニュアルにぉt、て、かかりつけ
医がいない(若しくは遠方)の妊婦の救急搬送に

i:]量魃
二謝 驚

撃興
ET外 釆設備

〒
備  8872

周産期医療施設設備    |
整備事業       88,680

小児医療施設設備整
備事業        11,235

二茨南産期医療施設
設備整備事業

4.210

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入銀:単位千円)

ワ 型 将 課 饉 :‐ ■ に しr=糠
機能・連携体制の充実強化

小児 (救●_)医療体制の肇備

●地重澤田に対応したE環
機能・連携体制の充実強イヒ

0級急医療、小児救急匡薇
を担う医療機関の連携体制を
強化 救急利用の適正化に
向けた取機の推進により、救
命救患センター設置病院ヘ
の患者の集中を解消する
。拠点病院の機能強{ヒ、関業
医との連携や南部地域から
の後方支援により、小児救急
医療拠点病院が未整備と
なつている状況を早期(平成
22年 度中)に解,肖 する

・平成25年鷹案記予定

平成24年 屁から実施予定

平lt25年 度実施予定

・小児救思医療患者のE療機関の適正な受診に
繋げるため小児執急電話相談事■を実施(実施
時間の拡大)

:圏馨「

47t、 小児救急医療体制の維持・確保

・小児敦急医療拠点病院の運営量に対し助威を
行い、入院治療を必要とする小児二症救急患者
の医療を確保する.

小児機患拠点病院の設備整臓■に対して助咸

雲 じソ翻 螺 禦 雅 邸 霧
蹴 議

相談時間の拡大により、児救急医療患者の医
凛機関の適正な受診が促選された。

小児初期取急医療セ
ンター設備整備事業   5,250

小児救急医療拠点病
院運営事業      30,389

小児救急医療拠点病
院設備整備事業    7,000

小児救急電話相談事
業          42.577

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)

これまでの成果
(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入霞:単位千円)

●各 II対策の霙効性を確保

するための県立下呂温泉病
院の再整備

(高 山赤十宇嬌隣への各種
機能や負担の集中の解消)

●●凛河
=の

栞勲Eを確保
するための県立下呂温泉病
院の再整備

0飛騨医療日が抱える課題
への対応に重点を置いた施
設設備の整備により、本計画
に基づく医薇人村の確保対
策、二次医療日間での広敏
的な連携ネットワークの構築
●の実効性を確保する
・市街地からの移転により、
混帷時の比較で幹線遺路か
らの選入時間を5分以上短縮
する
・住宅・

呻脚
接等、へ|

制約を解消す
・ り`

"E薫
?周■

ど、地城において

せる
・上記の他、病院内の施設骰
備の■晰により、救急嘩によ
る搬送や周辺E燿機関から
の転送と、ヘリコプターによる
隋部地域の中核病院への搬
送との中継機鮨を担う
・地域臓療研究研修センター
としての鵬奎研究や人材青威
機能を果たすうえでの研修
室、会議豊、実晋

=専
を確保

し、必要な機構を発案させる

0餃備や機能の発案により、

・こ本餞計(平成22年E)
・ヘリポート可能性調査(平成22年度)

・地盤tH置 (平成22年度)

嗅 施設計(平成20年度)

・用地造咸(平成20年度)

・下呂温泉病院再壺●に向け、着実に事業が推
進された。

・下ヽ 理重の中罹嬌啜螂 県工下呂温彙病院
の再整備が促進された。

下呂温泉病院再整備
事業



づ

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名

`基

金投入麟(単位千R)
・■餞積ET"百層口,●
奎備し、幹線遭路の披災にょ
り下呂市中心都が孤立した場
合にも、数日間単独で機能を
維持する。また、本計画と同
時期に進められる久美愛暉
生病院と下呂市立會山湧院
の再螢備とあわせ、大規ll災
書時における同時薇災を回
避する

岐阜県の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果
(平成22年度補正予算にかかる計画分)

(医師等確保 )

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(3L捗状況)

これまでの成果
(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位干円)

●皓瀑人材確離対策

医師、署護師共に不足

●巨籠人材確保対策

・看饉実習施設(母性.助産
学年の案薔を受入れている
施設)及び学校姜成所(公 立
及び大学、短大を除〈)の実
習設Inを整備
・■IE職■就彙支援ガイダン
ス開催回数の増(1回→2回 )

より、0加者(3∞人程度)及

び●加饉療機関(101程 度)

の増につなげ看護人材を確
保
f病院の必要求人医師数充
足率(全国で良い方から42
位、平成22年度)、 および分
べん取扱必要求人医師数充
足準(全国最低レベル(47

位))の改善(全 国平均レベ
ルを目標)

・人口10万 人あたりの医3●数
17'3人 (全国で良い方から
41位・H20年 度末)の改善(全

国平均レベルを目根)

・E肺・を晨節の蔵凛を動 とし、市

"村
(市Br

村立膚院及び一部I●務組合を含む。)が主体と
なつて地ltの|1性に応して実施するモデル的な
地域医療確保策(ソフト・ハード,に対して、平成
24年度及び平成25年度の2ヶ年補助を実施する
予定

キ蔵24年度以降羹施予定

:平成24年度以降実施予定

・平成2年度以降美麗ギ定

・平反24年度以降彙歴予定

嗅
=堂

入れ厖敲が、効果的に栞置を進めるた
めに必要な設備壼備経費の一部を助成し、臨床
案摯籠力の向上及び実習施設の負担軽減を図
る。
:新人看硬鍋 {学校で学んだ内百鳳 で求b
られる知識・技術の速しヽこリアリティショックを受
け離電する場合が多いため、県内の看韻師等
養威所が、臨床実践能力の向上及び費の高い
■l■人材を養成する。

・看腰入材不慮あ中、県丙出身あ凛外看覆師養
成所学生や未就彙を饉職員を県内に取り込む
ため、現在、各饉療機関卜拳加している、県外
(主に蟄知県)で開催されている有料就職ガイダ
ンス参加経費の一部を助成し、各病院のな観人
材確保を支援する。

現在、戻施Lて 難ヽ 護a■ll労支援ガイダジ
ス●業のBR催会場や内容を見直し、■餞学生や
医療機関がより,加しやすいガイダンスとする
事業拡充を行い、新卒看減学生、未就彙看護聰
■年看護人村確保を強化する。

医姉確保サイトめ衡ご撻 轡
・敏阜県出身の医師に対する就業啓発
岐阜県出身の自治匡科大学学生及びへtlL
医療に興味のある医学生に対し、地lt医療に従
事する医師としての役割と責任を自党させること
を目的に研修を興施する。

■釣・量的石卿声から.地域のE療機関与に
従事する医師・なE士等の医療人材の確保が
期待される。

堅藤曇翼雲諸訪基   13,000

看極師等養成所設
備整備事業費補助   11,o00
金

1il:彙lll[lil:支
   15,000

肴讀師等職員就集
支援ガイダンス拡充   4,Olltl
事業費

医師確保広報・研修
事業

4,222

〕:11:i][確保事業   172,923



関連事業名
(基金投入薮:“位千円)

・療育体制の壺備

・小児集中治療菫(plCu)の

・県立希望●IE学日の璽備
・はがい児(者 )の歯11医療

児医療・療盲体制の整備

名程度-5名 以下
・NICu全病床に占める長期
入院児¬o%以下にlm制 、
ハイリスク分晩受入困難事
:1%以下を維持

・肢体不自由児施設としての
医療機能の一部を割いて案
施している発運障がい児の
診療機能を拡張。外来初診
の待機期間:H2212月 末2
～3か月程度-1か月以内
に短縮
地域でInが い児の支

わる人材の確保 技術の向
上に対する支援再奎備によ
り新ttする研修設備を活用 |

=実
地研修:研修機能無し

・ 年間延200名以上
・医療の必要度の高いIE症
0身 障がい児の短期入所施

:岐阜医療日のみ→二次
医療圏全て(5医療日 )

・既存の県設置施設(希望が

・必姜な患著情報が集縫 れ
た在宅療盲サポートブックの

(1000冊配布)による聞
関のスムーズな連携を

・病院歯科において障がい
(児 )者歯科診療ができるよう

(2カ所)や障がい者
ユニツトを壁備(4カ

作業、411i調査を実施した。

・平成24年度以降羮施予定

・平成23年度購入計画備品は、すべて積入清

平成24年度以降実施予定

:平 成24年度以降実施予定

。日中一時支援事業の実施に対する財政的支

係る経貴(人 件費、消耗品員苺)

平成24年度以降実施予定

平成24年度以降実施予定

平成24年度以降案走予定

昴 全42品 目中 4品 目驚入済〕

い児のリハビリや11級機粧 拡充させるととも
発這障がい児の診療や療曹指導機能を強

化する。

登含療冑拠点螢備構想の一環として、4阜県
ンターに医療的ケアの必要度の高

い障がい児のための病棟を整備予定

肢体不自由児施設である希望が丘学回のE
の強化や甲1用者の00し向上のための

器箋備

携 菫障がい児者支撮指導者養成、発達障がい
支援実地研修を実施予定

・障がい児看直に対する認識を高め、■
の確保を図るための議漬会・シンポジウ
・にがい児●重に対する認識を高め、■眠職員
の確保を図るための議漬会・シンポジウム開催
(参加174人)並びに実習(体験、見学)受入施設
の紹介、就業相掛の実施(相談3人 )

在宅に移行したNCu等長期入院児年の保護
て一時的に受入れを行うことに

よつて 在宅薇晏中の保護者の労力負担の軽

・日中一時支援施設をNI● Uの後方支ll施設と

肝雑隠 町ξ焦麟 亀鍵ぎ
し、NICu病床の満床状ttの解

'肖

に寄与する。

N10uや Gouに長期入院している小児につい
て、在宅療姜移行準備の中間施震 して病床を

NICUや Ccuに長期入院している小児につい
て、在宅環姜移行準備の中間施腱 して病床を

地域環育支援施設として必要な医療機

・E燎的ケアの必要な重症心暑障がい児肴等ヘ
のレスパィトケアサービスを拡充するため、短期
入所、日中一時支援(預かり)を新たに実施し、
又は受け入れの増を図る施設・医療機38に、人
工呼吸響・介重ベッドそのltの医療機器苺を螢

雷量需最翼
畔園 出

"6

崚阜県総合医療セン
ター障がい児病棟整
備事業

希望が丘学園備品

日中一時支援事業

量症心身障がい児
者等短期入所基盤   75,000
等整備事業

障がい児者支援者

障がい児看護人材

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

"が
い (児

'看
IE破での ロ

科健診を現在の1働所から32
カ所に拡大し実施準を向上
・平成25年度までに小児凛
中治療菫(PiCu)及 び4ヽ児
救急救命センターを整備
・平成1フ年度以降、苺年16
0%前後の増加を続けている
小児救急電話相談の相談員
を増強

平 成 24年度 以降 案 鷹 予 定

i拠点奎睦 葺あるとともに、llltし 児`てゴ壼lL・

■韓がい児・発違障がい児)の環青に据わる医
療・福祉機EDの実務担当者による、連絡調壺、
情報集約、サービス利用手続の編準化に向け
た瞬壺●のための支援連携会議を開催した。
※発這障がい児者支援菫携会饉(H2411フ )

※■症心身障がい児者支援連携会議
(H24124)

・事威24年百以降実施予定

・手どもOIL・あわ協直豪磯両ネットワーフlL法
討会を開催。子どもの0の健康饉題について

・直がt嗜籠諫で壺

`腱

許¬繭蒔 32回羹詭L〕

・宰咸24年百以降要鷲ギ走

・平成24年度以再要稲手た

るが、

ヨ症心身障がい児言手を受け入れている、又
は受け入れる予定の福祉施設や鷹療機関にお
ltる受け入れ体劇を強化するため、支援彙精に
直接携わる職員を対象に、医療的ケアの基本的
知識の習得、各ll支 援樹

=、
サービスの利用手

続を、介tr者の心のケア等の研修を実施

・鷲ItL｀■l■t心身障がい児、■違障がい売)
の環青に携わる施設や医療機関の速緒調整、
情報共有が回られた。

・■宅あ■症lb耳障がい覚者へめ情積提供を
行う。

・子どもの心あ雨預直療機蘭ネ,トヴーリt薇
討会により各出席書より現在の子どものI●の診
療の実態(小児科・精神科)の把置を行うことが
でき、またネットワーク相員に関する意見を何う
ことができた。       、

諄ぶこ通歯再藤藤iご餞力が絆られ願科壼

“

ぶ
増加した。

1病院麟料であ障害著コ■疹療体制が壺■でき
た

`

・障がい者の歯科疾患の早期発見のために議
科健診・指

=実
施施設が増加し、歯科療患の早

期治凛を推進てきた。

1′鵬 d融題爆 め洒り枷廟慶確保するた
め、小児彙中治僚

=を
螢備する。

・下瓦あ
=症

―

確保するた
め、小児集中治燎壼を整備する。

重症心身障がい児
者等支援従事者研
修事業

重症心身障がい児
(者)等支援ネット
ワーク事業

二症心身障がい児
者等在宅生活支援

事業

子どもの心の相談医
ネットワーク事業

4,000

1,81111

20,050

障力■ (ヽ児 )者歯科
ネットワーク推進事   5,000
実
障がい(児 )者歯科
ネットワーク推進事   31,250
業 (投資)

障がい者施設巡回
歯科健診事業

3.619

省爆棄襲潟密器
運   74,0∞

小児集中治療室施
設設備整備費補助   50,∞ 0

金



地域医療の課題 目標 これまでの取組状況 (進捗状況 )

これまでの成果
(今 後期待される効果〕

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

宕犠 [驚曇諧 Fを
中劇二椰を

・平成24年度以降美施予定

ワーキング会巌や研修を通して、医療関孫層
「に適■受診についての理解が浸燿した。平成24

喬羅警蓉言属a各
程事業について、一定の方 3,500

3,246

救急医療機関適正
受診普及事業(地域   1
医療県民啓発事業)

小児救急電話相談
事業費(拡充分)

●睦殊・情世 り lE薔によ0“
141症高彎者 支 援体制の奎備

認知症サポートEや認知症
サポーターをとりまとめて、地
域における認知症高齢番支
援体制構築に向けた退携体
制づくりを担う人材を養成
医療臨 者の認知症に対

する理解の向上
有床診療所の減少

|::lill:|::illillll:lll::iill:

1蝙
醐 謄サ

ポート医Jを 、現在の28名 か
ら倍増の53名 姜成し、認知
症疾患鷹療センターとの速携
を重点的に行う「連携指澤
睡」として活動してもらうこと
により、認

"症
E無の受診率

を向上
介護施設、包播支機セン

ター.在宅支fIセンター.福
祉施設との通携ネットワーク
を確立し、病院、診廉所のみ
ならず介雄保険関係撻骰か
らも、有床診療所を探し、空
書ベット状況の把握などがで
書る全県的なネットワークを
平成25年度末までに完成

・認知症の適切な鷹療を確保するため、平成24
+年度中に申し出のあった認知症疾患医療セン
ターとして必要な医療機騒を壁口する経費を,
助する
・認知症の診療に晋熟した圭治底(かかりつけ
医)への助

=そ
の他の支援を行うとともに、:a知

症疾●医療センターや地重包指支援センター年
と運携し、地域での露知症支援・連携体制つくり
の推進投となる認知症連携指導医を姜成

・運営晏員会の開催(6回 )

・各地区遠雷委員会の開催(4口 )、 各小委員会
の開催(3回 )

各団体毎の会合 観明会の開催(3回 )

岐阜地 区.西 濃地区の地域包結ケアシステム

8壼欝

1[il[11,｀

GMSのセキュリティ

|

認知走換患医療モンターの区燎・検査 相ヽ談体

製♀歪
案を図るために必要な医療機器等を整

盟知症壺携指諄庭lo名 を姜成

f三牌融 き:箕[の
システムの肇備が実施さ

ネットワークの構
=に

より、E療機関、介護事業
者■の間における連携の強化が期待される。

麿
していた地広のシ

ぅ
テムの螢備が実施さ

ネットワークの構築により、E療機関、介韻事業
者年の間における連携の強化が期待される。

聰 鷹合£轟畿請軍ど
の就業に向け

認知症疾患医療セン
ター運営事業

認知症連携指導医
養成研修

1顆
薬
∵
∞

順翌聾奮観雇動庸習亀ξ
ン "″

53,586

1,467

】‖著臨  9,“

お寵薫餞"疎
 ・ "4

1ミ][][;:看
護日市確    4,368

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況 (進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入観:単位千円)

|:il::||:|::l:lii:ii:iili:|:::|::

含む救急隊 員■による傷病

者 の観察・応急処 置の 質の

向上

県内全域 の消防・医療情報
の一元 管理 や、ドクターヘリ
の搬送 先調壺など、広城的
に最適な救 急搬送 体綱の構

築
・精神救急医療体制維持に

向けての設 備整備事業に対

す る行 政の支援制度の整備

(ガ イドライン2010)に よる
救急隊員の救命活動の見直
しに沿,たプロトコールの伝
達と鯖習を実施
・統一的に象言鉗練を実施す
ることで、厚生労働省が中心
となつて検討されている救急
執命士の処置範日の拡大に
対応し、病院罰救護体制のよ
リー層の充実や県内の全救
急隊員の資質をjL上げ
・精神科病院への設備整備
による精神科救念医療体制
を強化.緊急な医療を必要と
する精神障がい者の疾患の
早期彙見・早期治療による菫
篤化を防止して家族の負担
を軽減
:災書拠点病院を追加指定
し、平成25年度までにすべ
ての災害拠点病院で、多数
傷窮書やNBC災害への対応
が可能な区燎贅機材争の設
備を肇備・充実、連携体制を
強化

・平成24年度以降実施予定

・平成24年度以降実施予定

・平成24年度以降実施亨走

・平成24年度以降実歴予定

・Tt成24年度以降更施予定

平成24年度以降実施予定

辛成2碑産以降羮拒予定

平成25年産羮施手だ

|―ス嶽憑曖環磯口のE帥を対凛に、専r"猥●
|ごとの実地研修を実施する(H25年度予定)

・救恵現場で緊急鷹が高い.外傷.諧
=中

,心
疾患■の各傷綱に応した病院収容前から病院
内までの一貫した観察・応急処置に必要な知識
と技術の修待を図る。

静
耐 板敦急コ4「4畿勲

=お
■ち鯖習あ彙

救急救命士を含む散急厳員の教育麟1縦事業と
連携して、現任の強急隊員への餞阜県救急朦
〈消防隊)活動プロトコール年の周知を回る。

7金:賞搬 響キ1楡脳:騨瓢
新の知臓・技術の取得を図る。
1致患薇送と憂天L関する協整[格薇命救慧
センターヘコーディネーターを記置し、敦急彙務
の更なる最適化を図る。

1無 による碗珈な筆1詢颯選発あ速定やドク
ターヘリの効果的な運行を図るため、日域を餞
える救急搬送の円滑な欄壺や地域ヽの救急医
療機蘭による達切な受入れが行われるよう、敷
急搬送に関する様 な々課題を解決し、限られた
医療資源を有効に活用する。
・適切な救息搬送を行うためには、救急隊による
傷病者の観察結果と搬送先医療機関の選定
が、傷病者の実態を反映したものになっている
か、搬送先医療機蘭における診断の結桑と突き
合せを行い、検証結果を救念活動に反映させ
る。
投 念饉療機関商そ級患急雪

=関
する磁 、面

像情報筆を共有し籍院搬送等の高度1しを図る。

・我急薩環種関間橘 顧者に関する構縮、●I

賢瞥慶層宇蒼Fする転院搬送毎シ
ステムの■:

酬 轟 懇観彎般臭品
敷急活動の現場で使用されている質機材を必
要数整備し、即戦力となる救急隊員を養成す

1雀

晶辱標
専Fり領域    6,376

1豪
急救命士を含む救

‐急隊員の教育訓練   10.264
1事業

ヴ」摩静鍵ま
習事業

救急救命士スキル
アップ鱗習事業

救急患者受入コー
ディネーター事業

救急搬送活動検証
事業

1,681

2,400

29.626



(基金投入額:単位千円)

力を充実強化
・すべての災害拠点病院及

とに災審医療コーディネート
テームの体制を強化

関)に 対して衛塁

書時における広域
医療搬送に係る実施計画を

、県内に広域医療搬送
(SOu)を2か所整備

災ヽ害時における県外のDM
Tも書めた県レベルの指澤
l令嘉統を構築し.各圏城ご

15-20チーム)を遠め、D
ATの即応能力と壼動力の
上を図り、災害時の対応籠

・公養社国岐阜病院、不破ノ醐病院、のぞみの
タル、憲憲中央病眠、南ひだせせらぎ

こて、精神科救急E燎体制の維持に必要

・平成24年度以降実施予定

・平成24年度以降実施予定

.平成24年度以降実施予定

・平成25年度案施予定

平成25年 F_案施予定

平成22年以降に新たにDMAT指定病院に指定

ける消防機関 医療機関の連携
、搬送から受入までのより高度な
るため、エマツレゴトレーニングシス

テムを用いたシミュレーション漬習による災書E
燎研修を実施

・平成24年度以降羮施ヤ定

・平成21年度以降実施予定

災害時の医療を確保するため、災書拠点篠院
(基幹災害医療センター、地域災害医療セン

)の設備を壁備する。

災害時の匡織を確保するたあ、災書拠点病院
(基幹災害医療センター、地域災書医療セン
ター)の設備を肇備する。
,災害拠点病院に対するNBC災書の設備を整
債する。
(携 院】11災書拠点■院 ,

・災書拠点病院(地域災書医療センター)へのヘ
リポート設置【木沢記念病院】

災書拠点病院 (地城災薔医療センタ→ へのヘ
′ポート設置【中津川市民病院】

俣Ψ[特擢樹:釜;薦虜酬鷲蹴亀

・災害医療研修を実施した。

岐摯OMATを 有する医療機関のIIMバ
タ要な医師派遣用自動車の整備するI

日本大震災の後災病院の状況及び岐阜県
員会からの提書を受:すて大規
手段の確保のため、県内の災

搬送受入確保促進

精神科救急医療体
制整備事業費

災害拠点病院設備
整備事業 (県単)

NBC災害・テロ対策

災書拠点病院施設

災害拠点病院施設
整備事業(県単 )

災害派遣医療チーム
体制整備推進事業
費

災害医療連携促進
事業費補助金

医師派遣用自動車

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)

これまでの成果
(今後期待される効果)

関連事業名
(薔金投入額1単位干円)

幸西24年度以降羹礎■定

。平成24年度以降実施予定

:平成24年度嚇 デ定

・平成24年度以降実施予定

洒菫E景難選の計画を足め、広崚E燎激遺拠
点(略称SCu:広城搬送拠点に設置する搬送患
者待機のための臨時医燎施段を指し、症状安定
化のための処置・広量搬送のトリアージ等が実
施する。)のを整備する必要があり、広壌医燎搬
送拠点の設置運営に必要となる責機材(E療用
テント、医療機械、事務スタツフ用備呂等)を壺
備予定

:■書嘉」輛
=お

いて、薦婦

"イ
フラインの遺

断■によりやむを得ず壼難所等で分娘に至る場
合、分競対応を行うために必要な機材を整備予

■ 日域ユ [災書蔵象ョー脅 ネ4チーム体
制の構築に係る検討を進め、災害医療のコー
ディネート籠力を向上させることにより、厳阜県
の災害医療体制の強4とを図る。

1彙内あ孵 底原提供体面あ薔|しを目岡に、英
害拠点冑腕間の連携強化及び情報共有を目
る。

褒書■にI●えて、在鼈人ェ呼崚器導薔 慮者
が電源をlr保するために、■症難病患者拠点・
協力議院から該当する患者に非常用電漁装置
を無償で費し出すための機器整備を図る。

広域医療搬送拠点
整備事業贅

][夏 1::〕::支
援事   1.000

1:I:li,11]F「
j:il業

    3′
000

曇轟豊赫院連絡 21Ю

搬顧構聯  2お0

助金

1   222



地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

間違事業名
(基金投入額:単位千円)

がん医療の均てん4ヒを推進
するため、がん診療地域遠
携パスの普及を推進
地域がん登録の精度向上

・卜、ビ7サポーターの要成
を行う「がん11報センターJの
設置
・地域におけるがん診断なら
びに放射線療法や化学療法
などのがん診療体制を充実
公立病院についての、がん

診猥設備の整備を対象にし
た助威制度を創設
力%診療関係濃閲相互の

協力・連携を促進
がん診療連携パスコーディ

ネーターの配置による地城連
携クリティカルバスの詈及
や、日最内の医師を中心とす
るがん医療従事者に対する
研修の実施

●
"｀

～
河 東

・がん情報センター現在Oヶ

所-lヶ所奎備(岐阜大学E
学部附颯病院内)

・がん情報センターを通して
のがん診療地域道携′叡 の
理解促進による運用件数の
増加(平成22年6月 ～フ月6
5件-130件 )。

・地域がん豊鎌やDPCデー
タなどがん疏針情報等のf4

学的な根拠に基づく評麟分
析、関係機関への情報提供
により、地域がん壺鎌のDOO
率20%未満を通威
・がんビアサポーター養成研
修の実施により、養成研修修
了者を新たに31名育成
・がん診凛施設設備の整備
により、がんの診断や放射線
療法及び化学療法の診療体
制を充興

平成24年 鷹以降冥施予定

・公立病院5か所にRQ壼を肇備した
大垣市民病院:絆組胞保存システムー式

識 諏 譜 歴ご 認 曇蹂 聰 謬
鱈

壷
崚市立総合

事
院:EEll部 用血管造影提

髯
装

県立多治見覇院:放射繰治凛揉

鮮編為i麟1醸[]峯
る。

・地域におけるがん診療の中核拠点である公立

協弊出甥じ麟駆轟鵠蹴 習
LIn

忘 霜
報セン "p∞

薔11:1:][]:涅
覺・設備  379,421
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静岡県の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果
(平成21年度補正予算にかかる計画分)

静岡県
志太榛原医療日

医師尋確保 )

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)、
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

当医療日における医師数は
医師数は著しく少なく,減少
傾向にあり、県平均も全国平
均と比して低い水準にあるこ
とから、県全体としても医師
の確保は喫緊の課題となつ
ている。

魅力ある研修フログラムを
構築し、指導体Olの発案を
図ることで、医師が集まる理
境を整え、本県の初期及び
後期臨床研修を実施してい
るE師数を平成21年度の
,05人から10%増 加させるこ
とを目欄とし、その後の定着
を回ることにより、公的医療
機関を中心に医師を確保す
る。

平成22年EにふじのくにIL4医療支授センター
を設置し、理事会及び支卸会lEにおいて医師
確保対策の検討を行つた。
滉松巨科大学に児童精神医学寄附請座を設置
した。
浜松医科大学の入学定員増への対応及び本
県と憫週のある大学との選携強化のため、新た
に基金を活用して、平成22年度から毎年43人
への医学修学研修資金の費与を行うこととし
た。

尋rヽ研嬌日の確保を珀に、医師支援制度等セ
ンターを運営し、専門E研修ネットワークプログ
ラムを50診無科作成し募■をIn始 した。
浜松区科大学の児■精神饉学寄附講座に平成
22年度に6名 、平成20年度に2名 の研修匿を受
け入れた。          基金充当以
外の分も含めて平成21年度から25年度までの
5年間で500人への医学修学研修資金の貸与
を針画している。

ふじの0,… Ⅲ
=「
凛 7ol,8∞

児工輌神医学尋

"J屋
投立■■   12o,000

医学修学研修資金(特別絆, 1,111200

これまでの取組状況 (進捗状況)

療を担つていた操原総合腐

体制を見直し、機能分
化を図る必要が

と医療連携を図り、平成25年
こは、構原HPの年間受入

患者数の60%以上は、急性
期対応の3病院からの転院

ヨ曖示国り洒嬌口のI「穏栞●●、V凛の不ツ
トワーク化を図るため、事業検BI会を開催した。

る住民フォーラムを実施すると
を図る。
当医療日における医療関係者で組織する協議

て、本ll●Iの建捗管理と医療連携を推進
る。              合同

研修会の実施及び今後計画されるrrt活 用し
同カン

'7レ
ンスにより連携が強化される

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(薔金投入麟:単位予円)

当医 療 国 にお い て忠 llL硼 嘔

療を担つていた棒原総合病
悪A・ 薔朦地崚夜間敷急医
療センターの診療時間帯の
延長など体制を再壼備し、こ
れによる公立3病院

^の
軽

症患者の受診減少により、3
病院の時間外受診患者のス
院率は、平均で平成21年4
月の10096か ら平成25年度
末には2596ま で増加させる。

芯本薇原地颯鷺思ほ僚センターにおいて週3日
(3/フ )の深夜帝診療を平成22年11月 から葵
施した。           志大・様療
地域敷急医療センターの施設改修及び機器整

績留留剛陽鶴OC畠輩発虔″
させるため、初期

当饉続日における救急籠療センターの機能向
上を図る。
初期救急の充実を検Ifし、二次救急への負担
の縫厳を図る。

●六llttt■●3E晨センター■●3R   306.000

院の鬱療医療体制の編/1S専

から、初期医療とこ次医療
の分化を図る必要がある。

35,000

備を行つた。



静岡県の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果
(平成21年度補正予算にかかる計画分)

静岡県

中東選医療日

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
ごれまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

当医療圏における医師数は
医師数は著しく少なく、減少
傾向にあり、県平均も全国平
均と比して低ぃ水準にあるこ
とから、県全体としても医師
の確保は喫緊の課題となっ
ている。

地重の額囁薔で一次医療や
初期敦急医療を行うととも
に、適切なトリアージにより
必要に応じ、迅速に急性期
病院の高度専門医療につな
げる体制を構築するため、当
医療圏に『家庭医Jを養成す
ることとし、平成25年度まで
に象庭Eを 16人、指導医3
人を確保する。

澪に墜養瞑研倭フロクラムを構栞し、家庭Eの
姜成と確保を図つた。
菊川市と森町に栞鷹匡僚センターを奎備した。

平晟22年瞑1よ 、研添ES人を受け入れ、平成23
年度は、研修医6人を受け入れた。
平成24年度には、研修医4人を新たに受け入
れ、■なる充実を図ることとしている。

研傍プログラム作成口書軍案  440,OC10

家露目燎センター奎備事業  41111.000

これまでの取組状況(進捗状況 )
関連事業名
(基金投入額:単位千円)

24年度に看工する循環器・脳卒中セン
、精尿病拠点施設整備整備について打合

合病院に
'腫

層センターJを整備し

当医療国 において、地域医療再 生支

を設ロト道書した.

平成20年度に市立御前崎総合熾院に電子カル

で、急性期医療機能の拠点化 集綺化を図る。
日城内のがん診療■傷拠点病院を整備。
中東遭地域E僚再生支援センターにおいて地

る

「
を活用した医療連携の強化

H2訓こ機能移転する袋丼市民病院に凛姜病床
を肇備し、掛川市・袋井市新病院の機能In完を

予カルテシステム■ 入■象

地域医療の課題 日標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額1単位千円)

当医療国においては、病院
間の機能分担や他の病院、
診療所との連携が必ずしも
十分とは言えない状況であ
り、在宅診環や訪間暑護 介
瞳の総合的な在宅支援の推
進を図つていく必要がある。

地類でのL環、保儡、福 祉

(介置 )を総合 的に支援する
「 (仮 称)地域健 康支橿セン

ターJを 平成24年度までに段
階的に増設し、5日所警僚す
る。

平成22年度は「地域健康医療支援センター」1

箇所、平成23年度には2箇所を整備した(果 計|
3所 ).

掛川市内に在宅医療、訪間看護・介護、相談
支援毎の拠点となる「地tr健康医療支援セン
ター」を整備、運営し、在宅医療体制を確保す
る。

嗜

“

II晨饉霰i饉 センター■む3亀     80,000

静同県の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果
(平成22年度補正予算にかかる計画分)

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)

これまでの成果
(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位干Pl)

・ 本県は、人 口10万人鰤たり医

師数が全□平 均をAIBに 下回つ

ている。このため、■円医事の■
格取場のためのより優れた研修
や、電力的な研修プログラムの

壼供など、颯内外のE"が、ホ

県で0勁構を希望する嘔壇壺

"
“

必黎 ある.

・ 41に、日鷹期医薇においては、
母体から晰生児まで―■して鰺

同E期専門医の賛威 母倅

胎児 9人 (H23)

新生児  9人 (H23)
プリセプタ医あ姜蔵
50人 /年
(インシデント・アクシデント
等に適切に対応できる指導
者)

認定書腫師の委威 24人
(H24～ H25年度の計)

対象分野:敦急看lE、 新生
児集中ケア、小児救急■E

平 屈 24年 1月 にお 松 E科大 手 に薔 |●編 座 ]地

崚周産期医療学騰座」を設置した。
・平成24年 1月 から、滉松匡科大学が実施して
いる「高機能シミュレータ事によるプリセプタ饉
青威事業Jに対し支盤を行つている。

・薔隋8「理理当.t稼操1名を招●したが、今後
は助数の確保に

'め

る。

調 職
法請習銅 塵期目鰤 繋 都

・OVCセ ミナー、HPSセ ミナーを1回ずつ開僣.

寄附講座設置事業   75,000

プリセプタ医育成事業   8.180

認定看腹師宵成事業  21,450

●饉露員尋富魔技歯雷絡事業   46,050

燎管理可IBな体

"の
整備を回る

ため、こ格E、 新生児口燎を行う
巨師ユび薦H14目 のほか、動産
師.新生児医療を行うI●饉昴椰
の確保があ

=で
ある。また、数急

E■においても、救急
=hE、

疇
酔H匡のほか、我3E選を行う
■■

"の
確保は■■である。



地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)

これまでの成果
(今 後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

餞産nのユ命E燎に対応する
ため、扶命救急センターと絆合周
産期母平医療センターとの緊宮
な理房体制を確保す秘 要があ
る.

■FI熱 侶等に対応可

「

Eな機器
の璧値や医師のヽ保などが必要
である.

E師不足や病床規lBの ヽ小、
一部じ僚科の休工

=に
より 撃

番制から脱退する奮院があり、
輸書体制の確保が困鷺になりつ
つある地域がある。
初期ヽ急El■のD■時間の空

自については、第2次技急日栞
薇間が初期穀

=医
薇体制をカ

バーすることとなり、椰2次救ε
巨薇

'間
の負担増の妻因となっ

ている。

患者の増加が見込まれる中、
熙内唯―の精神科,■身体合
併医療のに保施設である0台病
院奎緻

=方
原病m癸 入体制

の充
=に

ついては、早急な対応
が必要である。

駆思E量体刷についてIま、三と
して摯症患をの外来E費をIBう

初期赦急匡薇から入院が必要な
重症辱著に対応する■2次,3
医菫、夕発性外傷等のIE篤 摩・●
を受け持つ第3次載急E晨まで
段階を追つた計画||か つ体栞的
な菫||を推進する。
このことにより年間13万人を菫
える孜,尋者に対応する薇急IE

僚提供体制を確,する。

・県内43所の敦命教急センターの設備整備に
取り組み、設備の高度化を推進した。
・県内0雷 所の2次救●_属縦機arの設備装備に
取り組み、設備の高度化を推通した。
・広壌2次救急体制整備のための事業推進の検

・県内2日所ある秩命救急センターと総合周農
期母子E薇センターを併設している病院1箇所
について、救な饉療に整する設備整備を行つ

嵯』霧7雅
潔脚 耐赫識稽

聡8局屋]●IFE環センター

タ毬嗜「
る級命牧atンター   219,004

臨 豪
弘 6■ 775

酎を行つた。

場
を‖完するE薇

 概 250

譲計
センター●FO般畿

 1,793,035

散薇救342ンターの設綺墜憤  532,779

鰤
院の

13晏   446.557

魔星至
門急3センターの肇懺   69,888

嚇会驚綸露"を
支援する 20Q"2

地域医療の課題 目棟 これまでの取組状況(迫捗状況)

これまでの成果
(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額;単位千円)

合併症 以外の合併症への 対応
のための周産期E療と徴 急E薇
のユ傷が工要となつてもヽる。
NICuの 窒僣状況に地域間の

信
=7JKあ

ることから ヽ崚′ヽラン
スを考嬉した整僣を進めること力`
求められてtヽ る。
東中●の総合周F_期 母子E薇

センターの中間地点である富士

や日底期優燎従事
=が

不足する
中で

=常
分城からリスクの薔い

分颯まで 地燎で担うことが‐
る体制を維持するため 11を続
き 東中西の地重ごとに、総合周
度鳩0子医療センターを核とした
日産期座療E駅0ネットワーク
の充実を回る。
また、東中西の総合周産胡母子
鷹栞センターの中

“

セ点である
富士菫薇田嬢及び志太櫻

"医
療

□崚において、●ヽ同産翔母子
E薇センターを補完する体制を
璧備するため、地摯日産鴻母子
医療センターの4t籠売スを籠遣
する。

・県内すべての総合同層期母子医療センターの
設備整備を推進し、投備の高度化を図った。
・囁内に不足しているN10Uの整備に取り組ん
だ。

・県ユこども病院のNl●Uが3床増床し、練勁を
開発した。
・富士市立中央硝院については、24年度中に
NlOuの加算病床化が見込まれる。

NICυの贅龍強4しを伴う0

鼻翌 貯
期母子E薇セン 262.155

萩昴餃●センターと■E拐した

雰皇澪F蒻母子磨凛センター   87.591

夕彗欄
産期母子IE薇 センター

   30,941

艦

科救急受入医療機関の整
   20,348

におけるハイリスク母体 斬生児
の美入体制のう

=`し

/lt求められて
いる.

正↑分餃やリスクの低い帝■
切llD脩を行う医療,P・l力(ヽ少し

吾麗賠優堀畿協:糧島ξ
2次 1“ 288

iの
働 颯

"段
に詢する螢  8777

これまでの取組状況(進拶状況)

閥と運榜し事業に取り組む。
23年度事業で開発した「静岡県版在宅医療壼

ットワークシステム」を県内フ都市E飾会で

間僚掟間のに辺を拡大し 人
を音めた充実を図るとともに、

インフラ菫備を進める必要があ

在宅E環を推進するにあたっ

在宅息者の病状 のな霊峙

尋入院が必晏となつた場合に円

語に入院でき 在宅での診薇内
容や患書、家族秒 言 l・●を路ま
えたじ景が入院先の病院等でも
弓嗜 続き提供されるよう、病院等
による後方支糧体制力(求 められ
ている。
医療や介餞が必要となった場

合に、より,く の患者が在宅での

や介I「 を選択でき.

で書めた医療を提供するために

診環所、ltrl=饉 ステーシヨ
ン、重渇辱の違携システムの構
築や患者、家族の桶神的 社会

的な負担の堅減が必要である.

今後、重要性が増す■末期E
環における緩和ケアなど 瞑療そ

のものに関する知機や技術はも
とより 念者 蒙族の生活の支援
のほか説明手法にヨるまで、在
宅医療を担う医療機関の従事者
は、電広い知撤 技術の向上が

求められている。

憲者
=族

が安0し、い得して

書の意思が阜■された在宅医

療を受けるためには、在宅E環
の提供体制の螢備とともに、在
E薇に間する分かりやすいII饉

提供力%要 である。

内のこ宅匡薇体||の 奎薔 拡克

を総合的に権凛する。
また、t=IE■に関する現状把

lL崚のこ―ズにmした0
彙を実籠するとともに、
躙壼を実施するこ

下、■田県在宅饉康推違センターを中心と
して、04宅医療に関わる人材の青威及び施
設等の拡充、②在宅匡燎体制の現状及び課題
の把握、③奎宅躍環体制の壺廊・推tのため
の医療情報共有システムの開発、④県民に対
る啓発等の事業に取り組んだ。
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地域医療の課題 目標
「

れまでの取組状況(進捗状況)

これまでの成果
(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

摯屁懸■の日己罰含による要
島な時間外受鰺 (いわゆる「コン
ビニ彙鰺」)ゃ散t自 動車の「タク
シーRわりJ利用により、紋3E
療機関の■担がII力 している。
賃の高いE燎腱供体制の完案

のためには、県内7●●的冑院の騒
彗議壁の強くヒは必要不可欠であ
り、覇院経営改書0実践籠力を

口●I●薇
=取

り●く環境i=つ いて
地域住民に向けた肇発着動を強
lヒし、医薇機FR=0■ 饂ミ減を
回る。

出ノウハウを,■にし、実際の書
眈における経営改薔を

`例
とした

案蹂漬彗を実施することで、■籠
の経書改詈を実践する人材姜咸
を回る.

(平成24年度着手)

・9月 を「地域E僚を考える月間Jとし、県内8簡
所でキャンペーンに取り組む。

占 鮮 断 諄塁鶴 麗 締 磐 轟
曽人材姜威講座J受81生及び県公的医療機関
の経営都Fl担当者の構院経営改革の実践能
力取得を図る。(20人 X3回 )

県民向け啓発活動   17.391

病院経営改善人材の養成   15,000

身につけた人材のぼ保は■
=である。

愛知県の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果
(平成21年度補正予算にかかる計画分)

愛知県

尾張地域

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)

これまでの成果
(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

地域の公立捐瞬野の医師不
足により、県内の敦急E瞭
体制や周塵期匡燎体制の維
持に深刻な影響を及ぼして
いる。地域医療を守るために
は、医師の確保力鰻 緊の腺
題である。

医師不 足に対厖するため、

大学 医学 部の入学定員を増

加するとともに、将来的に地

域饉廉を担う医師を姜成す
る。
地雄医療を担う医療機関ヘ
の必要な医師派遣を調整す
るため、医学部を有する4大

学において、各大学内の合
意形成と地域医療確保の現
状について認ICの共有を図
るため、晏員会を設置する。

医宇IBそ有する4大学の調隅長,そ橋屈員とし
た「医師派遣に係る大学聞協議会」を開催し、
医師派遣に係る検討を行つている。

l医師派遣に係砿 宇口協躍会Jの Bm籠によ
り、4大学において地城匿療の現状導に係る情
報の共有化が日られ、医師派遣に係る4大学の
連携の重要性に対する共通認識が高まった。
今後は、地域E燎の確保のために必要な医療
機関への具体的なE師派遣の検討を進めるな
ど、本県独自の医師派遣システムの構餞を目
指す。

剛調彗[酬i争翼
字  25∞

憂革塁展晨軍兵
伴う   30,000

金菅魃     50,090

るE療機関相互の機

ワーク化力{急務となつてい

保するための協凛組織とし
、「地壌睡無理携検討ワー
ンググループ」を設置し、

指導や助言等を行い地
生計日の栞現に向
腱鵬としてr地域医 プ」を県内全E療日(12E晨日)に設置し、

る救急饉廉及び周慶期E晨体制の

重 に おけ0ワ ーキ ング グル ーフに おいて ,

ぞれの課題や各医療菫携の推■について
、ヽその中での提言や晏望を全県的

「
地域E僚連携のための有臓者

し、当■m●会腱においてきらに
することで、受知県の医療の現状
て`のll報を共有し、今後の■なる

た、各ワーキンググループでの検討を通し
、地域医療を確保するための饉師応援体制



地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)医er不足の中、救急医療を

守るためには、必要な医師
の確保とともに、入院救急と
外来救急医療の機能分担を
図り、入院救急においては
365日 24時間緊●_性の高い
疾患に対応できる医療機関
の確保、外来救急において
は地区医師会の協力による
定点診療の推進が喫緊の農
題となっている。

"黎
り,●E凛杯制鷺董n

し、緊急性の高い疾患に24

時間365日 対応できる匡療機
関(高度敦命救急E療機関)

を複数整備し、高度救命救
急医療機関が緊急性の高い

し買命救急セ〕チ登憎釉
警需霊需螢颯樅善鷹釜層ξ殿督楓鮮
λ毛島絶扉覇踏誘鷺警辞背

結核・感染症病床

重曇E:][』lよ葛[f][f景壼[:華
袢響

元医療機関に違失利益分の助威を

醐 圏 鋼 貫握鷹

覇輻 勒
曹言:珊群

お装鶏富層纏否職鳥謗
外来救急霞素(平 日夜間や休日の外来憲者)

li]装li諧
慧il』賜[多薦亀[[

地域医療運携施設    ~
設備整備事業   1,115,30o

地域医療運携医師
派il事業       18.lll10

う周辺に一般敦急に対応す
る日薇機関を位置づける。
外来の軽症患者について
は、休日急病診燎所0にお
いて平日夜間対応を行うこと
により、軽症患者の病院ヘ
の集中を防ぎ、病院動務医
の疲弊を防止する。

休日急病診療所
運営費助成事業    69.60o

日●4ヽ足 のため 、多くの病 I

小児科 産婦人科の診療

分娩においては分競を取
り扱う医師及び医療機関が

不 足している。また.ハイリス

ク分 娩においてはMFICu
(母体・胎児集 中治療菫)及

(新生児集中治療
室)が全県的に不足するとと

二、NICuの 長 期入院 恩者
に対応す るための重症 心身

児病床やPICu(4ヽ 児集
中治療章)も不足している。

の分焼制限に対応するた
め、パースセンターを設置す
るとともに、研修センターを

、助産師を始め医療
:修を行うことで
て出産せ る体

児科医、度婦人科医に女
多いことから女性医師

イヽリスク分崚については、
MFICuや NICU、 GCuが不
足しているため、大学や周度
母子医療センターに肇鵬
する。また、後方病床が不
しているため、■症心身障

りを総合的に推遣している施設として、
はトヨタ記念病院、23年度は名古屋嘉―

就労環境改善に係る長用

=な
どで離職した女性医師を対象とした現導
ミナー(鰭習全)を開催した。

ことで、女性医師の離職を防止し、さらに古児

高い産婦人科医。小児科臓

愛知県の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果 愛知県

東三河地域(平成21年度補正予算にかかる計画分)

これまでの取組状況(進捗状況)

足により、県内の救急医療
周産期医療体制の維

=深
刻な影響を及ぼして

いる。地域 医療を守るために

、医師の確保が喫緊の課

医学31の入学定員を増
るとともに、霙学金の貸

与を行い、将来的に地域医

大学に救急医療学寄附

るため、地域医療支援セ
ターを設置し、古成に当た

鷹日保健爾生大学の3大学に設置した:

古屋大学に地域E療支援センターを設置し、
や着手医師への案地指導毎を

古屋大学及び名古屋市立大学の地域枠の
0名 に対し、新規貸付(各年5名 )を行つ

こある医師に対し敏曹を行

読理辮苛難輩[職T誉
師が不足している病院への診療支援ともなって
いる。
平成27年度以降卒業予定の地域枠学生20名
の確保が見込まれる。

費助成事業   311.500

これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

下する中、地域にお
る医療機関相互の性能分

めとしたネットワーク
化が急務となつている。 者 の受けllaと なる在 宅

饉療を含めて整備していくこ
とが求めらているため、地域
における在宅医療の医療資

び医療ニーズ等につい
て調査を行うとともに、モデ

)について、
在宅医療推建に資するためのモデ

、事務韓員に対し必要性や具体的方策等を
習得させるためのll習会及びワークショップを
開催した。

を構築するために必要となる在宅医療につい
て、多職種連携や訪間歯科惨薇促造のための

や在宅服薬指導の人材育成などモデル的

る立場となる医療スタッフや事

、職糧を越えた更なる医療連携



地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

医師不足の中、救急医療を
守るためには、必要な医師
の確保とともに、入院救急と
外来救患医療の機能分leを

図り、入院救急においては
365日 24時間緊急性の高い
疾患に対応できる医療機関
の確保、外来敦急において
は地区医師会の協力による
定点診療の推進が喫緊の課
題となつている。

果二|■l,こ■
'Ett Elに

1ま な8
性の高い奏思について対応
ができる医療機鵬がないこと
から、東三層南卸医療日の
高度穀命救急

"院

を中心と
し、周辺の償院が違法をし、
安心して医療を受けられる
体制を整える。
また時間外の軽症患者に対
応するため、休日夜間診療
所において、平日夜間・休日
診僚を行い、また地設住民
への啓発を行う。

ざ鰈
1:]淵マ苔渇麟稗1鍮

書言:鞘yぉ頴縫遷雛蹴

,言:!言I輻 !J伊
しており、勤務医の負担軽減に責する効果力`見
られる。

地域医療運携医師
派遣事業       42,OIXl

休日急病診療所
運営費助成事業    84.000

地域医療運揚施設・
設備整備事業    452,000

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進渉状況)
これまでの成果

1今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

で小児科・産ll人科の診療
制限が行われている中、通
常分娩においては分娩を取
り扱う医師及び医療機関が
不足している(特に東三河北
部では分娩を取り扱う医療
機間がない)。 また、ハイリス
ク分娩においてはMFICU
(母体=胎児集中治療皇)及
びNICu(新生児集中治療
室)が全県的に不足するとと
もに、NICUの 長期入院患者
に対応するための■壼心身
障害児病床やPico(4ヽ児集
中治療室)も不足している。

IE用分現については、病院
の分崚制限に対応するた
め、パースセンターを設置す
るとともに、研修センターを
併設し、助産師を

'む

め医療
従事者の研修を行うことで地
域で安心して出産できる体
制の確保を図る。
ハイリスク分娩については、
MFICUや NICu.Ccuが不
足しているため、大学や周産
期母子医療センターに整備
をする。また、後方病床力1不

足しているため、■症心身障
害児施設を整備する。

lul瞳団医無字赫 Eそう百こ市立大手に設置し
た 。

名古量市立大学病院シヨ レーションセンター
を整備し、事III講 座と連携して、小児科・産科饉
師の養成を実施している。
厚生連安城更生病院にMFICul床整備した。
豊橘市医師会が運営する病診遺携室におい
て、各E燎機関における分晩受入可能数を調
奎・把握し、分岐希望者や医療機関へ情報を提
供する事業に対し、助成を行つた。

う椰IBEAひシミュレーションセンター段置によ
り、小児・周産期E療に従事する医師の賽威が
見込まれる。
厚生遣安城■生病院が、H22年 12月 に総合周
産期母子医療センターに指定され、三河地域の

界熙腎鞘鷲望瑞鶴肥雅島
鮮婚殿鰍舗醸鞣舞纂摺
暮:五慧「

を行うことができる体制の整備が期

暴屋農蜃曇量
寄附 椰∞

γ
ミュレ

Tャ
ョンセン

  210,000

総合周産期母子医療セン
ター施設・設備整備事業  192,319

機器裂翼
医療機関 ほ∞0

鐙扁象まン
タ~施設

   105,000

%れ
譲

症心身障害児施    200,000

愛知県の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果
(平成22年度補正予算にかかる計画分)

愛知県

(医師等確保)

地域医療の課題 日標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

女性日順 書饉颯員は、出屁
等により離職をすることが多
く、医療機関の医師や■肛
臓員不足カマ生じているため、
出産後、吉児期間中も働告
続けられる環境整備を進め
る必要がある。また、資の高
い■額職員を宙成すること
により、実習指導者の質を向
上し、新人看饉職■の離lt
防止を図る必要がある。

女性医師・看凛職員を確保
するため、出産後 青児期間
中も働意続けることができる
よう院内保育所等を整備す
るとともに、■の高い看霞職
員を宙成することにより、議
職率を下げる。

24年圧・25年度 興範 予 定 保百所整備事案
  42.483

4p86

書顔職 員私職 フェア事 事
5,000

地域医療の課題 日標 これまでの取相状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(善金投入額:単位千円)

需菫性 の高い篠辱に24時間

305日 対応可能な区療機関

が、知多半島医療日におい
ては半口病院しかないため
半田籠院の負担も大をく、ま
た日増外への搬送tt増えて
いる。そのため高度救命敦
急E朦機関を複数設置し、
また急性期を過ぎた患者を
受け入れる病床を整備し、救
急
=者

の受入体制を確保す
る必要がある。

知多半島E籠日における医
燎通携の推進により、305日
24時間緊急性の高い瞑患に
対応可能r3目療機関を中心
としたネットワークを構餞す
る。
海部E薇日と屋薇西部医療
困において、日域を越えた匡
瞭連携を推進するため、急
性期及び壺急性期対応など
の機能分担について検討を
行うモデル事凛を実施する。

国軍 そ超 えたE曖 l●轟 のモデ ル僣 ■ の強 酎 を

行う含同ワーキングを開催した。
口軍こ超えたE薇遷轟のIE還のための万薫に
ついて、含口WGにおいて検討をし、今後モデ
ル的な事業を実施をしていくことにより、日城を
越えた医療連携が進むことが期待される。

・ [口
'F匿「

口躙壺厠●■
  585,000

連携支援病床整備事業  368.000

ドクターカー整備■業  15即 0

電寧見群風与5「
運揚の  61,000



これまでの取組状況(進捗状況)

医療に係る専用病床が不足
ており、また産婦人科医も
足している状況である。東

三河北部医療国で1ま 、分娩
を取扱う病院 診療所がない
ため、対応を図る必要があ

な`いMFICu及 びNICuの

医療に従事する医師を確保
する。
また周産期母子医療セン

と教命救急センターの併
、小児救急及び周

産期医療の総合的な小児医

目瞭に従事するE師の姜成が見込まれる。
「tA・しろ助産所Jは東三河北3J唯―の助産所

、運営費を助成することで、東
=河

北部
の安心して出産を行うことができる体制の整備
が期待される。

これまでの取組状況(進捗状況)

能な医療機関がなく、そ

=め
の専用病 床 (picυ)

また小児科医も少なく、病院
の時「Dl外外来に小児の軽症

が多く来院し、病院勤務
医の疲弊を招いている。

に、発運障害を含めたは
増カロしている中で、対

できる塵師力`不足しており

次救急医療機関を整備する
病院勤務医の長担

=め
休 日急病じ療所

への支援を行い、1次から3
次までの小児救急医療体制
を構舞する。そのためにP:●

する医師を育成する。
(署 )が地域で安

て生活できるよう腫害児
拠点施設を整備し、医療
ントワ~クを構策する。

事する医師の養成が見込まれる。
(番)磨療学講座の設置により、障害児

る熙師の姜成が見込まれる。

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

間違事業名
(基金投入額:単位千円)

緊急性の高い疾患について
対応するため医療日ごとに
高度救命救急底療機関を設

な性期を騒えた鳳薔がこ宅
饉療に至るまで、安心してE
療を受けられるような医療の
流れを構築するため、在宅
療養憑書を症状増思期に受
け入れる嬌床を整備し、救急
から在宅に工る流れを構疑
する。

24年 度・25年度案籠予 定 在宅東餞属床肇In事 票
72.000

置しているが、当腋医療機関
において急1生期治僚を終え
た思者の転院先が見つから
なかつたり、退院後.症状||

悪期に一時的に受け入れる
体制が十分でないことなどか
ら、結果的に満床で新たな敷
急患者を受け入れられない
ときがあり、対策が必要と
なっている。

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)

これまでの成果
(今後期待される効興 )

関連事業名
(基金投入籠:単位千円)

未菫有の被害をヽ たらした東
日本人震災を受け、各医療
機関の災害対策の強化が求
められており、県Flの災害拠
点病院の自家発電施設が72

時間対応不可病院の自家発
電施設の充実が喫緊の課題
となっている。

醸災等の非常時においても
医療機関が必要な医療を経
続できるよう災書拠点病院
の体制強lL(自 家発電施設
の整備)を推進する。

24年度 25年度実施予定

罷獲壁漏軍雲
目瞭発電

   193,840



地域医療の課題 目繰 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

菫零積響陣音書の数が
'日"し、精神科救急件数も増加

傾向にあるが、一方で精神
科医は少なく、総合病院で精
神謳 床が廃上されている
ことから精神と身体の合併苺
思著への対応が国礎となっ
ている。
また、高齢化に伴い認知症
患者も大幅に増加している
が、本県では認知症疾患医
療センターは1簡 所しか18定
されておらず、整備していく
必要がある。

n習嗜 俸言
"症

の対椰可
能な塵療機関を整備し、積
II科救急医療体制を確保す
る。
露知症の早期診断・治薇を
行う専Pl医療機関を整備し、
認知症着療のネットワーク化
を進める。
精神科医療に従事する人材
を確保する。

I精 神科医燿字講座」を名古屋大学に設置し
た。
精神。身体合併症患者に対応するため藤田保
健Ill生大学病院の書床の還営■の一部を助威

n翌■●環宇薔III醸理の設置により、猛神科
医の姜成が見込まれる。
運営■を助成することにより、精神・身体合併
症患者の休日夜間対応を行う体制の整備が見
込まれる。

躍l異
孵馴IEL 72.500

凛盤庸
併症,応病   205,450

段

神・身体合併症対応病
   57.224

墨習賃奮議辱霙
セイタ~   54,400

副知症曇盤壺偏亭莱  150,000
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二重県の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果
(平成21年 度補正予算にかかる計画分)

二重県
中勢伊賀医療圏



関連事業名
(基金投入額:単位千円)

響が懸念されている。
伊賀地域の救急医療体制
が困難となり、受入不能件数
が大幅に増加してぃる。

負拒 が増加 している。

、受入体制の強化が必要。
・国内に救命教急センターが

・菫症以上傷病者の救急搬
る、4回以上の受入

の受入れまでの時間につ
ミて、時間を短碇するととも

・初期牧急医療体制、二次救
急医療体網、二次救魚E薇

大学救命救急センターとを専用回線で接続し:救
思患者のCTや MRなどの画像を送受信するシス

平成23年度にドクターヘリを導入した。

絆望:3協堪質詈訊:記電l休
日の診薇支援を

,平 成22年度に設置した二重大学E学部附属痛
センターに運営■を補助している。

・伊贅地域の救急医療体制の性持.確保事に向
けて、必要な匡療機器の露備、医師派遣を伴う

座の設置に係る経質の―部を助成してい

・名張市への在宅露療支撮センターの苺備助成

辱とミ菫大学救命救なセンターが共有すること
によりヽ二次輸薔病院への後方支握が促進され

∬躍 i程討剛粗鑑鏑

配ξ孵 辮 囃 健I肌鵠鵡

晨Ci泄響留月霧F救
命枚急センタ

T尋
との運

醜磐翫離轟鮮韓緞野 破

二次救急底薇機関と二次救急医鰈

さらなる救命率の向上や後退障害の

が確立されるとともに県内全
待される。

・名張市立蒻暁 .伊買市立上野総合市民霧院の
ステム、電子化を支援したことにょり、ミ

また、寄BIttl座の設置等に伴い、常働匿飾1

非常勁E師の派遣による支援を受けて

・平成20年 4月 に在宅医療彙援センターが|1設
され、以降医療機関や福祉施設等の

在宅E僚サーtFス体制づくりが進んだ。

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

母子盤療センターヘの搬送
が増加し、機能 :L持に支障を
おこしかねない状態。

・■ FE l υ力 のたりり 臓雇 輛

死亡率のゼロをめざす。
出産千あたりの周産期死亡

串を現状の52から、県保健
医療81画の目裾値である42
に減少させる。

・+肛22~411に 三二甲ス医環センター、平成23

年度には市立 四 月地 湾院が母体胎児診断セン
ターを設置 した。 維靱 蹴麟

娠督Ъ織暦保1易亀籠肥
送

地域医療の課題 目欄 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(お金投入饉:単位千円)

・小児教急思者の疾患や■
傷度に関わらず、受け入れる
総合的な病院がない。

・,-4″人口10万に対する
死亡率を、現状の250から
20.0以下に減少させる。

十 屈 22年圧 に 4｀児 致 瀑猥

"彙
臓
="燿

した。 ・小児魏思に関する関係者の合意により、小児
餃念区朦の機能分担と集的化が遣み、小児救急
患者の搬送医療機関受入困難事案が減少す
る。

1,343

型児`口亀医暉の運営支怪   28.646
1｀え初期駐Sセンター■●子■    1133

これまでの取組状況(進捗状況)
開 理 ● 果 ろ

(基金投入観 :単位千円)



二重県の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果 二重県

南勢志摩医療圏(平成21年度補正予算にかかる計画分)

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(=金投入額:単位千円)

・暴い 0も匡獅口が少なく、
病院勧務医師数についても
減少しており、地域医療の確
保のためには医師の確保が
喫緊の課題.

・看擦師が地元に定着せず、
県外を含めた都市部に就職
先を求める傾向が顕著と
なっていることが課題。

・県内の後期研修匡致を平
成25年度末までに2●1増加さ
せることにより、地域医療を
担う病院勤務医の施保をめ

・医師不足の影響を当面緩和する取組としt「
勤務医負担軽減対策、県内基幹病院から医eT
不足病院への口師派遣支援等を実施したは
か、H23年度より新設した電床研修匡研修資金

「酬臨 :轟31菫響〔
き地診療所の労働環境改善支援、膠学資金費
与学生等への地域医療体験案習の実施等、地
域医療教育の売実などに取り組んだ。

・助産師姜成所1校に運営贅韓助を行うととも
に、真習受入施設7施設への支援を行つてい
る。         .
訪間看菫に従事する■護議員16名 に対して、

研修を実施した。
・平成22年度から11校 の■菫師毎養成所に通
営贄補助を行つている。
・看護議員に対して研修責任者研修年を実施
し、新人を支援する人材を責成した。
・IL・在暑醸職の状況把握をするとともにナース
バンクヘの登録を働きかけ、使帰支援研修を薬
施した。
・看謳学生57名 に修学資金の費与を行つてい
る.

・助産師養成課程に在席する0名の学生に修学
資金の貸与を行つている。

・EEm不 足の影響を当面緩和する取組では、臨
床研修医研修資金賞与制度において、臨床研

弊 齢 5経群 鰭 壮 l棚 毅 亨説 .

ホスピタル・システムとして平成21年度から継続
して一組の医療機蝸 において饉師派遣支援
を行つている他、病院勤務医の■IB軽減対策と
して5病院を支援し、県内医療機関への定着化
に向けた環境づくりを行つた.

中長期的な観点に立つた取組では、医師修学
資金貸与制度の選鳳において、基金により栞計
137名 (平成24年 6月 末現在 返還者除く)に賞
与し、将来県内で働務する着手医師の確保を
図つた。また、平成22年度から臨床研修病院に
おける魅力化を支援し、臨床研修IEを確保する
環境づくりを行つた。(マッチング準:平成20年度
727%、 平成22年度721%、 平成21年度633%
)。

このほか、修学資金貸与学生等への地撃医療
数百の充案毎の取組を進め、今後、県内のヘ
吉地を含む地域医療への医師の確保、定着に
繋がつていくことが期待される。

助産師については、姜成所の運瞥贅補助等を
行うことにより、年間30名 の卒業生が輩出さ
れ、県内の医療機関へ従事することになる。ま
た、修学資金の貸与を受けたものは、経続して
県内の医療機閥へ従事することになる。
議在看lE職への研修を行うことにより、年間1

0名 以上の復帰が見込まれる。
訪P・3■腱に必要な研修を実施し、年間15名

以上の■距臓員の賛貫向上が見込まれる。
研修責任者研修を実施し、新人看腹職員研修

の質の向上を行うことにより、新人な護職員離
職率が減少傾向にある。(H21年度60%→ H22
年度46%)
姜成所の運営量補助の加算補助を行うことに

より.学生の卒業準、合格準、県内就彙率の向
上、質の向上が見込まれる。
修学資金を貸与し、修学生が県内へ継続して

従事することにより、県内従事彗数の向上が見
込まれる。

医BT修学資金貸付金  301520
嘔床研傍E研嬌責壼貫付金  130500
研修病院支援事業   56.645

1鼈 ξ

県内モ餞師養成施設事業
者の県内就業率を平成25年
度末までに80■ 以上とすると
ともに、■観職員の研修体
制の構築などにより、看置糠
員の離職準を低下させる。
・助産師修学資金の貸付な
どにより、平成25年度末まで
に100人の助産飾数の増加
をめざす。

地域医療医Bm支 援事業  17991
地域医療学生支援事業   8.440

助産師養成確保対策 _42.215
8,3う

=饉
腋 修学資金貸付事業   97580

助層師修学資金貸付事業   21000

地域医療の課題 目欄 これまでの取組状況(進捗状況)

これまでの成果
(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

・脳卒中医療理編の取IIに

おいては、地域連機クリティ
カルバスのデータ集計方法
が確立されておらず、計口管
理病院と理携していない病
院における患者の転Ell報
の収彙が困難.

認知症について、地域の医
凛・福祉に係る関連機|1相
互の情ln共有や連携を進め
ることが必要。

・県内で統一した脳卒中地域
連携クリシ カルバスの作
成・普及およびネットワーク
化をはかることで、医薇機能
の分化・連携を推進し、切れ
日ない目農提供体制を充実
する。
・認知症にかかる医療・福祉
のネットワークを構露するこ
ととともに、神経内科専11
E・認知症専門匿の■成と
確保をはかる。

・平成22年臓から三■大学に認知症鷹無学臓
座を設置し、露知症予防の啓発や早期診断・治
瞭と福祉サービスとの連携精贅など、認知症に
関する地域ヨ携の促達に向けた研究及び医師
不足地域の病院等への医師派遊 行つてい

｀

る。
・平成23年度に救急医療情報システムを、より
利便性.操作性の高いシステムに更新した。
・医師、看饉師、救急救命士などの医燎従事者

日動不足地重の病隣琴へ常勁1名 、ヨF常勁3
名の寄附鱗座医師の派遣が行われた。
・研究の成果により、県内の認知症予防の啓発
や早期診断・治僚とIE祉サービスとの連携構築
など、2知壼に関する地域連携の促遣が期待
される。
・システムが機能的になったことにより、時間外
に応需可能な医療機関力tシステムに参加しや
すくなる。より多くの時間外応Rll報を県民に
提供てきるようになるため、初期独急患者の受
惨行動の適正化が口られ、敦急匡燎●●ll全体
の充実 安定化につながる。
・病院前敷震における責

=向
上による救急医療

体制の充実が期待される。
・平成24年度25年層で再生轟金を活用LID―

Lnk開示匡I「I関になつてもらうことで.地城に
おける病病連携、書診連携の推速につながる。

躍知 症 医療 学 研 附語圧   80000

冊
枚急口療情報センター事業  327.794
餞■■の受入■41に応したIn助    22,936

を対象に病院m救餞に関する研修会(H22年度
7回、H20年層11回

'そ

間憶 し、興 匝喜畢運用に

おける取組を支援している。
・Li率 中医療連携懇話会にて脳卒中匡燎連携
に必晏な

「
システムとしてlD― unkを 活用するこ

と共通認籠とした。

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進拶状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(=金投入額:単位千円)

.分観を取り扱う医晨機関が
限られており、地域周壼期母
子センターとの機能分担を
促遭する必要がある。

.屋科オーフンシステムの目
■をはかる。

・こ科オープンシステムは、平成25年屋に導入
予定。

・地域の分晩取扱い医療施設と周薦期母子医
療センターの機能分担が進み、周農期母子E
瞭センター本来の機能が発揮せ る。

■‖オープンシステム相贅●■    2,585

関連事業名
(基金投入顔:単位千円)

医学的リハビリテーショ
た。

り、医療資源が瞳鵬である県南地域の安定



地域医療の課題 目標 これまずの取組状況(進捗状況〕
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

仁 モ 環 鷲 ス 摯 壼 H診環 所

の 届 け 出数 が 少 な いうえ、診

療 設 備 が 十 分 に確 保 され て

・■ モロ■移環 不ツトワーク
の体制彗僣■晨かス´ ■́

・12重科匡僚験関への在宅歯科診療設備整備
支援を行つている。
・研修会を年4回案施している。

研修の成果により病院等での口腔ケアヘの理
解が深まつてきているとともに、機器整備により
訪間診療を案施する自r4医療機関が増加して
いる。

覆宅歯科診療設備整備  i8,000
に、平成25年度までに在宅 多    1150

いない。
歯科医療従事者に対する

在宅歯科診療研修の充実が

療養支援歯科診療所毀を全
体の20ヽ以上に増加させる。

二重県の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果
(平成22年度補正予算にかかる計画分)

これまでの取組状況(進捗状況)

確保
・がん、脳血管疾患苺を専門

できる医BIの育成
薇 数の診療科を診療できる
総合医(家庭医)の言成
・医療安全 感染管理や死困
の検索を行う専

'1家

を青威
するための拠点整備
・脳卒中の新たな治僚法を
開発するための設備聖備
若手医師が様々な臨床現

場を経験するキャ:

援モデルの検討

事署を安定的に確保

シミュレーターの購入に対し補助を行った。
・NPO法人MMC卒後鴎床研修センター

る指導臓相習会開催にか

・総合医(家鷹巨)の青成に向けて、三二大学に
おいてカンファレンスの設備や医療情報検索

スの諄スなど、地域の医療機出におい

・専門研修医研修資金賞与制度を新設し、幕「局
名に対し賞与を実施した。

・キャリア形成支援モデル作成のこ礎資料とす

ついて、調査内容を検討のうえ調査

成を並行して進めており、今後、多
(蒙庭E)が地域医療に従事するこ

地域医療を支える医師尋医療従事者の安定

これまでの取組状況 (進捗状況)

三二E燎安心ネットの機能拡充について検討
の確立が期待できる。
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これまでの取組状況(進捗状況)
関連事葉名
(基金投入額i単位千円)

東紀州保健EttEIの 二次

南勢志摩保健医療日と東
己州保健医療日に回復期リ
ビヽリテーション摘床の整備

急性心筋梗葛からの回復
リハビリテーションを実施

龍鶴醐麟雫躍

桑名市民病院と山本総合

中核病院としての機能強

・尾贅総合病院が三二医療
ツトワークに参加し、

三次取急医療機鵬投 憑者

・紀蘭病院の本館建て薔え
伴う耐震化とヘリポート設

・脳卒中年齢調整死亡率の

・急性心筋梗喜の年齢鯛釜
亡率の低減

・桑名地域の中核病院の整備に向けた桑名市
民病院と山本や合病院の再編統合の取り組み
のうち、平成23年 度は.桑名市民続院による山

る資産の■取りにかかる

・画像参照システムのうちフィルムレスのシステ
を導入し、画像を各F4及 び各病IIで共有1じ

また.画像をCD―ROMにコピ
ることにより、あるい1ま伝送システムにより他

こ当骸画像を送信可能なシステムの導入

事にかかる基本計画及び謳

て、リアルタイムかつ多対多で共有でき
ットワークをモデル的に構理することで、数

桑名市民病院と山本総合病院の再編統合に
二次敦急医療機関の機能強化が期待され

鍛システム精員と、紀目病
ことにより、二次救急医療

・回復期リハピリテーション施設を整備すること
により、急性期、回復期、在宅の円滑な転退院

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)

これまでの成果
(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

・工勢休鯉 医燎園において

は、県外搬送 が多く、また
N10u等が不 足している,

・機能 分担の徹底が不 十分
・新生児 ドクターカーの更新

・JL勢保E医療圏における
NICUの増床蘇により、母体・
新生児の県外搬送時例の半
滅をめざす

・医療薔議会周産期 目僚部会において、医療従
事者青威事業内容について、協議を行つた。

・県内の分晩における機能分担を効率的に実
施することで、出生の多い北勢保健医療日の周
産期医療体制の強4ヒ が期待される。

う

これまでの取組状況(進拶状況)

専門分野 の医師

足により、最遍な医療サ
スの提供が困難

として「こども心身発違
医療センター(仮称)」をして
一体的に整備する

ども心身発達医療センター(仮務)」 の整備及び
県内のこともの発違支援体制の強化について

。(平成20年 B月 ～平成24年 2月

・両施設の機能をより効果的に発揮するととも
に発展的な展開を回るため、整償予定地を、独
行政法人日立病院機構三菫病院の隣接地と

した整備案をまとめた。(県議会常任晏員会に
おいて了承済)

24年度の各種事業の実施に向け、車の奥とあ

昴 設整備に向1サて、20年 度に移転の方向性

ことで、現在(24年鷹には,移転整
定地の用地測豊、地影潰1量 、■城調査を

半には、迫員設計年を発注予定。

ングや県内調査を実施。(県外調査
2ヶ所、県内餌奎3ヶ所、含同会鍛10回 )

児童精神科目の■■●により、E面の負担が
医師の負担軽減のための

・両施設含同での機能検討や合同会議、ベンチ
―キングなどにより、新施設における職員の

瞑の醸成に寄与している。
相互の機能を理解することで、新施設に

おける専「1性の向上や協働できる業務などの

亀晶品高罫1露寝ξぁ負担が多くなる中.●

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

・在宅医療を必要とする子ど
もの実散及び実思が杷耀さ
れていない。
・小児在宅E燎を行つている
肪問■置ステーションや訪
問暑艘師が少ない。

・小児在
=IE燎

を支援する
体制を地域で構築する。
・小児在宅躍療の手引きを
作成し、普及をはかる。

・三
=六

字E宇郡附■摘隣に政菫された小児
在宅支裡センターの運営にかかる人件贅及び
運営■に対し補助を行つた。

・小児在宅E藤・区燎的ケア等の実践や考え方
についての知識冒得のために開催する研修会
開lLや小児在宅支援センターのスタッフのスキ
ルアップのための研修会多加にかかる経費に
対して補助を行つた。

・小児在畢叉椒センターで、関係機関と通銹体
憫を機菫し、在宅匡燎を必要とする子どもの実
態把握、医療・福祉サービスの情報提供体制を
駐償するとともに、相談対応や匡薇支橿を行う
ことで、小児在宅E僚の体制壺愴が期待でき
る。

'π
●■甲― 口■ツ

'′
―夕‐朦●■    56,450

1,在宅E癬研,提供事業   4,440
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地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

広観的な災音に対応できる
体制肇備

I_日 本人霞災規模の地震に
対応する医療象ll体制の登
備

榮麗せず ・今後、県の災署医療マニュアルを改定するな
どの取組を行い、県の災書底療体制整備を行
う。

災薔時医薇体切充案畢桑   20000

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

か
～

こ関7●呂鷹元通隊
藤の充実
。手しがん治療の充実
報 和ケア病床の螢備
′地域がん登録に加え、がん
予防、医療、緩和ケアの権遣
・各疾病の疫学ER査 、研究に
係る拠点整備

・買の高いかん医療の提供
とがんに関する情報提供を
行う

・伊勢赤十字病院、清生会松阪総合病院にお
ける緩和ケア請床の整備を行った。
・専任助教を配置し、地域がん豊鎌業務の支援
を実施した。

講 ち編 電rを
記置し、疫学瞬奎研

・がんの遺伝子診断システムを拡充するため、
必要な設備整備等を支援するとともに、専任E
師を配置することで、県全体のがん惨療のレベ
ル向上が期待できる。

・地域がん登録を開始し、地域におけるがんの
情報を蓄積することで、力くん対策に向けた●礎
資料とすることができる

`・疫学鱈
=、

研究に係る拠点を奎購することで、
科学的根拠に基づく適切な疾病対策の企●l立
案体制の整備が期待できる。

5,979,552
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(平成21年度口平成22年度補正予算分)

(滋賀県～沖縄県)
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滋賀県の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果
(平成21年度補正予算にかかる計画分)

滋賀県

東近江医療圏

(医師等確保)

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)

これまでの成果
(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入顔:単位千円)

0医師不足により救急病院
群輪番制が担えなくなつてい
る病院が出ている。
O□域内における看腹職■
数は平成18年から平成20年
の口で40名 減少している。県
全体でみても、全国平均より
も低い水準となっていること
から看IE職員を安定的に確
保でをる体制の整備が課
題。

0平成25年度末までに日域
で新たに医師を確保する。
O滋賀医大医学al定■増に
対する奨学金により、将来県
内で勤務する医師を育成す
る。
0■肛師等養威所の充足率
を全国平均水準まで弓謄上

【当螢地軍における事実]

0泄賀医科大学に
'総

合内科学臓座J・ r総合外
科学講座Jの 2調座を開設。
O近江ノヽ帽市立看菫専「1学校の教材偏品の
姿備等支援。
O国立病院機構議贅寝院のモ盤学生奨学金
事業支援(H23:フ 名賞与 H24:7名 賞与予定)。

【都道府県単位の事業】
0京都府立医大に「医療情報通信学騰座Jを 開
設。
O滋賀E大医学部新入生15名 (H22～H24:各5
名)に対して奨学金の賞与:

O看渡師さんありがとうメッセージ募集事業
(165件 応募)、 中高生向け看護織キヤリア支援
冊手作成事業(H23:冊子100∞ 部、概要版
20000都 )を実施.

0看韻学生精神保健サポート事業としてカウン
セラー(1名 )を 配置。
O=頂看護専門学校の施設改修を支援。
O助産飾キャリアアップ研修を実施(H221中 堅
助産師6名 、H231中堅助産師8名 、所人助建師
18名 )。

O在宅医療推進のための看護職員研修を実施
(H22:28名 、H23:29名 )

0機尿病
=円

分野看経師研修を真施(H2215
名、H230名 )

0看置協会が行う研修モデル構築や研修機器
整備の支援毎を実施。
Oがん認定看譲師養成猥書の受講を支援
(H22:3名 .H21:3名 )。

【当霰地重 における手葉】

OH24年 4月 現在、「総合内科学講座Jに おいて
,ら 、また「総合外科学講座Jこおいて3名 、計:0

名の医師が日立病院機構滋賀病院に派遣され
ている。最終的にはr総合内科学講座Jにおい
て0電、「総合外科学講座Jこおいて5名 、計,`名
が派遣される予定。
0日崚内の病院勤務常勁E数は、H16年から
H21年に205人から1フ 0人と26人減少していた
が、H24年 には212人

`な

り.対 H15年 比でフ名
増力0となつた。
0日域の暑證驚員の確保・嚢咸への質献が見
込まれる。

【都道府県単位の事業】
0平成20年以降、順次卒業予定の奨学生が県
内病院で動務することが見込まれる(H31年 、最
大20名 ).

0■饉職に対する関心が高まるとともに、将来

0「
護職零の確保 養虔への貢献が

子
込まれ

0■護薇員の賛質向上および研修体制、研修
環境の充実が図られた。

寄附講座設置(蔵 贅医大)  448.000

看盤学校機器整備      lo∞ o

看護師奨学金        lo.ooo
:す る。
0■渡職員撃冑体制を充実
する。

書IIlll麿 LE〈

“

ll晴 立E大 )   156.000

医師養成奨学金

研修センター整備      30o ooo

看饉師確保啓発       24,245

■躍学生

“

神保健サポート    4000

看護藤員姜成所先案強化    26.34で

助産師キヤリフアップ応援    8.557

書霞職員研修支経      11460

がん認定書BI姉青成     12.089

地域医療の課題 目様 これまでの取組状況帷 捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

0療姜属床の在隣日取が県
内で一番長いため、地域違
携パスや在宅医療の権壼の
ために、医療機能の分化と
連携を図つていくことが必要
であるb

0■疾Bについて、E無磯
出の機能分化と連携バスの
推進を進める。
0地域ネットワークを構員で
きる通携体制を充実させる
体制整備を進める。

【当該地域における事業】
0日域の回復期 維ヽ持期満院において機能強
化のための設備整備。(青葉病院、近江温泉携

【当腋地颯における●栞】
0日壇の医療提供体制の機能分4しが図れ、平
均在院日数|オ ー般病床・療姜病床とも短縮傾
向にある。
0今後、:T活用による医療情報の共有や地厳
連携パスの電子化などの取り組みを進め、多職
種連携による地域完結型医療の奥貌を回って
いく。

機能転換・機能分1ヒ     1:0.00C

院、神崎中央病院、東近江敬愛病院)

回復期 維持期機能強化   50.llllC

rネットワ‐ク整備      21S.lK 0

地域医療の課題 目採 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

O敷命敷aセンターである
近江八|1市立総合医療セン
ターでの教急搬送受け入れ
が増加しており、その負担増
から目師等の疲丼を・14いて
いる。また、三次救急医療機
関として、菫嘉患者に対応で
きる体制の充実が求められ,

ている。
OE師不足により救急病院
群綸番制が担えなくなつてい

る病院が出ている。

o2ヶ所の休日急愚診薇所
の妙療機能の充実整備によ
り、二次救急E薇機関の疲
弊を経
和する。
0東近江市の回公立3病院
の再編壺備により、二次救
急饉療体制の充実を図る。

【当腋地域における●栞]

0近江ハ幡市立総合匡環センターにおいて饉
廉機器整備。

【都道府県単位の事業】
ONPO法人への姜れにより、保凛者向けの応
急手当や適正な医療機関のかかり方■につい
ての講座開催 (H22:針 40回 )。

【当該地電における0実】
0日fr内の数8息者搬送人員はH21年の0,746

人に対しH23年 は,,768人と約1.O00人増加して
いるが、救急医燎体制の充実を回ることで、■
篤な救急患者の受け入れを確保している。
0教急病院群輪書制が担えなくなっていた日立
病院機構謹■構院では、書晴講座投置による
ほ師派遣などの体憫強化により、過去3年間で
約56倍に増加した救急患者の受け入れが□れ
た。
0今後、国公立3病院再編による新病院開設
に伴い、二次敷急医療体制がより強化され、日
城内の教急搬送時間の短縮と、二次敦急を担
う救命救急センターの負担軽減が図れる見込
みである。

三次救急医療体制整備   150.000

敦急目燎研修会        400

これまでの取組状況(進捗状況)

イヽリスク分競、未熟児・薇生児に対し、より安



抗感などを解決しな力くら、
宅医療を提供する体制を

整備していく必要がある。

の在宅医療に88する理解を
在宅睡療を含めた医

携体制の整備を図る。
宅嘔者訪間薬剤管理担

るとともに、他業種と
ンス●に参力0す

る案局を育成する。

0地域睡薇支援センターの機能や運営につい
て協議するため、関係者による地域医療題榜

よび地域ごとの整備検討委員会を設

集合研修、現地研修を実施(H22:2B名 修
H20:20名 勝7)了、H23:20名 嬌7)

0県医師会において在宅療養贔者の情報を―
元化し共有できる仕組みづくりについて検討。
在宅療姜支援ネットワーク(椰 島版システム)の

県菓剤輌会内にクリーンルーム、クリー

0■護協会への委託により事業管理者育成研
修や肪問■騒提供に係る技術研修など実施
(H22:29回 工480人 、H23:20回 延311tl名 )

O看踵学生奥雪の受け入れ毎を行つた訪間看
テーションに対して経費補助(H22:31事 業

、日雄内2か所で整備する地域医療支

ンター機能の充実を図ることにより、地鮨
るこ宅医療が推進できる見込みである。

在宅燎養支援診療BJI、 在宅僚養支援
々に増加傾向にある。(対H21年比:支

11か所増加、支援病院4ヶ所増加)

0■晨暉員口惨尋により在宅医療推進のため
の人材育成が図れたち
0クリーンルームの設置により注射薬の無薗調

や在宅E療に関する研修が実施できる環境

係る緩和ケア、糖尿病ケア

比で訪問看IIステーション数が3か
訪間看獲従事者は30名 増加、ま

受入可能な訪問看捜ステー

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況 )
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(薔金投入額:単位千R)

0神経肇病医療について
は、日域内の患者の約40'|

が他の圏域での対応となつ
ている.

O□緻内の神経難輌鳳者が
必要な時に地域の医療機関
に入院等できる体制を整備
し、在宅医が専Pl医にla談し
やすい体制を整え、連携の
強イヒを図る。

:当 取地域における事業】
0圏燎における菫病思者―時入院受入れ体輛1

の充実を図るため3執院に対して補助.

0各粗事業の開奎、意見交換■の場として、東
近江医療圏地域匿廉再生BI回推進協ll会を設
置・通富(病院、医師金、歯葛匡師会、薬割師
会、暑II協会、大学、行政年,。

【当骸地域における事実】
0日域内の神経難病患者等が地域の饉療機
関で入院等で會るような体制整備が国れた。

確病対策 29200

協巌会設置還彗       12 ooo

滋賀県の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果
(平成21年度補正予算にかかる計画分)

滋賀県

湖東・湖北医療圏

)

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)

これまでの成果
(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額 :単位千円 )

O屋科医療 敷急医僚 (′卜児
含む)へき地医療に携わる
医吉市が不足しているため関
係大学と連携した医師確保
対策により医療体制を充実
する仕組みを構築する必要
がある。
O精神科教思底療施設にお
いて措置入院や救急医療を
安定的に実施するため、精
神保健指定医を確保・養成
し、必要な医廉機関に配置
できる仕組みが必要である。
O県内病院医師数は全国平
均と比較して低い水準にある
ことから、県全体としても医
E市の確保は喫緊の陣題と
なってぃる。

OE学部の定員増に伴う新
奨学金制度の割llにより、
平成25年度末までの間に、
本県内で勁騎することが確
実な医師を確保する.

0大学への寄附睛座の設置
により、本県において勤務す
る医師を確保する。

【当該地域における事業】
Oへき地医療拠点病院である長浜市立湖北病
院が晨用した常勘医師(1名 )への支産金および
非常助鷹師働 務実施||●回)への賃金の支出
に対して補助。

【都道府県単位の■集】
0濃Jl医科大学にr地域周産期医療学麟座」を
開設。

3ド
賀零科大学に「地域精神医療学請座」を開

0医 3●不足病院支援として、医師確保のため
の支度金補助(H22:2病院5名分、H23:1病 院
0名分)。

O病院協会への曇

“

によリドクター′ヽンクホー
ムページ改tT。

O県内臨床研修病院毎連絡協議会の設置。各
自床研修病院をPRす るための′`ンフレット作
成。
0研修医教育プログラム|1発 。若手医師定着

【当臓地域い ける千葉】
0医師確保支援によリヘき地医療体制の維持
が図れている.

【都道府県単位の事業】
O医師確保に係る各種事業を実施することによ
り、H24年 現在の県内病院勤務常勧医師数は
対前年比で01名 増となっている。
Oただし医療圏や診療科による傭りが解消され
ていないことから、引き親き効果的な取り組みを
進めていく必要がある。

へ●粒医彙腱薔輌滉暉暉II■■■     20,000

寄附鵬座設置(周 産期)   loo.llt o

寄JI講座設置(精神)    30,000

医師不足病院支援 30,000

ドクターバンク機能強化    lo.193

鱚床研修病院,■綺協3E全     |,126

疇床研修E確保定着プログラム    lQ134

0子吉て医師のためのベビーシッター費用補助
(H22:1病院,6件、H21:2病院0フ件見込)

0救急医療機B3における非常勁医師雇用に要
する経費補助 ("22■

'病
院、H23:14病院)。

O中堅医師の働く爾欲をヨき出す職場菫境改
善(H22:'5病 院、い23:15病院)。

ベビーシッター費用補助    4.0,6

敷急E等負LE軽減      フallo

中堅磨師応援事業      ,9,70フ



地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

υ口優期リハtrリアーシヨン
蒲床を有する病院が湖東・
湖北医療日にないため、入
院から在宅療養への円滑な
移行を図るため、患者の病
期に応した 適切かつ効率
的な医療が提供できる体制
の整備が必要である。

0それそれの日重に回壼期
リハビリ病床を整備すること
で、査宅医療の推進を回る。
0平成25年度までに救急医
療情報システムの改修を行
い、救急医療情報の効率的
な活用を図る。

【当骸地域におけるこ業】
O豊郷病院において回復期リハビリ病棟整備。
0市立長浜病院において人工遭析ベッ■曽床
整備。

【当該地域における事業】       ~
O湖東医療日では豊郷病院に回復期リハビリ
テーシヨン讚床30床が整備された。

R押躙 品テ
藤腐

摯
に人工透析

0湖北医療日では市立長浜病院に回籠期リハ
ビリテーション52床が整備予定(H25年5月 開設
予定)。

O両医療圏において回復期・維持期医療の充
実を図ることができ、日域の機能分化の推進が
期待できる。

錆 h信蹴 磐 鷹 雛 鸞 躊 1
が構築されることにより、医療機関の連携強化
が図れる。

回復期区瞭体制確保    53●000

地域医療ネットワーク構築   230000

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況 (進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

υ一次取思ヒ僚体制が十分
でないことから、二次救急、
二次救急を担う医療機関の
病院勤務匡に過重な負担が
かかつているた。
Oあわせて、二次救急医療
機関と二次救急医療機関の
売案を図ることで救急医療
の受け入れを確実なものと
することが必要である。

0地域医療支援センター2ヶ
所を設置し、休日急病診療
所が軽症患者に対応するこ
とで、各国域の二次救急病
院の医師の負担を減少する
こと力くできる。
o二次敷急病院の体制の克
実を図り、受け入れを確実な
ものとする。
0二次牧急医療について
は、湖北田域の長浜赤十宇
病院が救命救急センターとし
て受け入れ体制を克奏する
ことで、隣接する湖東医療田
からの救急搬送を受け入れ
る体制を強化することが可能
になる。

l当該地域における事実] ｀

O彦根市立病院において匡察機器整備。
【都道府県期立の子集】
0救急告示病院17病院の還曽経費に対する補
助.

O救急医療への理解.受 診行動の適正4ヒ 普及
啓発。(広 la番組制作放映、新聞広告掲載、ガ
イドブック作成、フォーラム開催[参カロ者H22:
165名 、H23:110名 ])

O救急医療情驚システム改修、運月開
'む(H2212～ )。

0大阪府とのドクターヘリ共同利用開始(H234
～)[出 勁件数7件 (H21年 1月 現在)].

O県立精神医療センターにおける確奥な空床
確保のため、支援病院4病院の転院長入れに
要する経費に対して補助.

1郡通府県単位の事実]

0泄賀県の救●_患著搬送数はH2ヽ 年の17.713

人に対しH23年 は53.769人 と約6.000人増加して
いるが、二次救急および二次救急医療機関の
体制強化を進めることで、救急患者の確実な受
け入れが図れている。
Oドクターヘリの共同和l用開始により、救急饉
療体制の充実強化が図れ、教命率向上等への
大きな効果が期待てきる。

三次救急医療体hll強化   111 0oo

二次救急医療 体制強 化    1 0o olll

救急民療確保支援      82.212

救急医療適正利用啓発    13,04:

県民フォーラム開催      1,249

救急医療情報システム    35.00C

ドクターヘリ共同利用     25.194

精神科措置診察応需促遭   11111

これまでの取組状況(進捗状況)

ている彦根市立病院の

イヽリスク分娩は、地域周

る湖北医療 日の長浜赤十宇

ているが、湖東
医療目からの受け入れが増

るシステムを構
ていく。
1東目域では、平成25年

大学に
'地

域周産期屋景学講座」を 0署附田座において4名 のスタッフを確保し、産

0今後とも、産根市、ま根市立病院、滋贅饉科
大学と連携して、計画期限のH25年 度末までに
は分娩が再開せ るよう努める。

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

0-次獄急医療.在 宅医療
〔歯科、薬剤管理を含む。)、

助問看IEステーション、地域
遭撻クリティカルバズ等の地
崚医療連携の取り組みを推
進するための体制整備が12・

■である。

0地域の種
=E薇

の様とな
るリハステーションを設置し、
関係機関・施設の■携した
提供体制を構築する。
0地厳の医療資謙の役割分
担と遭携を推進するため、そ
れぞれの日域に地域医療支
援センターを設置し、地域遠
鶴クリティカルバスの推通を
図る。
O麟科在宅E環において、
在宅菫科惨線のための機材
等の整備目り、在宅歯科惨
療を推進する。

【当腋地軍における事業】
0各粗事業の田壺、2見交換等の場として、湖
東・湖北E療自地I● 巨燎再生計画推進協議会
を毅量・遭富(病院、医師会、歯科医師会、薬割
師会、■饉協会、行政尋)。

O地域饉燎支提センターの性能や運営につい
て協腱するため、関係者による整●委員会を設
置。
O湖北地域E薇支援センターの一部機能 (―

次救急医療)整備,

【椰道府県単位の事出】
0各医療日において住民●加による「地壇から
臓燎福祉を考える懇話会」を設置。地城フォー
ラムの00催。日崚ビジョンの策定。医療福祉を
守り青てる啓発。
O各饉僚日において在宅芭科治療設備2台 (計

14台 )を 整備:

0精尿務患署への歯周疾患治療に関する研修
会年開催。
0滋賀県薬剤師会内にクリーンルーム、クリー
ンベンチ等壺傭.

O在宅リバステーシヨンを設置する0市町に対
して運営補助.

【当霰犯域における0栞】
0今後、湖東・湖北E薇日においては、日城内
2ヶ所で整備する地l●医療支援センターを核と
した多lt種運携を進め、在宅医療のさらなる椎
遣が期待できる。

【都道府県単位の事彙】
0懇話会の会議●を通して、関係者が日城の
現状や課題等を共通認識せ 、自分たちの地
域目瞭のあるべき晏について考える機会となっ
た。
O歯科 葉ヽ剤管理●を含む在宅医療拒造のた
めの環境壺傭が整いつつある。
Oまた、各区環日においては、日崚ごとに策定
されたビジョンを着実に奥賤することにより、地
域の実情に応した取り組みをILめ、地域・住民
が守り宙てるE薇福祉の実現を目指していく。

嗜城E療支橿センター聾■   60o000

鷹屋会設置運営       10000

種電からE■■■を,える●饉奎    18802

在宅歯科E燎充興      59,198

薔絆案局体制整備      6嗽

リハステーション選営支援   105000



滋賀県の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果
(平成22年度補正予算にかかる計画分)

(医師写確保)

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

分野で自立しながら医師と
チームー体となつて地域E
療を担うことができる医療専
門職の育成が必要である。
O地域の病院等で初期救急
医療を担い、あらゆる年齢に
幅広く診療できる、地域に根
ざした「際臓医(総 合E)」の
育成が必要である。
O看盤職員の需要は‐層高
まることから、引き続き、総合
的な番護職員確保対策を実
施する必要力くある。

●地駆 医栞こヌえ0医環専

門韓書 成のための研修プロ

グラム数(職糧月1):5プログ
ラム

0地撃においてフラィマリーケアを実践する家
庭饉を拍まするための研修プログラムを開発
0■護韓■月宿舎や病院内俣盲所の施設奎
備に対する補助(2病院)

0属病診運援のモデルを確立し、「病院医療J

から「地域医療Jへの転換を進めることにより、
地域住民が健康的な生,舌を創ることを可能とす
る。
O家庭医を養成する専門研修の開18に向け
て、研修プログラムの開発を進めている。
Oを護韓への関心を高める動機付けが図れ、
将来の在宅医療の担い手青ntにつながる。
O職場環境が向上することにより、看ll師の県
内定着が図れる。

遣撃鷹ず彗孟
=棄

で
1400∞

瞑属医姜成プログラム事栞   491000

看ll師確保対策推進事業   4,000

看lE関係施設整備事業   17,000

ワーク化し、患者への適切

な医療提供を行うとともに、
医師の負担軽減を図る必要
がある。
O地域連携パスの取り組み
が進められているが、非効
平な状況となっている。

住外国人が 多い地 域で

あつても、外国人患者の受け
入れ体制整備が進んでいな
い.

医療口 i県 内フ医療田すべて 0病院用多言:EF・l診システムのBr発 、IE療 通
IPN採 用に向けての研修会(4回 )を実施

けて、検討を進めている。
人患者が多い3医療日の中核病院にお

て`、ポルトガル語。中国語に対応できる体制

考三現野響誓菫
卜 ・ ∞o

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(譲金投入額:単位千円)

O救急担当医の負担饉減策
としての救急底療の適正化
を図る必要がある。
O救命救急センターの診療
体制を強化するため、高性
能の医療機器を導入して診
療等の週速化を図り、医師
の負担軽減につなげる必要
がある。
O湖南医療国における広域
的な初期救急医療体制の肇
備が課題である。

0急性期を担う病院の人工呼吸器、CT.MRI
等の整備への補助(2病院)

センターの高度医療機器の充実が

医療の充実を図ることにより、適切

思性期・回復期・維
持期医療施設設備  946.000
整備事業

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況 (進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

Oハイリスク周産期医療を10

う医療機関の機能を維持し
ていくためには、広域的な視
点での医療機関配置が求め
られている。
O地域性を考慮しながら関
係医療機関の機能を充実さ
せ、二次 三次医療機関の
有効活用を図る必要があ
る。

0周産期死亡亭 :54‐39 0地瞑周圧翔母子医療センターや周鷹期協力
病院においてN:oυ が充実してきている。
O新生児の有機酸・1旨肪酸代謝異常疾患の早
期発見が可能になる。

NICU機器整備事業   37,000

新生児検査体制整備事業   12,000

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投 入額 :単位千円)

0発達障轡への理解の促連
とともに、鑑男唸 断をはじめ
とする発達障害に関する医
療的な支援ニーズもさらに高
まつている中で、県内の医療
機関は限られており、専P号 匡
師も不足している。

0発違障害児に関する医療
を案籠する医療機関:9カ 所
増

024～ 25年置 に黎 り組 む 。 0発選陣詈に対厖できる医療機関、医師を増
やすことにより、早期発見、早期支援が可能と
なる。

季ぎも2」常塞監曇翼   62β
00



地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

0へき地における医師不足
という現状の中で、へ告地区
療支援機構を十分に機能さ
せていく必要がある。

0山蘭へ皆地医療を担うヘ

き地医療拠点病院を核とし
て、へき地匡療供給システム
を精繁する。

024～ 25年層に取り組 む。 0帯栞にわたってへき地医療を維持、強化して
いくための操IEや対策について検証することが
できる。 べき地E燎体lltt・●■1ヒ事来    7.000

地域医療の課題 目裸 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(轟金投入額:単位千円)

OIR民 はできれば自宅で最
期を迎えたいと望む者が多
いが、現状は医療機関での
死亡が多いため、こ宅医療
の充実が必要である。
O後方支援病院として在宅
療養を支援する機能を完奥
させ.在宅藤養中の緊急時
受入体制の構築が必要であ
る。

0(仮杯)在宅医療支援鋼競
の位置付 け :0病院-24病
院

●離病患者 レスパイト入院

受入病院数 :18病院-30病
院

●在宅餞療支撮案局 :150

案局

0理醍職能IH奎 の元案や医療額ll連携の推
進を目的とした在宅医療ネットワークセンターの
整備に対するIn助

0筵ザ急変時の受け入れ体制が確保されるこ
とにより、住み債れた地域や自宅で安心して最
期を迎えられる。
O県内の適科診環に関するこ―ズが把据でき
る。
O在宅医療の推進を担う看蹟師の資貫向上が
図れる。
O県民の医療IE祉を守り育てる気題を高め、県
民達勁へと発展することが期待できる。
Ottlr多 様な医薬用品の需要に対して、地域
の拒数の菜局において迅速かつ効率的な対応
が図れる。

在宅医療推進支援事業  172,000

|:illli[li製
歯    3,000

看護職員研修支援事業   5,000

靱
守 tO"

薩艦 曹 t∞ 0

地域医療の課題 日標 これまでの取組状況(進捗状況)

これまでの成果
(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

0工音拠点病院の機能強化
および地域のその他医療機
関、関係団体書との協力体
制を構築する必要がある。
0特に、東日本大震災を教
訓に、原子力災書の特殊性
に応じた緊急時対応の体制
強化が必要である。

●覆はくE薇薇関の指定 ;0

病院―初期被ばく医療機
関.二次披ぼく医療機関各 1

病院以上

0放肘観測定貢機材●の 肇備 (12病院 )

0救患告示病院年における衛星携帝電艦整備
(計38古 )

0万―の原子力災害時に住民零の放射線測定
が可能な体制が整備されている。
0災害等の非常時における医瞭機鵬等の通信
手段が確保された。

量量花番翼
医療機   123,000

][1:1:]:翼
医療1箋    173,000

地域医療の課題 目裸 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(3金投入額:単位千円)

0がん対策について、撲診
機関の充実や人材育成プロ
グラムの整備などが必要で
ある。
O脳卒中対策については、
データの集積がない。また、
二次医療国の回復期リハビ
リの充実強化が必要である。
O認知症対策について、適
切な医療を受けることが困難
な状況にある。
O精神僕患対策について、
早期発見・早期介入が行え
る体制整備を図る必要があ
る。
0精尿病対策毎では、疾嬌
予防の観点から対策を請じ
る必要がある。
0感染症対策について、県
全体として院内感染の詳細
な傾向が把lEできていない。

●5大がん棟鰺受診尋 |

5096以上
●遠隔病理診断ネットワーク
参加医療機関:0機鰤-8機
関
◆がんの年齢調整死亡旱
(75歳未満):794‐ 6a7以
下
●脳卒中に関する診療情報
の公表:年2回
●全脳饉富患者あたりの■
PA奥 1ほ率:3‐5■

●脳卒中地域通携パス実施
医療機鵬:20機聞→40機関
●認知症相談医数:26:名
‐290名
●精神障害者の地域移行
率:36フ %→4フ 596

●県内精神科病院常動精神
保健指定E数 :57人‐12人
●糖尿窮地j●連携パスが機
能している二次医療口:6E
療ロ
●サーベイランス対象病院
数:oO病 院
0結核病床数:現状病床維
持

0がん積診手や輌院の機器壺備への補助
0病院のリハビリ菫増改簗肇備に対する補助
0認知症における医瞭連携のあり方に関する
国童の実施
0糖尿病予防のための運動プログラムの開発
0結核病床を有する病院の透折護E整備への
補助

9濶瞬や口体尋において、かん薇診そ,つ覇現
の充実力{違んだ。
O臓卒中治薇のための病院のリハビリ体制が
整備された。
O認知症患者のためのサービス提供体制の検
討が進んでいる。
0輌神科思者の入院期間が短Itし、社会復帰
が進む。また、救急患者の受け入れ体制が確
保できる。
O機尿病予防の普及啓発が遺んでいる。
0感彙性結核の透新治颯が可能となつた。

がん対策関連事業   947000

日卒中鰺■■携体‖墜働●■  379,000

認知症対策関連事業  20,000

精神疾患対策関連事業  130,500

糖尿病対策等関連事業  25000

感染症対策関連事業  25,∞0



京都府の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果
(平成21年度補正予算にかかる計画分)

京都府
中丹医療日

(医師等確保)

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

中丹医療日の舞鶴市では、
公的4病院が併存し、人口減
少傾向の中、病床数の過剰
とともに、医師不足により、
各病院における各診療科目
師の記置のアン′`ランスと優
在が生している。

中丹医療日の舞鶴市におけ
る医療提供体制を立て直す

現行Bt画 (平 屈22年 1月 )の課題守を踏まえな
がら、舞鶴市からの見直しの意向を反映してal
面変更案を作成、Bl係者会諸 (平 成23年 11月
8日 )において合意を得た。
図に計画の変飾 請を行つたところ、日

=雄
番

会lEを経て、H21年 3月 に承認されたところであ
り、今後取報を進めて行く予定。

新たに設置する「

「

■lt域 医療連携機構(仮

称)Jこより、寄附講座の開投や、奨学金貸付事
業、舞鵬市内の各病院の特徴を活かした独自
の研修プログラムの作成・研修支援などにより、
必要な医師の確保を稿 。

2.311.469

これまでの取組状況(進捗状況)

合病院として併存している
が、各々が4寺 徴的な機能を
有しながら、それぞれ独自の
運営を行つているため、各植
能の売案とともに、連携強

`じ
により、トータルな医療の提
供が求められている。

プセンターとして機能充実)、 露鶴共済病院(循
―)、 舞鶴赤十字構院 (リハビリセン

ター)及び舞鶴市民病院(療姜病床特化)など、
る機能充真を図るとともに、「舞鶴
機構(仮祢)Jに より、二次救急輸

凛の案施や、病院間・奮惨間の遭携強1ヒ

る。

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)

これまでの成果
(今 後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

中丹 医療圏 として医療機能

向上 のため 、福 知山市量及

び崚卸 市域 の救 急 医療の充

実を図ることが必 要。

甲丹 E療日の I● 知ul雨、綾

都市 における救急 医療率の

機能 向上 を図る

界鶴市崚における安定的て持織可能なE康縄
供体制を確立した上で、福知山市域及び織都
市域の救急医療の充葵により、中丹医療圏全
体として医療機能の向上が実現。

中丹E崚田E颯健籠強化

“

R   200,000

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況 (進 捗状況)

これまでの成果
(今後期待される効果 )

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

中丹医療日において、■鶴
医療センターは総合周産期
母子医療センターのサブセ
ンターとなっているが、壼婦
人科医の不足により十分に
機能を果たしていないため、
その機能の回復がヨまれ
る。

舞鶴医療センターについて
は府北部の周慶鋼サプセン
ターとして機能向上に必要な
施設・般備の肇■を行うこと
で疾患男1センターヘの特化
を進める

同上 府,こ部の周屋期サ
'セ

ンターとしての機能向上
が実現.

ロロ市電属曖口ll強 iし '■■■■  2.311.469

甲丹 医療 日において、■鴫

医療 センターは小児医療が

充実しており、府北allにおけ
体不自由児施設である

舞鶴こども環青センターとの



京都府の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果 京都府

丹後医療圏(平成21年度補正予算にかかる計画分〉
等確保)

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

暉 lll不 足とI●7原 I‐Iの燻こが

顕著 であるため、府全域に

おける安定的な医師確保を
はじめ、電僚資源 の有効着

用が 課題

府立巨科大学における講座
聞設等、医師寄確保対策を
通して、特に府北部日緻や
蘭部圏量での医師不足の解
消を図り、全ての医療圏にお
いて医師数等を全国平均水
準まで引き上げ

じ府ユ医大に総合医療・医学教育講座をL●

置。(平 23年 1月 )京都大学に医学教育用機器
を整備。(平 23年度中)

2地域医療に従事する医師を確保するため、
府立医大の地域枠学生の2名 増。
3医学生、看濃学生に対して、地域医猥体験実
晋を実施。(平 22年度141名 、平23年 度145名
参加)

④暑護師
=の

確保のため、暁内保吉所奎備寄
を行つた。

ユ秘含Ett E寧致I牟雲Eの教授が、府立医大
における奎床研修センター・副センター長として取り
組み、フルマツチて61名 )'■虚^責輛大単におしヽ

唸,E壼 口,お菫t●●

“

菫8■ 156398
医学教育攀用機器奎償3祟 100000

て地城E彙に■球するE飾の政青・研修環境を充 37500

2将来、府内の医師確保困難地域でE師として従
事する、地域摯学生4名 (■ 22年度 2ら 、平23年
度 2名 )の増.

ЭヨL部地燎7猜碗における体験案習を通して、将来
の

“

量瞑E●EIE螢十ふ口 ,,、 ■

'■
_

地域医療教育推進事業 35221
診需所設備高度化事業 112263
丼問Itl用 保■所●騒

“

事業 33.064

与闘の海病院冊饉推進化 87500
■国内の医療従事詈が共同で利用できる院内保育
所を,眈に奎償した。(H22:繍院、H24予 定 1月

院)

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)

これまでの成果
(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額(単位千円)

凸昴 1しに進ti辱による医療
ニーズ の増加力く―層見込ま

れる中、医療資源の不足を
補うために、医療圏内外との
ネットヮーク体制の構築が課
田

甲 ,病院 と診 療 所 間の ス

ム=ズな情報共有を図るた
めのIT化を図る

国内の中核病 院と診療所 (かかりつけ医 )との

連携に寄与する電子カルテシステムの奎備を

行つている。

・共同利用型電子カルテシステムを整備するこ
とで、診療所との連携による検奎等の効率化力く

図れる見込み。

繭診連鷹システム●■●●稟   48,500

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)

これまでの成果
(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額1単位千円)

救魯患者の増力0と質の変{じ

に対応できる救急医療体制
の充実が課題

還隔画像診断の実施や層者
搬送車を整備することによ
り、総力を挙げて、診断 治
療に取り組むことができる体
制を構築する。

・国内のう洒瞬間で円滑な病院間殿送を実現
するために、患者搬送車を整備した。
日内の中核病院と京都市内の病院を遣隔画

像診断を行うことにより、救急医燎体制の完栞

・□内の病院に対して、愚者殿送車を整備し、
救急医療体制の充実を図つた。(H23:2病院、
月24予定 1病院)

蠅 薦画像診断 約1万 2千件(H22:1万 2千件.

H23:i万2千件)

救急医療体制強化事業_  72,745

を図った。

これまでの取組状況(進捗状況)

これまでの成果
後期待される効果)

着在■震師の横職支援体制を 定。(年間30人 の受脳を予定)

地域医療の課題 目裸 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(菫金投入額:単位午円)

1がん」■の 4疾綺に対らす

るため、人的・施設的な医療

提供体鋼の充実が課題

IEI「薇闘の薔韓的理轟・
ネットワ=ク、専門医確保、
設備整僣等により、4疾病5
事業をはじめとする地域完
結型の医療提供体鋼を実
現。

・高EE薇研修、宇会への,加に対する支援を
丹晨臓薇日の病院に実施.

.口由めに
““““

in7‐ 口7姜ス●力亭
^

・ EI四 の輌 瞬 予 の 医師 に対 し、面 屁 医 療 研 修 、

学会への,加支援を実施
・圏内の潜在■額師の復職のための麟彗を食
施予定。(年30人の受講を予定)

高性能の高度医療機器を整備したことで、国内

38.722
4疾輌・5事 栞尋強化事業 1712588

T等の高度医療機器を日内の中核病院に整備
した。
・国内の中核病院と惨薇所(かかりつけ医)との
連携に寄与する電子カルテシステムの整備を
行つている。

の輌葦懇勢の発案を図ることができ、3次元CT
では、愚者数が前年度比で約′割増加した。

14



京都府の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果
(平成22年度補正予算にかかる計画分)

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入螢:単位千R)

・がん放射線治療を実施でき
る人材附風
・がん緩和ケア病床は京都市
内のl Clt床 のみ
回復期、維持 生活■lにお

1す るリハビリテーション体制
について、回復期リハ病床等
の不足、リハ専門織の地域
的偏在(京 都市内に集中)や

施設間の偏在(介 護系施設の
従業者が少ない)等がある。

力`ん種診賞酵■の5い違AC
がん診療連携拠点病院て

がん放射線治療を実施てき
る人材の養成
がん緩和ケア満床を針画期

間中に50床奎備
理学療法士毎リハビリテー
シヨン専Pl瞳の確保・育成
府リハビリテーション支援セ

ンターの体制を強(ヒ し、地域
リハビリテーション

=撮
セン

ターヘの支援、関係機関・拒
設との連携を促進
リハビリ提供施設の拡充
高次lB橙鮨障害者へ診療・
訓1練・回復期リハを包括的に
提供できる体制の整備

・府内関係103団 体が参面するがんに係る府民
会議を設立。

屏
戦 ″語黄乙f実留幅鰐

・理学・作業薇法士、書情聴I「 士(新規:養成校
の在学‐‐への修学資金の■与を実施
・在宅僚養者へのリハビリ充実に必要なリハビリ
機器や機能訓練菫●の設備螢備を実施
・地域リハビリ支援センターヘの専門的なコー
ディネーターの記置、IE院 後リハの国螢を支援
・訪問リハサービス事業所開設等に係る情品肇
備に補助を実施
・訪間暑護ステーション平案所関数●に係るI「

品螢備に補助を実龍

かん薇移贅診手同■.検診実施機関の増加支
援
回復期リハ病棟を開設する際に必曇となる機

能訓練菫毎の肇備に補助を行い、回復リハ病棟
の設置促進を図る。・府立心身障害者福祉センターに必要なリハピ
路撃芳t里躍,生ュ全尾』騨習y露二等において
縫震響篤 嚢難亀親家具よ

支援サービスを

曇各塁震署票種薫等 0〔:‖|

璽1:1[ilケ
ア体制等

  185,000

篭慕

`チ

キ含鰤   141501
ネート事業      126,000

暑婁魃 11躍
支援事業       20,009

これまでの取組状況(進捗状況)

●圏域 において断らない稼

急医療 に取 り組 む地域 の中

核となる二次救急医療機関
の機能強イしが重要

るため、周辺の他の二

急医療 の負担 軽減 、

り、教急E凛におけ
る地域間格菫の解潤を図る。

1巨療田内に指定していたが、平成24■3月 に、
日所、そのうちの1宙所を府北中部に指

定し、地域間格善を縮小する取組を進めた。
・平成22年4月 から、府北中部において、公立量

地鯨と比較して巨療資源の少ない地域の
をカバーしている。

:「 t■地尋における高度救急医療体制の螢

府南部地域へのドクターヘリの選航体制を、新
平成24年 9月 中に墜備する。

府南部の精神科赦な対応の充実 を図る.

整備事業      1,511
広域救急医療支援
事業一南部ドクターヘ
リ導入事業

京都府の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果
(平成22年度補正予算にかかる計画分)

地域医療の課題 目襦 これまでの取組状況(進捗状況)

これまでの成果
(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入鶴:単位千円)

リハ尊Pl職の地域的偏在
(京都市内に集中)や施設間

かかりつけ区による百齢署
をサポートする体制を強1ヒ 充
実する。
・審じ8責時でも必要な医療
サービスを受けられるよう、
医療機||・ かかりつけ医●の
連機により円滑な入院が可
能となる体制を整備する。
理学療法士等リハビリテー

ション専門職の確保・育成
・府リハピリテーシヨン支援セ
ンターの体制を強4に し、地域
リハピリテーション支援セン
ターヘの支援、関係機関・施
設との連携を促進

・府
"●

:711尋 環姜あんじん調院J拒足嬌院 が実

施する啓発事業専に対し補助0338所・合計
60194千円)を実施した。
・「京都地域包精ケア推遭機構J力婆 施する在宅
療養安心サポート事業の番及唇発活動にネH助
(3● 110千円)を実施した。
・リハ専門職に係る就葉フェアの開催、高校の進
路指導担当者への職彙紹介、責貫向上研俸等
を実施
理学・作業療法士、言語聴覚士(新規)曇成校

の在学者への修学資金の賞与を実施
在宅療養署へのリハビリ元実に必晏なリハピリ

機器や機能訓練菫等の設備肇餃 実施
・地域リハビリ支援センターヘの専門的なコー
ディネーターの配置、退院後リハの調肇を支援
・訪問リハサービス事業所開設等に係る備品整
備に補助を実施
訪問■護ステーション事業所開設等に係る備

品螢備に補助を実施

・IE宅燎秦あんじん病院等の指定く地域かかりつ
け医のパックアップ、書体の急変した在宅環晏
者の受入力呵能である病院を府が,日定)

・地域包括ケア関係機関・団体と支援書饒の運
携

在宅療養あんしんサ  下~~

ポート事業      308,400
総合リハ人材確保育
成事業(再掲)    145,500

地取リハビリコーデイ    ~
ネート事業 (再掲)  126.000

"問

リハ、訪間を虚     ~
推進事業(再掲)   76.000

が少ない)等 がある。

医療系従事者と介護 系従事
者のリハビリテーションに関
する意 識の差により連携 がと

れていない側 面がある。

医療と介饉の連携が十分で

ないため、必要なサービスを
切れ 目なく提 供することがで

きない。

これまでの取組状況(進捗状況)

動手段や確実な通信手段、
可搬可能な教急医療用資機

て、大規模災書に備えて、実戦型の実地



京都府の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果
(平成22年度補正予算にかかる計画分)

大阪府の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果
(平成21年度補正予算にかかる計画分)

大阪府

泉州医療圏

、:CTを活用して、府民
～ )

・広岐連合・市町村と運携し、後期高齢者の
習慣病菫定化予防軍葉を実施予定(平成24

化を展望する際の基礎データを得る。
予防機種広域

(医師等確保)

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(遭捗状況)

これまでの成果
(今後期待される効果)

関連事業名
(墓奎投入額:単位千円)

人口あ7‐ りのIE助駆ぼ理取

別・診燎お男引こ偏在が生して

おり、事態が深刻化.府内に

おける医師のll在 状況の最
工に向けた取り組みがな務.

肝内の肩院動務Eの不足し

ているE察口や惨螢科て動

議する医師を50人確保する。

女性医師の離織防止と復聴

地軍E無うに■,す0な思モ
'つ

r‐宇Sにヽ
する奨学金制度を割設。
近螢大学の学生5名 、大阪市立大学の学生4名

に対し晰親費し付けを実施.

女性医師●就労■墳改善策として罐時間工録
雇用の導入などに取り組む医療機閻(5か厳)

への支l■t実施。

彙宇,国置のle用 により、平屈31年鷹
=で

に地

賊枠学生4'名の確保が見込まれる.

府内の医療機関に動務をしながら宙児等をする
ことができる環境をつくることにより、8名 の就業

菫

宰金制度創
臀

事   52,800

薬難興
師の確保対 54905

女性饉師の結婚・出産による

遣職が今 日の医師不足の原

国の一つ。女性医師の離職

防止と復職支援の取り組み

が急務。

貢援の取り組みを進め、F内
の病院勤務目の不足状況の
改薔をめざす。

曜続を実現。



地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入観 :単位千円 )

示 邪 医 猾 □ llJ壼 環 民 候 体 制

は府丙でも1寺に脆弱.

泉州医療EI内でも南部は医
療提供体制がより脆弱で、一
般病床150床 以上の病院は3
か所の公立病院のみ『
限られた医療資源の中、地
域医療の中核を担うべき公
立病院それぞれがフルセット
の診療機能を安定的に提供
していくことは限界。
医籠圏全体の医療水準の向
上のためには、南部の医療
機能の店上げに盤点化する
ことが必要。

ハイリスク分晩数がla加 輌
向て、受入体制の先案が急
務.

産t4機能のユ詢化・重爺ィし
の取り組みを行つている北部
の公立病院の機能強化が必
要.

小規操単位で分離している
診瞭科を桑約・再編し、医師
苺の働きやすい (集まりやす
い鴻 境づくりを通して、住民
に対する安心のE籠提供体
制を奎備する。

病院間の機能分担の中で開

●眸的取な医療体制の形成に向け、府立稟・ll

救命救息センター及び限南市民病院の施設 設
備整備を実施。
病院7Lnの機能分担の明確1じ と診療体制の方向
性に関する検討を実に。

蜜 欝 鋤 響 :麻輩 躍 :埋携ザ
んくう総合医療センター及び阪南市民病院のL●

備壁腑に着手。

を言僻』鱗魃 蝋
強化を案施。
市立彙壕嬌院 りん (う総合医療センターに院内
保冒所を設置・運営。

大阪市立大学 関EE科 大学に局崖期領雄に
lnする事附講座を聞般・通む。

Ll易継程『卿 :暑麟蟹3と安心の医療提供体制を実現.

獣鶏盤霊
t薔」臨綸鷺離需慰

喜異3fめ
、地城の医療i蒻[3絶里霊露騒籠

緋
撒 協 鳳 濫 鷲

奄騒鳥脚螺慨電程喫:蘊
猥体制の拡充と安定化を実現。

各摘瞬の特長(強

み)を伸ばすための
施設・設備の整備事  577,747
集

診療機能の一体的な
提供事業

846,500師確保を発案し、周慶期目
瞭体制の拡充と安定{ヒ を案
現する。

機能再編に関する横
計事業

80脚

理 撃 VJ医療 機 関 との

連携事業
58.200

医師にとっての魅力
ある病院づくり事業

663913

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況 (進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

撃 ● 臓逮 患者 の 増 力o、 救患

告 示 病院 の減 少 が IIBま つて

救 急 医療 体制 が 艦諄 .

_‐幹となるべ
=公

立ぉ院 にお
ける散急医療の機 r●を螢備
するとともに、医療機FjSの 相
野を広げつつ機能分担を図
ることによって、経症患奢対
嗜の負担分散を回 り、撮選
困難な重症患者を着実に受
け入れる体制を構築すること
が必要 .

顆3E保 に■わOE燎機関
を増やし、E凛田内における
救急搬送量入のルールを構
築し、初期から三次に奎る地
●tの基幹的紋

=医
療体制を

1多成する。

民間■睫の協力のもと、緊急性 専門性の高い
屋奢の当番制受入体制を確立 lE曽 。 鰐警量豊霊lili][セ ]‖鸞撃III

二次救急搬送体制
の連携強化事業   172.012

大阪府の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果
(平成21年度補正予算にかかるll画分)

大阪府

堺市・南河内医療日

日で唯―、救命菫急センター
がなく、救命救急センターに
搬送されるべき,鷹教急患

医療国の二次数急医療機
関、および他圏域の救命救
急センタ上の負担となつてい
る.

市 南 7・l内 医療日での二

患者の搬送におい

、|■ 下血騒者など重症患
につを、痛院での搬送受
までに長い時間を整してい

て`救急薔制塔機能を彙た

南河内医療日におい

、受け入れ困難な■症澤
る散急受入体制を

市立麻病院に日崚における救急管制
搬送先清院で受入困腱となった培

目河内日域の二次救な日療機能の

、二次救急磨療機17の 協力も得な
,0当番制救患受け入れ体制を整

の教命敦急センター機能の発揮が見遅 れる。
また、市立堺病院への救命救急センター整備時
合わせ、同病院が日崚の救患管制増機能を
揮することが見込まれる。

急センター整備事業 1

二次救急医療連携
強化事業(堺市)   244.

二次毅急百僚連携

これまでの取組状況(進捗状況)

1市 医療日において、ノヽイ
ク患者や母体合併症など

とはいえず、早急な対応が求

であるベルランド総合病院の
U機能の強4L等に向け、薔本設ll ,産期母子医療センター (ベルランド総合

と救命救急センター (市立堺病院 )との間
の■携体制の強化により、母体教命への対応
能力の向上が期待される。



て`、現在設置されてい

=、

重症小児患著の受入

者力
`多

数存在するな
、小児

=症
患者の受人体

が必要な小児■症目看
入体制を強イとする。

け、基本設tt実施設tl業 務を推

月初期敦急医療体制につき調

:母子保健総合医療センターヘの小児手術
PiCu毎の壺備に向け、基本設II・実施設It

立母子保健綸舎E燎センターの施設 設備螢

ター整備事業     170,000

小児初期救急医療
体制の確保支援事   52,060
業
児童症患者への
応強化事業

大阪府の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果
(平成22年度補正予算にかかる計画分)

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況 (進捗状況)

これまでの成果
(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

精神疾患・身体捩颯合併
症教急患著等の搬送困難患
着への対応が不十分。
敦急医療機||の応需籠カ

の不足。
外僣救急患者の迅凛・円

滑な受入体制が不十分。
救急活動現場において医

療機関曼入情報が有効に活
用できていない。

=症
言、こT4・ 周産期傷言

者のそれぞれにつき、平成
25年度の現場滞在時間30分

以上要した件数を平成22年

度件数のフ5%に減少させ
る。
平成25年度搬送実績中の

軽症行数を全国平均並みの
5● 696にする。

精神科、身俸14の機能理携による合併筵患者
の円滑な曇入れ及び転院体制の運営を試行的
(10医燎機関)に実施した。
救急饉療機関の応薔能力の強化を図るため、

医療機器の購入に対しOE療機関に補助を
行つた。
府城全体のネットワークの形成に向1ナ て、闘

係者による協臓の場を立ち上げ、検討を開始し
た。
災害時E薇教置にも対応できるようこ次救急

医療機関等の医療従事者の外傷鬱職 能の向
上を回つた。
広城災書・教急医療情報システムの詭籠を強

化した。
高齢者にターケットを餃つた資材による書発に

より、救急搬送患者数の減少を図つた。

精神科・身体科の各々の種籠連携・覇輌還嬌
により、各々の農息の緊急度と菫走度に応じた
受入れ及び転院体網を整備し、医療機関の負
担やリスク軽減、搬送先遭定に戯渋する事業の
減少につなげる。
救急熙 体制における墓幹的な受入機能を

担う中核的な二次敦急医療機関の応需能力を
強化。
小児救急医療体制の強化を図るとともに災書

時を見据えた重症小児外傷患者への対応能力
拡充のための医療機器支援。
敦命敦急センターや急性期目療機関、重急性

期.回燎期、慢性期、環養期の各々の議薇織籠
を有する医療機関や在宅E藤との日でネット
ワークを構贅し、相互連携、情報共有化■によ
り、患者の早期かつ円滑な転院や退院、在宅目
薇への移行促造につなける。
災書時も視野に、救急E燎機関の外僣鰺療

機能の向上強1ヒを図り、tj●におけるネット
ワーク化を通じて直近医療機関における迅速な
処置及び高次転送を前提とした外傷受入れ体
制を整備。
敷急医療情報システムの情4a制度の向上充

実を図るとともに、搬送及び曼入の情報を円滑
に収彙し、情報分析・検証を行うことにより、円
滑なr実施墓皐Jの運用を目指す。
救急医療の理工利用の周知徹底を目ることに

より軽症患者の割合の減少につなげる。

n神科撃凛・身悴叡な運
勝強化ネットワーク事業

   183.315

中核的二次敷急医療機

奥

応需能 力強 1ヒ支援事
   400,000

府内小児救急告示E療

讐翼
が行う巨廉機器整備

   60,000

取急職送鳳者の早期転
退院支援事業

       76.000

35,000

菫8EttI「報システム売
奥事業

          130,000

叡急匿瞭の利用のあり方

啓発事業
         11,174



地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)|"瞬 朝 球 E環 肇 関 .圧帰

1恒常的に,0名 程展の長期
入
院児が存在.

府保健所の在宅高度医療
児
援助数は5年前の2倍 、うち
人工呼吸器装着児4倍増
カロ。
院内において、退院後の在

宅
療養生活に向けた準備の支
援体制の不足。
地域関係機関相互の連携

体制が未整備で、医療的ケ
アを
必要とする児の受入れ可能
な
地域医療機聞 訪間看護Si
の不足。

1実績値のフう。oとする。

(1)小児在宅饉療支援ネット
ワーク構築事業

高度巨環児における在宅
移行後の地域匡僚支援体制
の整備を図るため、間係機
間のネットワークを構築、環
養支援体制を確立する。
(2)小児訪Fa■EE権造事業

大阪府内の肪間看護sT

|lill:illl:|||li:|] ili::::lilli:] :|lil] l"キ

Kl)保健所において、①地域底療機関確保のた
め、

民師会と連携し、連絡会・研修会を実施
C)地域関係機関ネットワーク構築のため、
研修会・事例検tt会・意見交換会の英施。

(2)■護協会・訪間●護軌 巖会が中心とな
り、高

度専「1病院との合同研儀やコンサルテー
ション

研修を真施。
(3)ファミリーハウス整口に伴う地質瞬壼・墨本
設El
の英施。

曽肥[:電庶∬鷺篤[
理解につながった。

地ξ
た 高`度医療児の在宅ケアに関心のある

. 医療機関・筋L3■餞STを把握することがで
書た。
(2)小 児訪間看護の■理的技術の習得、及び、
薔魔

諄「1病饒との■構のきっかけの場となった。

鱗 灘 働

周産期緊な匡療体制活
動強化事業       150o00

埴撃の中核病院による鷹

篠全具
救念搬送体制

年   44,000

輌

,  36.000

滴麗爾麗環爾諄躇弔爾戸
~~~~~~

強イし事業        33,000

地域における小児在宅医

露義
援ネットワーク構築    16,000

歯|〕獅 圧惹ふ鼠  11,Ot10

翼騒1:塁需肇塁
おける療  350.00o

面Ettr"病院における小

澪:霜
移行支援体制整   120,tll10

これまでの取組状況(進捗状況)

の高い撃Lがんについてtロ
指毬‖こ基づく「視触鰺とマン
モグラフィ併用による検診J

の実施率が低い。
また、組織型検診の権追に

向け、地域においてがん診
療拠点病院を中心とした早

・早期診断・早期治療
に結びつく医療提供体制の
整備が不充分

び組織型検惨体制を推
軍ιがん検惨受惨準に

て`、現在のいに対策推
進計回の目相値である(6

検じから卑期鰺断・早期治
つながる地城底療連携

E師会●、閲係団体へ情la提 及びヒアリングを実施し、市
ん検診の受け皿確保、地ICにおける

事業推違に向けて強力に要請し、地



地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今 後期待される効異)

間違事業名
(基金投入額:単位千円)

十凛:じ■り観型見腱し悛
の感桑症法で定められた感
染症に対して、現行の各病
院の施設では十分な対応が
とれない。
指定底療機関の設備が老朽
1ヒ しており、空気感染予防策
が必要な感染症への対応が
できない。

現在の新型インフルエンザ
入院協力医療機関への整備
内容では強毒性の新型イン
フルエンザに対応できない。

府域におけるHⅣ感彙者・エ
イス患者報告螢は年々増加
傾向であるにもかかわらず、
HiV検 査件数は減少傾向に
ある。

大阪府の結核り思準は全
国ワースト1.結 核の罹患準
が高いといわれる飯場従業
員や日燿い労働者は健診を
受ける機会が少なく、発見の
遅れから感桑が拡大する恐
れが高い。

悪業症対策に適した入院
病床を大阪府みずからが新
たに整備することにより、空
気感染予防が必要な感葉症
への府域全域における医療
体制の強化を図る。

感染症指定鵬床を有する
医療機関への病床整備等の
支援を行うことにより、当骸
医療機関における感彙症に
かかる医療機能強化を図
る。

HⅣ・エイズの正しい,1腋
の普及啓発を図ることによ
り、中長期的にHⅣ感染者
数・エイズ患者数を減少さ
せ、まん証を防止する。
効果的な答発を図るため府
域のHⅣ感染状況のIE握に
努め、Hiv検 査件数について
は、平成25年度までに過去
5年 間においての従来の
ビーク件数である平成20年
凛と次点数の平成19年 度の
2か年の平均値(約20000
件)を 上回る件数をめざす。

デインジャー薔及びハイリ
スク層を対象に結核健診を
発案させることにより早期発
見、早期治僚を図り、3か年
の集中的な取り組みにより、
り患準を平成21年の233か ら
平成26年には全国平均の
190まで減少させる。

鳥インフルエンザ(H5Nl)をはじめとする呼
吸彗系の感染症に対

「
●可能な入院病床を新Lt

するお、日庫補助金にかかる事業計画を提出し
た。

HiV感業の可能性が疫学的に懸念されている
個男1施策層への普及啓発、/1t共交通機関の吊
り広告等を活用したエイズ関心向上キャンペーンの
実施

合計17回 、21か所、、531名 に対して結核健診
を実施した。併せて、有症状時受診など結核の
知Itの書及、意識啓発を目的に健康敦書を開
催した。

半庫24年度中に呼吸器疾患について高度'専
Pl的な特定の医療機能を提供する機関である
大阪府立呼吸器・アレルギー饉療センターにお
いて設置された、府壌全域の感染症対策の先
導的役割を担う「感染症センター機能」の拡充・
強化の1つとして入院病床が完成する。

また、 感染症1旨定医療機関の建て彗えにあ
たつて、現行施設整備基準を満たし:より機能
的に売奏した施設設備の整備を図ることができ
る。

個男1施策層の実態年に精通しているNPO等よ
る普及書発やエイスに関する関心向上キャンヘ・―ン
を効果的に実施することにより、平成23年度の
目襦である14,000件のHIV検査を行い、平成21

年度から減少している検奎件数に歯止めをか
けた。

平成23年 のり患
=を

、平成21年の230か ら
220(速 報値)と減少できた。
引き続き早期発見 早期治線を促進し、り患準
の改番を目指す。

府工の病院における懸染
症病床の新設事業

     53,555

曝梁症清定 艦環餞間にお

:露
雑競蹄鎮

 10,9フ 9

HⅣ・エイだの正しい知識の

喜彙
啓発及びまん延防止

  63,000

デインジャー層等に対す
る結核健診事業

      38,000

地域医療の課題 日標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入頗1単位千円)

人口輌量の呂邸 1じ や疾輌

綺造の 責化とともに、今後増

加が予なされる■慶llがい

者や、全身疾患を有し、医学
的全身管理下での歯科医療
が必要な患着への対応体制
の確保が喫緊の課題。

「堺市菫圧陣審香口科移
廉所」に関し、必要な機器更
断を行うとともtt、 泉州北部
地域に二次障がい者歯科診
僚施設を整備する。
■度障がい者を含むハイリ

スク患著への歯r4惨燎の充
実に向け、医科・歯科・介lI

の■携体制を図る。

Et4・ 雪科枡 饉連携強
`し

子栞(H24年度―)

について、5月 下旬に大阪府歯rl医師会と契約
を締結し、事業を開始した。第1回績計会(7月 )

における事業承認を受け、第1回ガイドライン・
リーフレットワーキングを開催し、現場意見聴取
についての協誰を行つた。

[堺市
=鷹

障詈看雷科診猥所」が本来の二次
障害者歯科機能を果たし、府全体の歯科医療
体制が強化される。
歯科治燎時のリスクの高い有病者等に対する

歯科保健E療体制が強化される。

暉 か い 奮 口 科 D猥 政 備

整備事業         12,511t

匡科・歯科・介凛連携強
|じ事業                  21000

民の健康増遣とともに、災

地域医療の課題 日標 これまでの取組状況〈進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

閣適事業名
(■金投入頓:単位千円)

層重全体て:ま他の師
=府県に比ベー定饉師が確保さ

れている状況であるが、地域
男1・ 惨凛科別で見ると医師力t

IE在しており、敦急医療など
の政策睡薇や地域E燎の提
供に影響を与えている。

地域医療に従事する医師
のキャリア形成を支援しなが
らバランスのとれた日師配置
を促遭する。
本事業の取り組みにより、

本計日で取り組む救急医療・
間壼期目療をはじめとした各
分野の目薇提供体制の充実
を図る。

地域E猥支援センタ‐を開ltした。
地域の中核病院間の人材育成ネットワークの

構築に向けた検討体制を確立した。

研 修体 ●llに関す る綱日 間 ネツトワー クの 薔 薫

を実現する。
平成26年度までに、センター登録菫師を30名

確保する。
散急暉厳・周慶鶏医療などを支える目師の安

定的な確保につなげ、府域全体での目廉提供
体制の充実に■献する。

地観 E療
=糧

センター通

営事 業          94,215



兵庫県の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果
(平成21年 度補正予算にかかる計画分)

兵庫県

阪神南医療□

(医師等確保)

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況 (進捗状況)
これまでの成果

(今 後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

国銀内において、内科、神経
内科、産婦人科など救急に
係る医師が減少しており、こ
れらの救急に係る医師の確
保が必要となっている。
また、全県的な医師の地域
優在、診療科偏在の問題に
対応できる仕組みづくりが必
要となっている。

医師の地域偏在解消のため
の修学資金賞与制度によ
り、地域医療に従事するE
師が姜成(毎 年産7名 )され
る

医療人材育成システムの検
討、医師の必晏数と適正配
置に問するモデル検Elによ
り、医療人材の姜成・派遣の
仕組みづくり、適正記置のモ
デルが確立される

目瞭人材の確保、定着によ
る医師の■担F2減が回られ
る

・県内の医師不足地域の助務日の確保を図る
ため、「経済財政改革の基本方針2009」に基づ
く医学部入学定員増にあわせて修学費金れを
新たに創設し、地域E環に従事するE師を養成
する。
*医師の地域備在解,円 のための修学資金貴与
制度
平成22年度定員増6名 (神 戸大0名 、鳥取大2

名、同山大1名 )の地域枠の学生に対し新観責
じ付けを行っている。(平 成22・ 23年度は6名 )

.医療人材青威システムの検討
兵庫県保健医療計画に基づく地域医療に必要
な人材を確保するため、大学年と遭据し、マグ
ネットホスピタルを拠点とした、医療人材の養
成・派遣の仕組みづくりについて検討している。

・医B●の必要数と適正配置に関するモテル検討
政策医療を担う医師の適正な確保・配置ができ
るよう、先進事例調査や有臓雛 アリング●を
実施し、モデル的な検EIを行つている。

・医師の地燎爛
=解

消のための修学資金賞与
制度により、地域E燎に従事する医師が養咸
(毎年度7名 )されている.(平 成2223年度は6

名)

・当該事業及び従来から奏施している医師養成
事業により.県が政策的に派遣する県委成E
師数を平は21年度の18名 から、平成38年度に
は95名 まで増力|させる。

・医療人材育成システムの検討、医師の必要数
と適正F●置に関するモデル検討により、医療人
材の養成,派遣の仕組みづくり、適正記置のモ
デルが確立される。

署塁長曇所艦
医師修宇   69,500

贖
臓

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今 後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

小児の2次救急医療体制は
9病院で00番制を組んでいる
が、各病院とも医師確保が
難しく、体制維持は厳しい状
況が続いている。
また、国域の出生敗、低出生
体菫児出生数が増加する
中、産婦人科を4■構する病
院で、休上、分規制限してい
るところもあり、小児敦急、周
産期医療の安定的な提供体
制の構築、ハイリスク分娩ヘ
の対応充実が必要となつて
いる。

教8医療機関間のネット
ワーク構員に必要なシステ
ムの導入により、医療機関
間の通桝、ネットワークイしが
強化されるとともに,救急E
療機Daが本来担うべき機能
を効率的に果たせる体制が
確立される

1次・2次救急E僚性閲の■
携強化により.医療機関閻
の連携、ネットワーク化が強
イヒされるとともに、敏急医療
機関が本来担うべき機能を
効率的に桑たせる体制が確
立される

地域IE僚支援病院等と診療
所等の連携推進により、医
療機関蘭の道携、ネットワー
ク

`ヒ

カく強化されるととも1二、
救急医療機関が本来担うベ

き機能を効率的に異たせる
体制力`確立される

地域違桝クリティカルバスの
推進支援により、医療機関
間の連機、ネットワーク化が
強化されるとともに、救急医
療機関が本来担うべを機能
を効率的に暴たせる体●lが

確立される

阪神地域敷急医療遺携協議
会等の設置により、救急の
あり方や役割分担、連携方
法について協議・調整が日ら
れ、原られた医療資源の有
効活用が図られるとともに、
バンフレット等の配布、広報
皓へのta餞、フォーラムの開
催守により、医療機関の役
割分担年について県民に日
知が回られ、コンピニ受診の
抑制等通正な受診行動の促
進が図られる

・休日夜間急病診療所書のrr化によるネット
ワーク構築(休 日夜間急病診猥所間、2次救急
館番病院等との遭携)

阪神地域において、休日夜間急病診僚所毎の
初期散急医療機関と2次、3次にわたる救急医
療を担う巨療機D3との連携について、

「

化によ
るネットヮークを構籍し、■症・童篤なケースで
転送された場合でも、治療情報尋を共有するこ
とにより、継親したE僚の提供を可能にし、救急
E際の充実を図つている。これまで、ネットワー
ク化を図る情報、システム内客年についての検
討、システム運用体制守についての協議を継続
奥施している。

阪神購北における初期教急医療機腿と2次鮨
番病院等の道鶴支援
阪神南圏域、阪神北口壇ともに、初期救急に揉
題を抱えており、初期救急医療機関を中10とし
た2次綸番病院0との通携を強化する事業(連

稲協IE会や症例検8f会など)を支援し、1次救
急と2次救●_医療機関との情報共有を促進する
ことにより、切れ日のない教急医療体制の整備
を目指している。これまで、救急医療機関議員
等を対象とする研究会寄を継続開催している。

・体日夜間急病診僚所●のrr化 によるネット
ワーク構築、阪神南Ju=お ける初期敷急医療
機関と2次輪書病院等の連携支援、販神南圏城
の地l●医療支援病院の運携推進、地域連携ク
リテイカルバスの推進等の支援により、医療機
00間 の連携.ネットワーク化が強化されるととも
に、強急医療機関が本来担うべき機能を効率
的に集たせる体制が確立される。

阪神地域救急医療遭携協腱会等の設置によ
り、救急のあり方や役tl分担、連携方法につい
て協鮨・調整が図られ、限られた医療資源の有
効活用が図られるとともに、バンフレット等の記
布、広40憶への記戯、フォーラムの開催等によ
り、日晨機関の役割分担等について県民に日
知が図られ、コンピニ晏おのlnI制 等適正な受静
行動の促造が図られる。

雰早
夜間急病

じ籍雲
=  300,000撥選輩機編T棋皇霧幌警   2,000

の道携強1に支援事業

騒翼要農蠣槙お堪響    3,000
遣支援事業

盟翼程田離 麟畠驚農   2,000
腱の連携推進支援事業

騒露盤糖農農辱
=貴

携   ,3,000

・阪神南国域の地域医療支提病院の道携推
進、地域連携クリティカルパスの推進尋の支援
敦急医療機関が、本来担うべきその機能を効
菫綺IF二■十

「
,■く千■ス■■

“

じめハ、ヽ 日ぅ

け医や回悽期を担う医療機関との役割分担・迪
携を促造し、安定した救急医療体制の基盤を形
成している。これまで、地域医僚通携関係者を
対象とする研修会や運絡会l■を継続開催する
とともに、地域遭携クリティカルバスの推進のた
め研修会、連絡会苺を開催している。



地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)

これまでの成果
(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

限神地域救急医療連携協議会毒の設置
県立尼崎・塚口病院の統合等をはじめとする阪
神地域の状況の変イしを踏まえ、日崚をこえた教
急のあり方、役割分担・連携方法について、協
議 調整するため.阪神南圏域と阪神北田域の
関係機関による協議会を設置、運世するととも
に、課題を抱える販神地域全体の初期救●_の
あり方、連携方策についても、協議・調釜する協
護会を設置し、通営している。これまで、全体協
議会を年2回 、4ヽ児・成人救急ワーキングを年
2回程度継続開催している。

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

EI環囚
^口

か3871し、獄思
搬送件数が増加するととも
に、医療機関への収容時間
が延びている。救急告示満
院数、2次救急輸番病院数と
も減少し、大型病院の救急
部門の縮′1、など救急医療体
樹力く脆弱化しており、この状
況に対応した総合的な救急
医療体制の充実が必要と
なつている。

帯 省 EI●取 思 曖 猥 体制 が 確

立されるとともに、小児救
急、周産期医療.救急医療
体tlの安定的な医薇提供体
制力(構 露される

・県立尼崎病院と塚口病院の統合再編
月産期から、小児、成人まで、全ての栞患にお
いて24時間365日 救命救急医療を一体的・
安定的に提供する総合的な高度救急医療体制
の整備を図っている.

*総合周産期母子医療し ,―の設置、妊産婦
の合lll症 等べの対応
ホ小児中核病院のrtだによる小児敦急救命24

時間365自 体制の確立
*救急激命センターの設置、ER型総合診療体
制の整備
■マグネットホスピタルとしての展開

・県立尼崎綱蹂と堺口病院の統合再編により、
組合的な救急医療体制が確立されるとともに、
小児救忠、日産期医療、救急医療体制の安定
的なE僚提供体制が構葉される.また、救命救
急センターを設置するとともに、ER総合診僚都
門を新設し、救急受入体制を充実し、断らない
救急体制が確立される。

お孟唇編榎暦iZ雇濯讐 2,100,000

`ヒ

事業

兵庫県の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果
(平成21年度補正予算にかかる計画分)

兵庫県

Jヒ播磨医療圏

(医師等確保)

地域医療の課題 日標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入顔:単位千円)

・□瞑四において、小 児科 、

脳神経 外科 、心臓 血管外

科 、産婦人科など教急に係

る医師が減少しており、これ

北請層奪含医療センター(仮

称)が、研修Eを含む着手医
師にとっても魅力のある病院
(マグネットホスピタ,レ )とし
て、日域の医療人材盲成の
拠点となる

医師の地域偏在解消のため

・マグネットホスピタルの確立 による地域の医療
人材の青成

地域における産科・小児T4救急医療をはじめ
とした医師不足診療科に対して、持続的な医師
派遣システムによる医療連携体前の構築を図
るため、北播口総合医療センター(仮称)におい
て、様 な々症例経験を積むことのできる職境を
壺え、総合医及び導PlEを曹威できる体制を整
備し、研俸Eを含む着手医師にとっても魅力の
ある病院づくり(マグネットホスピタル)に取り組
む。
中神戸大学、日域公立綱院、各市による研究
会で統合病院 (マグネットホスピタル)を核とした
地域

"理
型医師育成のシステムについての研

究
*臨床研修指定病院、研修協力機欄による評
価螢員会で、日壇内において、お互いの研修プ

軍鶴 酬 翻 紺 棚 鶴
う北括薔臨床医師研修諄価姜員会の設置

ム電鏃闘踏蜘 る
北槽E地厳E薇学会の開催
*研修医を含む着手医師を書成し、周辺の書
院へもE師を配置できる人事の情環・交流機能
の構築

・県内の医師不足地域の動務医の確保を図る
ため、「経済財政改革のこ本方針2∞ 9」 l=基づ
く医学部入学定員増にあわせて修学資金枠を
新たに創設し、地域E景に従事する医師を賽成
する。
*医師の地域偏在解消のための修学資金貸与
制度
平成22年度定員増0名 (神戸大0名 、■取大2
名 岡ヽ山大1名 )の地ll枠の学生に対し新規費
し付けを行つている。(平成22・ 23年度は0名 )

・北薔層継含医療センター(仮称)において、
様々な壼例経験を積むことができる環境を整
え、総合医及び耳円匡を盲成できる体制を薔備
し、研修医を含む若手医師にとっても魅力のあ
る病院(マグネットホスピタル)として、日域の医
療人材青威の拠点となり、匿薇人材の養威・派
遣の仕llみづくり、通正配置のモデルが確立さ
れる。

・医師の地域個在解消のための修学資金貸与
制度により、地域医療に従事する医師が養成
(毎 年度フ名)されている。(平成22・ 20年度は0

名)

(平 成24年度以降は平成24年度定員増0名 (神

戸大0名 )を加えて毎年10名 )

当議事業及び従来から実施してしヽる医師養威
率■により、県が政策的に派遣する県姜成E
節数を平成21年 Eの 10名 から、平成38年度に
は95名 まで増加させる。

露器賽彗罵護
EEI修甲   l llCl,000

らの獄急に係る医師の確保
が必要となっている。また、
全県的な医師の地域籠在、
診景科偏在の問題もあり、
日城における医師不足の実
態を踏まえ、これに対応でき
る人材を安定的に確保する
仕組みを構築することが必
要である。

の修学資金賞与制度によ
り、地域医療に従事する饉
師が■威(毎年度フ名)され
る



これまての取組状況(進捗状況)

・小児 の 1次救 急 医療体 制

は、在宅当番医制等、2本 救
急医療体制は3病院で輪番
制を組んでいるが、救急対

ない空自日力く週3
日生しており、体制縫特は厳
しい状況が続いている。
・日域の周産期死亡率の悪
化、低出主体重児出生率が
増カロする中、産婦人科を標
傍する医療機関が、年々滅
少しており、小児救急、周鷹
期医療の安定的な提供体制
の構築、ハイリスク分娩への
対応の充実が必要となつて
いる。

推進により、医療機関間の
連携.ネットワーク化が強化
されるとともに,救急医療機

医薇ネットワークの構築年に
より、医療機関間の連携、
ネットワーク化が強化される
とともに、救急医療機関が本
来担うべき機能を効率的に
果たせる体制力く確立される

る統一電子力71・7のコ
システムの導 入にょり、匡

(急 性期医療、回復期医療、

や各医療機関が連携してい
ことをリーフレットや講濱会

安心感を持つてもらい、病状
に応じた医療機間を受診で
きる
病院フェスタの開催などに
より、地域全体で地域医療を
守るという意識が露成され、

二受診の141制●
~適

正

、切れ日のない医
られることに対して

管疾患及び心疾患地域連携クリティカル′
ネットワークシステムを構策する。

こおける医療機関の通携を強化するた
め、思者情報を■有する地域医療連携システ
ムの構築、周農期に関する医療機関を結ぶ地

ステムの奎備を行うとともに、

ステムについては、これまで、
公立3病院)と,1報閲覧病院

とともに、3次教急医療機関(県立加古川医
)との協議会を開4Lし、限られた医療

ホ救急:2次救急のあり方検El会、県立力0古川
医療センターと公立(的 )6病院の協鵬金、公立

る症例検討全
=の

開催による
ネットワークの構菫。
これまで救急医療体制整備にかかる検討会を

*脳血管疾患:市 立●脇病院の脳卒中セン
ター(仮称)を 拠点とした地域連携クリティカル
スヽ専にょるネットワークを構築。

中心痺思:北 播磨給合優贅センターの心魔血
ンター(仮称)を拠点とした地域連携クリテ
ス`毎によるネットワークを構築.

ホ国産期 :遣 隔医療を,言用した風産期医療ネッ

中小児救 急 :小 児救急の国餃 ネットワークの構
これまでに小児教急医療フォーラム●を聞

・地域住 民の理解促進、協■l体制の確立

長●に対して、医療□内の医療級間の
役割 分担 (急 性期医療、口慣期医療 、維持期 医

、在宅医療0)や各医療機関が連携している
ことをリーフレットや綺漬会などて日知すること

、地域医療に関する理解を深め、切れ日
嘔 療が受けられることに対して安心感を

てもらい、携状に応した医療機関を受診す

診療所)において平成23年 12月 からモデル運用
を開始しており、翌年度以降、モデル適用構証
を通して段階的に拡大していく。
また、地域において中ib的な役割を築たす公立
(的 )6病院による検1寸 会、症例検tt会を開催す

ステムの構築、遠隔医療を活用した地域
産期匡景システムの整備、地域連携クリティ

スヽの推進により、践療機関間の連携、
化されるとともに、救急医療
機能を効率的に果たせる

・地燎住民等に対して、医療日内の医療機関の
(急性期医療、回復期医療、維持期医

環、こ宅医療苺)や各医療機関が道携している
ことをリーフレットや鰭濱会などで周知すること
により 県民が地域医療に関する理解を深め、
切れ日のない医療が受けられることに対して安

てもらい、病状に応じたE療機間を
受診できる。

・書院フェスタの開催などにより、地域全体で地
るという意識が醸成され、コンピニ

受診の抑制苺適正な受診行動の促進が図られ
る。

(↑ 崚―電子カルテ コア
システム導入事業を統

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)

これまでの成果
(今後期待される効果)

BH連事業名
(■金投入額:単位千円)

また、地燎住民等に地域の周院勁務巨の動務
状況等を理解してもらうため、病院フエスタなど
を開僣するなど地域全体で地域饉療を守るとい
う意ltを霊成する。
中西鵬小児医療を守る会毎とのコラボレーショ
ンによる地域の意議の醸成
Ⅲ病院見学ツアー、病院フエスタ.オープンホス
ピタルの実施
*AED警及啓発●業の実施毎

これまでの取組状況(進捗状況 )

への救急搬送件数が、全搬
送件数の約8割を占めてい

る。三篤な敷急思者の大半
は、他口域の救命救急セン
ターに搬送されており、救急
医療体制が脆弱化。この状
況に対応した総合的な救4_

医療体制の充実が必要と
なつている。

)の 開設により、総合的な

小児敦急、心疾患

西脇病院の機Itの 強イヒ

が確立されるとともに、周
、脳血管疾患をは
救急医療体制の

療■の再生(救急医僚年の拠点整備)

・
=木

″ヽ野両市民病院の統合による機能強化
医療センター(仮 称)の 開設

の救命救急機能、小児敷急医療機能を
るとともに、すべての救急患者を受け入

ける救●_医療体制の中心機関と位置づける。
署については、30分以内に搬送可能

な陰挨田域の救命教急センターと連携する体

これまで、基本設ll.実 施設EIの後、用地達成
を行い、本体工事に着手している。

・市立西協病院による国産期、脳血管疾患の救
命機能強化
十日域内の周産期医療機能を強化するため、
地域局産朗母子医療センターを指定する。
中脳血雷疾患の教命救急機能を強化するた
め、国卒中センタ

=仮称)を設置する。
これまで、Cス 64列 )の 設置、MRI様の増築に係

の開設、市立西協病院の機能の強化によ
り、施設間の役●lを明確1ヒし、医療機関同士の
こ携を強化するなど、総合的な救急医療体憫

立されるとともに、小児救急、周産期医療、
管疾患、心疾患をはじめとした救急巨療体



兵庫県の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果
(平成22年度補正予算にかかる計画分)

これまでの取組状況(進捗状況)

足や、新露師臨床
のOl設を契性とし

、勁務医不足や診燎科、
医師の偏在が顕在

ており、へき地の医療機
聞や特定の診僚科・診療分

り、医師確保対策

・かかりつけ医を中心とした

でのプライマリ・
門的に担う医師や.患著
ニーズに包括的に対応で

の構築が必喜。
・医師の負担軽減のため、E

医療人材姜成・派遣の仕組

・医師やコメディカルの教育・

・医療機関の役割分担の明

・口の「珈成長戦略」を踏ま

・EB市の負担滅 として、医師

・潜在看獲職員の活用を促
る仕組みを構露する。

医IID会 専と運構し、全県の医療人材姜
派遣の拠点として、神戸大学に地域医療活

化センタ=(仮称)を整備する。
養成・派遣の仕組みや運書体制等の検

計、建設予定地に存する建物の解体、施投の

地域枠定員増による医師の養成増
成23年度に定員増を行つた神戸大学の地域

=2名
に対し新規賞し付けを行つた。

・医師事務作業1南助員の導入促進
医師事務作業補助員の資格取得の
会への,カロ等の経費を助成することにより、資
賃向上と定着促進を図る。今年度から補助

=業を開始する。

・潜在看讀B誦 の活用
潜在看捜蹴員の活用を図るため、効果的な求
人球職のマッチングを支援するシステムを8n

せて、復議に向けたwebでの学習システムを
真技研修と組み合わせた職場複帰支

援を行う。
現在、マッチング支援システムについては今年
度中の適用聞|.・を目指し、看護協会においてヽ
テム間発業者の選定中であり、職場復帰支

援システムにういてはシステムの内容等につい

医會市等のE僚人材の集積と派遣(医島機
を担うことにより、医療人材の養成・派遣体

また、
「

ネットヮークを活用し

・医師の地域億在解消のための修学資金貸与
、地域医療に従事する医師が養成

(従来からの毎年度フ名に2名 増の針0名 )され
ている。
(平成24年度以降は平成24年度定員増3名 (神
戸大3名 )を加え、毎年12名 )

当該事業及び従来から案施してし
.県が政策的に派遣する県晏成医

年度の18名 から、平成38年度に

・E飾事務作業補助■の責質向上と専従者の

霧賢僣帰進島象亀普背:ノ
病ヽ院勤務医の彙

.職場復帰支援システム及びそれと違動した効
果的なマッチングシステムの運用により、■積

の人材確保が促進される。

関連事業名
(基金投入額(単位千円)

・遺隔医療の体制を整備し、
医師不足を補う。
・適切な受診行動促造の取

てヽは、平成19年 2月 の「但島の
医療確保対策協議会」において、今後の■本的
方向性の一つとして、「小児科・産f4の集約化J

を目指しており、その方向に沿つて検討会を立
1上 げ、諸絵が進められている。関係市町をは

じめ、関係者の合意を前提に、今後も安)0して
産み、育てられる医療環境を確保するため、周
産期・産14医療を集約し、但罵こうのとり周産73

医療センターを整備する。現在、検討会におい
て周産期E僚の集約化や人材確保など、但島
地燎全体の安全・安0な周産期目僚体制の検
討が進められている。

・遺隔医療の体制整備による地ltにおける小
児・周産期医療支援
児14、 産科、放射繰科匿等の不足に対応し、

小児科Eや放射鎌科E等の専門Eを多
る大学や高度

=P'医
療機関に違隔医療

、送られてきた画像を元に追隔
。今年度は遺隔医療体tll整備検討

員会を2回程度開催し、遠隔医療鰺断の拠
る医療機関の選定など、1次 、2次の小

・周産期目瞭を支援するための選隅医療惨

匡療機関の役割分担や運謗について、
リーフレットや臓潰会などで周知することによ
り、地域住民に地域の共有財度である地崚E

る理解を探めてもらい、冑状に応した
E療機関の適切な曼鰺を促す。実施にあたつ
は、各田域毎の実情に応じ、「地域医晨を守る

の各種団体と協力 遭携しながら、医療
や、リーフレットの配布■によ

り啓発を行う。.

※医師会が実施する「教急饉燎を考える医療

る教急電話相談等についての啓発うち

なつており、遠薦医療の

画像の腕影.・ 診断を
「う医を確保する必要

・適切な受診行動の促造に
てヽは、特定の日域のみ

り組みに留まってい
る。
・医師養成数の不足から
る医師不足や、新医師臨床

の創設を契機とし
勤務饉不足やじ療科、

ており、へき地の医療機

、医師確保対策

・但罵地域の産科E燎は、
Eepl人あたりの分娩取扱

なヽど、医師に過
担がかかつている状

医師の3齢会に
危機的な状況に直面し

産期底書体制が確保きれ、へき地におけ
る周産期・産科E集約のモデルとなる。

送隔医療体制を整備することで、地域間、診
医師の個在による医師不足を補う。

・医療フォーラム等の開催
、地域全体で地域医晨を守るという意識

コンビニ受診のl・n制等遍正な受診



地域医療の課題 日標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果 、

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

・欽 教息医療機能及び患者
の受入れに課題のある阪神
プロックについて、あらたな
救急救命センターの整備が
必要。
救急救命センター●の3次

救急病院において、救急医
をはじめとする救急医療を担
う人材の確保が必要。
2次救急医療口域を越えた
思者搬送や県域を越えた患
者搬送が行われている地域
においては、日域 FI「 、隣ll府
県|「 の連携を図る必要があ
る。
2次救急医療機関での受入

れ体制が十分でない地域に
おいて、0次救急医療機関ヘ
の思署搬送が集中する傾向
にある。

・医療の百度・専Fl化 、こ宅
医療の支援機能の強化及び
災書や救急医療等に対応で
きるよう、■護職員への研修
を実施し、資質の向上を図
る。
・県立尼崎病院と県立塚ロ
病院の統合新病院において
統合散急センターを整備し、
救命救急饉療における他圏
域の後方支援と、マグネット
ホスピタルとして奎県の総合
的な救急医療人材の育成を
図る。
・救t医をはじめとする救急
E庶を担う人材を確保する
ため、人材盲成を進める。
ドクターヘリを活用した搬送

体制を推遣するなど、広域
搬送の仕OEみを構籍する。
・1次救急医療機関への患者
搬送の集中を緩和するた
め、2次救急鷹療機関を強化

・県ユ尼崎清瞬 と塚 口病院の統 合による総 合教

急センター整備
平成22年 1月 lF策 定した地域医療再生計画に
おいて、日産期から、小児、成人まで、全ての疾
患において24時間365日 、救命救急医療を一
体的・安定的に提供する総合的な高度救急医
療体制の翌日を図っているところである力く、今
回新たに救急目僚体制充実のため、他日域か
らの救急患書受け入れに備え、増床及びヘリ
ボートの設置を行う。また、総合的な救急医療
機能を備えた臨床現場の強みを生かし、救急.

産科、小児科等の医療人材の養成に取り組む
ほか、メディカルバースセンターを設置し、県立
大学暑護学部と連携した質の高い助産IFの■
成を行う。
現在、建設工事の契約手続中である。

・県立こども病院と新神戸中央市民病院の一体
的運用による全県拠点整備       ‐
小児・周産期の専Pl医療機EIである県立こども
病院を、総合的な診療機能を有する新神戸中
央市民病院10接地に移転整備し、双方の高度
な医療資源の効澪的な活用により、小児から妊
産婦、成人まで総合的救急医療を提供する。
現在、基本蟄計中である。

・力1古川市綸合癬院壺備
平成23年4月 に地方独立行政法人加古川市民ヽ

病院機構として経営統合した加古‖西市民病
院(日加古川市民病院)とカロ古川凛市民病院に
ついて、統合新腐院の菫備を行う。
現在、設tt・ 建設業者の入札中である。

・播層地墳におけるドクターヘリ基地奎備
槽目地域におけるドクターヘリの導入槍1寸を遣
め、同地域の救命救急センターにドクターヘリ
の基地として必要な格納庫、給油施設苺を肇僚
する。■在碁地書院の選定中である。

・兵庫医科大学病院の機能売葵
現在、医療施設耐震化支橿基金事案を活用し、
急性期総合センターの整備を進めている兵庫
E科大学について、日域を越えた総合的なな
急医療体制の完案を回るため、投偏及び人的
体制が整つた段階で高曖款命救忠センター及
び総合陶産期母手医療センターの

'旨

定を行う。

県立尼崎病院と塚口病院の統合再編に併せ、
ヘリポート等の整備することにより、救急救命医
療における他日域に対する後方支援が可能と
なり、他圏域も含めた安定した救急医療体制が
確立される他、マグネットホスピタルとして全県
の総合的な救急E療人材や周産期医療従事者
の育成が図られる。

・県立こども病院と新神戸中央市民病院の一体
的な適用により、救忠、小児救急・周産期医療
における全県的な拠点となるほか、共同研修プ
ログラムを奏鷹することにより、質の高い若手
匡飾が要成される。

加吉川西市民病院と加古川東市民病院の統
合により、総合的な診療機能のもとに、小児匡
燎(救 急含む)、 国産期医療の充実が図られ
る。

・関西広域連合が推進する間西広域救急匡環
通携計画において、3府県ドクターヘリをはじ
め、今後移●される大阪府、和致山県、徳島県
(予 定)のヘリをもって、なおカバーできない播澤
I12域 にドクターヘリを導入することにより、県土
全体がドクターヘリの運航随日となり、県土全
体の救命卒及び社会復帰の向上が図られる。

・薔度救息救命センター及び周産期医療セン
ターヘの指定により、指肢切断や急性中毒、広
範曰熱傷といつた41殊疾患やハイリスク妊産婦
苺への対応が可能となり、救な臨療体制、周産
期医療体制の発案が図られる。

Rヱε 崎 清 屍 と辱 口層掟 の

螢富
による総合救患センター   フ

15.944

:雲聴曾諾
的題副■ ム

"■
∞0

加古川市総合病院璽爾
~~丁

覆両面蒟

路猶「
利70ドクターヘ 80p00

量
暉■科大牢調時の●_●.充      0

する。

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)

これまでの成果
(今後期待される効果)

関連事業名
(■金投入額:単位千円)

E出生体菫児の増加薔に
よる需要の拡大や、入院の
長期化守により、NICuが恒
常的に滴床かそれに近い状
態にあるため、周産翔救急
患者の受入れが困難となつ
ているケースがある。
・母体救命救急においては、
一般救急医療及び間違診僚
分野との連携が受人体制確
保のために重要であるが、
十分な体制が確保していると
は言えず、ハイリスク妊産蛹
やハイリスク新生児の一次
救急医療期間から二次・

=次救急医療期間への搬送な
ど、医療施設間の連携が必
要である。

・各周腫翻暦僚□域の人ロ
や出生数、底療機関の実態
等をal案しつつ、総合周産
期母子医療センターを新た
1_l旨 定する。指定にあたって
は、母子菫命に対応可能な
医療機関を優先的に検討し
ていく。
MCu等の整備を進める。

・総合周産期母子医療セン
ターが複数整備されることを
勘案し、地域局慶期母子医
療センタこの新たな認定や
既に認定済みの施設の機能
強

`ヒ

を図る。

・県ユ尼呵病院と塀口病院の統合による総合教
急センター螢備
平成22年 1月 に策定した地lt医療再生計画に
おいて、日屋期から、小児、威人まで、全てのま
愚において24時間365日 、救命救急医療を一
体的 安定的に提供する総合的な高度救急庭
薇体制の整備を図っているところであるが、今
回新たに救急匡燎体制充実のため、他圏laか

らの敦急患者受け入れに備え、増床及びヘリ
ポートの設置を行う。また、総合的な救急医療
機能を備えた臨床現場の強みを生かし、救急、
日科、小児科等の医療人材の秦成に取り組む
は力、メディカルバースセンターを設置し、県立
大学者IE学部と運揚した質の高い助虚師の青
成を行う。
現在、■般工事の契約手続中である。

・県立こども病院と新神戸中央市民病院の一体
的運用による全県拠点整備
小児 周産期の専門医療機関である県立ことも
病院を、総合的な診療機能を有する新神戸中
央市民病院隣接地に移転釜備し、双方の高度
な医療資源の効率的な活用により、小児から妊
産婦、成人まで総合的救急医療を提供する。
現在、基本設計中である。

・加古川市総合病院整備
平成23年 4月 に地方独立行政法人加古川市民
病院機構として経営統合した加古川西市民病
院 (1日 加古川市民病院)と加古川東市民病院に
ついて、統合新病院の整備を行う。
現在、ll計 健 般業者の入をし中である。

・兵庫医科大学病院の機能充実
現在、医療施設耐震{じ支援菫食事業を活用し、
急性期総合センターの整備を進めている兵庫
医科大学病院について、日域を越えた総合的
な救急医療体制の充実を国るため、般傭及び
人的体制が整った段階て高度救命救急セン
ター及び総合周産期母子医療センターの1旨 定
を行う。

・県ユ尼崎病院と塚口病目の統合再編に研せ、
ヘリポ=卜●の整備することにより、救急救命医
療における他日域に対する後方支援が可能と
なり、他□域も含めた安定した教急医療体制が
確立される他、マグネットホスピタルとして全県
の総合的な救急医療人材や周産期医療従事者
の青成が図られる。

・県立こども病院と新神戸中央市民病院の一体

曽奮澤懸誇鳳」爛 (珊酷
ログラムを実施することにより、賞の高い着手
医師が奏成される。

・加古川西市民病院と加古川東市民病院の続
合により、総合的な診療機能のもとに、4ヽ児区
療(救急含む)、 周産期医療の発案が図られ
る。

・高度救急救命センター及び周産期医療セン
ターヘの指定により,指肢切断や急性申毒.広
範曰熱にといつた特殊疾患やハイリスク妊産婦
毎への対応が可能となり、救急医療体制、周産
期医療体制の発案が図られる。

嬌工嘔嗜■は ■口輌曖の

曇富雅贈絆
含救急センタ=  745,944

囁
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こも輌嬌 と勁 F戸 中 ス

:蠍二摘器
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口百 ,1市聴合嬌匠堅晏 (再褐) 1000000

Rtt E■ ステ?曇籠え果ζ■■)      0



(基金投入額:単位千円)

立こども病院と、各圏域の2
次小児救急病院との円滑な

・特定の地域、診療科におけ
る医師の偏在簿により、県内
でも小児科医の確保が困難

・1次小児救急医療に対応で
きる医師を姜成するため、平

小児救急医療研修を

認躍 瀾 壌任原籠
、`小児科饉氏の不

足している医療機関に配置
ているが、さらなる研修体

・専門分1と が進む医療環境
において、ll婦から出産、小
児、思春期を経て成人人の
発達、そして妊婦というサィ
クルに関わる総合め、経続
的な医療である「威育庭療J

が必要とされている。

急センター整備
平成22年 1月 に策定した地域医療再生計画に
いて、日建期から、小児、成人まで、全て

て`24時間365日 、救命救急E療を―
・安定的に提供する総合的な高度救急医

療体制の整備を図つているところであるが、今
回新たに救急医療体制充実のため、値日域か
らの救急患者受け入れに備え、増床及びヘリ

設置を行う。また、総合的な救急医療
を備えた臨床現場の強みを生かし、救急、
、小児l■ 等のE環人材の養成に取り組む

ほか、メディヵルバースセンターを設置し、県立
部と連携した贅の高い助蔵師の書

建設工事の契約手続中である。

県立こども病院と新書戸中央市民携l●iの一体
的題月による全県拠点笙僚
児・周産期の専門医療機関である県立こども

、給合的な診療機能を有する新神戸中
市民病院隣11地に移転整備し、双方の高度

資源の効率的な活用により、小児から妊
産

"、

成人事で綸合的救t医療を提l■する。

加ヽ古川市織含病院整備
平成23年 4月 に地方独立行政法人加古川市民

て経営統合した力1古川西市民病
(1日 加古ル1市民病院)と加古川東市民病院に
てヽ、統合新病院の整備を行う。
、設計・建設業者の入札中である.

リポート●の整備することにより、救急救命
る他日域に対する後方支l■が可能と

.lL□ 嬌も含6f‐安定嚇 急医療体制が
確立される他、マグネットホスピタルとして
の総合的な散急医療人材や周産期医療1

る全県的な拠点となるほ力、共同研修プ
ることにより、質の高い着手

医師が姜成される。

カロ古川西市民病院と力1古川東市民病院の統
より、組合的な診燎機能のもとに、小児E

県立こども病院と新神戸中央市民病院の一体
的な適用により、救急、小児敦急・周産期医療

療(救急含む)、 周産期医療の充実が図られ
る。

ライフサイク,レという新しい
づいた、成害医療

のニーズに対応する医療の

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今 後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

・出齢 iじ の選 展等により、今
後、在宅 医療 のニーズの大

幅な増大 が見 込まれるた
め、在 宅医療 体 制の充実が

急務となつている。

E帥織手と理勇した●早医
療撻逮協議会の設置

・EglI金 零とl「・力した在宅匡無推遷協議会の設
置

平成24年 3月 に県内の診療所等を対象として、
県内の在宅匡環を提供する機関やサービス内
容事についてのアンケート調査を実施した。
平IL24年 6月 に医師会.毬科医師会、■菫協

会等の代表言で構成するこ宅医療推建協巌会
を設置した。

アンケートの猥壼 分析結果毎を基に、在宅医
療推進協議会ltおいて、在宅墨療の推違方策
及び災書時に対応可能な体制づくりの検討を行
うことにより、地域における医療連携の仕組み
を構策し、適切な在宅医療の提供の促進を図る

認書墨:鰭躍千
宅E療  20,000

奈良県の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果
(平成21年度補正予算にかかる計画分)

奈良県

北和地域

(

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)

これまでの成果
(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

0麻酔科日の不足により十
分な医療力ぐ提供されていな
いことから、麻酔科の効率的
な運用が求められている。
O初期・後期臨床研修目の
確保が十分でないなど医師
暑II師が不足していることか
ら、人材の確保 晏成が求め
られている。
O臨床研究を絶道する十分
な施般と人材が不足している
ことから、充実強化が求めら
れている。

0麻酔科区の動手09な運用
0新たに整備する高度医療
拠点病院の運営に関して必
要となる饉燎人材を確保
0臨床研究の充実強化

0県ユ医科大学及び近減大学の緊な医師確
保特男1入学試験合格者に修学資金を貸与(費

与者42名 )

0小児ll産婦人科・麻酔T4・ 救命救急セン
ターやへを地での勤務を希望する県内外の医
学生・研修置に奨学金を貸与(貸与者27名 )

0総合医の手成を回るため、平成23年 11月 に
発学金退遺負除対像鬱療科に「紋tr4J「総合
惨療科Jを追加した。

0業
'贅

,の■与を受けた者が県内で勤務を
開始することで、県内の医師不足、医師の偏在
が解消される。
O平成23年 11月 l=奨学金返還免除対象診籠
科に「赦急科J「総合惨薇科Jを追加したことで、
今後、断らない教急の実現に必要な、「ます診
る」という晏勢を持ち、幅広い診療能力を持つた

「総合Elの増加ぶ麟待きれる.

一一一
腱
椰

O高度饉薇拠点病院の遭曽に必要な看讀師が
覆保される。

地域医療の課題 目繰 これまでの取組状況(進捗状況)

これまでの成果
(今後期待される効果)

関連事業名
(喜金投入額:単位千円)

0地燿の医僚機雌 の患雹
IR組の共有が回られていな
いことから、地城、院内及び
救急障を含めたr化による
診環情報の共有化が求めら
れている。
0県内には地域医療支援輌
院がなく、病病連携、崩鰺運
携が地域の拠点輌腕を中0
に活発に行われているとは
言えず、地域医療ヨ携パス
の普及も芳しくない。今後
は、一層の摘綱連携、病診
連携を推菫していくことが求
められている。
O地域の中核病院を中心に
した地域医療ネットワークに
おいて、診療l■組専を共有
し、地域医療連機パスに活
用すること力(求められてい
る。

0地域医療の燎要と供給状
況を持機的に把握し、医療
責簿を最週に配置するプラ
ンを考えていくための仕12づ
くりの実現
0地l●匡燎理揚パスの積瀬
的な導入を図るともに、重要
療思について、患書を断らな
い体制、切れ日のない医療
提供体tlの構築

0釈私の■瞑篠思における医僚機関の役割分
担及び連携・ネットワーク化の推進。脳卒中に
ついて地域

=携
パスを作成し、通用開始

0県立病院及び県立饉大JfI晨病挑をモデル病
院に設定し、■晏疾患急性嶽の惨燎操程や絡

0脳卒中に係る地燎連携バスの先行運用lt伴

い、今後、検証しながら県下全域に広めていく。
また、他の■

=ま
患(■壼外傷、急性腹症、周

農期疾患)についても模81することで、切れ日
のない医藤ll■体制が構築される。
0繊尿覇鰺燎における医師の診農レベルのば
らつき、思書による沿療の中断、血精コントロー
ルの悪化など、合併症を起こしやすい状況が改
薔される。
O救急要請(覚 知)からE療機関受け入れまで
の時間が短縮される。
O収集・分析したデータを数IE化し、公表するこ
とで、病院にとつてはぼ簾の■の向上に利用で
きるとともに、思者にとつてはE療機出がどのよ
うな治療を行つているかを知ることができるよう
になる。

枚急Ettth体鸞構●I● 葉   5.フ 85

糠尿■医療連携支饉事業  ‖5930
に0口轟・■人■歯薔

“

二定
`■

    54315
漱●

"、
及●●●こ■■■奎

==■
■     1324

栞 に 関 す 0ア ー タの 収 栞・ R豪・分

"モ
妻 両

0回復期・維持期病院について鬱療操程や結
果に関するデータの収葉・点検・分析を行うた
めの調壼を栞施。
O糖尿書の鯵燎連携支援として導Pl医と非専
,1医の診簾運鶴に向けた糖尿病お療支援シス
テムの設計、開発及び興腱籠研修会の実施
0救急憲者を選や力ヽ こ遭切な匡療機関へ搬送
するための実施墓準策定、運用開始(H23:31

蔵念
「

硼ll颯システム改■■業    1735
ほ●騒α彗引システム(●‐hTC O`3    68,959

E■ま●嘔燎●●●■,籠尋■   147892

■■,

0傷病者の臓選 受け入れの実施に関する●

率の運用を検証するため、消防機 ||・ E療機関

等を構 成長とする協議会を通営

0傷病者の搬送・受け入れの実施に関する
=準の適用を支援するための10■活用したシス

テムの構贅、週用



これまでの取組状況(進捗状況)

一次救急医療体制が十分で
たヽめ、二次救思病院に

軽症者が多く受診し、本来の
治僚に支障を来

している。
O二次救急病院や救命救急
センターにおける受け入れ

先案 強 4ヒ が求め

らオヽている。
O急性心筋梗墓の診断、適

されているが、今後も現体制
を維持・充実していくこ
められている。
O脳卒中の診断、通切な治

整備されていない。
Oハイリスク妊婦について県

ることから、同産期

ている。
O小児科医の減少から地域
の小児二次輪書体制の維持
が困難となつてきており、県
立病院の医師の負担が大き
くなっている。

こおける手術、放射
繰治僚及び化学僚法寄を組
み合わせた効果的な集学的
治療を行う人材 施設が不足
t´ており、また、十分な緩和
ケア体制が整僚されていな
いことから、がん診療拠点病

化 /11求められ て
いる。
O災害拠点病院における■

やヘリポートが螢備され
なヽいことか ら、災書拠 点

る`。

自となる時間帯や

O散急聴や二次救●_病院か
らの依頼を全て引き受け、特

諷については絶

0救患襲8R(覚知)から医療
入れまでの平均時
:357分 (H20)‐ 25

(10年前(H101の 水
=)

菫症患者の救急搬送時の

のコ合の減少:&4ヽ伸20‐

リスク妊llの 県外搬

減(H25)

児二次救急体制の充実
小児医療の機能強化

0手術.放射線治療.化学
薇法書を組み合わせた効果

0災害拠点の機能強化

としてt県立奈良病院の移転姜備を推進。建
築・・t成工事基本設tt等 に着手。

イヽリスク新生児を搬送するための電療機器

次敷急饉療体制の充実に向けた市町村と

て持続可能で安定的な摯急医療体制、
医療体制事の構築と総合的ながん対策

イヽリスク新生児を搬送するための医療機器

ることにょり、小児科を含めた一次救
体制が空白|なる時間帯や地域が解,関 され

奈良県の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果
(平成21年度補正予算にかかる計画分)

奈良県

中南和地域

( 等確保)

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)

これまでの成果
(今後期待される効果)

関連事業名
(■金投入額:単位千円)

0医師不足により、診僚科
の間鎖、病院・診療所の存
続が危機的な状況にあるほ
か、診療科による医師の偏
在も起こっている。また、初
期、後期臨床研修医の確保
が十分でないなど医8市・■置
師が不足している。

0安定的な医師派遣システ

ムの螢備

0医師 ■眼師の養lt・ 確保
0臨床研究の充案強化
OIE常分娩に対応できる助
農師の鷹保

0地崚に必要な医師を配置するシステムを構
員するために県立医科大学に地域巨燎学講座
(H2210)及び地壕晨環総合支援センター
(H230)を 設置した。
OE師募集サイトの運営、臨床研修病院説明
会や「研修医の集い」のn3催、臨床研修指導巨
麟雷会を実施する病院に対する支援
O総合医を養成する研修プログラムを興施、日
学生や研修E等を対象とした地域底薇ワーク
ショップの開催(H22五 燎市、I123● 爾村)やへき
地診療所体験薬響を実施
0大学在学中から地域医療マインドを露成する
ため、奨学生手を対象とした診療所年奥習を実
施
0認定看額師等資格取得を支援する病院への
支援(14病院(10人 ))

OE環撮lnt理者向け研修の実施(H229～ 12

月(5日 間)、 H2311～ H242月 (5日 間))、 多様な
動き方実現モデル病院(2病院).推進病院 (3病

院)への支援
0■饉師等学校養成所遺学ガイダンスの実施
(H227月 .H237月 )、 合周就職相談会の実施
(H226月 、H232月 、H201月 、H2312月 )

0訪間■議事業所管理者向け研俸の実施
(H217-H2010月 (3日 間))

0■餞職員や看護学生の定着促進を図るた
め、メンタル相観窓口を設置

0地コに必要な医師の通正配置が推進され
る。
O臨床研修医が奈良県に定着し、奈良県の地
域医療を支える医師が増える。
0多くの医学生や研修医に未良県のへき地巨
晨について知る機会を提供する。
O県立医科大学力

`行
うメンタ‐奥冒等を支援し

て大学在学時から地域E廉への意飲を譴成
し、医学生の県内への誘引・定着が図られる.

0/4t立病院等の経営力を向上させ、継続的な
蜃療人材確保の

“

織を確立させる。
0目藤スタッフがその能力を最大限発暉で會.

高いモチベーションを42持できる病院となること
が翔待できる。
O惚定看ll飾等贅格取得の支機や●lき続けら
れる環境整備年により、看顔職■の県内就業、
定着及び離職防止が図られる。

医師配置システムの運営  120.557
医師確保推進事業   20945
へき地饉師確保推進事業   8,176

““
規ω●マ″嗜鯰oた oいぅ繹■   7.669

病院経営講座開催事業   6.60(
●L帥キヤリアアップ●支IE●■    34584
●IIll口 の,■ 7.I● ●力員輌賣饉

=●      2281
ナースセンター事業   3931
訪問看韻管理者研修専業

啜立
"眈 '饉

0あリオ薔肘事
=

８７２

一
２２０

書燎職員メンタル相餞事業   5578



地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

υ囁円にほ瑯撃巨置ヌ曖務
院がなく、病病連携、病診連
携が地域の拠点病院を中心
に活発に行われているとは
言えず、地域医療連携パス
の普及t芳しくない。今後
は、一層の病病連携.病診
連携を推進していくことが求
められている。
0現在.健康 医療に関する
様々な情報は、患奢 住民に
とつて分かりづらく、また、一
方的に配信されている。

0地軍睦無理露バスの積極
的な導入を図るともに、菫裏
漢菫について、患者を断らな
い体制、切れ日のない医療
提供体制の精繁.

0県民一人ひとりが、どのよ
うな保健・医療・福祉を受け
ることができるのか、必要に
応してわかりやすく整理し提
1共 。

0敦8の重要疾患における医療機関の役割分
漫墨茫号債ぜ贈盆塁裏ス惧T搾澪ι:艦普欄L
露鵠尉麗諄機λ鐸籠r凛協鋼
誂智黒t響機亀騨戦恵,雅よりわかりやすく提供

031L心筋蜃選に係る地域連携バスの先行通
用に伴い、今後、検証しながら県下全域に広め

思凝梅盤1野電搬 脳場
8晏8靴躙 壌鼠1薯輛認零ま誓曽れる。

報を殷彎望11輔翼謝躍配筆

- 5,785

ならの力{ん地域饉凛二毬事業  .24.12フ
ならのがんi鐘●■奎

"口
,  15623フ

健康.医療ll報提供事業  99949

ttt医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(轟金投入額:単位千PI)

O体日夜間応急診療所など
―次救急医療体制が十分で
ないため、二次救急病院に
軽症者が多く受診し、本来の
二症息者の治療に支障を来

0小児科を含めた一次71n
体制が空自となる時間帯や
地地の解消
o救急隊や二次救急病院か
らの依頼を全て弓陸受け、特
に菫症な疾患については絶
対に●|らない
0救ε奏鯖(覚知)から医療
機関受け入れまでの平均時
間の短縮 :35'分 (H20)‐ 25

分(10年前0101の水準)

(H25)

0■掟患者の敦急搬送時の
現場滞在時間が30分以上
の割合の減少:0 41XH20)→

半減(H2め

0ハイリスク妊婦の県外搬
送の割合の漱少(22SttKH20i
→半滅(H25)

o小児二次敦急体制の充栞

0商反E環拠 点病瞬として、機能の冗案を図る

ため、県立医T4大学附晨病院に (仮 称)中央手

II饉の登備を推進 .

0-次救急医療体制の売実に向けた市町村と
の協議の場を設定
0救急車要請の適否や匡猥掛闘案内等の救
急相談霊口としての救急安心センターを運営
O傷病者の搬送・受け入れの実施に関するニ
率の運用を支援するためのiCTを 活用したシス

0県ユ医科大学IIIE鋼院に設置される「■症
な疾患について断らない救命敦急壼Jにおい
て、24時間体制で断らない救急が実現される。
O中南和地j● の拠点となる休日夜蘭応急じ療
所を整備することにより、4ヽ児料を含めた一次
救急体制が空自となる時間帯や地域が解消さ
れる。
0安易な救急車の要‖が抑制され、■に急ぐ
べき患者が受診を控えることのないよう誘導す
ることにより、通正な救急医壼が磁保される。
O救急要II(覚知)から匡療機関受け入れまで
の時間が短縮される。
O収集・分析したデータを数饉化し、公表するこ
とで、病瞭にとってlt医療の■の向上l_H用で
きるとともに、患者にとつては医療機関がどのよ
うな治燎を行つているかを知ることができるよう
になる。

●n●地4凛EE●
`奎

蠣嗜薔口
`■

  1465101

味日夜mttttン ター0壼●    226
餃急安心センタニ遺雪

=彙
  34n32n

臓0●α
=“

システム(●・MArO● )`●     68.957
し■い0.
0二次救急病院や救命救急
センターにおける受人体制
が整備されていないことか
ら、救急医療の発案強化が
求められている。
O脳卒中の診断、菫切な治
療を総合的に行える施設力|

整備されていない。
Oハイリスク妊婦について県
外への母胎搬送が依然とし
て存在することから、周産期
医療の機能強化が求められ
ている。
O小児二次輸番病院が多数
の一次患者の受入によリニ
次救急愚者の対応に支障を
きたす恐れ力

`生
しているな

ど、小児科二次綸書体制の
維持が難しくなっている。
また、より菫篤4ヒした患者

に対するこ次救急医療の機
能強化が求められている。
O増加を続けるがん患モに
対して、最先鰭の放射線治
療や、より高精度の検壼ヘ
の対応が求められている。
O災書拠点病院における耐
震1と が日られていないことか
ら、災書拠点病院の機能強

菫瞑篠●嘔颯崚t49■分

“

●■   1198B2

テムの構簾.運用
O県立病院及び県立E大附属病院をモデル病
院に設定し、菫姜疾患急性期の診療課程や結
果に蘭するデータの収集・点検・分析を実施
0回復期,維持期病院について診薇凛程や機
果に関するデータの収集・点検・分析を行うた
めの闘査を実施

と小児IE環の磯屁薇1じ

0最先鶴の旗射線治籠や、
より高綺度の検壺に係る
こ―ズの高まりに対応。
O救念車を呼ぶぺきか否か
選う場合の県民0相談1■応
じ、円滑な救急業務を推進。
0高度E僚拠点病院(マグ
ネツトホスピタル)の整備に
あわせ、施設の耐震化を確

,しかスのられζい0.
0急を要きない症状や軽い
症状での時間外教急受齢や
タクシー代わりの救0車利
用などの不通切な救忠利用
がある。



奈良県の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果
(平成22年度補正予算にかかる計画分)

奈良県

(ヽいずれも急性期医療を

0医療 機能 低下に伴う患 書

数の減、経営状況の悪1ヒ

0南和医療日の公立3病院
療機能の低下(医師・書

足、急性期・救急医
療機能の低下)

」を基本理念として、再編
後の南和公立病院器は、地

救ヽ念の実現」を
はじめとする急性raからリハ

、1つの救急病院 (急 性
と2つの地域匡僚セン
(療姜期)に役割分担を
、`体制を再構築する。

自治体以外の市
めた全ての商和医

)と県を構成団体とする一
務組合(公営企葉法全

)を設置し、より効率

治医科大学卒業医師を活用
るほか、県立匡科大学と

密に行い、地域とし
て必要な医師の安定的な確
保を図るとともに、総合医の

・確保を目指す。また、
こついては、■

0救急病院建設用地取得(H243) 支え1仕組み ・組織体制を構案す

立0病院の機能を再編する。

:■する県立E科大学附属欄院との連携強
へき地E療

^の
対応●を図り、総合的に地

和歌山県の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果
(平成21年度補正予算にかかる計画分)

和歌山県

紀南地域

保 )

地域医療の課題 目擦 これまでの取組状況(進捗状況)

これまでの成果
(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入瀬:単位千円)

紀南地域をはじめ全県的に
医師不足が問題化。地域巨
療の拠点的役割を果たして
いる公的病院の医師不足は
深刻であり、地域医療体制
の維持が喫緊の課題

・県全体で医師のキヤリア形
成が可能な環境整備
・県立饉大地域医療枠及び
近攣大学医学部和歌山県粋

地 軍医療支援の中核となる地域E療支援セン
ターを設置した。
・和歌山県立E科大学地域区環枠及び近性大
学医学部和歌山県枠の学生30名 に対し修学賛
金を新規賞与した。
和lt山県看lE協会において、潜在■護職■■
録システムを構築し、復職研修を実施した。

和歌山県ユE科大学県民巨薇枠・地域医療枠
学生等の卒後9年間の研修体制等を横酎。
平成27年度卒業予定の学生6名 、平成20年度
卒業予定の学生9名 、平成20年度卒業予定の
学生15名 を確保。
潜在看E職■等につぃて、547名 が螢鎌(H243
末)し、23年度末で45名 が復職。

懲
潜在看艘晴員復瞳専支援  3206o

入学書の10名 確保
・地域日康■に従事する医
師の確保
・再就彙看重職員の確保

これまでの取組状況(進捗状況)

効に活用しながら、地域で必
要な医療を受けられる体制
づくりが急務

立病院」が平成20年 11月 に開院した。
在宅歯科診療を推進するため、県歯科医師会
に往診車を肇備した。
・県薬剤師会において、興剤師を対象とした研

るとともにお栞手幅の普及

るとともに、医師が増加し、診療体制が発

紀南地域を中心に移動困難な高齢者等に対
し、住診車を活用し口腔ケア等を実施。

病院、診療所、薬局と連携
し、「お奥手帳」を普及推進。

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

から交通アクセスが幕く、日
辺医療日を含めた認南地増
で完精できる医療体制を確
保することが必要

・ドクターヘリによる搬送受け
・南和欧山医療センター1■おいてヘリポートを設

間違施設の螢麟を行った。

センター(南和歌山医療センター)を中心
に、地域の拠点病院等が違榜した地域完結型
の救急餞療体制を強化.



禦 目標 これまでの取組状況帷 捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

から交通アクセスが悪く、日
辺電療圏を含 めた紀露地域

・NIじU前根 霙

^4｀
印 ■ 種 雪

数 年間0人
・周産期死亡畢及び妊慶婦

地嘔局こ期母チ医療センターである紀同病院
において、CCu(後 方病床)の拡充.周産期間
係機器の整備や院内保青所の整債寄を行っ
た.

紀南地崚でlE―NICUを 備えた紀南病院の診
療機能が強化するとともに、医師●の勤務環境
が充案。

崎電目己用嘔薇センター崚籠強化   200,000

で完籠できるIE僚体制を確
保することが必要

死亡率 年間O件

和歌山県の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果
(平成21年度補正予算にかかる計画分)

和歌山県

紀北地域

これまでの取組状況(進捗状況)

学病院等中核的病院の■

・このような中で県全体の教

中核的瘍焼の救急機能

・地域二次救急医療機鵬の
餃急患者受入件数10%増加
・地域の拠点病院等での救

・各保健医療口崚から二次

患署搬送1覇減少
・県立こころのE僚センター

る老人性麗知症疾患

.3次から初期までの救急E薇機関相互連携
、効率的で質の高い救急医凛

こころの医薇センターにおいて、37k準の

精神rl救急E廉体制を確保。

これまでの取組状況(進捗状況)

ている。分競取撮

F間0件
県立魔大附口病院におけ

・各田域で分換機関1施設増

・周慶相関連饉療機関にお
る分競件数の増加

て,加・連携を行うための運営■支援を行つ

、県立匡科大学附属病院の00u綱床を
総合周塵期母子医療センターとしての

ド病院の当直業務等を行う輌惨週携を推
地域において安心して出産出来るE書体

■
■



和歌山県の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果
(平成22年度補正予算にかかる計画分)

(医師等確保)

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

り医療提供体制の機能維FT

に弊書

・ 饉 昧 u:● 1り 了曖 の 県 内 足

着率の向上
・臨床研修医の採用数の増
・新人■IE職員の離購率の
改善

祀 南 洒 瞬 獄 忠 医 療 シミュレー ション牧 ロ セン

ターの設置に向け、設備整備毎を行つた
。■餞教員泰威請晋会の間催準備を行つた
。新人

=護
織員年に対する研修をRFj催した。

鷲 南嬌瞬に救急医療シミュレーション数青セン
ターの設置し、研修の充実を図る。
・紀中地域の■饉師養成所の壺億することによ
り、安定的な書護師確保に取り組む,

・新人看駆師年に対する研修を充実さて、離職
防止に努める。H23年度は100名 が参加。 冨懲騨群L型酬

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)

これまでの成果
(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入観:単位千円)

中核的病院の興なる機能拡
充と地域の救急医療連携体
制の充実により、将来にわた
り持続可能な救急医療体制
の確立が必要

・教節独思センターにおける
救命率の向上
・三次救急巨療機関への軽
傷救急層者搬送の減少

・日赤和級山E環センター及び南和歌山底療セ
ンターの救命救急センターの機能強化に向け、
機器整備年を実施中
和歌山市夜間・休日応なセンターに■獲師に
よる電8吾相鱗を新設
・橋本E燎圏における病院群輸書制の発案、訪
間●IEステーションと運構した在宅当書医制度

・菫昴致急センターの機能が強化され、脳神経
系療憲や循環器系疾患に対する対応力が向上
・各医療日における二次救急医療機関と診療
所等が適切に機能分担と連携を行うことで、救
急医療体制が堅持

獅:
124800

これまでの取組状況(進捗状況)

発生が懸念されるため、災
害拠点病院棟における病院
機能維持対策の更なる強化
や広域医療搬送体制の整備
が必要

災書拠点病院、災害支援

広域搬送体制の確保
・D“ ATチームの11(4チーム

災害拠 点病院 等 の口星携

電話 整備案 loo・ 1

・県内医興品在庫管理体制
の整備

災審拠点病院に対して実施

建物の耐震化や室内対策を促進することによ
り、災書に強い病院づくリカ

'遭
む。

・南紀白浜空港に設置されるScuへ の医療贅
機材整備を進めることこより、広域医療搬送体

・災書拠点病擁に加え、災書支援病院において
県内oMATテームの整備を図ることにより、災

書時のE燎体制が強化される.

・災害拠点病院などへの画塁携帯電需整備等
災薔時におけるE晨連携体制の整備

底露冨石孫毒備賭      -21

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)

これまでの成果
(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

県かん診啜連携拠点洒院を
中心に、県内どこでも質の高
いがん治療をうけることがで
きる体制づくりが必要

・平成27年のがんの年齢調
整死亡率 (75建未満)739ヽ

新富市立匡凛センターにお
ける日外へのがん患看紹介
件数の出1漱
・和歌山市の肺がん検鰺受
診者数の増加
がん診療連携拠点病院と
grl惨廉所との連携体制の
構築

・非血縁モnn末梢血幹撻胞探取・移植診療科
認定施投を整備

・和医大附属嬌院の診療体制の強化、先進医
際の権遺、各E廉日の診療体制の均てん化、
がん予防の推進、歯科と運据した診療の実施
等に取り組むことにより、県内のがん診藤の充
実を図る。

当11lTTT―
0,500

353100
口帥豪

『

旱奎輌         29,483
E14口■連携推進       23.200



鳥取県の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果
(平成21年度補正予算にかかる計画分)

鳥取県

東部 (中部)医療圏

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今 後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

儘llI、 ■讚印のう`足により、
病院勤務医や看護師の負担
が増大し、その役割を十分
に果たすことができていない
ことから、医飾、看譴師の確
保や負IB軽減が必要。

【医師について】
0平成25年度末までに県内
の病院に勤務する医師数を
100人増やす。
「
Z'平成25年度末までに県内
の臨床研修病院が募集する
研修饉数(フ 0人 )の完足を
目指す。最終的な目標とし
て、鳥取県における都道府
県募集定員上限数(90人 )

の水準に高める。
(3ヽ女性Eallの多様な働き方
を支援する仕組みを構築し、
県内で医療に従事する女性
饉師の離職のllp制を図る。

121饉 崎贅肛■26人 (H22:8人H23:10人H24:
8人 )、 一般枠 21人 (H21:8人 H22:9人 H23:3
人H24:1人 )に新規貸付を行つた。

【6】 医師等環境改善事業
O医師事務作業補助審や

=饉
師事務作彙代行

韓員を新たに採用した場合の人件費及び新た
に派遣を受けた場合の晏託料に対して補助
・平成22年度:支付先9医療機関、交付額
13,491千 円

(饉師事務作業補助者10名 、看盤師事務作
業代行瞳員0名を配置)

・平成23年度:交 付決定元9麗環性闘、交付
額16.029千 円

(医師事務作業補助者10名 、看渡師事務作
業代行取員8名を記置)

【フ】臨床研修病院の施設設備整備について、
H22:5病 院H235病院H2415病 院に対し補助
を4,つた。

【8】 H22、 H23.H24とも4施設の看艦教育教材奎
備を実施した。

【0澪渡教員(H22:2人 、H24:4人 )、 英習指導
者(H22:5人 ,H23:5人 、H24:13人 )の養成を
行つた。

【10】 県立倉薔総合看震専Pl学校の定員増に伴
い実習模の増策及び本館等の改築を行つた。

【11】 認定書額師養成研修受話補助(3名 )を

行つた。   :

【2】左記貿付者が、将来は県内で勤務する見込
である。

齢置 課統 鍮 輩 基せξ 誓疑
腟

ができる。その他、過菫労働による離職防止に
も寄与することができる。

【7】臨床研修病院が施設設備の発案を図り、全
県でH22マッチング(H23か ら研修)44人 H23マッ
チング(H24から研修)38人 と増加した。

【8】 【0〕看饉教育教材を整備するとともに看tl教
員・実習指導書を養威したことにより、より質の
高い■距師を養成するためのコ境力

`肇
備され

た 。

【10】 県立倉吉総合■饉諄F]学校菫1看農学科

唇駆Lこ需鋼 :織腔観鍵モ1長
景製

千就業す。そ讀師数の増加が今後期待さ

聞撃勇蔓設繁粘淋 熟 為
うになると見込まれる。

【13】【14】子どものある看tE職員や女性医師等

階 鰤 翻 ≧識 響 筆 鶴
事者の離職防止や確保が回られるようになると
見込まれる。

賭閻 “
2∞0

霙
】医師寄環境改善事  180000

貿腑
用機器整備

   42.500

撃ξ
護教育教材整備  34,000

事務作業情助者を各病院に
配置し、病院勤務医師の■
担軽減を図る。
【看II師について】
G"フ次看護職員需給見通
しに基づく需要数を確保す
る。
②対象地域の看震師養成所
において10人 の定員増を行
う。
③平成25年度末までに認定
看横椰を24人増加させる。
14'女 性看讀師の多様な働を
方を支援する仕組みを構築
し、県内で医療ll従事する者
II師の割合の向上を図る。

翌臨 ]:lil旨
    50,400

塁塁君筆興
養成所施  200,000

:||!::]:1:lil[]:成    12,000

墨鐘編質霧誘裏嚢
施 "J¨

轡製編罰撃彙
育所運   30,684

地域医療の課題 目線 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入捜:単位千円)

8性期、回復翡、慣性期、在
宅までの医織 関の連携体
制の充実が必要。
限られた医療資源を有効活
用するために、■を活用した
遠隔口像鰺断や診療情報の
共有化を推進するなどス
ム=スな連書体制を構舞す
るための整備が必晏.

・地域で統一した地域連携ク
リティカルバスの策定や地域
医療に関する操饉解決のた
めの検討をすることにより、
■買な医療を効率的、かつ
安全に提供できる医療遠携
体制を構露する。
・医簾従事者や住民に対し
医療連携に関する理解を深
めるとともに、在宅医療を含
めた医療連携体制の整備を
図る。
・地域の医療機||の 協力の
下に地域の医療連携の推進
や医療機関の体制を充実す
る。

【15】地域医猥返榜推進事業
0地域で統一した地域遭携クリテイカルバス(4
疾病)の作成や地域医療にEDす る課題の検討
に必要な経費に対し補助
・平成22年犀:交付先2医師会、交付額5,604

千円
・平成23年度:交付先2医師会、交付額7.042

千円

【16】 地域医療向上研修会|1催支援事業
04痰構6事業に口する研修に対して補助
・平成22年度支付実績:交付先4匡療機闘、′交
付標6.376千円
・平成22年度研修会開IE実績
在宅医療:2回、災書E僚 :2回、周底期区僚、

救患医療、がん、出卒中、精尿冑:各 1回

平成20年度交付実績:交 付先4件 (E療機関
3件、鳥取県健康対策協議会1件 )、 交付額
6.027干 円

・平成23年度研修会開催 実績

災書医療 :2回、がん :2回 、在宅医療 :1回

【10】テレビ会臓システム精騒事業
0打を活用した地域E薇邁携システムワLキン
ググループ等を開催し、必要性.運用体制,を
検討した結彙、医療従事者の負担軽減のため、
県医師会を通営主体とし京都・中都・西都の各
拠点にE燎従事暑が活用できるシステムの壺
偏に対し補助した。
・平成20年度:交付先1(鳥取県医師会)、 交付
額8925千円

【151各種パスの策定をきつかけに地域医療連
携が進んでいる。

【16】4疾病6事業について、既存の医療資源を
有効に活用し、地城の目書機関間で連携した研
修を実施することにより、E療機関間の連携を
円滑化させることができる。

【19】各国域の医師会館にテレビ会議システム
を餃置し、各種全織に,加する匡燎濶係者の
移動時間を低減させることで負担軽減を図り、
会議や研修全などの■加者の資■向上と地域
医療迪携の深化に寄与している。また、県が開
催する医療EI係の各種の構la交換・連携に係
る会議(周 産期日燎、地域医療連携パス検討会
■)でも使用し、多加者の負担軽漱力く図られて
いる。

墨撃翼
雫医療連携推   38,400

肛雲出種蜃套早糞
研   36.000

霊霧長野
議システ t∞0



これまでの取組状況(進捗状況)

看饉師等の医療従事者の■担Ft燿を
り、また、■による地域医療遺携の実現の基

電子カルテシステム導入に対して補助
ることとし、平成20年度に制度

`ヒ

.

・平成23年度交付決定:父付決定先1尾療機
関、決定薇:40,050千 円(平成24年度へ繰越し
て実施)

【25】 医療連携体制充実施設設備整備事業

地域睡猥対策協議会及びE猥薔羅

→ 平成25年度までの整備tl回に基づ割寝次

:交 付先:12医療機ll、 決定

る電子カルテシステム導入を促進することによ
、地域電僚連携に寄与するだけでなく、医師、

医療従事者の負担軽減に寄与して

【25】 4疾病6事業に対応する医療機関の機能
をより高めるため、地域で協議した計画に従っ
て整備を実施することで、地域全体での日燎体

【24】 医療連携のため
のrr化促進への支援

25】 医療連携体制充

これまでの取組状況(進捗状況)

充実とE療用ヘリ
ターを活用した搬送体制

の充実が 必要 。

ている●症患者の
、ヘリコプターの活用

こより、平成25年度末ま
でに半減させる。
救・91救急センターの施設・

救急目僚・災書E僚
寄を担う医療機鵬体制を強
化し、救急饉療体制を確立

防災ヘリ運航件敗0件
H23ドクヘリ運航件数36件、医師搭桑型

センター施設 設備整備事業補助

・平成22年度交付実績=交
付先1医療機

交付額34,970千 円
・平成22年度までで事業終了。

0敷急E彙般偏整備事業補助金
・平成22年度交付実績:交付先4属療機

関、交付額14513千円
・平成20年度交付決定:交 付先2匡療機

関.決定額7.661千円

災害拠点病院設備壁備事業
(医療機器)

・平成22年度交付実績:交 付先3医療機

・平成20年度は交付申請なし。
優 析機器)

・平成22年度支付案損:交付先1医療機関
(1台整備)、 交付額:1,435千円

平成23年僕は交付申請なし。

ODMATR制 整備事業
(装備)

・平成22年度交付案薇:交付先3医療機
al、 交付額 8.632手円

平成20年度交付決定:交付先1医療機
交付額 :1304千 円

(研修)

。平成22年度交付実績:交付先3医療機
交付額 :055千円

・平成23年度交付決定:交 付先3医療機
交付額 :690千 円

の方法では搬送に時間を要していた事例に
が可能となり、救急姜I「 (覚知)から医

れまでに1時間以上要している菫

】本事業を実施して各病院の体制を強化す
ことで、救命救急センター、二次敷急底療機
への搬送蓋者の増加及び菫篤患■の治療に

る。また、災書時においても、多数の■
=救

急
患者の救命医療を行うためには高農な惨燎機
能が必要であることから、本事業を実施するこ

り.よ り確実な災書暦燎体制が構築でをる。

【211ヘリコプターを活

=救
急医療体制整  121

【23】 救急医療・災害医
療施設等施設整備事  137
業



関連事業名
(基金投入額:単位千円)

入院を必要としない軽

0%減少させる。 ・平成22年度交付実績:交付先3(2医療機
1医師会)、 交付誡444千 円

・平成23年度交付奥積:交付先4(3医療機
1医師会)、 交付額852千円

適正な医療提供体制を目指す。

鳥取県の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果
(平成21年度補正予算にかかる計画分)

鳥取県
西部医療圏

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進渉状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

医帥t看順師の不足により、
病院勤務医や■肛師の負担
が増大し、その役割を十分
に桑たすことが礎 ていない
ことから、医師、書IE師の確
保や負担軽減が必要.

E師について】 【1】 H2210に鳥取大学医学部に寄附講座(地域
医療学講座)を腸設し、学生教育カリキュラムの
検討、学生へのアンケート・面Ulなどの取組な
どを行い、平成23年民には、次世代E輛交流
事業(特,1姜威枠学生自治医科大学訪間、大
山交流合宿)、 地域饉薇に関する露

=及
び臨床

奥習、島取大学鷹学alttE調院総合惨療外来
等での診療支援、地域目療に関する研究、書
及啓発などの取り組みを行っている。
【3】E学生.研修医、着手.女性目師等の県内
勤務をlL遣する各種施策を翼施した。
・医学生地域医療実習支ll事業(H21:2件H22:
2件H2312件 H2411件 )

・臨床研修匿セミナー開催事■(H21:4回 H22:
5回H20:4回 )

・女性医師就彙IE境整備事業(H22:5件H21:0
件H24:3件 )

・次世代医師リクルーター活動lt遺事業(H21:

リクルーター数11人勧誘学生●数5人 H22リ ク
ルーター数10人 勧銹学生等数50名 H2●リク
ルーター数30人働銹学生鮮餞62名 )

と,とりのE燎広報事業(H21:2■発行H2214
号発行H21:2■発行)

・女性医師就業支橿事業(H24:島取大学に姜
屁)

【5】 H22:1人 H23:3人 H24:3人 に新規貸付を
行つた。
【6】 医師等環境改善事業
0医師事務作業補助者や看饉師事務作業代
行職員を新たに採用した場合の人件■及び新
たに派遣を受けた場合め晏焼料に対して相助
・平成22年度:交 付先B臓療機欄、支付螢9.684

千円
(医師事務作業補助者5名 、■餞師事務作業代
行職■10名を記置)

・平成23年度:交 付決定先6E療機鵬、決定頷
13.018千円
(医師事務作業補助者8名 、■讀師事務作業代
行職■8名を配置)

【11地爆医療に対する医学生の聞心が高まりつ
つあり、今後の継縄的な取りfEみを通じ、奨学
生など将来地域E象を担う饉師の増加が期待
される。

【3】各糧施策を通じ、医学生の地域E療につい
ての理解が深まり、県内臨床研修医の増加、女
性医師等の離職防止、復職支援の推進などが
期待される。

【|】 左記貸付者のうち留学期間が終了した■は
県内病院で動薔しており、海外で学んだ知臓・
技術寄0普及啓発が期待される。

【6】事務作業を軽減することにより、医師やな
菫師に、本来の惨燎業務■に専念してもらうこ
とがてせる。その他、その他、過菫労働による離
職防止にも寄与するものと胡待している。

闘11塚
部寄

   140,000の病院に動務する医師数を
100人増やす。
②大学への寄附購座の設置
により地j●の医療機関で動
務する医師を3人確保する。
③平成25年度末までに県内
の臨床研修犠琥が募集する
研修E数 (70人)の充足を
目指す。最終的な目標とし
て、鳥取県における都道府
県凛凛定■上腱数(00人 )

の水準に高める.

④崚性E師の多様な働き方
を支援する仕組みを構魚し、
県内でE療に従事する女性
医師の離職OIm制を図る。
O呼威25年層末までに医師
事務作彙補助●を各病院に
配量し、■焼勤務医師の■
担軽減を図る。
【看讀師について】
①第7次■EE●■需給見通
しに薔づく露晏数を確保す
る。
②対象地域の看IE師姜威所
において10人 の定員増を行
う。
③平成23年度末までに認定
看饉飾を12人増加させる。
④女性暑撻師の多様な働を
方を支侵する仕Faみを構築
し、県内で医瞭に従事する看
IEIIの II合の向上を回る。

i:彙ま[I二」[呂
師養成支   74.800

撃孵
師海1軍    79,200

【6】 医師等環境改善事
業



地域医療の課題 目標 これまでの取組状況 (進捗状況)

これまでの成果
(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入薔 :単位千円 )

17]饉麻J優病瞬の融 段備螢需について、
H2212病 院H23;l H24:2病 院に対し補助を行っ
た。
【8】 H22、 H23、 H24と も4施設の看凛教育軟材
整備を築施した。
【9】 看饉教員(Hη 2人、H20:1人 )、 真習指導
者(H22:2人、H23:5人 、H24:1人 )の姜成を
行つた。
【10】米子医療センター勝属看渡学松の定員増
に伴い必要となる備品等の整備に対し助載を
行つた。
【1:】認定書護3市 養成研修受話補助(38)を
行つた。
【12】新卒■護師の卒後臨床研修
平成22年度:新 人研修を行う19施設に対し、
研修受を補助すると共に、他の施設の新人を受
け入れ、研修を英施した0施設に対し研修に保
る経費を補助した。
平成23年度:平成22年 度と同様に自施盤で新
人研修を行う19施設に対し補助し、他施設の
新人を受け入れて研修を

`テ

った2施設に対し補
助した。
【10】 【14】 院内保育所整備及びIE■に補助を
行つた。(2病院)

lフ】臨床研修嬌臓が施設設備の充実を目り、全
県てH22マ ッチング(H23から研修)44人 H23
マッチング(H24から研修)38人 と増加した。

【B】 【9膳醸教育散材を姜備するとともに書護
教員・案習指導者を養成したことにより、より質
の高い看饉師を書成するための環境が肇備さ
れた。

【10】 米子E療センター附属看韻学校において、
平成23年 4月 からiO名の定員増を行つた。看
捜師姜成数の増加を図ることにより、県内に就
案する看ll師数の増加が今後期待される。

【11】 認定看餞Brを養成することで、今後、看護
体制が充奥し、資質の高い看Eが提供されるよ
うになると見込まれる.

112】 新人看蹟構■の離職率の減少を図り、今
後も更に離職率の減少、定着促造をはかる。

〔131【 14]子どものある暑餞職員や女性医師●
の目瞭従事者が、安心した勤務の継続や再就
業できる環境の整備を行うことで、今後、医療従
事者の確職肪ILや確保が回られるようになると
見込まれる。

又精
nJl罹備 t∞。

撃ξ
雄教育教材整備   31.000

雲晰 季翼
指    50,41Xl

【10】看韻師養成所施
設整備事業

【111認定書距師養成
研修受講補助事業

【12】 新卒看重師の卒
後臨床研修

04000

躍願鷹理
施 印76

讐製辱断寧彙
育所颯   38.644

これまでの取組状況(進捗状況)

制の充実が必要。
限られた医療資源を有効活

るために、rrを活用した
像診断や診療情laの

化を推進するなどス
―スな連携体制を構築す
ための整備が必要。

に関する課題解決のた
検討をすること|ミ より、

良質な饉僚を効率的、かつ

リティカルバスの策定や地域

・露療従事者や住民に対し

深めるとともに、在宅医療

めた医療遭携体llの壺

の作成や地域腱燎に関する課題の検討
tな経費、及び、がんのB着手餞作成に

:する経費に対し補助
・平成22年魔1交付先,医師会、交付額2.460

l15】地軍医療遍携IE遺亭栞
0地域で統一した地域遭務クリティカルバス(4

千円
平成20年度1交 付先1医師会、1目療機関、

平成23年度交付案綬:7.215千 円
・平成23年度開催実輌 3回 (災書医療、救急
医療、がん:各 1回 )

10】 Web型 電子カルテシステム構築事業
平成22年度に、Fを活用した地域医療運携
ステムワーキンググループ等をan催し、必要

10】 地域医療向上研修会開ll支l■事業

・平成22年度交付案縦:6.376千 円
・平成22年度開催実績:9回 (在宅底熙・災書
療:各2回 、周産期医療.救急医療・がん 脳
中・精尿病:各 1回 )

t、 運用体制守を検tt.
⇒ 導入に積極的な医療機関にシステムを導

入して亭葉実施することにより、事業効果や今
取組について、その効果
こととし、平成23年度は6

医療機間間でのシステム構築に対し補助。
平成23年度:交 付先1医療機関.交付薇

117010千円

`】

医療連携のためのrr化促進への支援
医師、■tl師年の医療従事者の負担軽減を
り、また、rrによる地域医療連携の実現の基

電子カルテシステム導入に対して補助
することとし、平成23年度に制魔化。
・平成23年度交付韻:交 付先1医療機関、交
付額 :22,OB'千円

携が進んでいる。

【10】 4疾病6事業に関し、地域の医療機|1間で
連携した研修を実施することにより、医療機関
間の連携が円滑化し、地域の医療資源がより

【18】 tt4の 医療機関間の連携を図り、賞の高
い地域医療を実現することができる。

】rrによる地域医療遭携の実現の薔盤とな

、地域医療遍携に寄与するだけ0なく、医師、
子カルテシステム導入を促進することによ

看讀師等の医療従事者の■担軽減が図られ
る。

【15】地域医療連携推
進尋集

【:6】地域医療向上研

【18】 Web型電子カルテ
システム構築事業

勝評層麿著賞″奎盤  21



これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今 後期待される効

諮まえ、地域医療対策協議会及び医療審議
で議論。
⇒ 平成25年度までの整備計画に基づき順

・平成22年度:交 付先2E療機関、交付謙 :

1711千 円
・平成23年度:交 付先1医療機関、交付額 :

775手円

より高めるため.地域で協議した計画に従っ
ることで、地域全体での医療体

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額i単位千円)

初期、二沢、三スの猥思E
療体制の充実と医療用ヘリ
コプターを活用した搬送体制
の充実が必要。

平成25年度末までに広重
災害敷急医療情報システム
(EMIS)を 整備するなど災書
医療、救急医療に迅速に対
応でをるシステムを構築す
る。
・散市救急センターの施設・

設備を集中的に充実すると
ともに、休日夜蘭急患診薇
所や救急医療・災害医療苺
を担う匡療機|1体制を強化
し、救急E燎体制を確立す

120】広軍災薔教急医環情報システム整備
`薫O平成22年度においてEM:Sと島取県教急E

燎情報システムとの間で災書医燎情報が運棲
できるよう県側システムの改修を行つており、平
成20年度はそのシステムを運用した。

【22】 休日急患センター施設.設備整備事業
0米子市急患診瞭所の現在地での拡充整備に
対する支援について、地域饉僚対策協議会及
び医療審議会で鰭論した結果、平成23年度に
おいて整備を実施することとした。
交付額:64120子 円

【23】 散急医薇・災書躇薇施設等施設避l■事業
(除 i腎センター・感彙症腱連)

0敦命救急センター施設・設備壺僣事業補助
金

平成22年度交付実績:交 付先1医療機関、
交付ma32.ea7千 R
・平成22年度までで事業終了。
O敦急医療設備整備事業補助金
・平成22年度交付実績:交付先2医療機脚、
交付額0.335千円
・平成20年度交付実績:交付先lE晨機関、
交付額4831千円
0災書拠点病院設備整僣事業
(医 燎機器)

.平成22年度交付安綾:交付先1医療機関、
交付額6613千円
・平成23年産は交付申請なし。
(遺 析機器)

・平成22年度交付実績:交付先1医療機関(5
台整備)、 交付額:5932千 円
・平成23年度は交付申frなし。
00MAT体制豊備事業
(装備)

平成22年度交付実績:交 付先1医療機関、
交付額:4.571千円
・平成23年度以降は交付申llなし(予算限度
銀まで交付済)

(研修)

・平成22年度交付実績:交付先1医療機al、

交付額:300千 円
・平成23年度交付決定:交 付先1医療機関、
交付額300千円

121lEM:Sと鳥取県致3医療情報とを接続し.

災書時の情報共有を強化することで、災書医療
体制の強(ヒに寄与することができる。

【22】 米子市急患お環所の体制を強化し、患者
の症状に応じた通切な餞療機関での治瞭を可
能とすることで、散急医療の役宙分担に寄与す
る。

`23】

本事業を実施して各痛院の体制を強化す
ることで、載命教急センター、二次敦急医療機
関への搬送患看あ増加及び二館患者の治療に
対応可能な救急医療体制を確保することができ
る。
また災書時に多数の

=鷺
教急患者の救命屁燎

を行うための高度な診療機能が整備できた。

【20】 広域災書救急医
療情IEシ ステム整備事  102,070
業

絶餞朧
― Ю鋼

緊鸞驚労螺 4Mβ00

摯症関連)



これまでの取組状況(進捗状況)

る施設及び感楽症対策
のための施設 の充実が 必

設備を集中的に売案すると
ともに、休日夜間急患診療

や救急医療・災害医療等

し、救急医療体制を確立す
る.

ンターの施設整備事業に対して補助。同年度
に完成し運用開始した。 人体制の確保

感染対策にanする研究促進及び県内医

鳥取県の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果
(平成22年度補正予算にかかる計画分)

鳥取県

(医師等確

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

医ET、 看讀師の不足により、
病院勤務医や暑菫師の負担
が増大し、その役割を十分
に果たすことができていない
ことから、医師、看凛師の確
保や負担軽減が必要,

・県内に定着する医師及び
看霞師を年間で医師2名 、■
E師 10名 増加させる。

111臨時委反枠 (H23:■ 人 、H24:2人 )に新規責

付を行つた。

【i】 左1己IR付 者が、将来は県内で勤務する見
込みである。

11断時特例医師確保
対策等奨学金事業    21.600

【2】看護教員の■威及

望:棄
師継統就労研  "2m

【3】な取職員確保対策
奨学金事業       2:,600

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況 (進捗状況)

これまでの成果
(今後期待される効果)

関連事業名
(薔金投入薇:単位千円)

地域での機能分担や急性期
医療機関と連携した後方病
院(回 復期医療機関等)の 医
療提供体制を整えておくこと
が必要.

・東38医療困において病院
間違携や機能分担を促進し
つつ、二次医療の充案強化
及びそれぞれの病院の特色
を活かした地域医療の発展
と高度化を図る。
・急性期病院と連携する医療
機関の体制整備を実施する
ことにより、患者の彙け入れ
国織な事例の解消を図るこ
とで急性期病院の満床傾向

【5]H23:人工呼吸器野の医療機器の肇備(4医
療機関)及び人工呼吸器の管理に必要な看餞
能力の向上に資する研修への参加 (2医療機
関)

H24:輸液ボンプ■の医療機器奎備.医療ガス
配管螢傭等の実施に対し補助金交付決定(2E
療機関)

【9】 H2よベッドサィドモニター●の庭療機器姜
備を実施(1医療機関)

H24:(案施なし)

【5】後方病床での医療提供体制が強化されるこ
とにより、急性期病院の清床傾向が軽減され、
地域での機能分担が図られる。

【91NloOで 長期化した慢性的患者の受入ができ
る体制が整えられることで、N:OUの満床傾向が
緩和されてハイリスク母体の受入困難事例がな
くなり、また、急性期医療機関や在宅との連携
が促進される。

【4】 東郡医療日の病院

累彙
割細 畔 う整備

甲 β閣

【5】後万病床琴の支援
体制強化事業      94.312

[9】重症心身障がい児

撃緊
等支援体制強化   9,968

を議和するとともに、医療機
器の導入により医療従事者
の負担軽減を図る:

・■症心身饉薔児施設等に
おいてNICuで長期化した慢
性的忠者年の受け入れに必
要な医療機器等を整備す
る。



地域医療の課題 目標 これまでの取組状況〈進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額i単位千円)

駆■壼瞭や嗣重期医療辱の
二次医療機関及び連携する
医療機関の機能強化が必
墓。

敷急患著専用病床を整備
する等、救命救急センターの
増床及び必要な機器整備を
実施し、外部からの救急患
者及び院内で重篇化した患
者の受け入れ態雰を拡充す
る。
・中部在住者が他の医療ロ
に行くことなく、救命救急セン
ターとほぼ同等の高屋な医
療を受けられる体制を構築
し、東部や画部の救命救急
センターの溝床傾向を減少
させる。
患者に対する早期治展開

始を可能にし、救命
=向

上と
患者の予後改善を回る。
・より身近な医療機関におい
て救急医療を受けることが可
能となるよう、二次救急感療
機関年で提供できる医療機
能を強化することにより、敦
命救急センターの商床傾向
の緩和に繋げる。
多機能携帯電話 (スマート

フォン)な どを活用し、専門医
による迅選な画像診断が実
施できる体制を整備し、,P5
医の不足を力′`一し、また、
救命準の向上を図る。
・精神科教急医療機関等に
おいて精神疾患患者等の急
性期対応や認知症患者の早
期診断を可能とすることで、
救急病院等の負担軽減を図
るとともに晟者の三度化を防
ぐ。

112,H23:曖 療機器の奎備(CT)を実施(1艦療
機Ea)

H21:医 療機器の整備(血 管造影装置)を実施
(1医療機E4)

【10】 H23:軍両及び搭載機器整備|● 業に対し補
助金交付決定(1饉療機鳳、平成24年度へ繰
越して実施中)。

【14】 H13:携帝エコー●の医療機器の理備(3医
療機関)

H24iMRに 0●の医療機襲の翌備に対し補助
金交付決定(3医療機関)

【15】 H24:多機能携帯電話■を活用した遺隔画
像鬱断システム壁備に対し補助金交付決定(2
医療機関)

【16】H23光 トボグラフイー装置の整備(1医療
機El)

H24 MR:肇偏に対し,1助金交付予定(1医療機
関)

【12】中部在住者が中都圏IC内で高度医療が受
けられるようになり、東部や西部の救命教急セ
ンターの嘉床傾向が緩和される。

【
`3】

救命率の向上、患者の予後の改善が図ら
れ、救命敦急センターでの■篤憲者減少や、意
者の入院長期化を防ぐことができる。

【14】 より身近な医療機関で受けられる医療機
能が強化されることで、救命救急センターの満
床傾向が報和される。

【15】医療現場での専Pl医の不足を補い、専rl
匡により迅速な画像診断が実施されることで、
教命率の向上が図られる。

1lS】精神31医療機関等において、精神農患患
者や認知jE思者の急性期対応が図られること
で、教急病院の負担が軽黙 れ、また患者の疾
患の菫症化を防ぐことができる。

=麒
輔セン 22“ 0

塩製寵撃緊
急医療体  127.400

塁塁
ドクタ~力~整備 ‖β観

塁編警彙
用医療雌  ∞Q剛

寧要ξ騨
診断シス t“ 5

皇製撃翼
檄続実 Ю3釧 3

笙療機||)

:増床工事、底燎機器等の整備に対し増床工事、底燎機器等の整備に対し補助
付決定(2医農機関)     .

例が減少する。 314,163

、通院に時間がかかる

身近なE薇を受けられる
えておくことが必要

つている。
へき地の協療体鋼を確保す

高度な饉環を担うE

へき地に関 :血液ガス分析装置等の医療機器整備に対

liOJへ
=地

の医燎提供体制が発案することで、
県内のどこに住んでいても日薇を受けられる体



地域医療の課題 目標 これまでの取組状況 (進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額,単位千円)

がん思者や家族が盟むとこ
ろで療姜できる体需1づくりが
必要となつている。
病院から地域への患者の移
行をスムーズにし、患者力(住

み慣れた自宅での生活を可
能とする一助とするため、訪
間署護や訪問歯14診療体制
の売奏が必要となつている。

tみ慣れた場所で在宅E
療・訪問看護を受けることが
できる体制を登機する。
・訪問看護事業運営に必要
な知識を習得し、事業運営
の安定 発展を図ることによ
り、訪問奢護ならびに在宅匡
察を推進する。
・読問歯科診療に必要な設
備を整備し、意者が住み慣
れた自宅での生活を可能と
する一助とする。
在宅医療・在宅ホスピスに
ついて医療従事者、介願職
員及び地域住民に対し啓発
し、在宅医療・在宅ホスビス
についての理解促進を図る。

ι6】 在宅医療■にBnし 、住民や医療機関に対す
る意識調■の実施(1医師会)

16】 がん0の在宅僚養が進んでいない現状に
対し分析等に取り組むことて、在宅僚養を広げ
るための方策を模索し、今後の在宅療養拡大に
寄与することができる。

【6】在宅療養の充実の
ための支援事業

11,020

17DttF・5看面 だ専両
分野研修事業

1.614

::継
手半渡aり賢体制    385

【30】在宅医療・在宅ホ
スビスモデル事業

4,067

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況 (進捗状況)
これまでの成果

(今 後期待される効奥)

閣通事業名
(基金投入額:単位千円)

災吾発生時はライフライン
(電気 水道電 話寄)の 寸断
により患者に影響が及ぶこと
が懸念される。このような事
態に対応できる体制を螢え
ておく必要がある。

・X害発生期の根災地●に
おける医廉を確保するため
の活動を効果的に実施す
る。
・長時間のライフラインの寸
断にも対応できる体制を整
備し、災害時に強い医療提
供体制を機理する。
災書発生時に備えた、県内

病院●医療関係機関への情
報通1言手段の充実強化を図
る。

120〕H20車両及び搭載機器整備に対し補助金
交付決定(1医療機関、平成24年度へ繰鐘して
実施中)

【2''H21:自 康発電装置、貯/ik槽●
~の

設置(2晨
療機n3)

H24:自 家発電装置、貯水橿●の設置に対し1南

助金交付決定(8医療機「3)

【22】 H23:衛 ユ携帝電話の整備に対して1哺助金
交付(2医瞭機関)、 補助全交付決定(3医療機
関、平成24年度へf■越して薬施)

H24衛塁携帯電話の整備に対して:甫 助金交付
決定(7医燎機関、4医 B市会)

【20】植災地における災書現場での活動が効果
的に葵施できるようになる。

【211県内松災時においても安心して医療を受
けられる体制が整えられる。

【221災薔時においても11報伝選手段が確保き
れることにより、災審E練体制が強化できる。

【20】 DMAT(災害派遣

尋禁
チーム)車両整備   22,フ00

121】 災書時に強い医
療機関整備事業    162,754

● 爾 臨 面 輌 L~~
遠手段充実事業     12,163

:υ′

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)

これまでの成果
(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

感染症対策は初期対応が重
要であるが、鳥取県内で2番
目に人口の多い米子市内に
は感染症病床がなく患者発
生時の初期対応が課題と
なつている。
透析患者の増加により、賢
疾患の治療や警移植に対応
する施設の充実力

`必
要と

なつている。
臓器の提供に関する関係者
の調整等を行う体制の充実
が求められている。
がん医療水準向上を検討す
るために必要な客観的な
データは、地域力(ん 登録で
ある程度把握されているが、
院内がん登録については、
県内5筒所のがん診康連携
拠点病院のデータのみで他
の医療機間のデータが不明
な状況である。
がんな診率の日擦を達成し
ておらず、がん模診を受けや
すい体制づくりの推進が必
要となっている。
がん診療連携拠点病院及び
連携する医療機関のがん診
療体制を充実することによ
り、県内全体の力

`ん
医療水

準の底上げを図ることが必
要となつている。
がん患者や家族が望むとこ
ろで療養できる体制づくりが
必要となっている。
骨髄移植の増加により無薗
室の整備が必要となうてい
る。

・堅桑症治環拠点としての県
内医療機濶へめ技術的支援
守の体制整備をすることによ
り感染症発生時の初期対応
の強化を図る。
:米子市に感染症属床を螢
備することにより懸築症発生
時の初期対応を強化する。
・晉疾思の治療や警移植に
対応する腎センターを整IE

することにより、督疾患に対
応する体制の強4ヒを目る。
・県内の隣器移植推進体制
の整備を図る。
・院内がん豊鰈拡大を図るこ
とでがん医療水準の向上を
回る。併せて

'鳥
取県院内が

ん登録情報センター」を設置
し、県内の全院内がん登録
の情報を収彙・分析・情報発
信を行う体制を確立する。
・早しがん検惨に必要な機器
を整備することにより、乳が
ん檎診を受けやすい体制を
整備するとともに、がん検診
のための施ll及び設備を螢
備する。
・がん診僚連携拠点病院及
び連携するE環機関のがん
診僚体制を発奥することによ
り、県内全体のがん医療水
準の底上げを図る。
・無壺定の設置にょり、県内
の骨髄移植に対応する体制
を整備する。
在宅医療 在宅ホスピスに
ついて億療従事者、介護職
員及び地域住民に対し啓発
し、在宅医療・在宅ホスピス
についての理解促進を図る。

【18凛梁症治療拠点として必豪な医療機器等
を整備(lE療 機関)

【25】院内がん登録を実施する5医廉機関に対
して補助を実施。また続内がん情報センター奎
備のための基盤奎備を実施.

【26】H21:内視鏡■の医療機器の整備(2医晨
機潤)

H24マンモグラフィー年の医療機器の整備に対
し補助金交付決定(4医療機関)

【29】 H21:化学療法用リクライニングチェア等の
整粛(1医療機関)

H24:電動リモートコントロールペッド、クリーンペ
ンチ年の肇需に対し補助金交イナ決定で,医療機
関、1薬剤師会)

l18】面次懸摯症センターの整偏により、

①病原性の高い感摯症発生時の積極的感看受
入体制の確保
②感染症専門憲の彙積及び先IL研究機関での
高度診断・治薇体制の確保
③感彙症治無拠点としての県内饉療機関への
技術的支援
④院内感染対策に聞する研究促進及び県内医
療機鵬の感染藍E燎水準の向上
が図られる。

【25】 院内がん豊鎌の拡大により、各施設のが
ん医療水準の客観的評価が可能になり、またそ
の情raを補完・公開する院内がん登録情報セン
ターの稼動により、県内のがん医療水準向上の
ための効果的な取組みにつなげることが期待さ
れる。

【26】 がん検診に必要な機器が整備され、検陰
体制が拡充することで、力

'ん
棋診受移率の向上

が見込まれる。

【29】外来で化学療法を受けられる体制が整え
られることで、患者らが望む場所で僚養が受け
られるようになる。

【18】高次懇梁症セン
ター整備事業      51,220

[19】 米子市内感梁症
病不等整備事業     28,305

123】 腎センター設置事
業                   216.804

【24】臓器移植体制整
~~~~~~

備事業          6,342

【25】 院内がん登録体
制拡大事業       55,00

【26】 がん検診充実事
業                   240′ 208

【2フ 】がん診療体制整
備事業         166.464

【28】 遺血幹細胞移植

累集
めの無菌室設置  164,497

【29】 外楽化学療法体
制整備事業       8,007



島根県の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果
(平成21年度補正予算にかかる計画分)

島根県

西部医療圏

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

E帥、看重種 腱辱 の不足に
より、計画対象地域 では、各
医療機関が担う役割を十分
に果たすことができないの
で、饉療従事者の確保は喫
緊の課題

憐 匠 に 勁 嬌す る医師 の 兄足

率を7596まで引き上げる。
・第7次看渡職■需給見通し
に基づく各医療兼の需要敬
を確保する。

0■瞑22年反～23年魔 (見込み,の状況

く医師確保 >
(呼ぶ )

・県外匡Bmの招へし,こついては、民間Webサィト
ヘの求人1青澤苺を掲載するなど、各種広報躾体

を活用した情IEIV集発信を実施した。その結
果t地域医療視察ツ7-に(H22)32組 (H23)21組
(※ 1)が参加、県内医燎機関に(H22)21名

(H23)15名 (※ 2)が着任。研修医の確保について
は、島糧県研●病院群として県外の大規模な書
院説明会●に参加し、約200名 (※ 3)の学生が
来場した。注)※ 123の 数字は、県全体の結果
(育てる)

・医学生への彙学会を拡充し、「E学生地lt匡

僚奨学金」を島根大学入学者氣 H22)10名
(H23)12名 、鳥取大学入学者枠(H22)2名
(H23)1名 「1寺定診療科医師緊急秦成奨学金」
を(H22)8名 (H23)3名に新規賞与した。注)新
規賞与者数は県全体数
初期研修医向けの研修資金は、(H22)0名
(H23)7名 に新規賞与した。注)新規菫与モ数は
県全体数
・後期研修医向けの研修資金は、(H22)0名
(H23)'名 に新規貸与した。注)新規費与者数は
県全体数
`研修医の画内外留挙支援事業は、/1t立 邑智病
院(H23)へ市助した。
‐研修用設備年の支援事業は、島根大学が実施
する医療シュミレーターを活用した地域E濯機関
での研修全に係る経費を補助した。
・専門匡資格取得毎の支援事業は大田市立病
院他4病院(H22)、 大田市立病院他4病院(H23)
へ補軋 た。
診僚単位でのネットワーク支援では ネットワー

ク構築に向けた
=■

のための会議を開催した。
・島根大学医学部に県の寄附講座を設置した。
・地域lt務 医8薔青成支援は、各種学会,多加経
費、専門匡事責格取得経置、医療シミュレータ機
器毎の奎億経費などを補助した。
(助 ける)

地撃勤務医師の研修資金への支援事業により
大田市立病院他4病院(H22)、 大田市立病院他
開 院(H23)へ 補助した。

輸 環畢襲穂tti亀翼驀
饉により、奨学会を■与したE師が平成26年度
には90名 (※ 1)を超える見込みであり、将来の
地域医療の担い手確保に■献している。(※ 1:

県全体の数字)

島根大学に設置した県の寄附講座(地域医療
支援学綱座)により、大学と地域饉療機関との連
携強化が図られるとともに、地城粋入学や奨学
全貸与医学生など地域匡燎を志す医学生の匡
争数書体制の売案及び目編確保、青威に関す
る地域の環境整備に寄与している。
平成22～ 23年度において、初期研修医11名

(※ 2)、 後期研修医13名 (※3)に研修資金賞与
し、研修医への支援を通して医師確保に賣意し
ている。(※ 2・ 3:県全体の数字)

医療機関に対しては、底師確保への取組みi
経として研修資金支援事業を5病院(H22実績)6
鷲院(H23案 薔)、 E師の3務負担軽減を図るた

:£慰 躊 鶴 毅 開 鏑 課 酷
め診療機能確保及び常勁医師の負担軽減を図
るための、非常勁医師に要する交通費等への支
援を10構院(H22実績)10病 院(H23実績)が活
用しており、再生計画事業は地域医療の確保に
■意している。
医師を「呼ぶ,'■てる」「助Iす るJの三本社によ
る取り組みは、地域医療の確保に■献するもの
である。
・看菫学生修学資金貸与、新人看護職員の確保
に関する支援事業活用による県外に進学した看
饉学生の県内就彙促進、看護師等学校贅成所
の環境整備や養蔵所専任業員の資贅向上7r修
の実施により、県内■饉師苺学校姜成所の環境
,整備が促進され、看E職の県内就集や県内
学生の県内進学に寄与した。
・離綺防止再就轟促建事業、メンタルヘルス支
援事業等離轟防止に対する取り組み効果によ
り、新人看讀議員を含あた離職率のlE下が期41
される。
・住民団体等を主体とする普及啓発活動が展開
され、地域医療を地域が守つていく意識が重威さ
れている。

0当腋地域における事業
瞳重い積■●0日

"=菫
への支颯    94.000

非常勁E師の文■■へのヌ爆  107,208
11人●ll●.員のtaに間,4j■ ll手,    13,330

離腋防止・再就薇促鉾 栞   17.593
先■●lle員 キャリアアップル直ヽ ス    26.500
E繹●33に

“
するメン●ルヽルスi133     13719

■II t,■ ■■壼●,1●■o,ヵ u●便,ユ ●      5,997

0都道府県単位の事業

=薔
広畷ll沐

=活
用した情ll収■    19,997

F学生への奨学金の拡充  15t‖ p

初期研修医向けの研修資金   57,750
後相研修医向けの研

`資
金   91,500

研修饉の国内外留摯支l■    1,251
研修用設備等の支援   11poq
専Pl医資格取得等の支援   2.985
■根大学寄町請年の設置  12qp09
魯域勤務医師育成支援  276.800
大■1〔 おけるこ44饉薇■■●「文燿    36,000
,電

`|●
饉
"口 "■

E●■oため,I●●='      3、 211
,■■

"饉 "員
ι01:“ の人お交

=螢
〕
`●
      5,162

姜成所の教薔環境墜疇事業   2.000
■寝学生

`学
資金貸与|●集   49,300

Fll●
●僣去

'1動

●の2用 ^の支[    8o(13q
女性目節0の

“
労■■のえ捜    4,713

1e4嘔燿を守る,■●発ill●■    19,410

～

域医泰教育推進事業  31,914

づきつ

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

¨̈̈一̈̈一̈̈̈
一̈

,n量への支隠子薬により大田
:機関(H22)、 大田市立病院他
へ補助した。
>
iの資質向上のための研修事
:員 の研修等を受講するための
麟職員が研修を受重する「J間
1用経費を石見高等暑護学院
、石見高■■饉摯院他1養成
た́。平成24年度は石見高尊看
野へ補助(見込)。

・喬厩所専任教J

により、石見高■
鷹)。 平成24年層
・養成所の教育

'

tとな種師の人事栞流
=経

●栞
:■饉学院へ補助した(H22年

:同学院へ補助(見込)。

1境整備事業により、大田蔵看

¨̈̈̈
¨̈̈̈
¨̈̈̈
¨̈̈̈
¨̈̈̈
¨̈̈̈
¨̈̈̈
¨̈

を補助した。
そ金貸与事業はな壼師を目指
壼を貸与し■護職■確保に努
H22)27名 (H23)38名 に新規

=は
50名枠で貸与生募魚。注)

県全体数
0確保に関する支援事おでは、
院へ就職するよう勧麟・PRする
市立病院他0病院 (H22)、 大田
能(H23)へ補助した。 平成24年

院他,病院へ補助(見込)。

1職促遭事業は、新人■饉m■
■の支援を行うとともに、研修責
、多施設舎同研修等を■託に

|ャリアアップ応捏事事により、
ための研修受nに■する糧■
他4病院(H22).大田市立病院
、補助した。平成24年度は大田
院へ補助(見込)。

寸するメンタルヘルス支援事業
ス対策に取り組む公立芭■満
|、 大田市立病院他0■続(H23)

|′4年度は大田市立月競他6病

>
甫助者の■用への支援は、大田
宅(H22)、 大田市立病院他0病

した。



( )つづき

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入霞:単位千円)

・■
'日

環を〒●詈及晉発反経事業は、地域医
療を守るための取り組みをした大田市などの6団
体(H22)・ 大田市などの5団体(H23)へ 構助じ
た。

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(L金投入螢:単位千円)

区 lm↑足 な 引 _ょ り、医環 lE
間 が 本 来 果 た すべ き医 療 機

能の確保が難しい状況にあ
り、医療機関連携を―EIL進
し、医療機能の確保に努めて
いくこと力

"ら

要

全県ネットワークを整備し、底
療機BI連携を推進する。

0平成22年属～23年民の状況
・rを活用した地l●医療支援事業は、中山門地

言:『1:if』褥ま嘗鸞[嚇薔急JI:F
の奎臓に対する補助を行つた:

・医療機関間で惨療情報等を共有するシステム
のベースとなるセキュリティの確保されたネット
ワークニ螢について、NPO法人を

=業
主体とし

て奎備に着手した。また、全県の病院、医gF会

●の医e薔■20名 で構成する医療

「
■

'1部

会を
設置し、セキュリティ対策等ネットワーク

‐
rl用 の

あ:9先製そ99ル宝乳弼矯嘱財f
81を行つているところ。

著電最糧鷺漂L嚇
傑を受けられる環境が菫備された。

0当餃地域における事業    ~~
,組ネット地域曖薔支燿●■  365,402

これまでの取組状況(進捗状況)

り、搬送体制の強4し 、及 地域の間業目の診療応援に対する支握は、奎
田□師全病院ての取り組み1ミ補助した。

・在宅当善医制毎に対する支援は、大田市での
取り組みにl●助した。
:「療拠点機能確保設備奎備事業は、救急医療
体制のtt持・確保を図るため、大田市立病院他
2病院(H22)=口 赤十宇病院他2病院(H23)ヘ
の補助を築たした.

・ドクターヘリ導入事業は、H22年 度において、
の運BA開始に向けて選航調奎姜員会

や格

“

庫苺のインフラの肇備を実施し、
月に週航開始した。

・Iヤンターヘリは、平成23年 6月 lE航開始以降、
1日 平均約1 7件の最航を行つており、救命率
の向上、後遺症の経滅に貢献している。また、i

雪灘品智戦 露:よ

り、ドクター利の安じ,=葛事選 ::::::

○都道府県単位の事業
ドクターヘリ導入事業  318.670

これまでの取組状況(進捗状況)

しており、地域の周F■期医療
制の確保が課題

る助産師 や県内への Uターン

、島根県への就職を動き
ける。
0中高生に対して助農師の

ることにより、助
産節を目指すむ餞学生を確
保する。

・中高生の一日助慶師体験事業は、中高生の一
日助産師体験を実施する公立色智病院他3病院
(H22)./4N立 二智病院他3澪院(月23)に 対しその

学生に修学資金を賞与し看E緻■確保に
た。助産専攻(H22)0名・(H20)0名 に新規
。平成24年度は15名 枠で貸与■■集。注)

賞与を数は県全体数
・助産師率後数宙研修プCIグラム構築・遭用事

新任助産節の卒後数■を充案するため、
た卒後数盲プログラムを構築し、特に県
【療機‖が相互に協力する実務研修体制
し H23年 度からプログラムに沿った研修

:師とその実務に興疇を持ち、将来、動産師
ることを目標とする学生数の増加に繋がるこ

とが期待できる。
・動産師4o別資金賞与により、不足する動産師
の県内就業に繋がった。
・助産師卒後教育研修プログラム構築・運用事
業は、動産師の技術力向上、モチベーション向
につながつている。特に、

務の推進が期4● される中で、動産師案務の効果
的な基礎教育になっており、助産師外来開骰医

中高悛生の一日助産師体験    989

|

|



地域医療の課題 目標 これまでの最組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今 後期待される効果)

関連事業名
(こ金投入額:単位干円)

格魃
0か

～
願酵の交醸■口よ 、

普及啓発による予防・早期発
見

Oがん医療従事者の育成や
2次匡薇日域 における力くん

診療体制の充案による診療
機能の強化

0平肛22年度～23年度の状況
・関案医子宮頸がん検診に関する構助は、子宮
頭がん検診の受診

=向
上を図るため、建婦人f4

系聞婁目が行う時間外の子富頸がん検診に助
薩 行つた。(平 成2223年度)

・マンモグラフィー検診性露整備事実は、早しがん
横診の受診

=向
上を図るため、公立邑雪病院

のマンモグラフィー検診機器の奎備に対する補
助を行つた。(平 成22年度)

・寧Lが ん横聖を保健所に整備し、自己触診の書
及をコつた。(平 成22年度)

高度ながん検診機薔の活用促進は、がん検診
の最新機器である「PET― CT」 ●入の周知及び
機器の利用促進を図るために、浜日医療セン
ターに対して補助を行つた。(平 成2223年度)

寧しがん検診精度管理のための体制笙債事業
は、県全体のマンモグラフィー読影の精度管理
を図ため マンモグラフィーt」t影匡節の育成のた
めの新規臓習会及び菫新議彗会●を開催した。

竃最員翡警9穣携躍覇尉据鮮
籠した。(平 成23年度)

・がん診環還撲推進病院等機能強化事業は、回
の指定する「がん診療連携拠点病院」がないさ
ロロ軍のがん診療の費の向上等を回るため、菫
日赤十宇病院に対し、がん診薇にかかる経費に
対して補助を実施した。(平成22.23年度)

・がん診療情報提供促違病院支援事業は、地llt

がん登録の推進.がん相談機能の売冥などに
取り組む病院をがん診療情報提供促進病院に
指定、指定した大田市立病院他0病院(H22)、 大
臼市立病院他6病院(H23)が実施した事業に対
しその経資を練助した。
がん医療従軍者毎研修支援事業は.がんに精

通した看護師育成研修事業を実施(B名 修7)、

病院内の看EE体制を充実させるため外部のが

集1鶏 蹂 淑 垢漏 貰灯 Fデ撃
ターを委成するための研修プログラムの作成を
行つた。(平 成23年 度)

:電 ラ∬ 朧 禁晶嵩轟 選踏 7
人の受診を可能にすることで受じ

=向
上に彙が

る。

M異 盪
・自己検診の工しい手法や早しがん検診について
正しい知織を啓発することにより、早期発見につ
なける。
・がん診燎連携推進病院機能強化事業により、

書晏貫:i『:]][ま
言謝簡王お穐耐

・がん鯵療情報提供時 院支援事業により、
補助対象病院において、がん相談窓口の設置
や、地域がん登録

^の
参加が促進された。

・がん医療従事者●研修支糎事業は、各がん屁
薇従事者の資質向上に寄与するとともに、それ
らの医療従事者の宙成による医師の負担軽減
が期待される。

O当該地域における事業

,■
嗜キ

=■
Olん●,にmする■助     qp8o

縣椰 郷
文

叩田
ュI・trl.“●●

"¬
上0たい●|■ ,●●●       3,249

がん医饉せ,■●研
"文

爆ェ■   14.886
1■tF菫●

`に
■■腱,電●■tTR    26,951

がんけ餃
“

t燿螢嘔
`q嗜

支饂
“
■     16,929

凛とながんじ量鰊llの活用掟遺     4438

島根県の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果 島根県

東部医療圏
(平成21年度補正予算にかかるll画分)

等確保)

関連事業名

、計回対象地域では、各

に果たすこと力`できない。

まで弓|せ上げる。
・■7次看餞颯■需給見通し
に基づく各医療燎の需要数

く医師確保>
(呼ぶ)

・県外饉師の招へいについて|よ 民間Wabサィト
求人情報等を褐畿するなど、各種広報颯体
用した情縮収集発信を実施した。その結

果、地域医療視察ツアーに(H22)02組 (H23)21組

(※ 1)が多加、県内医療機関に(H22)21名
5名 (※ 2)が■任 .研修匡の確保について

は、島根県研修病院畔として県外の大規模な

"カロし、約2CX名 (※ 3)の学生が
注)※ 123の 数字は、県全体の結果

・r赤ひげバンクJ登録巨飾等のデータ鬱理シス
テムを作成し、医師や医学生の人材情報を―元

H23年 凛末では303名 の登録看力く

り、定期的に情報露や求人情報等を選付。
(青てる)

・E学生への奨学会を拡充し、「医学生地域E
Jを島根大学入学者枠(H22)10名・

(H23)12名 、島取大学入学者枠(H22)2名・
(H23)1名、「特定惨編科饉誨緊急姜成奨学金J

8名・(H23)3名 に新規賞与した。注)新

7名 に新規費与した。注)新規貸与者数は

・後期研修医向けの研修資金は、(H22)0名
(H23)フ 名に新規賞与した。注)新競■与書数は
県全体数
・研修Eの国内外口学支援3葉は、県立中央精

で実施している奨学金311

賞与した医師が平成26年鷹
(※ 1)を超える見込みであり、将来の

手`確保に■献している。(※ 1:

・再帆燎健遺事業    9,325

0メン,いルス■●豪●      4.801

O都道府県単位の事業

,■●餞●●0'―
'0■

レステム       1,014

医学生への奥学金の拡充  157.074

=9甲
内外口学支援  14!,47

:日性礎等の
=援

  1190Q

青lR摯 壺■事業    81

・平成22-23年 度において、初期研修E13名
(※ 2)、 螢期研修E10名 (X3)に 研修資金貸与
し、研修Eへの支援を通して巨師確保に■献し
ている。(※ 2・ Oι 県全体の数字)

・E療機関に対しては、医師確保への取組み支
授として研修贅全支援事葉を1病院(H22霙級)

23それぞれ実績)、 医療機関の脇

り、再生計画事■は地域医療の確保に貢献して

・E節をr呼 ぶJr育てるJ「助けるJの三本社によ
り組みは、地域医療の確保に貢献するもの

看菫職の県内就彙や県内

・離職防uLF就職促遺事業.メンタルヘルス支
援事業等離職防止に対する取り組み効果によ
り、新人看饉職員を含めた離駐率の低下が掘待

t得等の支援事業は、松
=匡

薇セ
(H22).松 江巨療センター他0病

鬱 景単位でのネットワーク支援では、ネットワ
向けた準備のための会出を開催した.

島糧大学日学部に県の寄附講座を設置した。
地域勤務医師育成支援は、各種学会●●加経

専Fう医等資格取得経費、



(医師等確保)つづき

地域医療の課題 目樺 これまでの取組状況 (進捗状況)
これまでの成果

`今

後期待される効果)

関連事業名
(基金投入餞:単位千円)

1澤鸞鷺霧i辱澤II[義
貸付。平成24年度は50名 枠で賞与生募集。
注)新規貸与者数は県全体数
・新人モ墨臓■の確保に関する支援事業では、
看護学生が自病院へ露菫するよう勧銹・PRする
活動経費を安来市立病院l● 4病院(H22)、 安来
市立病院iLI病 院(H23)へ補助した。平成24年
度は安来市立病院睡 病に34助 (見込).
・離瞳防止・再就職促遣事実は、新人看儘瞳員
に対する研修経費の支援を行うとともに、研修責
任者寺への研修、多施投合同研修毎を姜託に
より実施した.

先輩看震載員キヤリアアップ応撮事凛により、
キヤリアアップのための研修受Hに要する経費
を安来市立病院(H22)、 安来市立病院他2病院
(H23)へ 補助した。平成24年度は安央市立清
院他2病院に補助(見込)。

医療従事者に対するメンタルヘルス支ll事 来
は、メンタルヘルス対策に取り組む安来市立痛

(医師等確保)つづき

地域医療の課題 日標 これまでの取組状況 (進捗状況)

これまでの成果
(今 後期待される効果)

間違事業名
(基金投入顔:単位千円)

・地域E薇を守る普及替発支援事葉は、地域医
療を守るための取り組みをした安来市などの7団

体(H22)・ 安来市などの6団 体(H23)へ補助し
た。

地域医療の課題 目標 これまての取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入螢:単位千円)

医 B巾 不 足などにより、医療置

間が本来暴たすべき医療機

能の確 保が難しい状況にあ

り、医療機 関通携を一層推進
し、医療機能の確保に努めて
いくことが必要

全県ネットワークを奎備し、医
療機関連携を推進する。

υ半肛22年鷹～23年IIの状況
・rrを活用した地域E廉支援事業は、離島・中山
間地域●の藩士膝僚所他1病院(H22)、 雲南市
立病院他1病院(H23)に専門医の助書を得るた
めの遠隔画像診断システムの整備に対する補
助を行つた。
・医療機関間で診療情報等を共有するシステム
のベースとなるセキュリティの確保されたネット
ワーク基盤について、NPO法人を事業主体とし
て整備に着手した。また、全県の病院、医師会
等の医師奪20名で構成する目薇ITttFl椰会を
設乱 、セキュリティ対策等ネットワーク利用の
ためのルールづくりや、診療情報共有尋の具体
的なシステム(ア71Jケーション)の仕様年の検
討を行つているところ.

・還隔画像診断システムの整備を支援すること
で、地域住民が身近な匿療機関で■1月 的な医
療を受けられる■崚が整備された。
・厚生労働■のガイドラインに準拠したセキュリ
ティの確保されたネットワークが整備されつつあ
る。今後、E療機関同士が当麟ネットヮーク上で
診療情報等を共有することにより、医療機関連
携がさらに円滑になることが期待される。

O当該地域における事業

情報ネット地■E療支援旱妻  315,445

0都道府県単位の事業
情

"ネ
ット地域E療支銀●彙   19a832

1崚"R,嘔
●ll●システム導入    211737

これまでの成果

ドクターヘリを導入する
集たすための機能強(じ

・在宅当番目制毎に対する支援ば、奥出雲町で

性能確保設備奎備事業は、医療機関
)充薬、救急医療体制及び周産期庭
奎持 確保を図るため、鳥取大学医学
、安来市立病院他2病院(H22)吉

開催や格納庫等のインフラの整備を実施し、

・ドクターヘリは、平成23年 6月 還航欄始以降、
1日平均約1フ件の道航を行つており、救命率
の向上、後退症の軽減に貢献している。また、

11,1■■饉颯■,1●文饉
“
1   154,782

ドクターヘリ導入事業  135,000

ドクターヘリ尋

^苺

事 320,041



地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)

これまでの成果
(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入頷:単位千円)

"現
取秋いE景優間が減 少

しており、地域 の周産期 医療
体制の確保が操tE

0県外の施設で露葉してい
る動産師や県内今のUターン
を希望する有賛格者を把握し
て、島根県への就環を動きか
!す る。
O中高

=に
対して助産師の

魅力をPRすることにより、助
産師を目指す■証学生を確
保する。

0平成22年層-23年度の状況
・中高生の一日助産師体験事業は、中高生の一

晨椒 軸 志調 岬
その経置を補助した。平成24年 度は松江赤十宇
病院他請 院へ構助(見込).

;異尾墨簾昴占躍品皇贔畠記奪農羅侵麗負l
努めた。助鷹専攻(H22)0名 。(H23)0名 に新規
貸付.平成24年度は15名枠で費与生募集。
注)新規責与書数は県全体数
・助産3m卒後教育研修プログラム綺筆・運用事
業は、新任助奎節の卒篠漱書を充実するため、
続―した卒後教育プログラムを襦築し、特に実
務研修を県内の医療機関が福

=に
協力する体

制を構集した。

.甲百三の―日助雇師体験事■の実施により、

鑢 。
とす騨重誦 繊躍

・助産師特男1資 金賞与により、不足する助産師
の県内鶏業に■がうた。
.勁産師卒後数■研修プログラム構築・適用事
業は、晰任期に必要な研修プログラムを精集で
を、医療機関相互協力により助産師の技術方向
上、モチペ=ション向上につながっている。

0当麟地域における事業

中高校生の一日晰塵師体駿    406

0都道府県単位の事業
助産師腱優特別資金貫

=T■    26,400
ba"ll瞼

""鮨
嗜プログラム■8こR      2,806

地域医療の課題 日標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
く基金投入額:単位千口)

かん対策モ殖通しており、か
ん診燎Eの負担軽減のた
め、検診体樹の整備による
がん検診曼惨率向上、がん
じ療に係るE療機関轟携の
推進が必要

0かん口鬱の堂E率同上、
普及啓発による予防・早期発
見

0がん躍療従事■の■成や
2次 E燎日崚におけるがん
じ療体IIの充実による鰺療
機能の強化

0平屈 22年層 -23年層 の状 況

・マンモグラフイー検診糧彗整備事業は、乳がん
検診の受診率向上を図るため、平成22年 度は
(財)島根県環境保健公社他2医療機関、平成2
3年腱は安栞市立猜院に対し、マンモグラフィー
検惨機器の翌偏に対する補助を行らた。
・子富がん検診車の整備は、子宮がん検診の受
診率向上を図るため、(財)島植県環境保腱公社
の子富がん検聡車の記燎に対する撫助を行っ
た。(平 成22年度)

・事tがん槙型を保健所に奎備し、自己触診の番
及を図つた。(平成22年度)

乳がん検診精度管理のための体制整備事業
は、県全体のマンモグラフイー読影の精度管理
を図ため、マンモグラフイー読影医師の青成のた
めの新規瞬習会及び壼晰綺習会●を開催した

`また、自己検診の正しい手法の音波推進を図る
ため、乳がん自己検診tt導書の姜威臓座を開
IEした。(平 成23年度)

・がん鬱療情報提供促進青焼支援事由は、地域
がん登録の推進、がん相談機能の発案などに
取り組む病院をがん惨療情報提供促遺病院に
指定、指定した安栞市立病院lL8痛競(H22)、 日
立8a念病院他8月院(H2の が実施した事業に対
しその経費を補助した。

力|んに精

(8名 修 7)、

るため外部のが
ルテーシヨン事

彙を実施(1病院)、 サポー
ターを妻成す
行つた。(平 成23年鷹)

・マンモグラフイー検静機器壺質子栞及び高度な
がん檎診機器の活用促進は、診療体制整備に
貢献するものである。
・マンモグラフイー読影I「響会により、マンモグラ
フイー検惨精度管理中央晏員会,録医として、
新規に31名 が合格し、11名 が■新II録された。
乳がん検惨の体制壺IHにより、受診率の向上

につながる
張 協療情報提供促速務饒支援事業は、指定
された病院に対して経費を補助することにより、
がん相濠窓口の設置や、地域がん登録への多
加S駐造された。

曲 霧 剛 :も言瞥

泉矧鴇警若:Fの
青申 =よ

る医師の負担軽減

0当麟 地 域 にお け る事 業

m■■7111“ん崚0に

“

する輌助

マンモ
"フ

ィー 飩゙ ●壺■■■

子宮がん検診車の整備

乳がん横型を整備

0(ん C曇従事を●II嬌支援千凛

500

150,000

34,545

1.476

3.250

14,887

13.374

74



島根県の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果
(平成22年度補正予算にかかる計画分)

師等確医

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)

これまでの成果
(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

E帥 な襲覇 員の不 足事に
より本来暴たすべき医療機

能の維持が難しくなる恐れの
ある医療機関もあり、医療従
事者の確保や離職防止を図
るため、勤務環境の整備、処
遇の発案を図るとともに、医
療連携を―層推進して、機能
確保に努めていくこと力

`必
要.

・3覆県内のE療臓関に勲
務するIE獅免許取得後3年
目の後期研修医の人数を、
平成23年度44名から平成2
6年 度56名 へと増加させる。
.菫療従事者の日舎の新築
及び改修にかかる経費を支
援することにより、医療薇事
者の住環境整備を回る。
.院内保言所整備率を
277●|〈l1234,から33"

(H25年度末)にする。
・県内遣学、県内就業を促進
するため、新設■護構 成
施設の
開学を支援。
・地域での研修機会を創出
し・確保し、医師・■護職員毎
の医療技術及び提供医療の
質の向上が、県全体で回ら
れるよう研修環境を奎備す
る。

・+π20年 8月 にし_― ね地域E療更操センター

9器増警
=鰐織鶴]鮒「1潔撃禍朝7

1推葬篤:梶面墓ぎf屋先燎場(入居する建物
3嶽

業務を発注した島糧人事に対して補

蠍 理「
院ほか3病院へ補助し、宿舎整備

ギ留躍鴇昇嘉諾誤輿幕3att「
の期よ出=

♂嘩 蹴 驚 翻 朧
目鷲鰤占閻 整織糠盟
璃鋪臨線雲惚雪1:稽斯請彗
露じ理

学予 日の■崚師養咸所の施設整備に補

濯i:陛震糧馨昌厩3聯壌奨罷驚籠[″醒基I
傷墜腑

度 5病院で研修案施 .研修備品

し
=ね

地軍医療反螢センターにおいて30名 の
医師にキャリアプログラムの作成を支援した。
・「島根県総含底・軍庭医育成ネットワークJ及び

碑 撃駐踊蕊黒視蒻こ轟解ξ
后勁を行った。

醜 隼響尾倍ぼ;I阜麗基
年春頃完成予定。

漫雙断翠罫鋼 璽務珊糀春
署藝澪奨駆8薯営晨暢選晏実易懺 騒艇
躙 雷監慕響

掛畔彙1鋤館

巌踊爵』ぜII躍凛努灘集蘇曽行:y、
妊

・看壼師養威施設の新規関般を支援すること

鬼7構清9F需職 艦 麟
・研修It境整備により、日域における研修機会

呂型碁振島階翼 :お
ける
「

薇従事者の資質

欄   1:i11
E●●■●■補勁,ll置

=薇
,3    5j,44ラ

病院内保育所整備事彙  43170
■籠師姜成施農壺備事業  78,382
研修環境整備事業  156190

これまでの取組状況(進捗状況)
関連事業名
(基金投入猥:単位千円)

医療を担うIE燎機Eaまで、県
内全域のE療機関を共通の
ネットヮークニ銀及び情報夫

システムを情
騒環腱閥間でのじ療
|を共有し、E編機関の

地 域の医療機anに勤務す
手医師をオール島根で

県内
=次匿薇日の各急性期

医療機田の機能の維持・充

回復期等の他の医療機蘭
の連携を強4ヒ し、急性期を

の電子化を図るために電子カルテ補助及び松
江、出8日燿での専「1目の助書を得るための追
隔画像惨断システムの壺備に対する補助を行っ

・松江、出雲口

“

における医療餞

“

間で鰺燎情
るシステムのベースとなるセキュリ

ィの確保された全県ネットヮーク基盤につい
、NPO法人を3業主体として螢備に着手し

・県西HII地域における周鷹期医療の体制維持、
のために、浜口区薇センターにおける新生

児童の拡張奎■に対して補助を行つた。
・大田□崚における二次紋急E瞑体制の強化の
ために、公立邑智病院の設備整備に対して補助

済生会江

"総
合病院、高砂病院の統合・再編

係る施殴奎

"に
対して補助を行つた。

て、地燿住民が身近な瞑療機関で専P'的 な医

イドラインに事拠したセキュリ
ィの確保されたネットワークが肇償されつつあ
。今後、口凛薇蘭同士が当餞ネットワーク上で

診療情報■を共有すること1=よ り、巨療機関連
携がさらに円滑になることが期待される。

・電子カルテ導入支援により、より多くの病院の

・層療機聞の機能強イしにより.各IE線 饉間の役
た医療を提供する環境が整備された。

県ネットワーク基盤   50,000

医療ネットワータの推遣
=

編繰  489,645

(電子カルテ要備)   518,344

=茨
底薇晨閲と連携する

曇参整姜撃琴機関の範般  693.1

これまでの取fE状況(進捗状況,

足しており、それらの専
の書成はもとより、関係

備によるがん医療人の育成
とがん診療の均てん化

がヽん検診の最新機器である「PET― CTJ導入
の日知及び機器の利用促進を図るために、

医療人の育成の推造が期待される。
・放射線治療ネットワークシステムの構築によ
り.がん放射様治環の推進と水準の向上が期待



岡山界の性撃珈 早鼻刹 蚕「
及び成果 岡山県

高梁・新見医療日

)

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入予定額1単位千円)

人口当たりの医師数が県
平均と比較して4割から5割
少なく、中でも、救急医療や
周産期医療、小児医療を担う
医師が恒常的に不足してお
り、人材を安定的に確保した
り、相互に補完し合う仕組み

歯雰藤喘房糠壁[慕蹴3
必妻がある。

天宇への奇附

「

Eの政重な
どにより、平成25年度末まで
の間に、日域内の病院の曖
師数(1022人 )の構ね2劇程
度の増加を目指す。

C岡山大学及び広島大学の地域枠の学生11
人(拡 充分)に対し、奨宇資金の新規貸付を開||

している。
【津山 美日医療日計上事業】

②同山大学大学院医歯案掌総合研究科に寄付
講座「地域医療人材育成綺座」を璧置している。
(22年 5月 ～)

【津山・集日医環日計上事業】

G同山大学への研究委ttにより、上記講座の調
奎■に基づき、医師不足地域の病院で訟療に従
事しながら地域睡縁の操理毎について研究する
医8nを 7iFtEし ている。
【濠山 英日E薇国tt上事業】

④地域医療を担う人材■成や鑽総発1■ の拠点
となる「地域医療人冒成センターおかやまJの 施
設登備を同山大学が行つている。
【津山=莫田医療国計上

=集
】

⑤市町村医師専確保支援事業の一環として、高
梁市が平成22年度から市二曇そ実施している

「看菫師養成奨摯金責付事業」に精動を行つた。

0保健所において救急医療体制推進伯議会を
運営し、地域における救急医療体制の整備を検
87す るとともに、款急医療の普及を発事業を実
施した。

C｀薇栞の目山ス宇地域枠と合わせて、28年に
地域枠出身の医師7人の確保が見込まれる。ま
た、26年度以降も予算措置を継続することで、3
5年

=て
毎年9人の医師の確保が見込まれる。

②地域医療人材育成講座は、地域粋学生に加
えて―根枠学生も対象に、早期地域臓燎体験実
習など地域E療教盲に取り組み、大学での評価
も高く、26年度以降も予算措置を経続する必要
がある。

OE飾不足地域の病院に2年間でエベ約18人
(常勁換算)の 医師を派遣しており、25年度まで
毎年10人程度のに師確保が見込まれる。

④「地域医療人吉成センターおかやま」は、24
年9月 に開所予定で、上記講座や医療人キャリ
アセンター(MuscAつ の活動拠点となり、医師
霧の交流や研修、複轟支援等により、地域医療
を担う医師年を総合的に支援することが期待さ
れる。

0奨学金貸付期間の3倍 に相当する期腱て返
退 (た だし、市内で看崚師として勤務した場合
は、癸学全の返退の一部又は全部を免除)する
就学援助を行つており、看菫師の地元定着が期
待される。

C圏域における救急医療体制が強化されるとと
もに、救急医療の適正受診により、医師の負担
幡減が期待される。

嘔椰II屎 ●に取 り411/・IBrtt支 障    8,696

tl● ,IE5を■てる鍋■プログラム    20,141

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)

これまでの成果
(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入予定額1単位千円)

回燎期、篠宅E量を担う医
療機関力1相互に連携しなが
ら、病態に応じたリハビリテー
ションの提供や療養生活の
支援を行うことのできる体制
を情集する必晏がある。
■賞かつ適切なE彙を効

率的に提供するため、医療
機関問や職種間の連携を推
進するための医療情報ネット
ワークを整備する必要があ
る.

医機種In間の索留な理嬌を
促進し、良質な饉僚を効率的
に提供できるよう、医療機関
の医療債tat共有する情報
システムの整備を図る。

0百梁市の蒲院評IH薔刷薔嬌であり、市内の他
のな性期E療機関と連携して回復PJ・ 維持期の
思番も受け入れている大彬病院において、外科
RX線テレビ装置やMRを壺使した。

0■屁市の月腕絆輸番制病院であり、市内の他
のな性期医療機関と邁携して鳳者を受け入れて
いる麟山薇餞や近藤素院において、人工呼吸器
やィンパーターX線撮影装置年を整備した。ま
た、へき地塵燎拠点病院でもある議原温泉償院
にCr、 PACSを整備した。

③全県を対象とした医療情報ネットワークを構照
するため、単議経験書や県医師会.薇院協会か
らなる検討委員会を遭言し、SS―MⅨ標準化スト

じ癖i程嶼酬膨塊鯨:彙ヂ:為
の運営主体などについて検 8す■菫ねた。

ll」商梁地軍におけ0二次教8医療倅刷の猥1ヒ

が期待される。

②
=庭

地域におけるこ茨救急匡保体制の強化
が期待される。

③平成24年度中のシステム壼用開始を目指し
ており、医療機関間でじ療情報を共有4じ するこ
とにより、医療の機能分

`ヒ

や効率化が見込まれ
る。また、岡山大学と二揚し、■隔回像診断ネッ
トワークを構薇することとしてぉり、■円鷹による
迅速かつ効率的な診断が行われることが期待さ
れる。

高梁地域の選毬機能強化   93,076

■壼地域の遠携機能強化   35,222

医療情報システム等の壺備  758,242



地域医療の課題 目線 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

1今後期待される効果)

関連事業名   ~
(基金投入予定額:単位千円)日域面積の広い当該圏域

において,二次救急医療の
必要な傷病者に一定の対応
|ができるよう、救急医療の核
となる病院の受入機Ittの 強
化と,救急病院と連携しなが

1星警曇稼夷お冒繹期8穣星
が必要である。

婆聯

=蠅

薔 婚
墟における緻e患その受入
件数の増加を目指す。 |||||:|:i::ll:lilllll::l::il:::|:l:]   i:i:ilillllli:::::

孵職覇昴ζ鵞鮒 膳:

緞
病院の救

1医
療部門事の施設肇何を案

Rま慧瞳 轟 朧癬 籠仝飾

撃靱 蝠菱II:[

]を::11ll`lli場ョ]:[λ】]言:

輝職忌匿鱚 層勝自:iF甲
|

|?庸ま
地域の救急 災害餞療体制の強化が図

2F庭
地崚の救急医療体制の強化が図られ

欄鱗 I程:聯

熱蠣獄椰騨
慧軒旨奨お苦奮13負挙歯黄男謝瀞嬌卍矛曽

1新見地域の救急機能強化  314,248

高梁地域の教急機

“

じ強化  292,:31

凛盛地域の救な機能強化  256,302

連携医療機関の機能強化  283,038

ヘリポート施設等の整備  75,251

,おE猥

"饉
シスT4● ●政

"   25,744

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

1今後期待される効果)

関連事業名
(■壺投入予定額:単位千円)

母子医療センターとの逗携強
化を図る必要があるほか、極
低出主体重児の後障害なき
救命のため、NiCu GCuの
病床確保と受入機能の強4ヒ

が求められている。

総合周屋期母子医療セン
タ‐のNICu6床、CCυ 10床
の増床などにより、ハイリスク

野雙を協庵Fの
受人体制の

臨 距 :=T孵
眼 牌 難 堡梶 亀輩

②倉敷中央病院総合周壼期母子医IRセンター

娠撃撻薔肩ぜR::GCuの
増床に伴う礎籠拡充

③県内3=所の国産期母子医療センターにおい

腱ピ晃覚 留 露 l竃群 瞥
し樹 降 装

出喬ξ

地域の
↑

境に対する安全性 が一 層強化

『 言う:i紹
黒雪翼層吾蓬轟饉鷹象鳥驚竃た

:灘閣鶴鎧謂曇言l

凛磨崚壕の周笙期健籠強化  207,292

通携医療機関の機能強化   78.961

nEME凛 躊 ぅの費lt向 上    1.122

これまでの取組状況(進捗状況)

日数の短縮化とともに、医療
ニーズの高い退院患者が在
宅て贅の高い医療を経続し
て受けられる体制を壺鵬する

、訪間介横事業所等が■

生活を支lEする。

研修会の開催や地域住民への書及

復期における効果的なリハピリテーションの
を図るため、23年度は県内176

・老健施設において、ロポットス
したリハピリテーションを実施し、有効性
などの1平価を行つた。24年度は県内16
病院・老健施設でHALを 利用する。(25年

MI螂 脚 |

今後、HALの 軽量化や装着方法の簡素化′



岡山県の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果 岡山県

津山・英田医療□(平成21年度補正予算にかかる計画分)

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況 (進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入予定機:単位千円)

|ど 、E薇従事者の安定的な
1確保が必要塗 っている。

|ス 宇への5闘誦理の設置な
どにより、平成25年度末まで
の間に、日域内の病院の医
‐師数を2000人から構ね1副
程度の増加を目指す。

1蠣 童 菫 鵞
講座「地域医療人材育成綺摩」を設置している。
(22年 5月 ～)

3躙 爵 會朧 蹴 麒 靭 2麗
事しながら地域医療の課題等について研究する
EBmを 派遣してぃる。

r4:地域医療を担う人財責成や情報発愴の拠点
となるr地域医療人育成センターおかやま」の施
酸肇nを同山大学が行つている。

[NPO法 人に重託して、医学生や研修IE―遺
医師を対象に、県内の饉床研修霧院尋の紹介
や地域E薇の魅力を伝えるための情報交換会
やセミナー、地域医療体験案習与を実施してい
る。

(3市 町村医師等確保支援事業の話月を市町村
に呼び掛けている。

②
=鰻

磁員確保のための進路ガイダンス・報議
フエアを県内2会場で開催(22年 度:250人 、23年
度:495人 )するとともに、中高校生を対象とした
ガイドブックを作成し、意歯啓発のため出前鰭座
を実施(22年度:17校 1374人、23年度:23枝
3491人 )した。また、暑饉議員の撃職防止 資賞
向上研修(22年度:2.310人 )や 、就

=後
の研修

指導体制を確保するための研修(23年 度:59施

設 652人 )な ども実Fcした。

こ薇栞の岡山大手地域枠と合わせて、28年に
地域枠出身の医師7人の確保が見込まれる。ま
た、26年 度以陣も予算措置を経続することで、o
5年まで毎年9人の医師の確保が見込まれる。

2地域医療人材育成講座は、地域枠学生に加

魯II地盤糧轟議摯留語鍼 笑写電お弊需
象雲lf6年

度以降も予算措置を経続する必要

C医師不足地域の病院に2年間で延べ約18人
(常勁換算)の摩師を派遣しており、25年度まで
毎年lo人程度の医師確保が見込まれる。

つ「地軍E環人言成センターおか0ま」は、24
年9月 に開所予定で、■8E講座や医薇人キャリ
アセンター(M uscAT)の 活動拠点となり、医飾
等の交流や研修、復駐支援辱により、地域医療
を担う医師等を総合的に支援することが期待さ
れる。

6毎年5月に開催している情報交換会(岡山マッ
チングブラザ)には、t1200人 の医学生や研修

署ゼ翫翻慇酵聯:言:爵
の増加が期待される。

Dこれまで実績がないが、今後、市町村の自主
的な取組の契機となることが期待される。

3看 II学 生県内就業率は平成23年 度027%
(H22:603ヽ、21年度:1041,)であり、■E出前講
座の申込みが増加し、中高校生の看饉職への
理解を深めることができた。また、各種研修会の
開催により、22年度の常勤看饉職員の鼈籠準

∬肇f計 :醤肝撃ピIF;思α ]」詈
員の離

医学部地域枠の拡充  88,800

大学寄附講座の設置  120,000

地城医,研究晏缶剛Eの創餃   66,000

聰
=■

薇髯●支掟センター麟 文燿   500,000

医師育成・確保プログラム  lo5,700

E師■■年に取り■●市,■支●   22,500

研修奨学金等の創設  110,000

■護朧員確保対策事業  67.444

医師育成拠点の整備  118.251

つづき

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入予定額:単位千円)

υ医療シミュレーターや研修至そ燻えた、壌域開
放型の「医凛研修センターJを津山中央病院内
に壺備した。

③県内の公立病院の要である日山市民病院敦
急センターの人工呼颯器や麻酔讐等を整備し
たもまた、当構院において、公立病院の救急担
当医師を対,とした研修事業の実施を検討中で
ある。

⑩岡山大学に女性医師キヤリアセンターを設置
し、出産などで現場を離れた女性医師等の再就
業を促進するため、病院実地研修やシミュレー
シヨントレーニングを実施するとともに、きめ細や
かなキャリア支援相談事業を実施した。

⑪仕事と育児を両立しやすい職場環境の整備を
促進するため、就彙規則に短時間勁騒制度と当
直免除制度を定めた病院に対して、代書医師の
人件■を補助する制度を創設した。

⑫保撻所において救急E燎体●l権造協機会を
運営し、地域における救急医療体制の整備を検
討するとともに、救急曖燎の普及薔発事業を実
施した。

0重■した麗麒モ拮H,0ことで、県1し郡にお
いて地域医療を支える医療従事者の育成と定着
が図られる。

③救急E僚卸円の発案強化や地域で活置する
救急目の資贅向上が期待される。

⑩22年度は12名 、23年度は17名の女性医師
が復範を桑たすことができた。

眈 3年度は、2覇院において短時間勤務制度と
当直免除制度が導入された。今後は、本制度を
導入する病院の増加が見込まれ、女性医師等
の確保及び離職防止に議がることが期待され
る。

①田雄における救8医療体制が強化されるとと
もに、救8E薇の適正受診により、医師の負担
軽減が期待される。

公立病院の救急医支援  40,804

女性口6キヤリアセンター●世●風    42,002

女性口師檸載勢In重改●事業    9,295

嗜

“

で
「

いを■てる●●プログラム    25,781

これまでの取組状況(進拶状況)
関連事業名

(基金投入予定額 :単位千R)

的に提供するため、
機関間や臓日間の遅携を
遣するためのE療情穏ネ
ワークを整●する必要があ システムの整備を図る。

るため、学鮨経験者や県医師会、
らなる検討晏員会を運営し、
レージにより医療情報を共有化することを軸に、
ステム仕様や壺■スケジユール、ネットワ
還営主体などについて検討を重ねた。

ており、医療機関間で診療情報を共有4Lするこ
とにより、E薇の機能分化や効率化が見込
る。また、同山大学と連携し.違用画像診断ネ
トワークを構彙することとしており、

ンステム年の整備  142,1



地域医療の課題 日襦 これまでの取組状況 (進捗状況)
これまでの成果

(今 後期待される効果)

間違事業名
(基金投入予定額:単位千円)

メ●pメ●Cンツ~1-● 雪
"｀集中している状況にあるた

め、初期、二次、三次の救急
医療体制を担う底療機関の
役割分担と連携促進を図る
必要がある。

体日夜間急思診環所の設置
や病院群輸番制病院の受入
機能強化などにより、救●_患
者の収容時間の短縮化と経
症患者の救命救急センター
●の受じ件数の減少を目指
す。

曝f腎冒理Tl鴨蹴
休日夜間急諏

|                                                                                                                                                                                                             |:

康保険病院にリハビリ病棟を増案するとともに、
PACSを整備した。

霧襟茫海「?島凛黒£ξご多石
=3農

催糧:寵
殴整備、医療機器肇質守モ実施した。

2頷躙 、:懲鷺3書tユ
飲臓

⑤当該日域と運携し、多くの救急患書を受lf入

れている国山匡保センター、日山赤十宇病院、

黒職重轟 證
囲 こおいて、救8。 日慶期E

2満
gF買語省当ξ

ヘリポートを堅●す0医療

露鑑 [脚 謂 総息救命

0救急晨療旧翻システムに表示され る応薔情報
入 力科 目について、使用頻度がにい入力l■ 目を
HJ除するなど、入力科 目の 整理のための改修を
実施した。

1常言][理7]:景:F嘆
催鵠

lζ層ど
こおける二次救急医療体制の強化が回

PII犠識報鍛轟緒T♀籠痢
た。

資禦醤難
き地における医療提供体制の完

⑤当象圏域からの救急搬送が円滑に行われる
ことが期待され、今後の施設繊 備整備により、
さらなる選携機能の強化が図られる。

2彗層麦
救急患者の病院間搬送の迅速化が期

⑦救忠医療関係者の銀の見える関係での連携

ヨ黒毬:iilよ
り円肝な救忠医療体制の確

0救急医療情籠システムについて、入力l14目 の
肇理を行うことで、救な搬送先の半1断 に効果的

:卍嚇 査をP騰
化力く回

休日薇冊患
=

センターの創臓 150,000

奮院鮮

“

書劇病院の機能強lL   68,089

教命歌患センターの機籠強
`ヒ

  126.021

へ1埼嘔餞i豪 晏

"の
●311峰強It    26.250

連携E療機関の機能強化  523,982

ヘリポート施設の整備  15ρ 00

牧tC彙従事●贅贅向上

“

●    lρ 86

薇ε饉薇情●システム●の政
"   25,744

これ志での取組状況(進捗状況)

(基金投入予定額:単位千円

'所や病院 で、リスクの高い分

|,ま 周産期母子目療セン
ーで連携しながら実施する
ど、リスクに応した安

築と、県南圏域の総合周

診療駐 オープン
痛院とオープレ病院聞

て、周産期 医療従事書 を対
=と

した研修会を

の地域周屋 期 母子 医縁センター

ある澤山中央病院において、
整備した。

中央調院において、周産 FJオープンシ
ム事業を実施した。(25年度まで継続予定)

マについて研修会を栞施 し、医師 、
等約80名が,加し、周産期医療従

北の周産期医療体制の強化が期待さ

年度は地域の産科病院・診療所から1

のハィリスク妊産婦の受入を行うとともに、
の産科病院 診僚所が,加す

催し、妊婦のリスク管理年について意見交換
行つた。

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況 (進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入予定額:単位千円)

初期教急 医源を担う当番E
の 小児救急 患者への対応能
力 の 向上 に加 え、救急 病院
における小 児救急 対応 能 力
の 向上 と医師 の動 務環境 改
善を図る必要がある。

びlR所′:ヽ児r4医が取忠洒院
の小児救急外来に多加し、
救急体制を支援する事業に
より、小児救急医療拠点病院
に登録する小児科医師数の
増加(現在6人 )を 目指す。

0地電で小児初期叡忠日環に対応する医師を
対象に、対応に当たつての留意点簿に関する研
修を実施した。(25年度まで継続予定)

②小児救急医療に対応する病院において、小児
r4鷹師の診燎負担を軽減するため、院内トウ
アージを担当する看霞師等を対象に、トリアージ
に当たっての留意点等に関する研修を実施し
た。

∪23年度
`、

内科はそ対象としr_小児科診療ミ
ユレクチャーや児童膚待の早期発見等をテーマ
とした研修全に、小児14にや内科医などoフ 6名
が参加し、初期小児救急患者への対応能力の
向上が日られた。

②23年度は、小児救急医療支援病院が企画し
た研棒会に、運携する診療所小児科医師等が2
0名 参加し、早L幼 児の喘鳴性疾患の鬱断とトリ
アージ技術の向上が図られた。

小児救急地域E綺研

"事
凛   2,986

小児枚急院内研修事業   7,283



地域医療の課題 口標 これまでの取組状況(進渉状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入予定観:単位千円)

救急医療機関の平均在院
日数の短縮化とともに、医療
ニーズの高い退院患者が在
宅で質の高い饉燎を経続し
て受けられる体制を整備する
必要がある。

曖環豪間、訪 F・|●[子案

所 、訪間介置軍彙所等が連
携しながら在宅患者の療養
生活を支援する必要がある。

盲署響 富 籍 背i鐵 記 塁電冤
きるよう、在宅医療を提供する体制の整備を目
的として、地域のかかりつけ医に対し、医療手技

潟語
の早期診断技術の向上を口る研修を実

②訪問看菫の推進方法について協議するため、
行政 匡薇関係者からなる訪問看II推進協鮭会
を設置し、関係機関の協力体制を確立した。ま

射雑:酵確 こ饂盟器欝撃
綱澪場調詈葬iV鶏籠11雅宅医療普及を発事業を行つた。

e脳卒中や踊尿購の医療連携体制をIE進する
ため、研修会の開催や地l口 住民への普及啓発
活動に取り組んだ。

O回復期における効果的なリハビリテーションの

価 鱚 靱 言
の病院・老健施数でHALを 利用する。(25年度
まで継続予定)

ここ屁医療撻違実地研修を年17回開催するこ
ととしており、地域のかかりつけ医の在宅E察の
高度化への対応力や質の向上が期待される。

9篭臨 柵 捌 蹴 端 満 貢
テーシヨンがII置されるなどの効果が期待され
る。また、そIE師の最新・高度な医療処理及び
看饉ケアに関する櫨術及び911籠督特により、肪
問暑壼ステーションと饉凛機関が連携して、在宅
医療が効果的に推進されること力く期待される。さ

¨ 誉サ尋ll::i::1と
訪

霙蜘 F医雫
連携体制が,

023年度は脳卒中患者や移動に支障のある高
彗議魯懺 高1なお場茸余留 ‰ま
畠髪笹」‖fttt員認講認靴3普及が期待される。

在宅E燎推進実地研修諄    9,117

助問看饉支援モデル事業   フ,295

在宅療姜支援モデル事業   51.653

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)

これまでの成果
(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入予定額:単位千円)

地域の小児医麟琴に従事
する医師や乳幼児腱摩惨査
にあたる医師の発達障害に
鴨する理解を漂める必要が
ある。
・災書時において最前線でロ
療業務に従事するOMATに
ついて、連携体IIの 確保や
活動時の問題点の検討を行
い、より効果的な活動ができ
る体制を構築する必要があ
る。

・地崚の小児医療寄に従事
する医師や乳幼児健康診査
にあたる医師の発通障害に
RBする理興 を目槽す。
・おかやまOMAT運営協鶴
会等を通して、各DMAT指定
機関及び消防等の関係機関
との連携強化力く図る。

l17旭 零 の

“

児` IE薇■ に■,T● 堡帥モ対黒に

発達障 害児 (者 )支援医師研修会を年 3回 実施

した。

②OMAT活動の前提となる県と各DMAT指定機
関との協定を締結し、おかやまりMATIE富協議
会においてヨI篠結果や活動時の課饉年につい
て議機するとともに、東日本大盤災でのDMAT
活00の総括等をテーマとした研修を開催した。

υ22年度は212ろ 、20年屋は168名 力S研修
に

'加
した。非常l‐ 熱心な参加者が多く、地域

の小児医療等に従事する医師や撃L幼児健康診
■にあたるE師の発達障害に濶する理解促迪
につながり、今後の発遺障害児(者 )への医療及
び支援に大きく寄与するものと考える。

②おかやまDMAr還営協饉会等を■して、各D
MAT指定機関及び消防等の閥係機関との連続
強4し が図られるとともに、中国地区OMAT奏鶴
訓線への,加守による、大規模災害発生時にお
けるOMAT活動の円滑な実施能力の獲得が期
待される。

"■

●■,(■ )■饉饉
"疇"IR     3,656

おかやまDMAT事業  10フ 86



岡山県の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果
(平成22年度補正予算にかかる計画分)

岡山県

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額 :単位千R)

県
"こ

の 3ヒ環日 に加 え、県
南の 2医療国でも、県境 の地
域などでは、人口当たりの医
師数が全国平均を大きく下

回っている。

地 域医療支援センターにお
いて、市町村における地域協
膝を車重しながら、地域枠医
師などを地域の医師不足病
院べ配置する。
市町村が主体となつて行う

地域の医療課題解決に向け
た取り組み「市町村地llE
薇ミーティング」を支援する。
・医師の地域偏在の解消に
取り織む地城医療支援セン
ターと運携しながら、積極的
に地崚屁療の環境づくりを推
進する市町村を支糧する。
県南西部医療日に開放型

鍋床研修センターを奎備し、
研修Eや看餞聴■などの地
域医療従事者の賛質向上を
図る。
・臨床研修病院のネットワー
ク会施を設けることにより、研
修機能のレベルアップを図
り、県内の臨床研修Eを増加
させる。
・看蹟研修センターの機能強
イしにより、な歴韓員の県内就
業率の上昇を図る。

CH"崚 E薇更晟センターIA‐ユ筆露会を開催
し、医療関係者間で運曽方針年の協鮭を行った
上で、県庁内に

'同
山県地域医療支援センター」

を設立した。(24年 2月 )

①Ⅲ2市から具体的な針画が提出され、内2市で
は既に■1回会合が開催された。

②川■匡f4大学附鳳病院に、シミュレータ磯塁、
視驚覚設備、槙樅病棲毎を整備し、「堅床教育
研修センターJを開設した。(24年 5月 )

階蜘 島I編留鶯
m

④研修像籠及び生徒・学生への啓発状青機能
を強化するため、施蟄、看饉体験学留機器及び
動閻看銀器具並びに図書管理システム及び図
書を整備した。

認嚇 ξ僣舗銑晉[
により、E3oの地域偏在の解消が期待される。

鐵鰤蠣鐵慰鮮器
②地域に開かれた利用を促すことにより県南
画部医療□における医療従事者の賛質向上が
図られる

県壁漂雰壽籠魔是お訳、」ア第繕目滝音とそ、
露樽Tと

臨
F研

修綺了後の県内定着が

言瑠 蠣 醐 雛
溌意
「

指導者と■置議員の責賞向上が期待き

霞第議兜瑠野  150.259

羅邑鶴繊盤銭響 劉,466

確昏爆‖星現習りζうま方属Iク     6.000

霧麗塁槽餞
研修センターの    21.566

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今 後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

岡山市の周辺市町村にお
いて、役割を明確にした/1N立

病li改革をするとともに、疾
病毎の医療連携体制を構綺
する必要がある。

・赤磐市内の自治体病院と地
域医療支援病院を再編す
る。
・低優襲治療センターを設立
し、数百プログラムを壺僣す
ることで、県内の内視鏡技術
認定巨を増加させる。
・総合的ながん対策を推進す
るため、がん壼録システムを
晏備する。
・医師及び医師以外の医療
従事者に対して緩和ケ,チー
ムとしてE燎サービスを提供
できる体制を壺備するo

同山県版急性心筋積墓地
域連携クリティカルバスの開
発を行い、医療機関等へ普
及させる。
・穂尿病及びCKD・ CVOに係
る専門匡及び屎姜指導士の
資質の向上及び医療連携体
制の推進を臼る。

…

騒 医師
=柄隅に、●口理X琢アレに要ロー

式及び生懸情報モニタリングシステム●を肇備
した。

②平成23年度の整備については、漱戸内市が
早急な設備整備を菫んでいたため、男1の補助金
を利用して整備した。

③同山大学病院に、内視競トレーニンタシミュ
レータ、艘腔競・胸腔競手術システム等を整備
し、rに優襲治薇センター」を設立した。(24年 4
月)

C院内がん登嫌を行う医療機関に対して、登録
システム導入のための支援を行う。

⑤医師毎のE療従事者に対する研修会の実施
や 県民公開鵠座を開催し緩和ケアの普及を図
る。

C岡山県保健医療計画に彗づき、な性心筋標
塞の急性期・回復期・在宅などにおける継続的
な診療や服彙、還働などの生活指導等、日者が
安心できる生活を支援するための●_性心筋根喜
地域連携クリティカルバスを整備することとして
いる。

②岡山県生活習慣病対策推進会議を設置し、題
尿病及びCKO CVDについて、それぞれ専門都
会を設け、医師会と遮籠を図り、医師毎への研
修会をr8催することとしている。

腫]＼  [ i y . 薗

l齢鍾程慢躍臨盤締繹:臓

慾響謬鐘錦記鵠鴫帯織
翡計案留覇蹴癌舅乱露£ηttFを離は内

織 亀ξ樫鶏誤勝勝譜撒「できる。
③がん患者やその家族の苦痛を取り除くことに
より、安心して環養生活を送ることがでせるよう
になる。

◎急性0筋梗喜地域連携クリティカルバスの肇
備により、急性期・回復期 在宅毎を担う医療機
関やかかりつけ医療機関を合む多瞳種協働運
撻体制の構築力切 待される。

斃骨螢静写:濃:3%躍認1

号1孵院の再
“
・ネット フ39,030

編
'3職

目詳鞘躙躙鷲9 511.350

雰暑薫
治籠センタ(仮称) 162,888

翼象λ螢滋認
と院   19,948

漫和ケアの普及促進      13,592

:りう島l]じ:雰場吉:こ携クリ 6,079

:朧3認慎鋼に係 39,997



地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入線:単位子円)

医療日ことに、地域の実脩に
応した初期、二次、二次の救
急E景体制を整備している
が、救急医療機関相互の役
割分担と遣携の促進に努め
る必要がある。

・こス積急医療機関の機能
を強化し、救急搬送に要する
時間を短縮させるとともに、
救命救急センターヘの搬送
率を低下させるなど、思者の
■捷度に応した救急搬送を
行うトリアージ体制を確立す
る。

↓初期租
'医

薇体制が脆弱な地域において、
市町村が地元医師書や救急E療機関等と連携
し、在宅当書置の診僚時間の拡充に取り組む0
業に11助を行う予定である。

0各匡癬国域におぃて多くの救急患者を受け入
れているこ次救忠医療機関に対し、施設・設備
螢備を実施した。

鎌 患医療壼間に勤務する医師・■餞師を対象
とする研修を行う予定である。

Э広島県との間に、県境を越えた匿景広城退携
会議を設置し、県境部における医療提供体制の
臓課題について協鮭を行つている。

3裡渡病院に上部消化管汎用ビデオスコープ
を、笠岡市立市民病院に内視鮨システム写を奎
備した。

Э適切な救患車の利用、軽症患モによる雪易な
時間外羮診の自菫など、県民への広籍 雪発を
行う予定である。

濯辱看崖票檬蜀吾冥妥『冒日絆般
充により、初

②二次救急E療機関の施設・設備登億により、
二次救急医療機能の強化及び救な医不足の解

'肖

が図られる。

0二次救急医療機関において適切な処置が出
来る体制を整備することで、救命救急センターの
負担経滅力(図られる。

0県境の市町村における初期二次救急率の医
療体制確立力〈回られる。

CttEE景機関においてより的確て迅速な処置
が期待される。

こ県民が医療を受ける際の壺切な受診行動を
促すとともに、県民の塵療に対する意識の口成
が図られる。

初期牧3区燎体鋼の整備     4,500

二次教急E薇体制の強化   103.302

壼魔房縣爆
従事する医師・■   3.190

ぉ露[お
ける餞3医燎体田

    6.Ollll

様鷺3贅3呈量
を担う自治    57.765

'急
嘔薇啓発プロジェクト     9.512

これまでの取組状況(進捗状況)

、II婦のリスクに応して、

て受け入れる体制を奎
る必要がある。

ことで、周産期死亡率を全国
上位レベルに言|き上げること

ほか、就労助産師に対する
ミナー書を実施することに
り、ハイリスク妊産婦に適

切に対応できる動産師苺を
育成する。

して、知識や技lrrの MII則を
:うためのll●、研修を実施した。
また、就労助蔵師に対して、産T4医療施設で

ンポジウムを実施した。(6回、証
t420人参加)

さらに、本県内のハイリスク妊産帰の実態把握

うことで(周慶期医療の向上が見込まれる。
:助産能力の向上による統労領域の拡大に露

、産料と地域保健とのタイム
ている。

云ぉ葵馬̂     7

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

小児取思医療 更泄湧 醗の睡

籠強化により、小児救急息著

の受入体制の 充案を回る必

要がある。

菫饉|●身暉薔児轟殷につい
て、ポストNICu施設としても
その機能の売案4ヒを図り、■
症心身障害児施設の特機児
童数を減少させる。
また、■症,● 身障害児が緊
急入院できる病床を整備す
る。

oNICul■院児辱の障害児(者 )が、いつても必
要な医療を受け、地域で安心して暮らせるよう、
旭川荘燎青・医療センターを整備する予定であ
る。

②諄山中央摘饒に、■症心身障害児(署 )等の
医療型短期入所サービスを提供するための設
備整備(人工呼吸器、パルスオキシメータ)を実
施する予定である。

じ総告外栞、取急外果、露族入隅による露躍で
のケアの指導等を行う病棟等の機能を有する療
育・医療センターを壺■することにより、NlCu退
院時等の障害児(者 )がいつても必要な医療を
受け、地jrで安心して

=ら
すことのできる環境の

壺麟力
'図

られる。

0県北日域におけるN:●U退院児等の■症心身
障害児が、より安0して療冑できる環境の整備
0(回られる。

障害児∫ョ‖:合薇「
饉薇セ

   640,000

,″甲界粛島置「
・・饉・児(・)  15,000

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(iL捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

需E地区に限らず、その日
辺地域においても睡飾等が
不足している。

・県■日崚における単身量任
着用の医師住宅等を整備す
ることにより、地増医療に従
事する医師を増やすととも
に、へを地区量拠点薇院の
施設・設僣整備を行う。

C岡 田赤十手洒瞬に
=1ヒ

手 日al分析重置 、澤
山中央病院に心臓リハピリテーション機器及び

鏡野病院 にデジタルX線画像診 断システムを菫
働した。

② 平成25年度に、津 山中央病院において 医ヽ
師の集合住 宅の整備を予定している.

0平成25年度に、日山済生会病院が保有する
瀬戸内海巡口静療船 (済生丸)の整備を予定し

ている。

軍3訊聯 :羅層Fし
て`より■のあい睡

②へき地における医師の定着が期待される。

0離島の経続的な診療が期待される。

2設躍霊a機轟
“
Q"9

3鴛住鶴鵠
するE飾  :0.850

層″鋼
の■新   20,000



地域医療の課題 目補 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今 後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

退幌 後も経続 的に医療が受

けられ るよう、病院 等、在宅

医療を担う診療所、介慢支援
専門員との連携を促進する
必要がある。

・覆宅医療を必要としている
患書・家族、介霞支援車Fl員

に対し、地域の医療 介護
ネットワークに関する情報提
供を行う。
介醸支援専Pl員 が中心と
なって、医療・介護サービス
の連携促進を図る体制を螢
備する。
・県画科医師金と連携して、
歯料往診サポートセンタニを
開設し、切れ日のない歯刊匡
療体制を整鮨する。
・果剤師による訪間藁翻管理
指導を推進する。

υ位モに関つ 0多韓裡か協illでこ毛患言の需
報を共有する仕組みとして、連携を図るための

ツールとして開発された「連携シートむすびの

和Jの晋及・推進を図り、目療機関と福祉・介壼
事業者の連携促進を行つた。

0県歯T4医師会が聞設している書科住診サ
ポートセンター及び菌f4E飾会支部に、ポータプ
ルレントゲン機器をIT1 0台 配備し、貸出体制を
綺興した。

③今後、同山県纂剤飾会営凛島に無E筋剤を
行うためのクリーンベンチを壺備し、がん末期の
疼属緩和環法に関する研修を実施する予定で
ある。

lにらに
'連

携シートむすびの和Jの普及・lE進
を回り、底療機関と福祉 介重事鵞者の連携を
促進することにより、在宅患者の00L向上や介
E者の負担軽減につなげることとする。

∞ 後、往診歯科診魔を実施する歯科医師によ
り、檀彗の活用が図られ.=宅瞭養尋者の生活
の賞の向上が期待される。

③訪間築書」師の姜成と賣賛向上が期待される。

5書ご
護連携ネットワ‐  5,229

驚翻朧
mケカを &Ю0

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)

これまでの成果
(今後期待される効果)

関連事業名
(■金投入額:単位千円)

災吾拠 点編院の数 が少なく、

災書時 に被災者年 に対する

医療を安定して提供できるよ

う、新たな災害拠点病院を螢
備する必要がある。

県輌口撃において、災吾拠
点病院としての機能を有する
こと力く可能な病院を新たに災
害拠点病院として指定し、環
北日域への支援体制も含
め、県下全域における災害
医療体制を強化する。

↓輌たに災吾誕黒病院に推定した(猿)日立猥
院機構岡山医療センターの設備堅懺を実施し
た。また、同山市立市民病院の災書拠点病院指
定に向けた施設■彙備奎備を実施する予定であ
る。

②OMATが 災害IE後から迅遭かつ過切な活動が
できるよう、DMAT専用

=両をOMATを有する災
害拠点病院に記備する予定である。

0人薔拠点渭研の理カロ籠ミユび餞籠強化によ
り、県下の災害医療体制の強化が図られた。

②災害鷹後から自己完縮で活動できるOMAT
体制の奎備が期待される。

酪 肝
拠点

"欧
の施腱 2.認 6

類認 麟
鋼翻

“=柁Q∞。

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(薔金投入鶴:単位千円)

精神科医療提供体制の手躊
な医療日において、精神科
医療の中核となる病院の機
能強化を図る必要がある。

院内感染発生時において、
地域の目療機関等が相互に
支援するなど適切に対応でき
る体制を構築する必要があ
る。

・稲碑科区環麗快俸罰の手
露な医療日の精神科医療の
中核となる病院の機能強化
を図るとともに、服粟支援守
を行う訪問じ療サービス●を
提供し、地球の大学・病院・
診練新等と密機に■携する
体制を構築する。

・院内感簗発生時における選
勝や協力を行うための地域
ネットワークを県下全域に構
員するとともに、院内感業相
談窓口を設置する。

じ西黎・勁兄IE藤日の輌神科E薇の中核となる
こころの医療たいようの丘ホスピタル(医療法人
梁風会)の施設壺傭を行つた(移転新瞑)。

②岡山県綱神科医療センターに、訪問診環や訪
問■饉、静燎契約が結べない患者へのアウト
リーチサービス、精神科デイケアやナイトケアな
どの通所サービス年を行うじ燎所を開設する予
定である。

③岡山県精神科医療センターに、児童精神科外
来を尊『1に行うとともに、児童精神科医療の研
究や普及替発を行う診療所を開設する予定であ
る。

④通常時及びアウトブレイク時に、院内感染の
専門家チームを派遣し、院内感染に対する支
援・協力体制を構築する予定である。

C薔囁にお17● 思雷の環奮■■、E薇征●書
のnIPI環境、衛生環境等の改善により、日域の
精神科医燎体制の強化が図られた。

②精神障害者の社会的入院を解消することで、
幸福な地域生活の実現が期待される。また、病
院とじ療所、福祉施設等との連携及び、県精神
科病院協会、大学、市町村等との■携により、
地lt精神保健医療を担う人村の青成力切 待さ
れる。

③保健・医療・福祉・散盲関係機関とも幅広く密
接に連携した児童精神科専Pl外 来が可能にな
るとともに、国及び岡山大学等のE燎・研究機関
と連携しながら児童精神科医療についての研究
や普及開発が実現できる。

④県内医療機関における院内懸染防止対策の
強化が図られる。

路需雷百::機置::思浄るItn     34,960

餞1」凛闘L与とクFE3議置    60,920
器驚[聴嘱織糧墨 1lo,釧

`乗n罵港ら否偏霙
る地域

     4,Cll10
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広島県の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果
(平成21年度補正予算にかかる計画分)

広島県
広島医療圏

(

地域医療の課題 日標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額1単位千円)

広島県の地域医療の提供
体制を確保するための医療
人材のニーズに対し,中山間
地域はもとより都市部も応え
きれす.地域E薇カマ崩壊の
危機に直面している。当面
医師の絶対数の確保が最大
の課題とあ ている。

●●県内の医師強を増加さ
せるとともに,勤務E毎の議
瞳準や就彙復帰率を改善し
病院勤務露数を増加させる。
●●県内のがん治僚専門E
や救t科専Fl目など専F,医
を増加させる。
▼自治E科大学卒業医師や
大学医学gIら、るさとね(地域
枠)卒業医師など地域医療に
従事するは鮨の県内定着率
を改善する。
▼著手医師の青成支援と定
着促進をロリ 広島県内の初
期臨床研修医在

=数
を増加

させる。

●広島鳳地域医療総合
=撮

センター準備姜■
会年を開催し,設置・運営方針や施設薔備の形
摯年について協議・調螢を行った。

滞 題 露 鷹ξ榔 ∬ 犠 震覺 需
団法人広島県地域保健医療措進機構」を平成23
年,月 ,日 に設立した。
▼大学との進携による地域医療体制の確保と地
域医療に携わる医師の言成を図るため 広島大
学医学部に「地域露薇システム学請IEた設置す
るとともに ヽ崚医療案習.地域E薇研究会,地
域セミナー●を実施した。

●●県内の医師数を増加させるとともに,勤務医

頭鼈
彙
「

帰率を改薔じ 病院勤務医

●●県内のがん治僚専「 Eヽや救急科専門Eな
ど専Pl匡を増加させる。
▼自治菫科大学卒業医師や大学医学部ふるさと
枠(地域枠)事業医師など地域E僚に従事する饉
飾の県内定着率を改善する。
▼若手医師の育成支援と定着促造を回り,広島
県内の初期臨床研修医在籍数を増加させる.

:繁鎧標琵朧 譜 批
"7

淵 雰場護管
遣徹韓 2■%8

▼広島大手寄附‖座の間崚  160,000

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗1大 況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

副即Eltψ菫入り蘇疇⊆
ある救急医瞭の現場は,勘
務医あ減少に加え′二次救
急綸番制病院の減少 救急
搬送件数の増加により さら
なる散急担当医師の忌避を
招き.勤務環境の相対ab悪
4じという悪籠環になっている。

●私菫ほか3以上0病院に■
入要請を行い,不 IRに終わっ
た救急患者は すべていった
ん広島市民病院が受け入れ
て処置を行うことにより 受入
交渉回数4回以上の受入困
難事案を解消する。
●救急搬送患者の清院への
権送時間を短縮する。
●二次教恙綸薔捕院に多加
する医療機関を増加させる。
●平成20(2008)年 度の安佐
地区二次救急輸書病院の内
科患者のうち,軽壼患者の割
合を現状の354,6か ら30ポイ
ント低下させる。

●工島市民猥院が勁尋的に,同塔檀能を担うよ
う情報システムを整備して広島市民病院 圏黛内
医燎機関及び

'肖

防機関に配備するとともに広島
市民病院の救急患者の増加に対応するため,救
急外来診察菫●の増改築工事に着手した。
●支援医療機関への転送の迅速化を目合」こ広
島市民病院に救急車を奎備した。
●平成20年 10月 から̀ 広島市において雪制堪機
能を担う救患匡療機関●支援事業の適用が開
始された。
●初期救急思詈を受け入れる「安佐医師奎可部
夜間t構センターJを設置し 平成20年3月 22日
から診環開始した。

●教思略が3以上の病援に受入姜llを行い.不
調に終わつた救急,者は,すべていったん広島
市民病院が受け入れて処置を行うことにより 受
入交渉回数4回以上の受入困難亭案を解消す
る。
●救忠搬送受入医療機関の効率的な選定によ
り,救急搬送時間を短縮する。
●夜間急構センター闘般後.近隕の中核的二次
救急医療機関である安佐市民病院の内啓系時
間外軽症患著数が4割以上減少しており,二次
救患E療機関の負担軽減に成果をあげている。

:鰍 F―
ル機能 361685

鳥罫占揚展[間
菫構センター   82.500

地域医療め課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
は 金投 入額 :単位千円)

昴市部に集中する大規餞4

議幹病院(広島大学病院.県
立広島病院.広島市立広島
市民病院,広 島赤十宇。原爆
病院)の機能分担・連携を推
進することにより 広島都市
日における高度で効果的な
E僚の提供体制を発案・強化
することが求められている。

●県内での,順頸郡がんや
前立線がんに対する強度菫
鵬放射線治鯰 どの高精度
放射線滲療の実施件餃を増
加させる。
●県内の放射緑治環専門E
の数を増加させる。
●放射線治僚以外の分野に
おいても.43絆病院の機能
集約や連携に係る取組の具
体化を口る。

●具体的な新たな取組として1高精瞑放射繰治
臓センター(仮 称)」 を設置し 高度な放射繰治療
臓能の再編・

“

釣化を図り,今後の■なる4こ幹
目院の機能分担・連携を推進することとした。
●設置主体を広島県`運営主体を広島県E飾会
とし,4薔 |1清院と協力して運営する体制を構簗。
●施設の設計着手及び事業用地6.000Hの 取得
など

●県内での 日頸部がんや前立腺がんに対する
強度変調放射線治薇などの高精度放射線治薇
の実施件数を増加き る。
●県内の放射線治薇専門医の数を増加させる。
●放射繰治薇以外の分野においても.4基幹病
院の機能■約や違構に係る取組の具体4ヒを図
る。

● 所 輌 E口 猥 沿 薇 セ ン ター

('称 )の

'ユ
         1584.lll10
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広島県の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果
(平成21年度補正予算にかかる計画分)

広島県

福山・府中医療圏

(医師等確保)

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況〈進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

山P35地 域の医療体制を4L持
していくためには,早急にE
師の供給数の改善が必須で
ある。

●甲四口鱈取のEH●瓢につ
いて 平成16(2004)年 の
6.547人 まで増力Dさせる。

● FA島大学 |ふるさと枠」として20名 同山大学

緊蹴:粋ξ界繁「
般募集分としてo名に奨

0中山間地域の医師数をl● カロさせる
●大学E学部地●枠の拡大  289.000

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

地域医療の靡壕,とりわ
け,中 山間地域におけるE
療提供体制のた機状況を改
善じ医療機能の充実強化に
向けて 医療機能の集約
化,重点化とともに,連携の
促進等地域の取組みを支援
する必要がある。

●厚生理府中総合病院の分
娩及び小児救a医鷹を平成
25(2013)年 までに再開す
る。

5域
の医師敗1増加

●公立世屁中央病院におけ
る救急搬送患者の受入率を
向上する。
●世羅・久丼地域で在宅僚
養患者を支祖する医療機関
を増加する。
▼府中地域及び世軽地域の
医療連携を促進する。

●府甲地重において将来にわたって綺観的に
確保できる医療提供体制の構築を図るため 府
中市地域医療再生協議会を設置場催するとと
もに,平成23年3月 に府中市地域医療再生tt回
を策定した。
●地方独立行政法人府中市着眺機掲を投立
し,平成24年4月 に府中北市民病院と府中市民
病院 (I日名称:府 中総合病院)を経営統合した。
●三原市立くい市民病院は,平成22年 4月 に世

詈離 鰤 鋪 駄 籠 購 箋織 .0
無床診療所の公立くい診療所として再織した。
●公立世菫中央病院は増露工事を行い

`平成
20年 10月 に救急寺急性相対応の45床分の病棟
を整備した。
▼医療機能連機舎同会leの設置に向けた協
議。調整を行うr府中地域及び世義地域医療機
能運撓行政会議」を開催した。

●厚生還府中総合病院の分娩及び小児政急
医療を再開する。
●府中地域のE師数をllカロさせる.

●/●N立世確中央病院における敷急搬送憑者の
受入率を向上する。
●世羅 久弁地域で在宅薇姜思者を支援する
日療機03を増加する。
▼府中地域及び世羅地域の医療連携を促建
し 餞療機能の維持を図る。

[時
中地崚0嘔療機能の強  749,000

0公立世躍中央瘤院及びこ

電

市立くt、市民●院の性籠強  733.000

I臨輩:g螺器腰  1∞o

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

救急医 療の強 iヒを図るため

には ,医療機能 分担を明確

にし IIA選や救急応需体制

の効率 化が不可欠である。

0稟郡地域で二次取急医療
機関を受診する軽症患者薇
を約5割減少させる。

●福山地重教8支躍鬱環所(瞑椰)の連富及
び施設螢備等について検討するための連絡協
議会を都合15回間燿するとともに,お籠所を建
築するための用地取得や実施設計を行つた。

●票Ell地 重て二次取急匡療機||を受じする軽
症患者数を減少させる。 (潔〉雛計

郊臨籠 673.000

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)

これまでの成果
(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入績:単位干円)

医師不足が直撃している中
山間地域,とりわけ受療機会
に思まれない議戸内海の離
島 島しよ部においては,巡
回診療船年により住民への
医療提供体制を確保していく
必要がある。

●診療対象島嶼部における
がん検診受診率を向上す
る。

0「済生丸」事彙の構II及び今後りあり方検討
を行うため 済生丸通営関係県主管課長会臓
及び社会福祉法人思腸財団済生会との合同会
路を開催した。

0鬱簾対
=島

瞑部におけるかん薇酸受診旱を
向上する。
●地域医療に従事する医師の研修檀会の確保
を図る。

棚 常避塁
じ療船   50,000



広島県の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果
(平成22年度補正予算にかかる計画分)

(医師等確保)

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

の医療資源が,どのような形
で必要かについての客観的
データがなく、偏在解:間 に向
けた効果的な取組が困難な
状況となつている。
ナースバンクが必ずしも十

分周知されていない状況も
あることから,広報の九奥と
ともに,ナースセンターの■
なる機能強化を図る必妻が

●|1條雪ヨ
=の

とヽ 医康
賃源の需給モデルを作成
し 保健医療計画の改tTに
反映するとともに,新たに設
置する「広島県地域保健医
療推進機構」における医療
派遣調整手に活用すること
で 無医地区の医療体制の
充実など医療資源の傾在の
解:門 に向けた取組みに■す
る。
●求人・求菫登録者数の増
加 就業相談数の増加によ
り,ナースバンクをll用 した
再就業者数を増加させる。
●市町及び関係団体との運
携を図り.潜在暑饉職員に
対する復漱支援を通じ,就葉
者の増加を目指す。
●中小病院等における認定
書護師数の増加。
●看艘職員I「報サイトによ
り,医療情報を集約化し,的
確に提供できる仕組みづくり
を行う。

0医療資源の偏在解消のための分析年につい

軍a貢鷺蕎選1鶴   〔晟鴫業相談数の
増加により,ナースバンクを利用した再職業者
数を増力Dさせる。
●市(廿日市 呉,東広島)及び医師全等関係
団体との連携を図り,着在看餞職■に対する再
就業支援を実施。
●電極職員情報サイト1■より,医縁情報を■約
化し,的確に提供で書る方法について検討を
行つた。

●界曖地区の口猥倅刑の元栞など医療資源の
解消に向けた取組に活かすことが見込まれる。
●ナースバンクの利用に係る啓発用リーフレッ
トの配布により,求人数・求職者数を増加させ
る。
●市町及び関係団体との連携を図り潜在看護
瞥1写l:臭議翼蝙 警

業者の増加を

:奪住露質再場撃7岳野 讐露驚繊[奨為化し.的確に提供できる仕組みづくりを行う。

●■いのF燿薔 菫電Fこの

霊

瀾mけ た回奎 研究φ糧  4印 80

●ナースセン,―の性lE強化

孟呈
よるIIn職保務の 37β 32

活用し電子1ヒされた
医療情報を共有する仕組み
(ネットワーク化)が進められ

るヽものの.つながりの強
一ヽ部地域の医療施設群の
堕携1こととまり.より広域的

ットワークまで発展しづ

より多くの饉療機関が情報
連携を進めていく

ンフラの整備が課

維持期・慢性期の医療につ
てヽは,医療や介捜サービ

スも含め専門分化が進む
中,高い専門性を持つEI

つつ通切に補発しあう体制
欠となつているが ,現

への円滑な移行のための,

閲係者によるケアカンフアレ
ンスの実施などの取組 は一

―ク・各二次保性医療目

る。
●フつの二次保健E康目す
てに地域医療通携ネツト

二次保健医療口の基絆

●放射爆治療に関する匡環

●情報コーナーを.患者・憲
含めより多くの県民が利
ることで,医僚・健康●

に関する意識の向上を日

▼饉療と介饉が選揆した.

E`藤.介睡サー
ビスを提供。
▼医療と介置の■携のため
県内共通の研修カリキユ

成し.全ての1次医
(市BI単位)で,医療・

▼全ての1次医療日におい

研修に善づくカンフアレン
夢.チームヶァのモデル事

整備検討委員会において 整備内容の検Et

る関係E療機関の巨機ス システム構築により.複数の目瞭畿閲て電子カ

に,高精度放射線治燎センター(仮称)と4轟

raす る意籠の向上を図る。
▼医燎と介捜が連携した.高齢者の暮らしの視

つた質の高いE療.介護サービスの機



全ソ2ンを活用し,医師・看
機関でビックアッ

て現場へ急行する「ドク
′的事葉」を実施して

いるが,ド クターヘリ専用機
導入県と比較して出勁件数
が1/10程度と大きく下回るほ
か 医師等のビックアンプに
かかるタイムロスもあり 迅
速に対応できる救急医康体

が求められてい

への迅速な初期浩療
)

●アクセスの向上(中山間地

●FA減的な救急医療体制の

基地病院の選定.遭航に関する
りまとめた。

平成24年層は,ドクターヘリの選航開始(平

に向け,運航晏託会社の決定`搭
彙医師・看饉師の墨成など 具体のシステムづ

ほか,消 防機関,市町.警察など関係

り,重症・重篤患者への迅速な救急医療の提供
るほか 中山間地域 畠しょ部など救

センターや高度医療機関へのアクセス

0また.中 国地方5県 のドクターヘリ広域連携
り.県崚を越えた効果的なドクターヘ

地域医療の課題 目相 これまでの取組状況 (進 捗状況 )

これまでの成果
(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

|・F暴じ延 慄刀` シヽ
`り

尋 rl
的な治藤が必要 な小児専 Pl
の救急病床 (PI● u)が県内に

設置されてお らず 小児 の三

次救 急体制が確 立されてい

ない。

●■`児の二択顆忠E栞体制
を壁備し,円 滑な搬送体制
の構築と.二次及び二次E
療機闘と連携を絶進すること
により,本県の小児救急医
療の発案を図る。

0平成24年度整備に向け.薇 Efを行つた。 ●小児の二次敷忠医療体制を整備し 円滑な
搬送体制の構築と,二次及び二次E療機関と
連携を推進することにより,本県の小児救急医
熙が充案する。

0小 JE救魯専門嬌床
(PiCu)及び71ヽ 児専「号巨     14.666
薇機器の鮮備

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

県工 咆駆にお170開 栞 囁の

高齢 化 後継者 不足等 によ

り,今 後 更に無医地区が増
カロする恐れもあり,移動のこ
んなんんな高齢燎者の増加
も踏まえた取組の強1ヒが必
要となっている。

●中山間地軍書の中核嬌院
の診療体制を克実させる。
●巡回診療により受薇で告
る騒者数を増加させる.

●巡回診療により受療機会
を確保できる地区数を増力。さ
せる。
▼診療対象の離島・島しょ部
におけるがん検診受鯰率の
向上

●中山間地域尋の公立・公的医療機間等て診
療支糧を行う広島大学大学院

=(医
師)へ の奨

励金の支栓(H211月 ～3月 390回 )を 実8t案施
●無医地区毎の住民の受療機会を充実させる
ため,新 たに螢備する移動診療車について,革
輌及び繕雌医療機器の購入に要する費用への
助威
▼事業者である

'生
会において,「 藤ミ丸4世

号(仮 称)」 の新造船に係る基本設It業者選定
を行うと伴に,拡 F.整備する搭載医療機器帝に
ついて 医療関係署.船■ 専門凛の意見を調
螢しな力くら,・E定を進めている。

●+肛24年度も甲山間地域等の公立 公的医
療機関専で診僚支援を行う広島大学大学院生
(医師)への奨励金の支裕を晏託実施し,平成
24年 4・ 5月 で,20回分を支給した。これにより,

中山‖地域年の中核病院の診僚体制が充実さ
れる。
●平成23年度に購入した.黒医地区年の住民
の受療機会を充実させるための移動診療車 (■

輌及び裕雄目療機器)について,平 成24年度6

月までに車輌の改造.医療機器の搭載を終え.

7月 から週2回の巡回診療を開始し 巡回場所
彙診者餃年について拡大が図られている。
マ事業者である済生会において,平成25年3月
の起工 8月 進水の予定で,拡充整備する搭載
医療機露選定●力唯 められている。

晨翌樹留酔票護含縞雰   lo6.620

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況 (進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効具 )

関連事業名
(饉金投入額:単位千円,

大規快決詈への偏えが十
分とはいえず 災書拠点■
院から診療所まで,その機
能の充実・強化を図り 様々
な態様の災書に対応できる
体制を構築する必要があ
る。

●災薔時 に変■日・通IB器
が還断された状饉において

も,地域において避速にE
療敦饉支援が実施される仕
elみを構員する。
●災書時に必晏な設備等を
強化し,他の医偲機関と連
携して活動できる診薇所の
ll加を回る。
●病院の敷地内で患者力く利
用する建物に未耐震建物の
ある病院の割合を3196未満
とする。
▼災書拠点病院における
水,電気等のライフラインの
備害を原則2日 分以上確保
する。
▼専用の緊急輸送車の整備
等.災書時に安全.迅速,確
実に0“ATや饉僚救饉班が
出動できる体制を確保する。

●平屈24年鷹以降の調査 31練の実施に向け
て関係■lR壺を行つた。
●平成′4年度以降の耐震化●螢備の異施に向
1+て鵬壺を行つた。
▼平成24年度以降の整備に向けて関係者調整
を行つた。

●関連調憂の一部、訓練準備等に着手してお
り,次年度の資機材の整備につなげ.災害時饉
療提供体御を強化する。
●霧院の敷地内で患者力t利 用する脇物に未耐

等盤錦:鑑緞饒撃踊 .報ぁ
整備を造めることにより,災害時の拠点病院の
対応機能を強化する。

魃
響 68141

0医療施 設の耐震 化●

揮謝
意 痛床削減を い

“

瀬

▼災番拠点構院の機能
強イじ                  103,000



地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

騒彙症については,行政、
医療機関,大学等研究機関
など関係機関のネットワーク
が部分的にしか構築されて
おらず,情la48達の遅れと
一方向のみの伝違により.

現場医療機||で混乱が生じ
ることと っている。■円家
の人材■成も含め 高度な

=「
1性を有する司令電機能

の構築が課題となっている。
がん鷹療については,放射

線治療医や医学物理士など
の専門スタッフの確保が全
県的に課題であるとともに,

高度治療の集約化を含めた
機能・役割分担による効率
的な医療提供体制の整備が
躁題となつている。
心不全では 今後,高齢化

の進展に伴う患者数の更な
る増加が見込まれる中.再
発(急性増憑)による再入院
窯の低下が重要な課題と
なつている。

●摯梁lE●一ヽイランスの
充実強化
●感彙症事薬発生時の迅速
対応による早期事案終思
●感彙症指定医療機BIの整
備

=2祖
感染症指定医療

機関
●県内の放射線治療専門E
(学会認定)の増■
OE療機関1■おける饉単物
理士の職務の確立と先任書
の配置の拡大
●放射線治燎に関する医療
施設間のネ・ントワークの構築
●高精度放射繰治廉の供給
体制の整備
▼心不全患者に対する多職
糧による集学的テーム医療
を実践し,再 入院準を5096
減少させる。
▼心臓リハビリテーション指
導士を37人から57人に増加
きせる。
▼かかりつけ医.薬局青と違
携し 在宅の心不全患者を
サポ‐卜する体制を構築す
る。

0センター横11委 員会2回開催し,感葉Ftt―
ベイランス体制 悪彙症ネットワーク体制年につ
いて検Ifした。

1[蘊 ,糧機 需
柵

▼広島大学病院心不全センター(以下「心不全
センターJという。)を開設した。
▼第1回心腱いきい吉推進全鰹を開催し,今後
の事彙の進め方●を協議したヽ
マ心不全センターが「地域心臓いきいをセン
ター」として県内4つの病院を指定した。

●軍二l■悪染症llttE療 機関の整備を行う1~
(1施設4床 )

農煙:議瀞翌謂 資演驚穣獅麟弔
騎お繕最様警詈庸&増・

とともに.地域連携体

』l骨iヨ曇齢F[」ま手
健動思茶壁ぎ

●広島県感染症・疾病管

:i
た人材吉威(事締tt座の   60.000
n4毅L  _
▼心不全 脳卒哺  ~
地域リハビリテーション支  102000
1B休傲|の露書

山口県の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果
(平成21年度補正予算にかかる計画分)

山口県

萩医療日

(

地域医療の課題 日標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位干円)

奉区猥日における人口
'|万人対医師数 は、県内ワースト

であり、■饉師数についても
全県平均を下口る低い水準
となつており、医師■饉師
の確保が喫素め課題

臨床研修Eを年100名程度
確保.看饉師再就業率の改
善、訪問暑EI師の確保.

・医師修学資金として、「地域医燎再生枠J27
名、「外74枠 Jフ名に対し、修学資金の賞与を
行つた。
・県内外の医学生、医師に対する日31確保対策
●0情報提供や県外E師に対する就業の絶
介鷲 旋を実施した。
・■肛職員の再就業を支援するコーディネー
ターを新設した。訪問暑壼面のm位別研修会を
Eltした。

・E師修学贅食により、i外科枠」で最短平成26
年から、「地域匡薇再生枠」で最短平成30年か
ら義務勤務が13始となり、目師不足が緩和され
る見込み。
・県外医師4名 が県内公的餞燎機間に就集し、
露師不足が緩和された。
県全体の■EE師の再就象を促遣し、訪間暑慶
師の確保が回られた。

医師修学資金     194,400

医師確保促進専業    26.183

蔓套:繁
職員蹴 業  日

“

5

蒙異
看霊n師育成支援   8,948

地域医療の課題 目欄 これまでの取組状況(進捗状況)

これまでの成果
(今後期待される効果)

関連事業名
(義金投入観:単位千円)

(釈8匿魔椰副
'初

期取摯区
康を担う地城の開彙饉が高
齢4としており:体鋼維持に向
けた早急な対応が必要
(教急搬送)ドクターヘリを活
用した敦急鍛遺体制の強化

休日8懇簿燎センターの壺
傭等による救急饉療体制の
構築(維持)

ドクターヘリによる搬送時間
の短縮、関係機鵬との連携
体制の強化

・教急医療倅側の構築に向け.医療従事者確
保、休日8愚診薇センター壺●(基本設計他)、

地域医療再生計画協議会開催、地域住民に対
する適切な受診の啓発.こ礎調査・住民意臓鯛
壼等を奥れ た。

・ドク,一ヘリの円滑な選競に向け、関係機関と
の連携体制の強化、ラ

"'・
―ホ・ィントの確保、薔

地病院の整備、救命敦急センターのヘリポート
整償導を推進し、また、ドクターヘリ導入に伴う
餃急搬送・受入体制のFll等 を行うu■ 研究
を姜焼実施した。
・ドクターヘリの菫航にあわせて、救命救急セン
ターの機彗整備等を興施した。

・匿環機配 思看の最適なマッチング、中核醸
燎機関と周辺病競の機能分化と連機りにより、
効率的な医薇提供体制の構終を促遣する.

・ドクターヘリを活用して厳送時間を短縮し、あ
わせて救命救急センターの機能を強化すること
により、救命率の向上や後遺症の経減が図ら
れる。

事菫写

ヘリ導入促進   300p52

繁花挙彙:ンタ
ー機す  025,521

騒1電田麟奮輩=僚
提供域.“9



地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効興 )

関連事業名
(基金投入額:単位千D

人‐興扁轟囁を甲いとし7_

広域的な災香医療体制の確
立

曼軒人詈興凩嬌瞬 担軍災
書拠点病院、DMATの 機能
強化

漱 医療国内の地域災番拠点情院に災害派遣
医療チ

=ム
(DMAつを養成、また、全県のDMA

Tに対して、移動用緊急車両苺を整備した。

・災書発生時に応急処置及び口腔ケアを粟籠
するた||の仮設自科診療所を設置できるよう歯
科診療機器の螢備を行つた。

・萩医療□及び全県の災害医療体制を強化し
た。

・災害時の避難住民への歯T4保健医療体制の
確保が可|.Lとなる。

DMAT体制整備事業
等 369,929

曇墓露票翼
医療
零
機   12,400

山口県の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果
(平成21年度補正予算にかかる計画分)

山口県

長門医療田

(医師等確

地域医療の課題 自標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

本医療日における人口10万

人対医師数は、県内ワースト
2位であり、看臓姉数につい
ても全県平均を下回る低い
水準となっており、医師・■
護師の確保が喫緊の課題

臨床研修医t年 100名程屋
確保.着い世代への■置の
PR等による看護轟■の確
保。

・山口県医師睡床研修推違センターを新たに設
置し、臨床研修医等、若手医師の確保・育成に
取り組んだ。
・山口大学医学部に地域医療推遭学鷹座を敏
置した。
・災書時の選離住民への口腔ケアに対応できる
歯科医療従事者を姜成するため.機器の使用
方法等の研修会を開催した。
■韻学生を対象に看IE業務や県内病院のPR
年を実施した。
饉床研修医の確保・育成の拠点となる地域医
療教育研修センターを整備した。

・一時期57名 に減少した研修E採用興績が71
名まで回復した。

・将来の地域医療を担う巨師の育成に■献し
た。
・災書時の選難住民への歯科保色E療体制の
確保が可能となる。

・若い世代へのPR等による●臣10■の確保が
期待される。
・県内臨床研修体制の充奥・強化が回られ、臨
床研修匡の確保・育成が見込まれる。

異
師臨床研修推進事   122,870

詣墨霧棄
推進学愚障座   160,000

類異I:撃翼
ア対応    4.000

ブレ・ナース応援事業   lQ187

躙
研修セン

   466.540

これまでの取組状況 (進捗状況)

曇備されておらず、二次救急
医療を担う病院の負担が増

、早急な対応が必要

|じ療センターω整
る救急医療体制の る遭切な医療受鰺の書発(地

域医療フォーラムの開催等)を実施した。
休日夜間診薇センター整備を推進した(設計、

・地域巨織再生ll口推進協撮会を開催した。
・地域医療連携情報システムを構築するため、

カルテシステムの整備等を行つた。
・薬品在庫状況の確82など、日域内の集局ネッ

緊羅欄ξ療殷 1劉



地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)
これまでの成果

(今 後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位千円)

日取内に対厖可能な医需機
関が1菫所のみであり、簡産
期饉療に係る全県的な支援
体制の確保が必要

総含周置期母子医療セン
ターを核とする広壇支援体
制の強化

・関係機関の連携を図るため、基礎調査等軍業
を委託実施

農 雛 華 暑
麿逸協捌 妻

・新生児期の先天代翻異常等の早期発見・治
療体制を整備するため、検査機器購入を支援

怪 碇調壼事業の成果から、「周産期医療1冑報
システムJの仕様を作成する寄、臓係機閥鴨o
遍構体制の強化を図る。
NICU年 の増設、長期入院児の在宅移行推

螢ぅ臨 卑留説場壁ょG蹄
働率を緩和、■露憲書の受入IL力 を高める。

雲議翼塁1:鶏雲
シ不テ  19,380

翔 識 講
セお躍瀾

山口県の地域医療再生計画のこれまでの実績及び成果
(平成22年度補正予算にかかる計画分)

地域医療の課題 目標 これまでの取組状税(進捗状況)
これまでの成果

(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額1単位千円)

O高度・専門E廉寄に据わ
るE薇従事者の確保

0高度・専門医療手に銹わ
る医療従事者の確保、スキ
ルアップ

"崚
区薇を担う医師の総合支援組織として山

口県地域医療支援センターを設置した。

・感染管理看I「体制推進委員会を設置するとと
もに、実践研修 フヾォローアップ研修等を開催し
,こ。

・嬌宇賃,コ与書のキヤリア形屁、情諄日の養
成、7F修体制の整備等の促進が見込まれる。

・感彙管理において中心的な役割を担う暑餞師
(感染管理実践者)の青威に貢献

皆雙糠麓瘍 亀讐 鴫∞0

高度 専「q医療に従事す
るための種 飾のスキル  24,608
アップを回る研修等

地域医療の課題 目標 これまでの取組状況(進捗状況)

これまでの成果
(今後期待される効果)

関連事業名
(基金投入額:単位干円)

0三次医瞑日における医畷
道携体制の整備

O巨燎週携体制のコアとな
る病院等の機能強化

0地 l●医療連携情報システ
ムの構築

0診療科、専rl分野を超え
た医療関係書等の「顔の見
える関係づくり」の促遭

0高度・専Pl医療機能の一

層の強化

【医療通携体制の整備】
・r地域E豪再生針口推進会議Jの 30催 、「地域

馳朧 綱増「
に向け、関係団体

・医療提供体制薔職調査を実施した。

【ヨアとなる病院等の機能強4し】
・高度救命教念センター、救命救急センター、が
ん鰺療連携拠点病院の機能強4ヒを図るための
治療機器、検壼機器の導入支援を行つた。

【障環二銹停田のヨIE]

一次巨晨日から二次医療日にわたるE燎遭
書体制の構築に向け、その前提となるE薇闘
係者のヒューマンネットワークの形成(r順の見
える間係づくり」)の推進が期待される。

Iコアとなる病焼等の機能強化】
高鷹・専日巨療機能の一日の強化により、横
査時間の短縮、患■年中に対応できる環境整
t● 、高度な臨床研修環境の整備年に■献

童褥書権塁曇露暦額展    2,794
今後の本県の医療提供
体制を検討するための基   10,257
職調査    ‐

0患者情報の共有化.専 r5

医による遺馬カンファレン
ス、治療情報データベース構
鎮

学会、研修会や合同症例
検討会、DMAT合 同訓1練   15,502
年の開催支援

【地域医療連携情報システムの相猥】
・地域の医飾会を主体とする地城協議会を発足
し、システム導入・運用にR3する横酎を10始す
るとともに、県医師会、地域協議会で編成する
全体全路において、全県ネットワークについて
の検討を行つている。

【地域E療菫携情報システムの相棗】
・■に地域が必姜れ ているステムが相策され、
全県的な慮詈情報の共有化、治療情報データ
ベース構餞等へ波及していくことが期待される。

期熙誘瀞鵬議  3.437

冒颯扁目Fお1脂踊I[と
な

11釧。37

全県単位の地域医療違
騰情報システム導入会議   3,192
の設置

螢糖署撃嘲男:ぞ
報システ  439,972




